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※ 白丸黒番号は府立高校で、黒丸白番号は堺市立、東大阪市立、
     岸和田市立高校、大阪公立大学工業高等専門学校です。

＊旧学区表示をしています
平成26年度から、４つの区であった全日制普通科
の通学区域が府内全域となりました。

①
②
③
④
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⑪
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⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
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（※学校紹介はP6～17参照）

東淀川高校
東淀工業高校
北野高校
柴島高校
淀川清流高校
淀商業高校
桜和高校
桜塚高校（全・定）
豊島高校
刀根山高校
豊中高校
千里青雲高校
池田高校
渋谷高校
園芸高校
箕面高校
箕面東高校
豊中高校能勢分校
北千里高校

吹田高校
吹田東高校
山田高校
千里高校
芥川高校
阿武野高校
大冠高校
高槻北高校
三島高校
槻の木高校

春日丘高校（全・定）
北摂つばさ高校

（全・定）

福井高校
摂津高校

全・定）

清水谷高校
夕陽丘高校
大阪ビジネスフロンティア高校
高津高校
今宮高校
桃谷高校（通・定）
生野工業高校
大阪わかば高校（Ⅰ・Ⅱ部）
今宮工科高校（全・定）
西成高校
阿倍野高校
工芸高校（全・定）
住吉高校
天王寺高校
東住吉高校
平野高校
東住吉総合高校
長吉高校
住吉商業高校
水都国際高校
港南造形高校
阪南高校
教育センター附属高校
八尾高校
八尾翠翔高校
山本高校

八尾北高校
かわち野高校
花園高校
布施高校（全・定）
みどり清朋高校
日新高校
城東工科高校
布施工科高校
枚岡樟風高校
布施北高校
河南高校
金剛高校
富田林高校
長野高校
大塚高校
生野高校
松原高校
懐風館高校
藤井寺高校
藤井寺工科高校（全・定）
狭山高校
美原高校
農芸高校

金岡高校
堺上高校
堺西高校
泉陽高校
登美丘高校
東百舌鳥高校
福泉高校
鳳高校
堺高校（全・定）
堺工科高校（全・定）
泉北高校
三国丘高校（全・定）
堺東高校
成美高校
泉大津高校
信太高校
伯太高校
和泉総合高校（全・定）
高石高校
和泉高校
久米田高校

産業高校（全・定）
岸和田高校
貝塚南高校
貝塚高校
佐野高校
日根野高校
佐野工科高校（全・定）
りんくう翔南高校
岬高校

中央高校（昼夜間）
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旭高校
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東高校
桜宮高校
都島工業高校（全・定）
成城高校（全・定）
汎愛高校
鶴見商業高校
西野田工科高校（全・定）
咲くやこの花高校
港高校
市岡高校
泉尾工業高校
大正白稜高校
守口東高校

香里丘高校
長尾高校
枚方高校
枚方津田高校
枚方なぎさ高校
牧野高校
いちりつ高校
北かわち皐が丘高校
西寝屋川高校
寝屋川高校（全・定）
大阪公立大学工業高等専門学校
野崎高校
緑風冠高校
門真西高校
門真なみはや高校
四條畷高校
交野高校
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すべての府立高等学校で、１人１台端末を使ったこれまでにない教育に挑戦しています。

・すべての生徒に、自宅でも利用可能なパソコンを無償で貸与

・府教育庁専用のクラウドアカウントを全生徒に付与

・学校の内外にかかわらず、１人１台端末を有効活用した学びを実現

生生ままれれ変変わわるる高高校校
大阪府では、平成 年に「府立高等学校再編整備方針」を策定し、教育内容の充実と効果的かつ効率的な学校の

配置を進める観点から府立高校の再編整備を推進しています。

この間、生徒の「わかる喜び」や「学ぶ意欲」を引き出し、しっかりとした学力と社会でがんばる力を身につける

学校「エンパワメントスクール」を８校 ＊ 開校するなど、活力ある学校づくりを進めています。

＊＊エエンンパパワワメメンントトススククーールル 西成・長吉・箕面東・成城・岬・布施北・淀川清流・和泉総合

また、以下の高校で、令和５年度から新たな取組みを始めます。

※機能統合→特色ある教育活動を他校に継承・発展させること。

阿阿武武野野高高校校（ ）・・野野崎崎高高校校（ ）・・りりんんくくうう翔翔南南高高校校（ ）

阿阿武武野野高高校校 高高槻槻市市 島本高校が「保育専門コース」の授業や実習で培ってきた、体験を通じて実践

的な知識や技能を習得するノウハウを継承・発展させ、保育実習などの充実を図ります。あわせて、島

本高校が行っている国際交流の取組みを継承し、生徒の総合的な英語力を高めます。

野野崎崎高高校校 大大東東市市 茨田高校が「コミュニケーションコース」で培ってきた、豊かなコミュニケーシ

ョン力を育成する教育内容を継承・発展させます。あわせて、茨田高校と野崎高校が取り組んできた挨

拶運動や地域の清掃活動、ボランティア活動など、地域に根ざした教育活動の更なる充実を図ります。

りりんんくくうう翔翔南南高高校校 泉泉南南市市 泉鳥取高校が取り組んできたインターンシップや体験型学習などのノウ

ハウを継承・発展し、キャリア教育や「ハートフルほいくコース」における保育実習などの充実を図り

ます。あわせて、泉鳥取高校が進めてきた地域に根ざした教育活動についても継承します。

◆◆１１人人１１台台端端末末をを活活用用ししたた新新たたなな教教育育にに挑挑戦戦！！！！

コロナ禍にあっても、

オンラインで学習をフォロー 
海外や遠隔地の人と交流 

デジタル教材を用いて、

自分のペースで繰り返し学習 

講習動画を自宅で視聴、放課後の

勉強と部活動等の両立を支援

 離離れれたた仲仲間間ととととももにに学学ぶぶ  オオンンラライインン交交流流

 勉勉強強とと部部活活動動等等のの両両立立

機機能能統統合合にによよりり教教育育内内容容のの充充実実をを図図るる学学校校

 自自分分ののペペーーススでで何何度度もも練練習習

合同学校説明会の日程

設置する公立高校 本校（高等支援学校）

千里青雲高校 北摂つばさ高校 とりかい高等支援学校

芦間高校 緑風冠高校 むらの高等支援学校

枚岡樟風高校 金剛高校 たまがわ高等支援学校

信太高校 久米田高校 すながわ高等支援学校

東住吉高校 今宮高校 なにわ高等支援学校

  

知知的的障障ががいい生生徒徒自自立立支支援援ココーースス設設置置校校

共共生生推推進進教教室室設設置置校校

職職業業学学科科をを設設置置すするる知知的的障障ががいい高高等等支支援援学学校校

設置する公立高校

園芸高校 枚方なぎさ高校 松原高校 桜宮高校

阿武野高校 八尾翠翔高校 堺東高校 東淀工業高校

柴島高校 西成高校 貝塚高校

◆◆就就労労をを通通じじたた社社会会的的自自立立ををめめざざすす支支援援学学校校

＊出願には療育手帳の所持が必要です

＊出願には療育手帳の所持が必要です 
高等支援学校名 所在地

とりかい高等支援学校 摂津市

むらの高等支援学校 枚方市

たまがわ高等支援学校 東大阪市

すながわ高等支援学校 泉南市

なにわ高等支援学校 大阪市浪速区

 

高校のカリキュラムや授業内容を工夫し、知的障がい
のある生徒が、いきいきと学び、障がいのあるなしに関
わらず、ともに高校生活を送り交友を深めています。

職業学科を設置する知的障がい高等支援学校の共生推
進教室を府立高校に設置し、両校の連携協力のもと、高
等支援学校の生徒が、高校の生徒とともに学び交友を深
めています。

また、週に１回程度、職業に関する専門教科を高等支
援学校で学んでいます。

知的障がいのある生徒の就労を通じた社会的自立をめざす教育課程を
編成した、高等部のみの支援学校です。

５校とも職業に関する専門の学科を設置しており、卒業後の就労をめ
ざし、職業実習や現場での実習の時間を多く取り入れるなど、職業教育
の充実を図っています。

大部分の授業を在籍する通常の学級で受けながら、一部の授業について、障がいの特性に応じた特別の指導を特別な
場で受ける指導（通級による指導）を、府立高校 校で実施しています。

◆◆通通級級指指導導教教室室設設置置校校

設置する高校名

箕面東高校 柴島高校 野崎高校 大手前高校 布施高校
教育センター

附属高校
松原高校 富田林高校 和泉総合高校 岬高校

 

全日制の課程 全日制の課程 全日制の課程

🄫🄫 大阪府もずやん

合同説明会の詳細については、実施担当校にお問い合わせください。 （令和４年５月27日　現在）

ブロック(※)等 会　場 連　絡　先

茨木地区
(茨木、茨木工科（全・定）、
茨木西、春日丘（全・定）、

福井、北摂つばさ)

８月22日（月） 13:00～17：00
 茨木市市民総合センター
（クリエイトセンター）

府立茨木高校
（072-622-3423）

８月27日（土） 10：00～15：00 府立八尾翠翔高校
府立八尾翠翔高校

（072-943-8107）

８月20日（土） 9：30～15：30 堺市立堺高校
府立信太高校

（0725-23-3631）

８月27日（土） 9：00～17：00 エブノ泉の森ホール
府立日根野高校

（072-467-1555）

※ブロックとは、平成19年3月31日までの通学区域のことです。
※今後、新型コロナウイルス感染症拡大等により中止になる可能性があります。

日　時
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すべての府立高等学校で、１人１台端末を使ったこれまでにない教育に挑戦しています。

・すべての生徒に、自宅でも利用可能なパソコンを無償で貸与
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・学校の内外にかかわらず、１人１台端末を有効活用した学びを実現
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＊＊エエンンパパワワメメンントトススククーールル 西成・長吉・箕面東・成城・岬・布施北・淀川清流・和泉総合

また、以下の高校で、令和５年度から新たな取組みを始めます。

※機能統合→特色ある教育活動を他校に継承・発展させること。

阿阿武武野野高高校校（ ）・・野野崎崎高高校校（ ）・・りりんんくくうう翔翔南南高高校校（ ）
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 勉勉強強とと部部活活動動等等のの両両立立

機機能能統統合合にによよりり教教育育内内容容のの充充実実をを図図るる学学校校

 自自分分ののペペーーススでで何何度度もも練練習習

合同学校説明会の日程

設置する公立高校 本校（高等支援学校）

千里青雲高校 北摂つばさ高校 とりかい高等支援学校

芦間高校 緑風冠高校 むらの高等支援学校

枚岡樟風高校 金剛高校 たまがわ高等支援学校

信太高校 久米田高校 すながわ高等支援学校

東住吉高校 今宮高校 なにわ高等支援学校

  

知知的的障障ががいい生生徒徒自自立立支支援援ココーースス設設置置校校

共共生生推推進進教教室室設設置置校校

職職業業学学科科をを設設置置すするる知知的的障障ががいい高高等等支支援援学学校校

設置する公立高校

園芸高校 枚方なぎさ高校 松原高校 桜宮高校

阿武野高校 八尾翠翔高校 堺東高校 東淀工業高校

柴島高校 西成高校 貝塚高校

◆◆就就労労をを通通じじたた社社会会的的自自立立ををめめざざすす支支援援学学校校

＊出願には療育手帳の所持が必要です
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大部分の授業を在籍する通常の学級で受けながら、一部の授業について、障がいの特性に応じた特別の指導を特別な
場で受ける指導（通級による指導）を、府立高校 校で実施しています。

◆◆通通級級指指導導教教室室設設置置校校

設置する高校名

箕面東高校 柴島高校 野崎高校 大手前高校 布施高校
教育センター

附属高校
松原高校 富田林高校 和泉総合高校 岬高校

 

全日制の課程 全日制の課程 全日制の課程

🄫🄫 大阪府もずやん

合同説明会の詳細については、実施担当校にお問い合わせください。 （令和４年５月27日　現在）

ブロック(※)等 会　場 連　絡　先

茨木地区
(茨木、茨木工科（全・定）、
茨木西、春日丘（全・定）、

福井、北摂つばさ)

８月22日（月） 13:00～17：00
 茨木市市民総合センター
（クリエイトセンター）

府立茨木高校
（072-622-3423）

８月27日（土） 10：00～15：00 府立八尾翠翔高校
府立八尾翠翔高校

（072-943-8107）

８月20日（土） 9：30～15：30 堺市立堺高校
府立信太高校

（0725-23-3631）

８月27日（土） 9：00～17：00 エブノ泉の森ホール
府立日根野高校

（072-467-1555）

※ブロックとは、平成19年3月31日までの通学区域のことです。
※今後、新型コロナウイルス感染症拡大等により中止になる可能性があります。
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ン

ジ
す

る
こ

と
の

で
き

る
学

校
で

す
。

【
令

和
3
年

度
実

績
】

進
学

4
1
%
、

就
職

4
1
%

(
進

学
)
公

立
鳥

取
環

境
大

学
、

大
阪

青
山

大
学

、
関

西
看

護
専

門
学

校
 
他

(
就

職
)
日

本
郵

便
、

山
崎

製
パ

ン
、

ダ
イ

ハ
ツ

工
業

 
他

北北
千千

里里
全

普
通

科
阪

急
北

千
里

駅
よ

り
北

へ
10

00
m

　
千

里
中

央
駅

よ
り

阪
急

バ
ス

「
藤

白
台

五
丁

目
」

下
車

す
ぐ

JR
茨

木
駅

・
阪

急
石

橋
阪

大
前

駅
よ

り
阪

急
バ

ス
「

今
宮

」
経

由
「

藤
白

台
五

丁
目

」
下

車
す

ぐ

○
創
立
4
5
年
、
千
里
北
公
園
に
隣
接
す
る
素
晴
ら
し
い
環
境

○
総
合
的
な
探
究
の
時
間
な
ど
学
び
に
向
か
う
意
欲
や
姿
勢
を
養
う
多
彩
な
教
育
内
容

○
活
発
な
学
校
行
事
・
部
活
動

○
国
際
交
流
、
高
大
連
携
、
土
曜
学
習
会
な
ど
様
々
な
学
習
機
会
の
提
供

【
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
】

神
戸

大
、

大
阪

公
立

大
、

大
阪

教
育

大
、

奈
良

教
育

大
、

京
都

工
芸

繊
維

大
、

和
歌

山
大

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

な
ど

○

豊豊
中中

高高
校校

能能
勢勢

分分
校校

全
総

合
学

科
能

勢
電

鉄
線

山
下

駅
よ

り
バ

ス
「

口
山

内
」

下
車

す
ぐ

能
勢

電
鉄

線
妙

見
口

駅
よ

り
バ

ス
「

奥
山

内
」

下
車

50
0ｍ

ユ
ネ

ス
コ

ス
ク

ー
ル

、
文

科
省

グ
ロ

ー
カ

ル
型

特
例

校
と

し
て

能
勢

高
校

S
G
H
を

継
承

。
国

際
交

流
、

農
業

、
福

祉
、

地
域

連
携

等
多

様
な

学
習

を
展

開
。

「
里

山
留

学
(
下

宿
)
」

制
度

で
府

内
全

域
か

ら
進

学
可

能
！

少
人

数
指

導
で

大
学

進
学

を
実

現
！

四
大

.
短

大
4
0
%
、

専
門

学
校

3
5
%
、

就
職

1
7
%
、

浪
人

等
8
%

【
近

年
の

実
績

】
関

関
同

立
・

産
近

甲
龍

・
摂

神
追

桃
な

ど
の

私
立

大
学

中
心

。
就

職
は

求
人

数
約

1
2
0
0
社

.
内

定
率

1
0
0
%

○

吹吹
田田

東東
全

普
通

科
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

　
宇

野
辺

駅
よ

り
西

南
西

へ

JR
　

千
里

丘
駅

よ
り

北
西

17
00

m

令
和

元
年

夏
、

新
校

舎
が

完
成

し
、

全
室

冷
暖

房
完

備
、

I
C
T
を

活
用

し
た

教
育

活
動

を
推

進
。

規
律

あ
る

学
校

生
活

の
中

で
基

礎
学

力
の

充
実

、
部

活
動

、
行

事
、

地
域

連
携

や
国

際
理

解
教

育
に

バ
ラ

ン
ス

良
く

取
り

組
み

、
進

路
実

現
を

図
り

ま
す

。

ほ
と

ん
ど

の
生

徒
が

進
学

【
国

公
立

】
過

去
２

年
間

の
実

績
：

大
阪

府
立

大
、

奈
良

教
育

大
、

福
岡

教
育

大
な

ど
　

【
私

立
大

】
令

和
３

年
度

現
役

合
格

実
績

：
関

関
同

立
3
3
名

、
産

近
甲

龍
1
5
7
名

○

吹吹
田田

全
普

通
科

JR
　

吹
田

駅
・

阪
急

　
吹

田
駅

よ
り

バ
ス

「
吹

田
高

校
」

下
車

JR
　

岸
辺

駅
よ

り
北

西
へ

15
00

m

吹
田

市
内

の
府

立
高

校
と

し
て

7
0
年

と
い

う
最

も
長

い
歴

史
を

持
つ

本
校

は
、

地
域

に
根

差
し

た
信

頼
で

き
る

学
校

と
し

て
、

生
徒

の
持

つ
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

ま
す

。
ま

た
、

「
人

間
力

」
の

向
上

を
育

み
、

多
様

な
進

路
希

望
に

応
え

ま
す

。

4
年

制
大

学
8
6
%
　

主
な

実
績

：
東

京
芸

術
大

、
大

阪
大

、
大

阪
公

立
大

、
同

志
社

大
1
7
、

関
西

大
9
3
、

立
命

館
大

5
5
、

関
西

学
院

大
1
5
、

龍
谷

大
1
4
3
、

近
畿

大
1
3
6

な
ど

○

千千
里里

　　
■■

全
国

際
文

化
科

総
合

科
学

科

阪
急

千
里

線
　

　
　

 南
千

里
駅

よ
り

北
東

へ
10

00
m

　
　

　
　

　
　

　
　

 山
田

駅
よ

り
南

へ
80

0m
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

　
 山

田
駅

よ
り

南
へ

90
0m

K
e
y
W
o
r
d
は

“
普

通
科

＋
α

”
。

普
通

科
と

同
じ

だ
け

の
授

業
・

行
事

に
加

え
、

S
S
H

及
び

W
W
L
に

指
定

さ
れ

て
い

る
強

み
を

生
か

し
、

国
際

交
流

や
ハ

イ
レ

ベ
ル

な
英

語
授

業
、

高
度

な
科

学
教

育
や

豊
富

な
実

験
な

ど
、

専
門

高
校

で
あ

る
千

里
で

し
か

で
き

な
い

教
育

を
行

い
ま

す
。

ほ
ぼ

全
員

が
大

学
進

学
。

合
格

数
(
国

公
立

)
大

阪
・

神
戸

・
大

阪
公

立
等

、
現

役
9
3
人

(
卒

業
生

2
6
9
人

)
、

(
私

立
)
立

命
館

・
同

志
社

・
関

西
学

院
・

関
西

等
多

数
海

外
大

に
も

進
学

山山
田田

全
普

通
科

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
　

万
博

記
念

公
園

駅
よ

り
南

へ
60

0m

『
太

陽
の

塔
』

の
南

7
0
0
ｍ

に
位

置
し

、
生

徒
が

い
き

い
き

と
活

動
す

る
明

る
い

雰
囲

気
の

高
校

で
す

。
学

校
行

事
は

、
生

徒
会

が
中

心
と

な
っ

て
運

営
し

ま
す

。
地

球
規

模
の

課
題

S
D
G
s
の

探
究

学
習

と
し

て
講

演
、

研
究

発
表

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
卒

業
生

進
路

状
況

：
四

大
6
2
%
 
短

大
6
%
 
専

門
学

校
2
8
%
 
就

職
1
%

合
格

実
績

：
関

西
大

　
甲

南
大

　
龍

谷
大

　
京

都
産

業
大

　
近

畿
大

　
追

手
門

学
院

大
　

大
工

大
　

他
○

阿阿
武武

野野
　　

☆☆
全

普
通

科
JR

京
都

線
 摂

津
富

田
駅

、
阪

急
京

都
線

 富
田

駅
よ

り
高

槻
市

バ
ス

「
氷

室
」

下
車

西
へ

50
0ｍ

　
<
ス

ポ
ー

ツ
>
 
<
福

祉
・

保
育

>
の

特
色

あ
る

2
つ

の
専

門
コ

ー
ス

な
ど

多
様

な
進

路
を

実
現

で
き

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

設
定

し
て

い
る

。
ま

た
、

知
的

障
が

い
生

徒
自

立
支

援
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

の
理

念
の

も
と

「
と

も
に

学
び

、
と

も
に

育
つ

」
教

育
を

推
進

し
て

い
る

。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
4
6
.
9
％

　
関

西
大

、
京

都
産

業
大

、
近

畿
大

、
龍

谷
大

、
専

門
学

校
3
8
.
1
％

　
愛

仁
会

看
護

助
産

専
門

学
校

他
、

就
職

9
.
2
％

J
R
貨

物
、

山
﨑

製
パ

ン
株

式
会

社
他

○

芥芥
川川

全
普

通
科

JR
京

都
線

　
高

槻
駅

よ
り

バ
ス

6分
「

緑
が

丘
」

下
車

　
北

西
へ

25
0m

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

は
『

や
る

気
と

元
気

あ
ふ

れ
る

芥
川

』
体

験
活

動
が

充
実

し
て

お
り

、
和

太
鼓

、
サ

ッ
カ

ー
、

ダ
ン

ス
な

ど
部

活
動

も
盛

ん
で

す
。

難
関

私
大

へ
も

合
格

し
て

い
ま

す
。

楽
し

い
高

校
生

活
の

中
で

希
望

進
路

実
現

が
め

ざ
せ

る
学

校
で

す
。

■
「

海
外

か
ら

帰
国

し
た

生
徒

の
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

　
　

　
▲

「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

帰
国

生
徒

・
外

国
人

生
徒

入
学

者
選

抜
」

実
施

校
☆

「
知

的
障

が
い

生
徒

自
立

支
援

コ
ー

ス
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

★
「

共
生

推
進

教
室

入
学

者
選

抜
」

実
施

校

令
和

3
年

度
進

路
実

績
　

四
大

・
短

大
5
6
.
5
%
(
関

西
大

7
 
龍

谷
大

9
 
摂

南
大

1
0
な

ど
)
 
専

門
学

校
3
5
.
8
%
 
就

職
5
.
3
%
(
阪

急
電

鉄
,
イ

オ
ン

リ
テ

ー
ル

,
資

生
堂

な
ど

)
○

高高
槻槻

北北
全

普
通

科
JR

京
都

線
高

槻
駅

ま
た

は
阪

急
京

都
線

高
槻

市
駅

よ
り

高
槻

市
営

バ
ス

「
別

所
本

町
公

園
北

」
「

古
曽

部
台

」
下

車
30

0m

「
坂

の
上

の
輝

く
青

春
」

「
文

武
両

道
」

を
合

言
葉

に
、

学
習

と
部

活
動

・
学

校
行

事
の

両
立

を
め

ざ
し

ま
す

。
1
0
年

め
と

な
る

教
志

コ
ー

ス
は

、
4
1
名

の
コ

ー
ス

生
が

、
大

学
の

先
生

の
講

義
を

受
け

た
り

、
高

槻
市

内
の

学
校

園
で

実
地

実
習

を
行

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
：

9
2
%
以

上
が

大
学

、
短

大
に

進
学

【
国

公
立

】
大

阪
教

育
、

滋
賀

県
立

　
以

上
2
名

【
私

　
立

】
関

関
同

立
1
1
2
 
名

、
産

近
甲

龍
3
2
5
名

　
合

格
○

大大
冠冠

全
普

通
科

阪
急

京
都

線
高

槻
市

駅
・

JR
京

都
線

高
槻

駅
よ

り
京

阪
バ

ス
20

分
「

大
塚

」
下

車
 南

西
へ

40
0m

京
阪

 枚
方

公
園

駅
・

枚
方

市
駅

よ
り

京
阪

バ
ス

10
分

「
竹

ノ
内

町
」

下
車

す
ぐ

 も
し

く
は

「
大

塚
」

下
車

南
西

40
0m

ス
ク

ー
ル

モ
ッ

ト
ー

は
、

F
i
n
d
 
a
 
W
a
y
 
o
r
 
M
a
k
e
 
O
n
e
 
(
見

つ
け

よ
う

　
つ

く
り

だ
そ

う
明

日
へ

の
道

!
)
学

習
・

部
活

動
・

学
校

行
事

に
一

生
懸

命
取

り
組

み
ま

す
。

自
ら

の
可

能
性

を
発

揮
で

き
る

生
徒

を
育

み
ま

す
。

学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

１
番

～
2
7
番

）
＊

「
最

寄
駅

」
欄

の
「

メ
ト

ロ
」

は
「

O
s
a
k
a
 
M
e
t
r
o
」

、
「

シ
テ

ィ
バ

ス
」

は
「

大
阪

シ
テ

ィ
バ

ス
」

の
こ

と
を

そ
れ

ぞ
れ

示
し

て
い

ま
す

。
※

学
校

情
報

は
、

令
和

４
年

５
月

末
日

現
在

の
情

報
で

す
。

最
新

情
報

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
咲

く
な

び
等

で
確

認
く

だ
さ

い
。

東東
淀淀

川川
  
▲▲

全
普
通
科

JR
ま
た
は
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

新
大
阪
駅
よ
り
北
西
へ
40

0m

創
立

6
8
年

め
。

平
成

2
9
年

度
か

ら
看

護
医

療
・

幼
児

教
育

の
専

門
コ

ー
ス

を
設

置
す

る
と

と
も

に
「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
帰

国
生

徒
・

外
国

人
生

徒
入

学
者

選
抜

」
を

実
施

。
目

的
意

識
を

持
ち

、
夢

に
向

か
っ

て
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

生
徒

を
育

て
ま

す
。

8
0
%
以

上
の

生
徒

が
進

学
し

て
い

ま
す

。
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

関
西

学
院

、
関

西
、

立
命

館
、

近
畿

、
龍

谷
、

摂
南

、
神

戸
学

院
、

追
手

門
、

関
外

、
京

外
、

大
経

、
森

ノ
宮

医
療

大
学

ほ
か

。
○

東東
淀淀

工工
業業

　　
☆☆

全
工
業
科

JR
東
西
線
　
加
島
駅
よ
り
東
へ
80

0m
シ
テ
ィ
バ
ス
・
阪
急
バ
ス
「
東
淀
工
業
高
校
前
」
下
車

西
へ
40

0m

本
校

で
は

、
1
年

生
か

ら
専

門
科

目
の

勉
強

を
は

じ
め

、
将

来
の

産
業

界
を

担
う

人
材

を
育

成
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

2
年

生
か

ら
は

一
人

一
人

の
興

味
・

関
心

・
進

路
希

望
な

ど
に

応
じ

た
コ

ー
ス

を
選

択
し

ま
す

。
広

大
な

敷
地

内
（

約
１

万
坪

）
に

は
緑

も
多

く
、

落
ち

着
い

た
静

か
な

環
境

の
中

で
高

校
生

活
を

営
ん

で
い

ま
す

。
知

的
障

が
い

生
徒

自
立

支
援

コ
ー

ス
も

設
置

し
て

お
り

ま
す

。

卒
業

生
の

約
8
0
%
が

就
職

、
約

2
0
%
が

進
学

。
令

和
3
年

度
の

実
績

:
西

日
本

旅
客

鉄
道

、
ダ

イ
ハ

ツ
工

業
、

敷
島

製
パ

ン
、

ア
イ

リ
ス

オ
ー

ヤ
マ

、
中

山
製

鋼
所

、
大

阪
産

業
大

学
、

大
阪

学
院

大
学

等

9
9
%
以

上
の

生
徒

が
4
年

制
大

学
に

進
学

（
東

京
大

1
4
、

京
都

大
9
1
、

大
阪

大
6
4
、

神
戸

大
3
1
、

大
阪

公
立

大
4
4
、

国
公

立
医

学
部

医
学

科
2
4
 
ほ

か
）

○

柴柴
島島

　　
☆☆

全
総
合
学
科

阪
急
京
都
線
　
崇
禅
寺
駅
東
隣

阪
急
千
里
線
　
柴
島
駅
よ
り
西
へ
30

0m

「
互

い
の

違
い

を
認

め
合

い
、

一
人

ひ
と

り
の

個
性

を
伸

ば
す

学
び

」
総

合
学

科
で

自
分

の
将

来
を

考
え

、
進

路
実

現
に

向
け

て
学

び
た

い
内

容
を

自
分

で
選

び
ま

す
。

こ
れ

か
ら

の
社

会
人

基
礎

力
、

主
体

性
、

共
生

・
協

働
力

を
育

成
し

ま
す

。

8
7
%
の

生
徒

が
進

学
し

て
い

ま
す

（
令

和
3
年

度
：

大
学

・
短

大
5
2
%
、

専
門

学
校

3
5
%
。

そ
の

内
、

医
療

系
へ

1
7
％

）
。

就
職

（
公

務
員

を
含

む
）

は
毎

年
就

職
率

1
0
0
%
を

達
成

し
て

い
ま

す
。

○

北北
野野

全
文
理
学
科

阪
急
線
　
十
三
駅
よ
り
西
へ
70

0m
JR

線
　
　
塚
本
駅
よ
り
東
へ
11

00
m

①
授

業
第

一
主

義
（

6
5
分

5
コ

マ
）

②
全

教
室

に
電

子
黒

板
③

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
を

育
成

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
(
学

内
留

学
,
即

興
型

英
語

デ
ィ

ベ
ー

ト
,
知

的
世

界
へ

の
冒

険
等

)
④

部
活

動
加

入
率

9
0
％

　
北

野
は

あ
な

た
の

好
奇

心
に

応
え

ま
す

【
就

職
】

約
4
0
％

（
内

定
率

1
0
0
％

）
資

生
堂

大
阪

工
場

㈱
、

千
房

㈱
、

㈱
ニ

チ
イ

学
館

 
等

【
進

学
】

約
4
8
％

（
大

学
1
5
％

、
専

門
3
4
％

）
大

阪
学

院
大

、
相

愛
大

、
追

手
門

学
院

大
 
等

○

淀淀
商商

業業
全

商
業
科

福
祉
ﾎﾞ
ﾗﾝ
ﾃｨ
ｱ科

JR
東
西
線
　
御
幣
島
駅
よ
り
南
東
へ
25

0m
JR

神
戸
線
　
塚
本
駅
よ
り
西
へ
80

0m
阪
神
電
鉄
　
姫
島
駅
よ
り
北
東
へ
55

0m

商
業

科
と

福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

科
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

ビ
ジ

ネ
ス

・
福

祉
の

即
戦

力
と

し
て

活
躍

す
る

こ
と

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
両

学
科

と
も

さ
ま

ざ
ま

な
授

業
・

実
習

、
体

験
を

と
お

し
て

実
社

会
で

求
め

ら
れ

る
資

格
や

技
能

を
習

得
で

き
ま

す
。

日
本

郵
便

(
株

)
・

(
社

福
)
邦

寿
会

な
ど

企
業

・
施

設
へ

の
就

職
4
0
％

、
滋

賀
大

・
関

西
大

・
京

都
産

業
大

な
ど

大
学

・
短

大
進

学
1
8
％

、
専

門
学

校
進

学
4
0
％

、
就

職
希

望
者

の
内

定
率

1
0
0
％

○

淀淀
川川

清清
流流

全
総
合
学
科

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

ス
ク
ー
ル
）

阪
急
京
都
線
　
上
新
庄
駅
よ
り
南
東
へ
10

00
m

上
新
庄
駅
よ
り
バ
ス
「
淀
川
清
流
高
校
」
下
車

メ
ト
ロ
今
里
筋
線
だ
い
ど
う
豊
里
駅
よ
り
西
へ
10

00
m

情
報

・
ア

ー
ト

、
ビ

ジ
ネ

ス
・

教
養

、
環

境
・

健
康

、
数

理
・

人
文

の
4
つ

の
系

列
の

中
か

ら
、

興
味

関
心

や
進

路
に

応
じ

た
授

業
を

選
択

で
き

ま
す

。
し

っ
か

り
し

た
学

力
と

社
会

で
活

躍
で

き
る

力
を

身
に

つ
け

、
夢

を
実

現
で

き
る

学
校

で
す

。

文
系

や
理

系
の

国
公

立
・

私
立

大
学

を
め

ざ
し

ま
す

。
○

桜桜
塚塚

全
普
通
科

阪
急
宝
塚
線
　
岡
町
駅
よ
り
東
へ
80

0m
北
大
阪
急
行
線
　
桃
山
台
駅
よ
り

阪
急
バ
ス
「
桜
塚
高
校
前
」
下
車
　
南
へ
15

0m

創
立

8
3
年

め
の

伝
統

校
。

勉
学

と
部

活
動

等
の

両
立

。
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ー

ス
制

を
実

施
。

生
徒

は
ク

ロ
ー

ム
ブ

ッ
ク

（
ノ

ー
ト

P
C
）

を
所

持
し

、
G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
活

用
授

業
を

推
進

。
「

朝
学

」
を

実
施

し
、

読
解

力
を

育
成

。

令
和

3
年

度
実

績
：

国
公

立
大

　
現

役
　

1
3
名

（
大

阪
公

立
大

ほ
か

）
　

関
関

同
立

　
現

役
　

2
0
9
名

　
近

大
　

現
役

　
1
8
4
名

○

桜桜
和和

全
教
育
文
理
学
科

メ
ト
ロ
堺
筋
線
・
谷
町
線
　
南
森
町
駅
か
ら
北
東
へ
80

0m
JR

東
西
線
　
大
阪
天
満
宮
駅
か
ら
北
東
へ
60

0m
JR

環
状
線
　
桜
ノ
宮
駅
か
ら
南
西
へ
90

0m
京
阪
　
天
満
橋
駅
か
ら
北
へ
10

00
m

シ
テ
ィ
バ
ス
「
東
天
満
」
下
車
北
へ
15

0m

令
和

4
年

4
月

開
校

。
2
年

次
よ

り
国

際
文

化
コ

ー
ス

、
教

職
教

育
コ

ー
ス

、
理

数
情

報
コ

ー
ス

に
分

か
れ

学
習

活
動

を
通

し
て

、
高

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
情

報
活

用
能

力
・

課
題

解
決

能
力

を
身

に
つ

け
、

次
世

代
を

支
え

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

1
年

か
ら

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
行

い
外

部
機

関
と

も
連

携
し

生
徒

に
合

わ
せ

た
進

路
支

援
を

し
て

い
ま

す
。

就
職

で
も

進
学

で
も

手
厚

く
個

別
支

援
も

行
い

ほ
ぼ

1
0
0
%

の
生

徒
が

希
望

す
る

進
路

へ
進

み
ま

す
。

○

豊豊
島島

全
普
通
科

北
大
阪
急
行
ま
た
は
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

千
里
中
央
駅
よ
り
北
へ
13

00
m

阪
急
宝
塚
線
豊
中
駅
よ
り
バ
ス
「
豊
島
高
校
前
」
下
車

2
年

次
か

ら
選

択
す

る
コ

ー
ス

と
し

て
、

普
通

科
の

文
系

・
理

系
の

他
に

3
つ

の
専

門
コ

ー
ス

（
ス

ポ
ー

ツ
、

情
報

・
芸

術
、

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

を
設

定
し

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
進

路
実

現
に

向
け

て
支

援
い

た
し

ま
す

。

4
年

制
大

学
6
2
.
2
％

、
短

大
5
.
7
％

、
専

門
学

校
2
5
.
4
％

就
職

・
公

務
員

3
.
5
％

、
関

関
同

立
1
4
名

、
産

近
甲

龍
3
4
名

合
格

。
○

桜桜
塚塚

定
普
通
科

阪
急
宝
塚
線
　
岡
町
駅
よ
り
東
へ
80

0m
北
大
阪
急
行
線
　
桃
山
台
駅
よ
り

阪
急
バ
ス
「
桜
塚
高
校
前
」
下
車
　
南
へ
15

0m

幅
広

い
年

齢
層

の
生

徒
が

楽
し

く
学

ぶ
、

少
人

数
で

ア
ッ

ト
ホ

ー
ム

な
学

校
で

す
。

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
応

じ
て

、
し

っ
か

り
学

べ
る

よ
う

に
様

々
な

配
慮

を
し

て
い

ま
す

。
勉

強
が

苦
手

な
人

に
は

基
礎

か
ら

教
え

ま
す

。
部

活
動

や
行

事
な

ど
も

盛
ん

で
す

。

四
大

・
短

大
8
3
%
、

専
門

8
%
　

【
国

公
立

】
1
2
名

(
大

阪
公

立
大

・
和

大
・

広
島

大
・

山
口

大
・

山
形

大
・

琉
球

大
・

石
川

県
大

・
鳥

取
環

境
大

・
高

知
大

等
)

【
私

立
】

関
関

同
立

産
近

甲
龍

等
多

数
○

豊豊
中中

全
文
理
学
科

阪
急
宝
塚
線
　
　
　
豊
中
駅
よ
り
北
東
へ
14

00
m

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
　
少
路
駅
よ
り
南
西
へ
15

00
m

千
里
中
央
駅
、
桃
山
台
駅
か
ら
バ
ス
15

分
「
豊
中
高
校
前
」
下
車

G
L
H
S
事

業
、

部
活

動
、

行
事

な
ど

を
通

し
て

「
し

な
や

か
で

心
折

れ
な

い
精

神
力

」
を

育
て

、
第

一
志

望
の

進
路

実
現

を
め

ざ
す

と
と

も
に

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

文
科

省
よ

り
S
S
H
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
■

国
公

立
：

京
都

大
、

大
阪

大
、

神
戸

大
、

大
阪

公
立

大
等

【
合

格
者

数
1
3
4
(
6
5
)
】

■
私

立
大

：
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

、
慶

応
義

塾
大

、
早

稲
田

大
等

刀刀
根根

山山
全

普
通
科

阪
急
宝
塚
線
ま
た
は
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

蛍
池
駅
よ
り
北
東
へ
70

0m
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
柴
原
阪
大
前
駅
よ
り
南
西
へ
90

0m

希
望

進
路

の
実

現
を

支
援

す
る

と
と

も
に

自
ら

未
来

を
切

り
拓

く
、

心
豊

か
で

た
く

ま
し

い
人

材
を

育
て

ま
す

。
校

内
に

は
里

山
が

あ
り

素
晴

ら
し

い
環

境
の

も
と

、
学

業
・

部
活

動
・

行
事

等
を

通
し

て
安

心
か

つ
充

実
し

た
学

校
生

活
が

お
く

れ
ま

す
。

““
咲咲

くく
なな

びび
””
でで

行行
きき
たた

いい
学学
校校

をを
検検
索索

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や
駅

名
、

ク
ラ

ブ
活

動
な

ど
か

ら
検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報
や

学
校

説
明

会
の

情
報

も
見

る
こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！
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学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

令
和

3
年

度
実

績
：

奈
良

教
育

大
､
鹿

児
島

大
､
同

志
社

大
､
立

命
館

大
､
関

西
大

､
関

西
学

院
大

､
京

都
産

業
大

､
近

畿
大

､
甲

南
大

､
龍

谷
大

他
（

就
職

先
）

阪
急

電
鉄

､
J
R
貨

物
○

池池
田田

全
普

通
科

阪
急

宝
塚

線
　

石
橋

阪
大

前
駅

よ
り

北
へ

15
00

ｍ
阪

急
宝

塚
線

　
石

橋
阪

大
前

駅
よ

り
バ

ス
「

旭
丘

」
下

車

令
和

2
年

に
8
0
周

年
を

迎
え

た
伝

統
あ

る
高

校
で

、
創

造
的

意
欲

に
富

ん
だ

生
徒

で
あ

ふ
れ

て
い

ま
す

。
「

自
主

・
自

律
」

と
「

文
武

両
道

」
を

モ
ッ

ト
ー

に
勉

強
・

学
校

行
事

・
部

活
動

に
取

り
組

ん
で

進
路

実
現

が
で

き
る

学
校

で
す

。

ほ
ぼ

全
員

の
生

徒
が

4
年

制
大

学
進

学
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

大
阪

大
、

神
戸

大
、

大
阪

公
立

大
、

大
教

大
、

同
志

社
大

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
立

命
館

大
な

ど

千千
里里

青青
雲雲

　　
★★

全
総

合
学

科
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

・
北

大
阪

急
行

千
里

中
央

駅
よ

り
南

西
へ

12
00

m

総
合

学
科

の
特

徴
を

活
か

し
た

選
択

科
目

や
、

少
人

数
・

習
熟

度
別

授
業

に
よ

り
、

学
力

伸
長

と
自

己
実

現
を

図
り

ま
す

。
充

実
し

た
施

設
で

、
勉

強
と

部
活

動
の

両
立

を
支

援
し

ま
す

。
共

生
推

進
教

室
を

設
置

し
、

「
と

も
に

学
び

、
と

も
に

育
つ

」
教

育
を

行
い

ま
す

。

【
令

和
3
年

度
】

大
学

合
格

実
績

：
同

志
社

2
名

、
立

命
館

2
名

、
関

西
4
名

、
関

西
学

院
3
名

、
京

都
産

業
5
名

、
近

畿
3
名

、
龍

谷
4
名

、
医

療
看

護
希

望
者

1
0
0
%
進

学
、

就
職

希
望

者
1
0
0
%
内

定

園園
芸芸

　　
☆☆

全
ﾌﾗ

ﾜｰ
ﾌｧ

ｸﾄ
ﾘ科

環
境

緑
化

科
ﾊﾞ

ｲｵ
ｻｲ

ｴﾝ
ｽ科

阪
急

宝
塚

線
　

石
橋

阪
大

前
駅

よ
り

西
へ

12
00

ｍ
創

立
1
0
7
年

の
歴

史
あ

る
農

業
系

専
門

高
校

で
す

。
実

習
を

通
し

て
農

業
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

園
芸

、
造

園
、

食
品

な
ど

関
連

会
社

等
へ

の
就

職
か

ら
国

公
立

大
学

や
私

立
大

学
の

農
学

系
へ

の
進

学
ま

で
、

生
徒

一
人

ひ
と

り
を

大
切

に
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
 
[
進

学
]
近

畿
大

(
2
)
龍

谷
大

(
2
)
東

京
農

大
(
3
)
摂

南
大

(
2
)
等

[
就

職
]
J
A
,
阪

神
園

芸
,
沢

井
製

薬
,
東

洋
紡

,
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾂ
工

業
,
阪

急
電

鉄
等

内
定

1
0
0
%

渋渋
谷谷

全
普

通
科

阪
急

宝
塚

線
　

石
橋

阪
大

前
駅

よ
り

北
へ

20
00

m
阪

急
電

鉄
石

橋
阪

大
駅

・
池

田
駅

、
北

大
阪

急
行

千
里

中
央

駅
よ

り
阪

急
バ

ス
「

石
澄

（
渋

谷
高

校
前

）
」

下
車

す
ぐ

創
立

後
1
0
0
周

年
を

超
え

る
、

一
人

ひ
と

り
の

個
性

を
伸

ば
す

伝
統

校
で

あ
る

。
「

+
S
」

を
テ

ー
マ

に
、

「
あ

た
ら

し
く

が
ん

ば
れ

る
場

所
を

見
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

学
校

」
と

し
て

、
日

々
の

教
育

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

生
徒

の
ほ

と
ん

ど
が

進
学

。
主

な
進

学
先

：
大

阪
大

学
、

神
戸

大
学

、
大

阪
公

立
大

学
、

大
阪

教
育

大
学

、
関

西
大

学
、

関
西

学
院

大
学

、
同

志
社

大
学

、
立

命
館

大
学

ほ
か

○

箕箕
面面

東東
全

総
合

学
科

（
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

ス
ク

ー
ル

）

北
大

阪
急

行
線

・
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

　
千

里
中

央
駅

、
ま

た
は

阪
急

千
里

線
北

千
里

駅
、

ま
た

は
阪

急
箕

面
線

箕
面

駅
か

ら
阪

急
バ

ス
「

粟
生

団
地

」
下

車
南

へ
す

ぐ

1
年

の
国

・
数

・
英

は
、

毎
日

3
0
分

・
少

人
数

で
の

授
業

を
行

い
ま

す
。

豊
富

な
選

択
科

目
、

大
学

や
専

門
学

校
等

で
学

べ
る

授
業

、
職

業
実

習
を

継
続

し
て

体
験

す
る

な
ど

、
多

彩
な

学
び

が
あ

り
ま

す
。

皆
さ

ん
の

高
校

生
活

を
丁

寧
に

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
（

進
学

）
大

阪
青

山
大

学
、

大
阪

学
院

大
学

、
大

阪
産

業
大

学
、

 
 
 
 
 
 
 
 
大

阪
成

蹊
短

大
、

H
A
L
な

ど
 
(
就

職
）

大
阪

ト
ヨ

ペ
ッ

ト
、

ダ
イ

ハ
ツ

工
業

、
ヤ

マ
ト

運
輸

○

箕箕
面面

　　
■■

全
普

通
科

ｸﾞ
ﾛｰ

ﾊﾞ
ﾙ科

千
里

中
央

駅
、

豊
中

駅
よ

り
バ

ス
「

永
楽

荘
4丁

目
」

下
車

石
橋

阪
大

前
駅

、
茨

木
駅

よ
り

バ
ス

「
箕

面
高

校
前

」
下

車
牧

落
駅

よ
り

下
車

 南
東

へ
13

00
m

校
訓

「
自

主
自

律
」

「
和

親
協

力
」

を
背

景
に

、
変

化
の

激
し

い
時

代
に

対
応

で
き

る
人

材
を

育
成

し
、

生
徒

・
教

員
が

と
も

に
、

様
々

な
こ

と
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
こ

と
の

で
き

る
学

校
で

す
。

【
令

和
3
年

度
実

績
】

進
学

4
1
%
、

就
職

4
1
%

(
進

学
)
公

立
鳥

取
環

境
大

学
、

大
阪

青
山

大
学

、
関

西
看

護
専

門
学

校
 
他

(
就

職
)
日

本
郵

便
、

山
崎

製
パ

ン
、

ダ
イ

ハ
ツ

工
業

 
他

北北
千千

里里
全

普
通

科
阪

急
北

千
里

駅
よ

り
北

へ
10

00
m

　
千

里
中

央
駅

よ
り

阪
急

バ
ス

「
藤

白
台

五
丁

目
」

下
車

す
ぐ

JR
茨

木
駅

・
阪

急
石

橋
阪

大
前

駅
よ

り
阪

急
バ

ス
「

今
宮

」
経

由
「

藤
白

台
五

丁
目

」
下

車
す

ぐ

○
創
立
4
5
年
、
千
里
北
公
園
に
隣
接
す
る
素
晴
ら
し
い
環
境

○
総
合
的
な
探
究
の
時
間
な
ど
学
び
に
向
か
う
意
欲
や
姿
勢
を
養
う
多
彩
な
教
育
内
容

○
活
発
な
学
校
行
事
・
部
活
動

○
国
際
交
流
、
高
大
連
携
、
土
曜
学
習
会
な
ど
様
々
な
学
習
機
会
の
提
供

【
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
】

神
戸

大
、

大
阪

公
立

大
、

大
阪

教
育

大
、

奈
良

教
育

大
、

京
都

工
芸

繊
維

大
、

和
歌

山
大

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

な
ど

○

豊豊
中中

高高
校校

能能
勢勢

分分
校校

全
総

合
学

科
能

勢
電

鉄
線

山
下

駅
よ

り
バ

ス
「

口
山

内
」

下
車

す
ぐ

能
勢

電
鉄

線
妙

見
口

駅
よ

り
バ

ス
「

奥
山

内
」

下
車

50
0ｍ

ユ
ネ

ス
コ

ス
ク

ー
ル

、
文

科
省

グ
ロ

ー
カ

ル
型

特
例

校
と

し
て

能
勢

高
校

S
G
H
を

継
承

。
国

際
交

流
、

農
業

、
福

祉
、

地
域

連
携

等
多

様
な

学
習

を
展

開
。

「
里

山
留

学
(
下

宿
)
」

制
度

で
府

内
全

域
か

ら
進

学
可

能
！

少
人

数
指

導
で

大
学

進
学

を
実

現
！

四
大

.
短

大
4
0
%
、

専
門

学
校

3
5
%
、

就
職

1
7
%
、

浪
人

等
8
%

【
近

年
の

実
績

】
関

関
同

立
・

産
近

甲
龍

・
摂

神
追

桃
な

ど
の

私
立

大
学

中
心

。
就

職
は

求
人

数
約

1
2
0
0
社

.
内

定
率

1
0
0
%

○

吹吹
田田

東東
全

普
通

科
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

　
宇

野
辺

駅
よ

り
西

南
西

へ

JR
　

千
里

丘
駅

よ
り

北
西

17
00

m

令
和

元
年

夏
、

新
校

舎
が

完
成

し
、

全
室

冷
暖

房
完

備
、

I
C
T
を

活
用

し
た

教
育

活
動

を
推

進
。

規
律

あ
る

学
校

生
活

の
中

で
基

礎
学

力
の

充
実

、
部

活
動

、
行

事
、

地
域

連
携

や
国

際
理

解
教

育
に

バ
ラ

ン
ス

良
く

取
り

組
み

、
進

路
実

現
を

図
り

ま
す

。

ほ
と

ん
ど

の
生

徒
が

進
学

【
国

公
立

】
過

去
２

年
間

の
実

績
：

大
阪

府
立

大
、

奈
良

教
育

大
、

福
岡

教
育

大
な

ど
　

【
私

立
大

】
令

和
３

年
度

現
役

合
格

実
績

：
関

関
同

立
3
3
名

、
産

近
甲

龍
1
5
7
名

○

吹吹
田田

全
普

通
科

JR
　

吹
田

駅
・

阪
急

　
吹

田
駅

よ
り

バ
ス

「
吹

田
高

校
」

下
車

JR
　

岸
辺

駅
よ

り
北

西
へ

15
00

m

吹
田

市
内

の
府

立
高

校
と

し
て

7
0
年

と
い

う
最

も
長

い
歴

史
を

持
つ

本
校

は
、

地
域

に
根

差
し

た
信

頼
で

き
る

学
校

と
し

て
、

生
徒

の
持

つ
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

ま
す

。
ま

た
、

「
人

間
力

」
の

向
上

を
育

み
、

多
様

な
進

路
希

望
に

応
え

ま
す

。

4
年

制
大

学
8
6
%
　

主
な

実
績

：
東

京
芸

術
大

、
大

阪
大

、
大

阪
公

立
大

、
同

志
社

大
1
7
、

関
西

大
9
3
、

立
命

館
大

5
5
、

関
西

学
院

大
1
5
、

龍
谷

大
1
4
3
、

近
畿

大
1
3
6

な
ど

○

千千
里里

　　
■■

全
国

際
文

化
科

総
合

科
学

科

阪
急

千
里

線
　

　
　

 南
千

里
駅

よ
り

北
東

へ
10

00
m

　
　

　
　

　
　

　
　

 山
田

駅
よ

り
南

へ
80

0m
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

　
 山

田
駅

よ
り

南
へ

90
0m

K
e
y
W
o
r
d
は

“
普

通
科

＋
α

”
。

普
通

科
と

同
じ

だ
け

の
授

業
・

行
事

に
加

え
、

S
S
H

及
び

W
W
L
に

指
定

さ
れ

て
い

る
強

み
を

生
か

し
、

国
際

交
流

や
ハ

イ
レ

ベ
ル

な
英

語
授

業
、

高
度

な
科

学
教

育
や

豊
富

な
実

験
な

ど
、

専
門

高
校

で
あ

る
千

里
で

し
か

で
き

な
い

教
育

を
行

い
ま

す
。

ほ
ぼ

全
員

が
大

学
進

学
。

合
格

数
(
国

公
立

)
大

阪
・

神
戸

・
大

阪
公

立
等

、
現

役
9
3
人

(
卒

業
生

2
6
9
人

)
、

(
私

立
)
立

命
館

・
同

志
社

・
関

西
学

院
・

関
西

等
多

数
海

外
大

に
も

進
学

山山
田田

全
普

通
科

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
　

万
博

記
念

公
園

駅
よ

り
南

へ
60

0m

『
太

陽
の

塔
』

の
南

7
0
0
ｍ

に
位

置
し

、
生

徒
が

い
き

い
き

と
活

動
す

る
明

る
い

雰
囲

気
の

高
校

で
す

。
学

校
行

事
は

、
生

徒
会

が
中

心
と

な
っ

て
運

営
し

ま
す

。
地

球
規

模
の

課
題

S
D
G
s
の

探
究

学
習

と
し

て
講

演
、

研
究

発
表

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
卒

業
生

進
路

状
況

：
四

大
6
2
%
 
短

大
6
%
 
専

門
学

校
2
8
%
 
就

職
1
%

合
格

実
績

：
関

西
大

　
甲

南
大

　
龍

谷
大

　
京

都
産

業
大

　
近

畿
大

　
追

手
門

学
院

大
　

大
工

大
　

他
○

阿阿
武武

野野
　　

☆☆
全

普
通

科
JR

京
都

線
 摂

津
富

田
駅

、
阪

急
京

都
線

 富
田

駅
よ

り
高

槻
市

バ
ス

「
氷

室
」

下
車

西
へ

50
0ｍ

　
<
ス

ポ
ー

ツ
>
 
<
福

祉
・

保
育

>
の

特
色

あ
る

2
つ

の
専

門
コ

ー
ス

な
ど

多
様

な
進

路
を

実
現

で
き

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

設
定

し
て

い
る

。
ま

た
、

知
的

障
が

い
生

徒
自

立
支

援
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

の
理

念
の

も
と

「
と

も
に

学
び

、
と

も
に

育
つ

」
教

育
を

推
進

し
て

い
る

。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
4
6
.
9
％

　
関

西
大

、
京

都
産

業
大

、
近

畿
大

、
龍

谷
大

、
専

門
学

校
3
8
.
1
％

　
愛

仁
会

看
護

助
産

専
門

学
校

他
、

就
職

9
.
2
％

J
R
貨

物
、

山
﨑

製
パ

ン
株

式
会

社
他

○

芥芥
川川

全
普

通
科

JR
京

都
線

　
高

槻
駅

よ
り

バ
ス

6分
「

緑
が

丘
」

下
車

　
北

西
へ

25
0m

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

は
『

や
る

気
と

元
気

あ
ふ

れ
る

芥
川

』
体

験
活

動
が

充
実

し
て

お
り

、
和

太
鼓

、
サ

ッ
カ

ー
、

ダ
ン

ス
な

ど
部

活
動

も
盛

ん
で

す
。

難
関

私
大

へ
も

合
格

し
て

い
ま

す
。

楽
し

い
高

校
生

活
の

中
で

希
望

進
路

実
現

が
め

ざ
せ

る
学

校
で

す
。

■
「

海
外

か
ら

帰
国

し
た

生
徒

の
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

　
　

　
▲

「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

帰
国

生
徒

・
外

国
人

生
徒

入
学

者
選

抜
」

実
施

校
☆

「
知

的
障

が
い

生
徒

自
立

支
援

コ
ー

ス
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

★
「

共
生

推
進

教
室

入
学

者
選

抜
」

実
施

校

令
和

3
年

度
進

路
実

績
　

四
大

・
短

大
5
6
.
5
%
(
関

西
大

7
 
龍

谷
大

9
 
摂

南
大

1
0
な

ど
)
 
専

門
学

校
3
5
.
8
%
 
就

職
5
.
3
%
(
阪

急
電

鉄
,
イ

オ
ン

リ
テ

ー
ル

,
資

生
堂

な
ど

)
○

高高
槻槻

北北
全

普
通

科
JR

京
都

線
高

槻
駅

ま
た

は
阪

急
京

都
線

高
槻

市
駅

よ
り

高
槻

市
営

バ
ス

「
別

所
本

町
公

園
北

」
「

古
曽

部
台

」
下

車
30

0m

「
坂

の
上

の
輝

く
青

春
」

「
文

武
両

道
」

を
合

言
葉

に
、

学
習

と
部

活
動

・
学

校
行

事
の

両
立

を
め

ざ
し

ま
す

。
1
0
年

め
と

な
る

教
志

コ
ー

ス
は

、
4
1
名

の
コ

ー
ス

生
が

、
大

学
の

先
生

の
講

義
を

受
け

た
り

、
高

槻
市

内
の

学
校

園
で

実
地

実
習

を
行

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
：

9
2
%
以

上
が

大
学

、
短

大
に

進
学

【
国

公
立

】
大

阪
教

育
、

滋
賀

県
立

　
以

上
2
名

【
私

　
立

】
関

関
同

立
1
1
2
 
名

、
産

近
甲

龍
3
2
5
名

　
合

格
○

大大
冠冠

全
普

通
科

阪
急

京
都

線
高

槻
市

駅
・

JR
京

都
線

高
槻

駅
よ

り
京

阪
バ

ス
20

分
「

大
塚

」
下

車
 南

西
へ

40
0m

京
阪

 枚
方

公
園

駅
・

枚
方

市
駅

よ
り

京
阪

バ
ス

10
分

「
竹

ノ
内

町
」

下
車

す
ぐ

 も
し

く
は

「
大

塚
」

下
車

南
西

40
0m

ス
ク

ー
ル

モ
ッ

ト
ー

は
、

F
i
n
d
 
a
 
W
a
y
 
o
r
 
M
a
k
e
 
O
n
e
 
(
見

つ
け

よ
う

　
つ

く
り

だ
そ

う
明

日
へ

の
道

!
)
学

習
・

部
活

動
・

学
校

行
事

に
一

生
懸

命
取

り
組

み
ま

す
。

自
ら

の
可

能
性

を
発

揮
で

き
る

生
徒

を
育

み
ま

す
。

学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

１
番

～
2
7
番

）
＊

「
最

寄
駅

」
欄

の
「

メ
ト

ロ
」

は
「

O
s
a
k
a
 
M
e
t
r
o
」

、
「

シ
テ

ィ
バ

ス
」

は
「

大
阪

シ
テ

ィ
バ

ス
」

の
こ

と
を

そ
れ

ぞ
れ

示
し

て
い

ま
す

。
※

学
校

情
報

は
、

令
和

４
年

５
月

末
日

現
在

の
情

報
で

す
。

最
新

情
報

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
咲

く
な

び
等

で
確

認
く

だ
さ

い
。

東東
淀淀

川川
  
▲▲

全
普
通
科

JR
ま
た
は
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

新
大
阪
駅
よ
り
北
西
へ
40

0m

創
立

6
8
年

め
。

平
成

2
9
年

度
か

ら
看

護
医

療
・

幼
児

教
育

の
専

門
コ

ー
ス

を
設

置
す

る
と

と
も

に
「

日
本

語
指

導
が

必
要

な
帰

国
生

徒
・

外
国

人
生

徒
入

学
者

選
抜

」
を

実
施

。
目

的
意

識
を

持
ち

、
夢

に
向

か
っ

て
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

生
徒

を
育

て
ま

す
。

8
0
%
以

上
の

生
徒

が
進

学
し

て
い

ま
す

。
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

関
西

学
院

、
関

西
、

立
命

館
、

近
畿

、
龍

谷
、

摂
南

、
神

戸
学

院
、

追
手

門
、

関
外

、
京

外
、

大
経

、
森

ノ
宮

医
療

大
学

ほ
か

。
○

東東
淀淀

工工
業業

　　
☆☆

全
工
業
科

JR
東
西
線
　
加
島
駅
よ
り
東
へ
80

0m
シ
テ
ィ
バ
ス
・
阪
急
バ
ス
「
東
淀
工
業
高
校
前
」
下
車

西
へ
40

0m

本
校

で
は

、
1
年

生
か

ら
専

門
科

目
の

勉
強

を
は

じ
め

、
将

来
の

産
業

界
を

担
う

人
材

を
育

成
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

2
年

生
か

ら
は

一
人

一
人

の
興

味
・

関
心

・
進

路
希

望
な

ど
に

応
じ

た
コ

ー
ス

を
選

択
し

ま
す

。
広

大
な

敷
地

内
（

約
１

万
坪

）
に

は
緑

も
多

く
、

落
ち

着
い

た
静

か
な

環
境

の
中

で
高

校
生

活
を

営
ん

で
い

ま
す

。
知

的
障

が
い

生
徒

自
立

支
援

コ
ー

ス
も

設
置

し
て

お
り

ま
す

。

卒
業

生
の

約
8
0
%
が

就
職

、
約

2
0
%
が

進
学

。
令

和
3
年

度
の

実
績

:
西

日
本

旅
客

鉄
道

、
ダ

イ
ハ

ツ
工

業
、

敷
島

製
パ

ン
、

ア
イ

リ
ス

オ
ー

ヤ
マ

、
中

山
製

鋼
所

、
大

阪
産

業
大

学
、

大
阪

学
院

大
学

等

9
9
%
以

上
の

生
徒

が
4
年

制
大

学
に

進
学

（
東

京
大

1
4
、

京
都

大
9
1
、

大
阪

大
6
4
、

神
戸

大
3
1
、

大
阪

公
立

大
4
4
、

国
公

立
医

学
部

医
学

科
2
4
 
ほ

か
）

○

柴柴
島島

　　
☆☆

全
総
合
学
科

阪
急
京
都
線
　
崇
禅
寺
駅
東
隣

阪
急
千
里
線
　
柴
島
駅
よ
り
西
へ
30

0m

「
互

い
の

違
い

を
認

め
合

い
、

一
人

ひ
と

り
の

個
性

を
伸

ば
す

学
び

」
総

合
学

科
で

自
分

の
将

来
を

考
え

、
進

路
実

現
に

向
け

て
学

び
た

い
内

容
を

自
分

で
選

び
ま

す
。

こ
れ

か
ら

の
社

会
人

基
礎

力
、

主
体

性
、

共
生

・
協

働
力

を
育

成
し

ま
す

。

8
7
%
の

生
徒

が
進

学
し

て
い

ま
す

（
令

和
3
年

度
：

大
学

・
短

大
5
2
%
、

専
門

学
校

3
5
%
。

そ
の

内
、

医
療

系
へ

1
7
％

）
。

就
職

（
公

務
員

を
含

む
）

は
毎

年
就

職
率

1
0
0
%
を

達
成

し
て

い
ま

す
。

○

北北
野野

全
文
理
学
科

阪
急
線
　
十
三
駅
よ
り
西
へ
70

0m
JR

線
　
　
塚
本
駅
よ
り
東
へ
11

00
m

①
授

業
第

一
主

義
（

6
5
分

5
コ

マ
）

②
全

教
室

に
電

子
黒

板
③

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
を

育
成

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
(
学

内
留

学
,
即

興
型

英
語

デ
ィ

ベ
ー

ト
,
知

的
世

界
へ

の
冒

険
等

)
④

部
活

動
加

入
率

9
0
％

　
北

野
は

あ
な

た
の

好
奇

心
に

応
え

ま
す

【
就

職
】

約
4
0
％

（
内

定
率

1
0
0
％

）
資

生
堂

大
阪

工
場

㈱
、

千
房

㈱
、

㈱
ニ

チ
イ

学
館

 
等

【
進

学
】

約
4
8
％

（
大

学
1
5
％

、
専

門
3
4
％

）
大

阪
学

院
大

、
相

愛
大

、
追

手
門

学
院

大
 
等

○

淀淀
商商

業業
全

商
業
科

福
祉
ﾎﾞ
ﾗﾝ
ﾃｨ
ｱ科

JR
東
西
線
　
御
幣
島
駅
よ
り
南
東
へ
25

0m
JR

神
戸
線
　
塚
本
駅
よ
り
西
へ
80

0m
阪
神
電
鉄
　
姫
島
駅
よ
り
北
東
へ
55

0m

商
業

科
と

福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

科
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

ビ
ジ

ネ
ス

・
福

祉
の

即
戦

力
と

し
て

活
躍

す
る

こ
と

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
両

学
科

と
も

さ
ま

ざ
ま

な
授

業
・

実
習

、
体

験
を

と
お

し
て

実
社

会
で

求
め

ら
れ

る
資

格
や

技
能

を
習

得
で

き
ま

す
。

日
本

郵
便

(
株

)
・

(
社

福
)
邦

寿
会

な
ど

企
業

・
施

設
へ

の
就

職
4
0
％

、
滋

賀
大

・
関

西
大

・
京

都
産

業
大

な
ど

大
学

・
短

大
進

学
1
8
％

、
専

門
学

校
進

学
4
0
％

、
就

職
希

望
者

の
内

定
率

1
0
0
％

○

淀淀
川川

清清
流流

全
総
合
学
科

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

ス
ク
ー
ル
）

阪
急
京
都
線
　
上
新
庄
駅
よ
り
南
東
へ
10

00
m

上
新
庄
駅
よ
り
バ
ス
「
淀
川
清
流
高
校
」
下
車

メ
ト
ロ
今
里
筋
線
だ
い
ど
う
豊
里
駅
よ
り
西
へ
10

00
m

情
報

・
ア

ー
ト

、
ビ

ジ
ネ

ス
・

教
養

、
環

境
・

健
康

、
数

理
・

人
文

の
4
つ

の
系

列
の

中
か

ら
、

興
味

関
心

や
進

路
に

応
じ

た
授

業
を

選
択

で
き

ま
す

。
し

っ
か

り
し

た
学

力
と

社
会

で
活

躍
で

き
る

力
を

身
に

つ
け

、
夢

を
実

現
で

き
る

学
校

で
す

。

文
系

や
理

系
の

国
公

立
・

私
立

大
学

を
め

ざ
し

ま
す

。
○

桜桜
塚塚

全
普
通
科

阪
急
宝
塚
線
　
岡
町
駅
よ
り
東
へ
80

0m
北
大
阪
急
行
線
　
桃
山
台
駅
よ
り

阪
急
バ
ス
「
桜
塚
高
校
前
」
下
車
　
南
へ
15

0m

創
立

8
3
年

め
の

伝
統

校
。

勉
学

と
部

活
動

等
の

両
立

。
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ー

ス
制

を
実

施
。

生
徒

は
ク

ロ
ー

ム
ブ

ッ
ク

（
ノ

ー
ト

P
C
）

を
所

持
し

、
G
o
o
g
l
e
 
C
l
a
s
s
r
o
o
m
活

用
授

業
を

推
進

。
「

朝
学

」
を

実
施

し
、

読
解

力
を

育
成

。

令
和

3
年

度
実

績
：

国
公

立
大

　
現

役
　

1
3
名

（
大

阪
公

立
大

ほ
か

）
　

関
関

同
立

　
現

役
　

2
0
9
名

　
近

大
　

現
役

　
1
8
4
名

○

桜桜
和和

全
教
育
文
理
学
科

メ
ト
ロ
堺
筋
線
・
谷
町
線
　
南
森
町
駅
か
ら
北
東
へ
80

0m
JR

東
西
線
　
大
阪
天
満
宮
駅
か
ら
北
東
へ
60

0m
JR

環
状
線
　
桜
ノ
宮
駅
か
ら
南
西
へ
90

0m
京
阪
　
天
満
橋
駅
か
ら
北
へ
10

00
m

シ
テ
ィ
バ
ス
「
東
天
満
」
下
車
北
へ
15

0m

令
和

4
年

4
月

開
校

。
2
年

次
よ

り
国

際
文

化
コ

ー
ス

、
教

職
教

育
コ

ー
ス

、
理

数
情

報
コ

ー
ス

に
分

か
れ

学
習

活
動

を
通

し
て

、
高

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
情

報
活

用
能

力
・

課
題

解
決

能
力

を
身

に
つ

け
、

次
世

代
を

支
え

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

1
年

か
ら

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
行

い
外

部
機

関
と

も
連

携
し

生
徒

に
合

わ
せ

た
進

路
支

援
を

し
て

い
ま

す
。

就
職

で
も

進
学

で
も

手
厚

く
個

別
支

援
も

行
い

ほ
ぼ

1
0
0
%

の
生

徒
が

希
望

す
る

進
路

へ
進

み
ま

す
。

○

豊豊
島島

全
普
通
科

北
大
阪
急
行
ま
た
は
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

千
里
中
央
駅
よ
り
北
へ
13

00
m

阪
急
宝
塚
線
豊
中
駅
よ
り
バ
ス
「
豊
島
高
校
前
」
下
車

2
年

次
か

ら
選

択
す

る
コ

ー
ス

と
し

て
、

普
通

科
の

文
系

・
理

系
の

他
に

3
つ

の
専

門
コ

ー
ス

（
ス

ポ
ー

ツ
、

情
報

・
芸

術
、

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

を
設

定
し

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
進

路
実

現
に

向
け

て
支

援
い

た
し

ま
す

。

4
年

制
大

学
6
2
.
2
％

、
短

大
5
.
7
％

、
専

門
学

校
2
5
.
4
％

就
職

・
公

務
員

3
.
5
％

、
関

関
同

立
1
4
名

、
産

近
甲

龍
3
4
名

合
格

。
○

桜桜
塚塚

定
普
通
科

阪
急
宝
塚
線
　
岡
町
駅
よ
り
東
へ
80

0m
北
大
阪
急
行
線
　
桃
山
台
駅
よ
り

阪
急
バ
ス
「
桜
塚
高
校
前
」
下
車
　
南
へ
15

0m

幅
広

い
年

齢
層

の
生

徒
が

楽
し

く
学

ぶ
、

少
人

数
で

ア
ッ

ト
ホ

ー
ム

な
学

校
で

す
。

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
応

じ
て

、
し

っ
か

り
学

べ
る

よ
う

に
様

々
な

配
慮

を
し

て
い

ま
す

。
勉

強
が

苦
手

な
人

に
は

基
礎

か
ら

教
え

ま
す

。
部

活
動

や
行

事
な

ど
も

盛
ん

で
す

。

四
大

・
短

大
8
3
%
、

専
門

8
%
　

【
国

公
立

】
1
2
名

(
大

阪
公

立
大

・
和

大
・

広
島

大
・

山
口

大
・

山
形

大
・

琉
球

大
・

石
川

県
大

・
鳥

取
環

境
大

・
高

知
大

等
)

【
私

立
】

関
関

同
立

産
近

甲
龍

等
多

数
○

豊豊
中中

全
文
理
学
科

阪
急
宝
塚
線
　
　
　
豊
中
駅
よ
り
北
東
へ
14

00
m

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
　
少
路
駅
よ
り
南
西
へ
15

00
m

千
里
中
央
駅
、
桃
山
台
駅
か
ら
バ
ス
15

分
「
豊
中
高
校
前
」
下
車

G
L
H
S
事

業
、

部
活

動
、

行
事

な
ど

を
通

し
て

「
し

な
や

か
で

心
折

れ
な

い
精

神
力

」
を

育
て

、
第

一
志

望
の

進
路

実
現

を
め

ざ
す

と
と

も
に

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

文
科

省
よ

り
S
S
H
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
■

国
公

立
：

京
都

大
、

大
阪

大
、

神
戸

大
、

大
阪

公
立

大
等

【
合

格
者

数
1
3
4
(
6
5
)
】

■
私

立
大

：
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

、
慶

応
義

塾
大

、
早

稲
田

大
等

刀刀
根根

山山
全

普
通
科

阪
急
宝
塚
線
ま
た
は
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

蛍
池
駅
よ
り
北
東
へ
70

0m
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
柴
原
阪
大
前
駅
よ
り
南
西
へ
90

0m

希
望

進
路

の
実

現
を

支
援

す
る

と
と

も
に

自
ら

未
来

を
切

り
拓

く
、

心
豊

か
で

た
く

ま
し

い
人

材
を

育
て

ま
す

。
校

内
に

は
里

山
が

あ
り

素
晴

ら
し

い
環

境
の

も
と

、
学

業
・

部
活

動
・

行
事

等
を

通
し

て
安

心
か

つ
充

実
し

た
学

校
生

活
が

お
く

れ
ま

す
。

““
咲咲

くく
なな

びび
””

でで
行行

きき
たた

いい
学学
校校

をを
検検
索索

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や
駅

名
、

ク
ラ

ブ
活

動
な

ど
か

ら
検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報
や

学
校

説
明

会
の

情
報

も
見

る
こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！
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学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

旭旭
　　

■■
全

普
通

科
国

際
文

化
科

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
関

目
高

殿
駅

よ
り

北
西

へ
60

0m
メ

ト
ロ

今
里

筋
線

　
関

目
成

育
駅

・
京

阪
線

　
関

目
駅

よ
り

北
西

へ
90

0m
JR

お
お

さ
か

東
線

　
JR

野
江

駅
よ

り
北

へ
約

13
00

m

海
外

姉
妹

校
等

と
の

国
際

交
流

が
盛

ん
で

す
。

N
E
T
（

ネ
イ

テ
ィ

ブ
英

語
教

師
）

や
、

国
際

文
化

科
で

は
独

、
仏

、
中

、
西

、
伊

、
韓

の
6
言

語
の

授
業

が
あ

り
留

学
生

も
一

緒
に

学
び

ま
す

。
英

国
（

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

）
・

豪
国

で
の

語
学

研
修

は
普

通
科

生
徒

も
参

加
で

き
ま

す
。

約
9
8
%
が

四
大

、
短

大
、

専
門

学
校

へ
進

学
。

近
年

の
実

績
：

神
戸

大
、

大
阪

教
育

大
、

奈
良

女
子

大
、

奈
良

教
育

大
、

鳥
取

大
、

山
口

大
、

島
根

大
等

、
関

関
同

立
、

産
近

甲
龍

多
数

約
4
割

進
学

、
6
割

就
職

【
進

学
】

関
大

、
近

大
、

龍
谷

大
、

摂
南

大
、

大
工

大
【

就
職

1
0
0
%
】

ト
ヨ

タ
、

関
電

、
J
R
、

阪
急

、
京

阪
他

(
令

和
3
年

度
：

4
割

以
上

が
資

本
金

1
0
億

以
上

の
企

業
)

東東
　　

■■
全

普
通

科
英

語
科

理
数

科

JR
環

状
線

・
学

研
都

市
線

・
東

西
線

メ
ト

ロ
長

堀
鶴

見
緑

地
線

京
阪

線
　

各
京

橋
駅

よ
り

北
西

へ
50

0ｍ

普
通

科
5
ク

ラ
ス

・
英

語
科

1
ク

ラ
ス

・
理

数
科

2
ク

ラ
ス

を
設

置
し

、
3
学

科
の

特
色

を
最

大
限

に
活

か
し

た
教

育
活

動
を

展
開

し
て

い
ま

す
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
・

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

に
姉

妹
校

が
あ

り
ま

す
。

何
事

に
も

積
極

果
敢

に
挑

戦
で

き
る

人
材

を
育

成
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
:
(
国

公
立

)
大

阪
公

立
1
0
 
大

阪
教

育
9
 
兵

庫
県

立
7
 
滋

賀
県

立
5
 
滋

賀
2
 
奈

良
教

育
2
 
筑

波
 
京

都
府

立
 
京

都
教

育
 
他

1
0
（

私
立

）
関

関
同

立
2
6
4
 
産

近
甲

龍
3
7
1
等

淀淀
川川

工工
科科

全
工

業
科

京
阪

本
線

　
守

口
市

駅
よ

り
北

西
へ

50
0m

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
守

口
駅

よ
り

西
へ

30
0m

吹
奏

楽
コ

ン
ク

ー
ル

全
国

最
多

金
賞

な
ど

、
多

く
の

部
活

が
活

躍
。

ま
た

、
資

格
取

得
（

電
気

工
事

士
8
0
名

合
格

等
）

を
推

奨
。

機
械

・
電

気
・

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
等

の
工

学
を

学
び

、
大

学
進

学
専

科
で

は
、

少
人

数
授

業
に

よ
り

、
希

望
の

進
路

を
実

現
。

令
和

3
年

度
実

績
：

滋
賀

大
、

名
桜

大
、

関
大

、
関

学
大

、
同

大
、

立
大

、
京

産
大

、
近

大
、

龍
大

、
大

経
大

、
京

外
大

、
関

西
外

大
、

摂
南

大
、

追
手

門
大

、
桃

山
大

、
日

体
大

、
大

体
大

、
天

理
大

な
ど

○

都都
島島

工工
業業

全
工

業
科

大
阪

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
都

島
駅

よ
り

西
へ

50
m

JR
環

状
線

　
桜

ノ
宮

駅
よ

り
北

東
へ

10
00

m

本
校

は
6
学

科
を

設
置

し
て

お
り

、
各

学
科

で
専

門
的

な
知

識
・

技
能

を
身

に
つ

け
る

こ
と

に
よ

り
、

進
学

・
就

職
の

ど
ち

ら
も

選
択

が
可

能
で

す
。

ま
た

部
活

動
加

入
率

も
6
9
％

と
高

く
、

運
動

部
・

文
化

部
と

も
に

多
く

の
場

面
で

活
躍

し
て

い
ま

す
。

進
学

：
大

阪
公

立
、

東
京

学
芸

、
大

阪
教

育
等

の
国

公
立

大
学

に
1
0
名

、
関

関
同

立
等

の
私

立
大

学
に

1
4
4
名

合
格

就
職

：
大

阪
ガ

ス
、

関
西

電
力

等
(
求

人
件

数
9
1
1
件

、
求

人
倍

率
6
.
7
倍

)

桜桜
宮宮

　　
☆☆

全
普

通
科

人
間

ス
ポ

ー
ツ

科
学

科

JR
お

お
さ

か
東

線
　

城
北

公
園

通
駅

よ
り

北
へ

90
0ｍ

シ
テ

ィ
バ

ス
　

「
大

東
町

」
下

車
　

北
へ

60
0m

シ
テ

ィ
バ

ス
　

「
桜

宮
高

校
」

下
車

　
正

門
ま

で
15

0ｍ

豊
か

な
教

養
と

幅
広

い
人

間
性

（
他

者
を

慈
し

む
心

）
を

最
重

視
し

、
そ

の
基

盤
の

上
に

ス
ポ

ー
ツ

マ
イ

ン
ド

を
備

え
た

人
材

を
育

成
し

ま
す

。
ま

た
、

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
住

民
と

の
交

流
を

図
る

な
ど

、
地

域
に

開
か

れ
た

学
校

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。

【
進

学
】

ト
ヨ

タ
神

戸
自

動
車

大
学

校
、

ビ
ジ

ュ
ア

ル
ア

ー
ツ

専
門

学
校

【
就

職
】

U
D
ト

ラ
ッ

ク
ス

株
式

会
社

、
鴻

池
運

輸
株

式
会

社
、

株
式

会
社

コ
ノ

ミ
ヤ

、
株

式
会

社
や

ま
や

　
他

成成
城城

全
総

合
学

科
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
）

メ
ト

ロ
中

央
線

　
   

深
江

橋
駅

よ
り

北
へ

50
0m

JR
学

研
都

市
線

　
   

放
出

駅
よ

り
南

へ
12

00
m

JR
お

お
さ

か
東

線
　

高
井

田
中

央
駅

よ
り

西
へ

13
00

m

1
年
次
の
国
・
数
・
英
は
、
少
人
数
の
3
0
分
授
業
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
2
年
次
か
ら
は

進
学
や
、
商
業
、
工
業
系
な
ど
５
つ
の
系
列
に
分
か
れ
、
進
路
希
望
に
応
じ
た
授
業
を
展

開
。
ま
た
、
学
校
内
に
工
場
施
設
が
あ
り
、
様
々
な
資
格
取
得
も
可
能
で
す
。

進
学

・
就

職
と

も
高

決
定

率
(
R
3
 
9
5
%
)
。

【
進

学
】

武
庫

女
大

・
摂

南
大

・
大

経
大

・
大

工
大

等
　

【
就

職
】

大
阪

メ
ト

ロ
・

J
R
東

海
・

J
R
西

日
本

・
近

鉄
・

阪
急

・
川

崎
重

工
・

住
友

電
工

等
○

都都
島島

工工
業業

定
総

合
学

科
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

都
島

駅
よ

り
西

へ
50

m
JR

環
状

線
　

　
　

桜
ノ

宮
駅

よ
り

北
東

へ
10

00
m

定
時

制
と

し
て

1
1
3
年

の
伝

統
校

で
す

。
働

き
な

が
ら

学
ぶ

人
や

資
格

取
得

を
め

ざ
す

人
な

ど
、

様
々

な
人

が
勉

強
で

き
る

「
二

学
期

制
」

で
「

単
位

制
」

の
定

時
制

工
業

高
校

で
す

。
通

信
制

と
併

修
す

る
こ

と
で

、
3
年

間
で

の
卒

業
も

可
能

で
す

。

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
力

を
入

れ
就

職
希

望
者

に
は

全
員

の
就

職
を

め
ざ

す
就

労
支

援
を

行
い

、
進

学
希

望
者

に
は

進
路

希
望

の
実

現
を

支
援

す
る

た
め

に
学

習
支

援
を

行
い

、
進

学
・

就
職

と
も

決
定

率
は

高
い

。
○

汎汎
愛愛

全
普

通
科

体
育

科

JR
学

研
都

市
線

・
お

お
さ

か
東

線
　

放
出

駅
よ

り
北

東
へ

12
00

m
天

満
橋

駅
よ

り
シ

テ
ィ

バ
ス

「
汎

愛
高

校
前

」
下

車

「
知

・
創

・
健

」
の

校
訓

の
も

と
、

文
武

両
道

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
全

校
生

徒
の

8
0
％

近
く

が
部

活
動

に
加

入
し

、
人

と
の

つ
な

が
り

を
大

切
に

し
て

、
感

謝
の

気
持

ち
と

思
い

や
り

の
心

で
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

人
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
進

学
：

大
学

5
6
.
3
％

　
短

期
大

学
4
.
5
％

　
専

修
学

校
3
0
.
9
％

就
職

：
企

業
4
.
9
％

　
公

務
員

2
.
1
％

　
そ

の
他

2
.
1
％

成成
城城

定
総

合
学

科
メ

ト
ロ

中
央

線
　

   
深

江
橋

駅
よ

り
北

へ
50

0m
JR

学
研

都
市

線
　

   
放

出
駅

よ
り

南
へ

12
00

m
JR

お
お

さ
か

東
線

　
高

井
田

中
央

駅
よ

り
西

へ
13

00
m

生
徒

の
自

己
実

現
に

向
け

て
、

も
の

づ
く

り
系

列
・

情
報

技
術

系
列

・
生

活
デ

ザ
イ

ン
系

列
・

教
養

系
列

の
4
系

列
を

設
置

し
少

人
数

授
業

を
展

開
し

て
い

ま
す

。
0
時

間
め

の
授

業
で

基
礎

学
力

向
上

や
大

学
進

学
の

個
別

指
導

に
も

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
【

就
職

】
日

本
郵

便
㈱

、
ダ

イ
ハ

ツ
工

業
㈱

、
サ

ラ
ヤ

㈱
、

㈱
日

伝
、

㈱
サ

ン
ゲ

ツ
【

進
学

】
近

畿
大

、
大

経
大

、
桃

山
学

院
大

、
大

阪
女

学
院

大
、

大
阪

信
愛

学
院

大
、

香
里

ヶ
丘

看
護

専
門

学
校

西西
野野

田田
工工

科科
全

工
業

科
JR

環
状

線
　

　
　

　
野

田
駅

よ
り

北
西

へ
60

0m
JR

東
西

線
　

　
　

　
海

老
江

駅
よ

り
南

西
へ

35
0m

メ
ト

ロ
千

日
前

線
　

野
田

阪
神

駅
よ

り
西

へ
40

0m
阪

神
本

線
　

　
　

　
野

田
駅

よ
り

西
へ

45
0m

建
築

都
市

工
学

系
、

工
業

デ
ザ

イ
ン

系
を

は
じ

め
、

特
色

あ
る

4
つ

の
専

門
分

野
を

結
集

し
、

防
災

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
（

U
D
）

の
観

点
を

取
り

入
れ

た
次

世
代

型
ま

ち
づ

く
り

の
技

術
や

課
題

解
決

の
思

考
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

約
8
0
%
が

就
職

、
約

2
0
%
が

進
学

【
就

職
】

ト
ヨ

タ
自

動
車

、
大

阪
メ

ト
ロ

、
住

友
電

気
工

業
、

ク
ボ

タ
、

大
鉄

工
業

、
公

務
員

な
ど

【
進

学
】

大
阪

工
業

大
学

、
大

阪
産

業
大

学
、

関
西

大
学

な
ど

○

鶴鶴
見見

商商
業業

全
商

業
科

大
阪

メ
ト

ロ
長

堀
鶴

見
緑

地
線

 今
福

鶴
見

駅
 北

東
15

00
ｍ

大
阪

メ
ト

ロ
今

里
筋

線
 新

森
古

市
駅

　
南

東
13

00
ｍ

京
阪

本
線

 関
目

駅
　

東
24

00
ｍ

大
阪

シ
テ

ィ
バ

ス
 鶴

見
六

丁
目

停
留

所
　

東
60

0ｍ

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

の
育

成
を

め
ざ

し
、

商
業

選
択

お
よ

び
自

己
実

現
選

択
科

目
を

設
定

。
資

格
取

得
や

部
活

動
に

も
力

を
入

れ
、

商
品

開
発

・
販

売
実

習
等

で
地

域
交

流
を

図
る

な
ど

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
も

取
り

組
み

、
確

実
な

進
路

実
績

を
あ

げ
て

い
ま

す
。

基
礎

学
力

の
向

上
や

勤
労

観
の

育
成

を
通

し
て

、
社

会
人

と
し

て
の

基
礎

力
を

育
み

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
希

望
進

路
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。
令

和
3
年

度
【

進
学

】
2
名

、
【

就
職

】
3
名

○

咲咲
くく

やや
ここ

のの
花花

全
総

合
学

科
演

劇
科

食
物

文
化

科

JR
環

状
線

・
阪

神
な

ん
ば

線
　

西
九

条
駅

よ
り

南
西

へ
50

0m

大
阪

市
初

の
併

設
型

中
高

一
貫

教
育

校
（

総
合

学
科

）
。

総
合

学
科

は
理

数
・

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
・

言
語

社
会

・
造

形
芸

術
・

映
像

表
現

の
6
系

列
。

演
劇

を
通

し
て

人
間

教
育

を
行

う
演

劇
科

、
調

理
師

免
許

が
取

得
で

き
る

食
物

文
化

科
を

設
置

。

令
和

3
年

度
実

績
【

進
学

】
京

都
大

1
、

大
阪

大
2
、

神
戸

大
2
、

大
阪

公
立

大
6
等

国
公

立
大

学
9
名

、
関

関
同

立
4
9
名

合
格

【
就

職
・

公
務

員
】

警
視

庁
、

大
阪

港
湾

局
、

（
株

）
ロ

イ
ヤ

ル
ホ

テ
ル

○

西西
野野

田田
工工

科科
定

総
合

学
科

JR
環

状
線

　
　

　
　

野
田

駅
よ

り
北

西
へ

60
0m

JR
東

西
線

　
　

　
　

海
老

江
駅

よ
り

南
西

へ
35

0m
メ

ト
ロ

千
日

前
線

　
野

田
阪

神
駅

よ
り

西
へ

40
0m

阪
神

本
線

　
　

　
　

野
田

駅
よ

り
西

へ
45

0m

総
合

学
科

単
位

制
の

工
科

高
校

で
、

「
教

養
」

「
く

ら
し

の
機

械
・

電
気

」
「

生
活

デ
ザ

イ
ン

」
の

3
系

列
を

設
置

し
て

い
ま

す
。

基
礎

学
力

の
向

上
を

基
本

に
、

生
徒

の
興

味
関

心
を

引
き

出
し

、
将

来
の

進
路

に
つ

な
が

る
努

力
を

後
押

し
し

て
い

ま
す

。

■
「

海
外

か
ら

帰
国

し
た

生
徒

の
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

   
   

   
▲

「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

帰
国

生
徒

・
外

国
人

生
徒

入
学

者
選

抜
」

実
施

校
☆

「
知

的
障

が
い

生
徒

自
立

支
援

コ
ー

ス
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

★
「

共
生

推
進

教
室

入
学

者
選

抜
」

実
施

校

大
学

5
5
%
、

短
大

7
%
、

専
門

学
校

3
0
%
、

就
職

5
%
、

そ
の

他
4
%

主
な

進
学

先
　

関
関

同
立

、
産

近
甲

龍
、

摂
神

追
桃

　
等

主
な

就
職

先
　

上
新

電
機

、
大

阪
市

高
速

電
気

軌
道

　
等

○

市市
岡岡

全
普

通
科

（
単

位
制

）

JR
環

状
線

・
メ

ト
ロ

中
央

線
　

弁
天

町
駅

よ
り

南
東

へ
40

0ｍ
阪

神
な

ん
ば

線
　

九
条

駅
よ

り
西

へ
約

10
00

m

自
彊

の
精

神
の

も
と

、
学

習
と

自
主

活
動

（
部

活
動

等
）

の
両

立
に

力
を

注
ぎ

、
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
育

成
を

め
ざ

し
ま

す
。

全
日

制
普

通
科

単
位

制
の

利
点

を
活

か
し

、
少

人
数

授
業

、
多

様
な

選
択

科
目

を
設

定
し

て
、

希
望

進
路

の
実

現
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

9
0
%
以

上
の

生
徒

が
大

学
に

進
学

。
京

阪
神

の
大

学
を

は
じ

め
、

大
阪

市
立

・
大

阪
府

立
大

学
（

旧
名

）
等

の
国

公
立

、
関

関
同

立
等

の
私

立
大

学
へ

の
進

学
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

○

港港
全

普
通

科
Ｊ

Ｒ
大

阪
環

状
線

・
メ

ト
ロ

中
央

線
　

弁
天

町
駅

よ
り

東
へ

30
0m

"
C
h
a
l
l
e
n
g
e
,
C
h
a
n
g
e
,
S
m
i
l
e
！

"
を

合
言

葉
に

、
来

て
よ

か
っ

た
と

思
え

る
学

校
を

め
ざ

し
ま

す
。

0
限

め
に

朝
学

習
、

7
限

め
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
講

習
を

実
施

。
学

力
の

充
実

と
進

路
希

望
の

実
現

率
を

高
め

ま
す

。

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

2
8
番

～
5
0
番

）

学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

三三
島島

全
普

通
科

JR
京

都
線

　
摂

津
富

田
駅

よ
り

北
東

へ
15

00
m

高
槻

市
営

バ
ス

「
明

治
大

阪
工

場
前

」
下

車
北

へ
50

0m

「
自

主
・

自
律

」
を

体
現

し
て

、
人

生
を

主
体

的
に

切
り

拓
き

、
社

会
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
る

生
徒

を
育

成
し

ま
す

。
勉

学
は

も
ち

ろ
ん

部
活

動
や

学
校

行
事

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

国
公

立
大

6
0
名

（
大

阪
大

、
神

戸
大

、
滋

賀
大

、
京

都
工

芸
繊

維
大

、
大

阪
公

立
大

、
大

阪
教

育
大

ほ
か

）
、

関
関

同
立

4
8
4
名

（
の

べ
人

数
）

、
近

畿
大

、
龍

谷
大

ほ
か

○

卒
業

生
の

ほ
と

ん
ど

は
4
年

制
大

学
へ

進
学

。
主

な
進

学
先

は
国

公
立

大
学

で
は

滋
賀

大
学

、
京

都
教

育
大

、
大

阪
教

育
大

、
大

阪
公

立
大

、
滋

賀
県

立
大

な
ど

。
私

立
で

は
関

/
関

/
同

/
立

な
ど

へ
多

数
進

学
○

茨茨
木木

西西
全

普
通

科
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

　
宇

野
辺

駅
よ

り
北

西
へ

90
0m

JR
京

都
線

　
茨

木
駅

よ
り

南
西

へ
18

00
ｍ

I
B
A
N
I
S
H
I
 
P
R
I
D
E
を

合
言

葉
に

、
少

人
数

授
業

や
I
C
T
機

器
を

積
極

的
に

活
用

し
、

英
語

運
用

能
力

を
伸

ば
し

ま
す

。
日

々
の

学
習

は
も

と
よ

り
、

大
学

と
の

連
携

や
地

域
連

携
活

動
を

通
じ

て
「

自
ら

気
づ

く
人

」
を

育
て

ま
す

。

卒
業

生
の

約
5
4
%
が

4
年

制
大

学
（

関
西

、
京

都
産

業
、

大
阪

経
済

、
近

畿
、

追
手

門
学

院
）

、
7
%
が

短
期

大
学

、
3
5
%
が

専
門

学
校

へ
の

進
学

、
就

職
者

が
数

名
で

あ
る

。

槻槻
のの

木木
全

普
通

科
(単

位
制

)
阪

急
京

都
線

　
高

槻
市

駅
よ

り
南

へ
70

0m
JR

京
都

線
　

  高
槻

駅
よ

り
南

へ
12

00
m

「
高

い
倫

理
観

」
と

「
品

格
」

を
育

て
る

た
め

、
「

あ
た

り
ま

え
の

こ
と

を
あ

た
り

ま
え

に
」

を
モ

ッ
ト

ー
と

し
て

い
ま

す
。

日
々

の
小

さ
な

努
力

を
お

互
い

が
称

賛
す

る
学

校
で

す
。

槻
の

木
高

校
は

、
が

ん
ば

る
み

な
さ

ん
を

応
援

し
ま

す
。

ほ
ぼ

全
員

が
4
年

制
大

学
進

学
。

令
和

3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

京
都

大
、

大
阪

大
、

神
戸

大
、

東
京

医
科

歯
科

大
、

大
阪

公
立

大
、

大
阪

教
育

大
、

関
西

大
、

関
西

学
院

大
、

同
志

社
大

、
立

命
館

大
　

等
○

春春
日日

丘丘
定

普
通

科
JR

京
都

線
　

茨
木

駅
よ

り
北

西
へ

20
0ｍ

昼
は

ア
ル

バ
イ

ト
、

夕
方

か
ら

勉
強

、
さ

ま
ざ

ま
な

年
齢

の
個

性
豊

か
な

生
徒

が
仲

良
く

一
緒

に
通

っ
て

い
ま

す
。

生
徒

会
活

動
や

行
事

も
活

発
で

す
。

一
人

ひ
と

り
の

到
達

度
に

応
じ

て
基

礎
か

ら
じ

っ
く

り
少

人
数

で
学

べ
る

、
ア

ッ
ト

ホ
ー

ム
な

学
校

で
す

。

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
力

を
注

ぎ
、

在
校

生
の

就
労

率
は

5
5
.
4
%
、

就
職

希
望

者
の

内
定

率
1
0
0
%
、

進
学

希
望

者
の

合
格

率
1
0
0
%
と

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
非

常
に

高
い

水
準

を
維

持
。

○

春春
日日

丘丘
全

普
通

科
JR

京
都

線
　

茨
木

駅
よ

り
北

西
へ

20
0ｍ

J
R
茨

木
駅

近
く

に
あ

る
。

茨
木

高
等

女
学

校
の

時
代

か
ら

創
立

1
0
0
年

を
超

え
る

伝
統

校
。

自
主

・
自

律
・

自
由

を
校

風
と

し
て

、
学

習
は

も
ち

ろ
ん

行
事

や
部

活
動

も
盛

ん
。

文
武

両
道

を
基

本
に

普
通

科
高

校
の

良
さ

を
追

求
す

る
。

制
服

は
な

い
。

四
大

・
短

大
約

3
6
％

、
専

門
学

校
約

4
3
％

、
就

職
約

1
1
％

、
多

様
な

進
路

実
現

に
向

け
、

丁
寧

な
進

路
指

導
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
。

同
志

社
大

学
、

関
西

大
学

な
ど

に
も

進
学

し
て

い
ま

す
。

茨茨
木木

工工
科科

全
工

業
科

JR
京

都
線

　
　

茨
木

駅
よ

り
北

へ
11

00
m

JR
京

都
線

　
　

総
持

寺
駅

よ
り

西
へ

11
00

m
阪

急
京

都
線

　
茨

木
市

駅
よ

り
北

西
へ

20
00

ｍ

実
習

・
も

の
づ

く
り

が
あ

り
、

資
格

取
得

も
盛

ん
な

学
校

。
機

械
･
電

気
･
環

境
化

学
シ

ス
テ

ム
を

学
ぶ

3
専

科
と

、
大

学
進

学
の

た
め

の
1
専

科
が

あ
る

。
企

業
の

即
戦

力
と

な
れ

る
人

材
や

、
大

学
で

意
欲

的
に

専
門

技
術

を
深

め
る

人
材

を
育

成
す

る
。

【
令

和
3
年

度
実

績
】

2
7
%
進

学
7
3
%
就

職
。

(
進

学
)
立

命
館

大
2
､
近

大
1
､
大

工
大

3
､
大

産
大

4
他

。
(
就

職
)
ト

ヨ
タ

自
動

車
､
関

西
電

力
､
神

戸
製

鋼
､
住

友
化

学
他

(
大

手
5
割

)
。

北北
摂摂

つつ
ばば

ささ
★★

全
普

通
科

JR
 茨

木
駅

、
阪

急
茨

木
市

駅
よ

り
近

鉄
バ

ス
「

北
摂

つ
ば

さ
高

校
前

」
下

車
す

ぐ
阪

急
南

茨
木

駅
、

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
南

茨
木

駅
よ

り
東

へ
約

19
00

m

3
つ

の
専

門
コ

ー
ス

（
人

文
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

・
社

会
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
美

術
工

芸
表

現
）

と
総

合
系

・
理

系
・

看
護

医
療

系
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
設

置
。

「
な

り
た

い
自

分
」

の
実

現
を

め
ざ

す
生

徒
を

全
力

で
サ

ポ
ー

ト
す

る
普

通
科

高
校

で
す

。

進
学

に
つ

い
て

は
、

大
学

や
専

門
学

校
等

学
校

就
職

斡
旋

者
は

、
自

動
車

デ
ィ

ー
ラ

ー
、

製
造

業
他

、
高

い
就

職
率

茨茨
木木

全
文

理
学

科
阪

急
京

都
線

茨
木

市
駅

よ
り

南
西

へ
65

0ｍ
（

正
門

）
JR

京
都

線
茨

木
駅

よ
り

東
へ

75
0ｍ

（
北

門
）

創
立

1
2
7
年

の
学

校
で

す
。

そ
の

間
、

常
に

有
為

な
人

物
を

社
会

に
輩

出
し

て
き

ま
し

た
。

校
訓

「
勤

倹
力

行
」

、
校

風
「

質
実

剛
健

」
は

本
校

の
教

育
方

針
の

柱
と

な
っ

て
い

ま
す

。
平

成
2
3
年

度
よ

り
府

か
ら

G
L
H
S
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。

ほ
ぼ

全
員

が
大

学
進

学
し

て
い

ま
す

。
（

令
和

3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

東
京

大
学

、
京

都
大

学
、

大
阪

大
学

、
神

戸
大

学
、

大
阪

公
立

大
学

、
同

志
社

大
学

、
立

命
館

大
学

ほ
か

）
○

茨茨
木木

工工
科科

定
総

合
学

科
JR

京
都

線
　

　
茨

木
駅

よ
り

北
へ

11
00

m
JR

京
都

線
　

　
総

持
寺

駅
よ

り
西

へ
11

00
m

阪
急

京
都

線
　

茨
木

市
駅

よ
り

北
西

へ
20

00
ｍ

自
動

車
、

機
械

・
シ

ス
テ

ム
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

、
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
イ

エ
ン

ス
か

ら
系

列
を

選
択

で
き

ま
す

。
ま

た
、

資
格

取
得

な
ど

に
も

積
極

的
に

取
り

組
み

、
生

徒
た

ち
の

次
（

大
学

・
専

門
学

校
・

就
職

）
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
図

り
ま

す
。

多
様

な
進

路
（

大
2
8
%
、

短
大

7
%
、

専
門

学
校

3
7
%
、

就
職

1
5
%
な

ど
）

に
対

し
、

丁
寧

な
ガ

イ
ダ

ン
ス

で
一

人
ひ

と
り

を
サ

ポ
ー

ト
（

関
西

大
学

な
ど

多
く

の
推

薦
制

度
あ

り
）

。
○

摂摂
津津

全
普

通
科

体
育

科

阪
急

京
都

線
   

   
摂

津
市

駅
よ

り
東

へ
50

0ｍ
JR

京
都

線
　

   
   

千
里

丘
駅

よ
り

南
東

へ
12

00
m

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
　

沢
良

宜
駅

よ
り

南
西

へ
12

00
ｍ

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
　

摂
津

駅
よ

り
北

西
へ

12
00

ｍ

学
校

全
体

で
I
C
T
を

活
用

し
、

生
徒

自
身

が
主

体
的

に
取

り
組

む
授

業
を

推
進

。
陸

上
競

技
場

の
よ

う
な

タ
ー

タ
ン

ト
ラ

ッ
ク

(
4
0
0
m
)
・

人
工

芝
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
エ

ア
ー

ド
ー

ム
式

プ
ー

ル
・

空
調

完
備

の
体

育
館

な
ど

充
実

し
た

体
育

施
設

が
あ

り
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
四

年
制

大
・

短
大

　
約

6
9
％

、
専

門
学

校
　

約
2
3
％

　
就

職
　

約
2
％

そ
の

他
　

約
6
％

　
 
 
 
 
 
 
 
※

詳
細

実
績

は
学

校
H
P
進

路
サ

イ
ト

で
公

開

福福
井井

　　
▲▲

全
総

合
学

科
JR

京
都

線
　

茨
木

駅
よ

り
バ

ス
「

福
井

」
下

車
北

へ
42

0m
（

千
里

中
央

、
箕

面
方

面
か

ら
も

、
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

・
阪

急
バ

ス
等

交
通

の
便

あ
り

）

合
言

葉
は

「
　

夢
　

発
見

　
実

現
　

」
　

夢
が

な
い

な
ら

一
緒

に
見

つ
け

ま
せ

ん
か

？
　

決
ま

っ
て

い
る

な
ら

一
緒

に
叶

え
ま

し
ょ

う
！

　
5
系

列
と

約
1
0
0
の

選
択

科
目

・
少

人
数

授
業

・
考

え
る

力
を

養
う

ド
リ

カ
ム

授
業

で
全

力
サ

ポ
ー

ト
！

令
和

3
年

度
実

績
:
大

阪
教

育
大

学
、

龍
谷

大
、

近
畿

大
、

大
経

大
、

京
産

大
、

関
西

外
大

、
摂

南
大

な
ど

大
学

3
7
名

、
短

大
6
名

、
専

門
学

校
2
5
名

、
就

職
1
1
名

○

大大
手手

前前
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

天
満

橋
駅

よ
り

南
東

へ
40

0m
京

阪
本

線
　

天
満

橋
駅

よ
り

南
東

へ
50

0m

創
立

1
3
0
年

を
超

え
る

伝
統

校
。

『
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

』
に

必
要

な
資

質
を

育
む

教
育

を
実

践
。

H
2
0
年

度
よ

り
国

か
ら

S
S
H
に

指
定

、
H
2
3
年

度
か

ら
府

の
G
L
H
S
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

ほ
ぼ

1
0
0
%
の

生
徒

が
四

大
に

進
学

。
2
/
3
が

国
公

立
。

令
和

3
年

度
実

績
：

京
大

、
阪

大
、

神
大

、
大

阪
公

立
大

、
国

公
立

医
学

部
医

学
科

、
関

関
同

立
 
他

○

中中
央央

メ
ト

ロ
谷

町
線

・
京

阪
本

線
　

天
満

橋
駅

よ
り

南
へ

10
0m

大
阪

府
内

唯
一

の
昼

夜
間

単
位

制
の

高
校

で
す

。
幅

広
い

科
目

選
択

制
の

導
入

に
よ

り
、

自
己

実
現

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
合

わ
せ

て
科

目
・

時
間

選
択

が
で

き
ま

す
。

進
学

や
就

職
に

向
け

た
丁

寧
な

ガ
イ

ダ
ン

ス
も

実
施

し
て

い
ま

す
。

普
通

科
ビ

ジ
ネ

ス
科

(昼
夜

間
単

位
制

)

全
文

理
学

科

一
年

次
よ

り
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
希

望
・

能
力

・
興

味
・

関
心

等
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

進
路

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
【

進
学

】
3
名

【
就

職
】

7
名

（
内

高
卒

求
人

7
名

）
○

大大
手手

前前
定

普
通

科
メ

ト
ロ

谷
町

線
 天

満
橋

駅
よ

り
 南

東
へ

40
0m

京
阪

本
線

　
天

満
橋

駅
よ

り
 南

東
へ

50
0m

①
　

学
年

制
の

良
さ

を
取

り
入

れ
た

単
位

制
　

　
②

　
基

礎
基

本
の

重
視

③
　

多
彩

な
学

校
行

事
　

　
　

④
　

世
代

を
超

え
た

学
び

⑤
　

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
　

⑥
　

学
習

支
援

サ
ポ

ー
タ

ー
の

活
用

““
咲咲

くく
なな

びび
””

でで
行行

きき
たた

いい
学学

校校
をを

検検
索索

！！
（（

））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！
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学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

旭旭
　　

■■
全

普
通

科
国

際
文

化
科

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
関

目
高

殿
駅

よ
り

北
西

へ
60

0m
メ

ト
ロ

今
里

筋
線

　
関

目
成

育
駅

・
京

阪
線

　
関

目
駅

よ
り

北
西

へ
90

0m
JR

お
お

さ
か

東
線

　
JR

野
江

駅
よ

り
北

へ
約

13
00

m

海
外

姉
妹

校
等

と
の

国
際

交
流

が
盛

ん
で

す
。

N
E
T
（

ネ
イ

テ
ィ

ブ
英

語
教

師
）

や
、

国
際

文
化

科
で

は
独

、
仏

、
中

、
西

、
伊

、
韓

の
6
言

語
の

授
業

が
あ

り
留

学
生

も
一

緒
に

学
び

ま
す

。
英

国
（

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

）
・

豪
国

で
の

語
学

研
修

は
普

通
科

生
徒

も
参

加
で

き
ま

す
。

約
9
8
%
が

四
大

、
短

大
、

専
門

学
校

へ
進

学
。

近
年

の
実

績
：

神
戸

大
、

大
阪

教
育

大
、

奈
良

女
子

大
、

奈
良

教
育

大
、

鳥
取

大
、

山
口

大
、

島
根

大
等

、
関

関
同

立
、

産
近

甲
龍

多
数

約
4
割

進
学

、
6
割

就
職

【
進

学
】

関
大

、
近

大
、

龍
谷

大
、

摂
南

大
、

大
工

大
【

就
職

1
0
0
%
】

ト
ヨ

タ
、

関
電

、
J
R
、

阪
急

、
京

阪
他

(
令

和
3
年

度
：

4
割

以
上

が
資

本
金

1
0
億

以
上

の
企

業
)

東東
　　

■■
全

普
通

科
英

語
科

理
数

科

JR
環

状
線

・
学

研
都

市
線

・
東

西
線

メ
ト

ロ
長

堀
鶴

見
緑

地
線

京
阪

線
　

各
京

橋
駅

よ
り

北
西

へ
50

0ｍ

普
通

科
5
ク

ラ
ス

・
英

語
科

1
ク

ラ
ス

・
理

数
科

2
ク

ラ
ス

を
設

置
し

、
3
学

科
の

特
色

を
最

大
限

に
活

か
し

た
教

育
活

動
を

展
開

し
て

い
ま

す
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
・

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

に
姉

妹
校

が
あ

り
ま

す
。

何
事

に
も

積
極

果
敢

に
挑

戦
で

き
る

人
材

を
育

成
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
:
(
国

公
立

)
大

阪
公

立
1
0
 
大

阪
教

育
9
 
兵

庫
県

立
7
 
滋

賀
県

立
5
 
滋

賀
2
 
奈

良
教

育
2
 
筑

波
 
京

都
府

立
 
京

都
教

育
 
他

1
0
（

私
立

）
関

関
同

立
2
6
4
 
産

近
甲

龍
3
7
1
等

淀淀
川川

工工
科科

全
工

業
科

京
阪

本
線

　
守

口
市

駅
よ

り
北

西
へ

50
0m

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
守

口
駅

よ
り

西
へ

30
0m

吹
奏

楽
コ

ン
ク

ー
ル

全
国

最
多

金
賞

な
ど

、
多

く
の

部
活

が
活

躍
。

ま
た

、
資

格
取

得
（

電
気

工
事

士
8
0
名

合
格

等
）

を
推

奨
。

機
械

・
電

気
・

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
等

の
工

学
を

学
び

、
大

学
進

学
専

科
で

は
、

少
人

数
授

業
に

よ
り

、
希

望
の

進
路

を
実

現
。

令
和

3
年

度
実

績
：

滋
賀

大
、

名
桜

大
、

関
大

、
関

学
大

、
同

大
、

立
大

、
京

産
大

、
近

大
、

龍
大

、
大

経
大

、
京

外
大

、
関

西
外

大
、

摂
南

大
、

追
手

門
大

、
桃

山
大

、
日

体
大

、
大

体
大

、
天

理
大

な
ど

○

都都
島島

工工
業業

全
工

業
科

大
阪

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
都

島
駅

よ
り

西
へ

50
m

JR
環

状
線

　
桜

ノ
宮

駅
よ

り
北

東
へ

10
00

m

本
校

は
6
学

科
を

設
置

し
て

お
り

、
各

学
科

で
専

門
的

な
知

識
・

技
能

を
身

に
つ

け
る

こ
と

に
よ

り
、

進
学

・
就

職
の

ど
ち

ら
も

選
択

が
可

能
で

す
。

ま
た

部
活

動
加

入
率

も
6
9
％

と
高

く
、

運
動

部
・

文
化

部
と

も
に

多
く

の
場

面
で

活
躍

し
て

い
ま

す
。

進
学

：
大

阪
公

立
、

東
京

学
芸

、
大

阪
教

育
等

の
国

公
立

大
学

に
1
0
名

、
関

関
同

立
等

の
私

立
大

学
に

1
4
4
名

合
格

就
職

：
大

阪
ガ

ス
、

関
西

電
力

等
(
求

人
件

数
9
1
1
件

、
求

人
倍

率
6
.
7
倍

)

桜桜
宮宮

　　
☆☆

全
普

通
科

人
間

ス
ポ

ー
ツ

科
学

科

JR
お

お
さ

か
東

線
　

城
北

公
園

通
駅

よ
り

北
へ

90
0ｍ

シ
テ

ィ
バ

ス
　

「
大

東
町

」
下

車
　

北
へ

60
0m

シ
テ

ィ
バ

ス
　

「
桜

宮
高

校
」

下
車

　
正

門
ま

で
15

0ｍ

豊
か

な
教

養
と

幅
広

い
人

間
性

（
他

者
を

慈
し

む
心

）
を

最
重

視
し

、
そ

の
基

盤
の

上
に

ス
ポ

ー
ツ

マ
イ

ン
ド

を
備

え
た

人
材

を
育

成
し

ま
す

。
ま

た
、

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
住

民
と

の
交

流
を

図
る

な
ど

、
地

域
に

開
か

れ
た

学
校

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。

【
進

学
】

ト
ヨ

タ
神

戸
自

動
車

大
学

校
、

ビ
ジ

ュ
ア

ル
ア

ー
ツ

専
門

学
校

【
就

職
】

U
D
ト

ラ
ッ

ク
ス

株
式

会
社

、
鴻

池
運

輸
株

式
会

社
、

株
式

会
社

コ
ノ

ミ
ヤ

、
株

式
会

社
や

ま
や

　
他

成成
城城

全
総

合
学

科
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
）

メ
ト

ロ
中

央
線

　
   

深
江

橋
駅

よ
り

北
へ

50
0m

JR
学

研
都

市
線

　
   

放
出

駅
よ

り
南

へ
12

00
m

JR
お

お
さ

か
東

線
　

高
井

田
中

央
駅

よ
り

西
へ

13
00

m

1
年
次
の
国
・
数
・
英
は
、
少
人
数
の
3
0
分
授
業
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
2
年
次
か
ら
は

進
学
や
、
商
業
、
工
業
系
な
ど
５
つ
の
系
列
に
分
か
れ
、
進
路
希
望
に
応
じ
た
授
業
を
展

開
。
ま
た
、
学
校
内
に
工
場
施
設
が
あ
り
、
様
々
な
資
格
取
得
も
可
能
で
す
。

進
学

・
就

職
と

も
高

決
定

率
(
R
3
 
9
5
%
)
。

【
進

学
】

武
庫

女
大

・
摂

南
大

・
大

経
大

・
大

工
大

等
　

【
就

職
】

大
阪

メ
ト

ロ
・

J
R
東

海
・

J
R
西

日
本

・
近

鉄
・

阪
急

・
川

崎
重

工
・

住
友

電
工

等
○

都都
島島

工工
業業

定
総

合
学

科
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

都
島

駅
よ

り
西

へ
50

m
JR

環
状

線
　

　
　

桜
ノ

宮
駅

よ
り

北
東

へ
10

00
m

定
時

制
と

し
て

1
1
3
年

の
伝

統
校

で
す

。
働

き
な

が
ら

学
ぶ

人
や

資
格

取
得

を
め

ざ
す

人
な

ど
、

様
々

な
人

が
勉

強
で

き
る

「
二

学
期

制
」

で
「

単
位

制
」

の
定

時
制

工
業

高
校

で
す

。
通

信
制

と
併

修
す

る
こ

と
で

、
3
年

間
で

の
卒

業
も

可
能

で
す

。

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
力

を
入

れ
就

職
希

望
者

に
は

全
員

の
就

職
を

め
ざ

す
就

労
支

援
を

行
い

、
進

学
希

望
者

に
は

進
路

希
望

の
実

現
を

支
援

す
る

た
め

に
学

習
支

援
を

行
い

、
進

学
・

就
職

と
も

決
定

率
は

高
い

。
○

汎汎
愛愛

全
普

通
科

体
育

科

JR
学

研
都

市
線

・
お

お
さ

か
東

線
　

放
出

駅
よ

り
北

東
へ

12
00

m
天

満
橋

駅
よ

り
シ

テ
ィ

バ
ス

「
汎

愛
高

校
前

」
下

車

「
知

・
創

・
健

」
の

校
訓

の
も

と
、

文
武

両
道

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
全

校
生

徒
の

8
0
％

近
く

が
部

活
動

に
加

入
し

、
人

と
の

つ
な

が
り

を
大

切
に

し
て

、
感

謝
の

気
持

ち
と

思
い

や
り

の
心

で
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

人
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
進

学
：

大
学

5
6
.
3
％

　
短

期
大

学
4
.
5
％

　
専

修
学

校
3
0
.
9
％

就
職

：
企

業
4
.
9
％

　
公

務
員

2
.
1
％

　
そ

の
他

2
.
1
％

成成
城城

定
総

合
学

科
メ

ト
ロ

中
央

線
　

   
深

江
橋

駅
よ

り
北

へ
50

0m
JR

学
研

都
市

線
　

   
放

出
駅

よ
り

南
へ

12
00

m
JR

お
お

さ
か

東
線

　
高

井
田

中
央

駅
よ

り
西

へ
13

00
m

生
徒

の
自

己
実

現
に

向
け

て
、

も
の

づ
く

り
系

列
・

情
報

技
術

系
列

・
生

活
デ

ザ
イ

ン
系

列
・

教
養

系
列

の
4
系

列
を

設
置

し
少

人
数

授
業

を
展

開
し

て
い

ま
す

。
0
時

間
め

の
授

業
で

基
礎

学
力

向
上

や
大

学
進

学
の

個
別

指
導

に
も

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
【

就
職

】
日

本
郵

便
㈱

、
ダ

イ
ハ

ツ
工

業
㈱

、
サ

ラ
ヤ

㈱
、

㈱
日

伝
、

㈱
サ

ン
ゲ

ツ
【

進
学

】
近

畿
大

、
大

経
大

、
桃

山
学

院
大

、
大

阪
女

学
院

大
、

大
阪

信
愛

学
院

大
、

香
里

ヶ
丘

看
護

専
門

学
校

西西
野野

田田
工工

科科
全

工
業

科
JR

環
状

線
　

　
　

　
野

田
駅

よ
り

北
西

へ
60

0m
JR

東
西

線
　

　
　

　
海

老
江

駅
よ

り
南

西
へ

35
0m

メ
ト

ロ
千

日
前

線
　

野
田

阪
神

駅
よ

り
西

へ
40

0m
阪

神
本

線
　

　
　

　
野

田
駅

よ
り

西
へ

45
0m

建
築

都
市

工
学

系
、

工
業

デ
ザ

イ
ン

系
を

は
じ

め
、

特
色

あ
る

4
つ

の
専

門
分

野
を

結
集

し
、

防
災

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
（

U
D
）

の
観

点
を

取
り

入
れ

た
次

世
代

型
ま

ち
づ

く
り

の
技

術
や

課
題

解
決

の
思

考
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

約
8
0
%
が

就
職

、
約

2
0
%
が

進
学

【
就

職
】

ト
ヨ

タ
自

動
車

、
大

阪
メ

ト
ロ

、
住

友
電

気
工

業
、

ク
ボ

タ
、

大
鉄

工
業

、
公

務
員

な
ど

【
進

学
】

大
阪

工
業

大
学

、
大

阪
産

業
大

学
、

関
西

大
学

な
ど

○

鶴鶴
見見

商商
業業

全
商

業
科

大
阪

メ
ト

ロ
長

堀
鶴

見
緑

地
線

 今
福

鶴
見

駅
 北

東
15

00
ｍ

大
阪

メ
ト

ロ
今

里
筋

線
 新

森
古

市
駅

　
南

東
13

00
ｍ

京
阪

本
線

 関
目

駅
　

東
24

00
ｍ

大
阪

シ
テ

ィ
バ

ス
 鶴

見
六

丁
目

停
留

所
　

東
60

0ｍ

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

の
育

成
を

め
ざ

し
、

商
業

選
択

お
よ

び
自

己
実

現
選

択
科

目
を

設
定

。
資

格
取

得
や

部
活

動
に

も
力

を
入

れ
、

商
品

開
発

・
販

売
実

習
等

で
地

域
交

流
を

図
る

な
ど

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
も

取
り

組
み

、
確

実
な

進
路

実
績

を
あ

げ
て

い
ま

す
。

基
礎

学
力

の
向

上
や

勤
労

観
の

育
成

を
通

し
て

、
社

会
人

と
し

て
の

基
礎

力
を

育
み

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
希

望
進

路
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。
令

和
3
年

度
【

進
学

】
2
名

、
【

就
職

】
3
名

○

咲咲
くく

やや
ここ

のの
花花

全
総

合
学

科
演

劇
科

食
物

文
化

科

JR
環

状
線

・
阪

神
な

ん
ば

線
　

西
九

条
駅

よ
り

南
西

へ
50

0m

大
阪

市
初

の
併

設
型

中
高

一
貫

教
育

校
（

総
合

学
科

）
。

総
合

学
科

は
理

数
・

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
・

言
語

社
会

・
造

形
芸

術
・

映
像

表
現

の
6
系

列
。

演
劇

を
通

し
て

人
間

教
育

を
行

う
演

劇
科

、
調

理
師

免
許

が
取

得
で

き
る

食
物

文
化

科
を

設
置

。

令
和

3
年

度
実

績
【

進
学

】
京

都
大

1
、

大
阪

大
2
、

神
戸

大
2
、

大
阪

公
立

大
6
等

国
公

立
大

学
9
名

、
関

関
同

立
4
9
名

合
格

【
就

職
・

公
務

員
】

警
視

庁
、

大
阪

港
湾

局
、

（
株

）
ロ

イ
ヤ

ル
ホ

テ
ル

○

西西
野野

田田
工工

科科
定

総
合

学
科

JR
環

状
線

　
　

　
　

野
田

駅
よ

り
北

西
へ

60
0m

JR
東

西
線

　
　

　
　

海
老

江
駅

よ
り

南
西

へ
35

0m
メ

ト
ロ

千
日

前
線

　
野

田
阪

神
駅

よ
り

西
へ

40
0m

阪
神

本
線

　
　

　
　

野
田

駅
よ

り
西

へ
45

0m

総
合

学
科

単
位

制
の

工
科

高
校

で
、

「
教

養
」

「
く

ら
し

の
機

械
・

電
気

」
「

生
活

デ
ザ

イ
ン

」
の

3
系

列
を

設
置

し
て

い
ま

す
。

基
礎

学
力

の
向

上
を

基
本

に
、

生
徒

の
興

味
関

心
を

引
き

出
し

、
将

来
の

進
路

に
つ

な
が

る
努

力
を

後
押

し
し

て
い

ま
す

。

■
「

海
外

か
ら

帰
国

し
た

生
徒

の
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

   
   

   
▲

「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

帰
国

生
徒

・
外

国
人

生
徒

入
学

者
選

抜
」

実
施

校
☆

「
知

的
障

が
い

生
徒

自
立

支
援

コ
ー

ス
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

★
「

共
生

推
進

教
室

入
学

者
選

抜
」

実
施

校

大
学

5
5
%
、

短
大

7
%
、

専
門

学
校

3
0
%
、

就
職

5
%
、

そ
の

他
4
%

主
な

進
学

先
　

関
関

同
立

、
産

近
甲

龍
、

摂
神

追
桃

　
等

主
な

就
職

先
　

上
新

電
機

、
大

阪
市

高
速

電
気

軌
道

　
等

○

市市
岡岡

全
普

通
科

（
単

位
制

）

JR
環

状
線

・
メ

ト
ロ

中
央

線
　

弁
天

町
駅

よ
り

南
東

へ
40

0ｍ
阪

神
な

ん
ば

線
　

九
条

駅
よ

り
西

へ
約

10
00

m

自
彊

の
精

神
の

も
と

、
学

習
と

自
主

活
動

（
部

活
動

等
）

の
両

立
に

力
を

注
ぎ

、
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
育

成
を

め
ざ

し
ま

す
。

全
日

制
普

通
科

単
位

制
の

利
点

を
活

か
し

、
少

人
数

授
業

、
多

様
な

選
択

科
目

を
設

定
し

て
、

希
望

進
路

の
実

現
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

9
0
%
以

上
の

生
徒

が
大

学
に

進
学

。
京

阪
神

の
大

学
を

は
じ

め
、

大
阪

市
立

・
大

阪
府

立
大

学
（

旧
名

）
等

の
国

公
立

、
関

関
同

立
等

の
私

立
大

学
へ

の
進

学
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

○

港港
全

普
通

科
Ｊ

Ｒ
大

阪
環

状
線

・
メ

ト
ロ

中
央

線
　

弁
天

町
駅

よ
り

東
へ

30
0m

"
C
h
a
l
l
e
n
g
e
,
C
h
a
n
g
e
,
S
m
i
l
e
！

"
を

合
言

葉
に

、
来

て
よ

か
っ

た
と

思
え

る
学

校
を

め
ざ

し
ま

す
。

0
限

め
に

朝
学

習
、

7
限

め
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
講

習
を

実
施

。
学

力
の

充
実

と
進

路
希

望
の

実
現

率
を

高
め

ま
す

。

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

2
8
番

～
5
0
番

）

学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

三三
島島

全
普

通
科

JR
京

都
線

　
摂

津
富

田
駅

よ
り

北
東

へ
15

00
m

高
槻

市
営

バ
ス

「
明

治
大

阪
工

場
前

」
下

車
北

へ
50

0m

「
自

主
・

自
律

」
を

体
現

し
て

、
人

生
を

主
体

的
に

切
り

拓
き

、
社

会
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
る

生
徒

を
育

成
し

ま
す

。
勉

学
は

も
ち

ろ
ん

部
活

動
や

学
校

行
事

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

国
公

立
大

6
0
名

（
大

阪
大

、
神

戸
大

、
滋

賀
大

、
京

都
工

芸
繊

維
大

、
大

阪
公

立
大

、
大

阪
教

育
大

ほ
か

）
、

関
関

同
立

4
8
4
名

（
の

べ
人

数
）

、
近

畿
大

、
龍

谷
大

ほ
か

○

卒
業

生
の

ほ
と

ん
ど

は
4
年

制
大

学
へ

進
学

。
主

な
進

学
先

は
国

公
立

大
学

で
は

滋
賀

大
学

、
京

都
教

育
大

、
大

阪
教

育
大

、
大

阪
公

立
大

、
滋

賀
県

立
大

な
ど

。
私

立
で

は
関

/
関

/
同

/
立

な
ど

へ
多

数
進

学
○

茨茨
木木

西西
全

普
通

科
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

　
宇

野
辺

駅
よ

り
北

西
へ

90
0m

JR
京

都
線

　
茨

木
駅

よ
り

南
西

へ
18

00
ｍ

I
B
A
N
I
S
H
I
 
P
R
I
D
E
を

合
言

葉
に

、
少

人
数

授
業

や
I
C
T
機

器
を

積
極

的
に

活
用

し
、

英
語

運
用

能
力

を
伸

ば
し

ま
す

。
日

々
の

学
習

は
も

と
よ

り
、

大
学

と
の

連
携

や
地

域
連

携
活

動
を

通
じ

て
「

自
ら

気
づ

く
人

」
を

育
て

ま
す

。

卒
業

生
の

約
5
4
%
が

4
年

制
大

学
（

関
西

、
京

都
産

業
、

大
阪

経
済

、
近

畿
、

追
手

門
学

院
）

、
7
%
が

短
期

大
学

、
3
5
%
が

専
門

学
校

へ
の

進
学

、
就

職
者

が
数

名
で

あ
る

。

槻槻
のの

木木
全

普
通

科
(単

位
制

)
阪

急
京

都
線

　
高

槻
市

駅
よ

り
南

へ
70

0m
JR

京
都

線
　

  高
槻

駅
よ

り
南

へ
12

00
m

「
高

い
倫

理
観

」
と

「
品

格
」

を
育

て
る

た
め

、
「

あ
た

り
ま

え
の

こ
と

を
あ

た
り

ま
え

に
」

を
モ

ッ
ト

ー
と

し
て

い
ま

す
。

日
々

の
小

さ
な

努
力

を
お

互
い

が
称

賛
す

る
学

校
で

す
。

槻
の

木
高

校
は

、
が

ん
ば

る
み

な
さ

ん
を

応
援

し
ま

す
。

ほ
ぼ

全
員

が
4
年

制
大

学
進

学
。

令
和

3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

京
都

大
、

大
阪

大
、

神
戸

大
、

東
京

医
科

歯
科

大
、

大
阪

公
立

大
、

大
阪

教
育

大
、

関
西

大
、

関
西

学
院

大
、

同
志

社
大

、
立

命
館

大
　

等
○

春春
日日

丘丘
定

普
通

科
JR

京
都

線
　

茨
木

駅
よ

り
北

西
へ

20
0ｍ

昼
は

ア
ル

バ
イ

ト
、

夕
方

か
ら

勉
強

、
さ

ま
ざ

ま
な

年
齢

の
個

性
豊

か
な

生
徒

が
仲

良
く

一
緒

に
通

っ
て

い
ま

す
。

生
徒

会
活

動
や

行
事

も
活

発
で

す
。

一
人

ひ
と

り
の

到
達

度
に

応
じ

て
基

礎
か

ら
じ

っ
く

り
少

人
数

で
学

べ
る

、
ア

ッ
ト

ホ
ー

ム
な

学
校

で
す

。

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
力

を
注

ぎ
、

在
校

生
の

就
労

率
は

5
5
.
4
%
、

就
職

希
望

者
の

内
定

率
1
0
0
%
、

進
学

希
望

者
の

合
格

率
1
0
0
%
と

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
非

常
に

高
い

水
準

を
維

持
。

○

春春
日日

丘丘
全

普
通

科
JR

京
都

線
　

茨
木

駅
よ

り
北

西
へ

20
0ｍ

J
R
茨

木
駅

近
く

に
あ

る
。

茨
木

高
等

女
学

校
の

時
代

か
ら

創
立

1
0
0
年

を
超

え
る

伝
統

校
。

自
主

・
自

律
・

自
由

を
校

風
と

し
て

、
学

習
は

も
ち

ろ
ん

行
事

や
部

活
動

も
盛

ん
。

文
武

両
道

を
基

本
に

普
通

科
高

校
の

良
さ

を
追

求
す

る
。

制
服

は
な

い
。

四
大

・
短

大
約

3
6
％

、
専

門
学

校
約

4
3
％

、
就

職
約

1
1
％

、
多

様
な

進
路

実
現

に
向

け
、

丁
寧

な
進

路
指

導
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
。

同
志

社
大

学
、

関
西

大
学

な
ど

に
も

進
学

し
て

い
ま

す
。

茨茨
木木

工工
科科

全
工

業
科

JR
京

都
線

　
　

茨
木

駅
よ

り
北

へ
11

00
m

JR
京

都
線

　
　

総
持

寺
駅

よ
り

西
へ

11
00

m
阪

急
京

都
線

　
茨

木
市

駅
よ

り
北

西
へ

20
00

ｍ

実
習

・
も

の
づ

く
り

が
あ

り
、

資
格

取
得

も
盛

ん
な

学
校

。
機

械
･
電

気
･
環

境
化

学
シ

ス
テ

ム
を

学
ぶ

3
専

科
と

、
大

学
進

学
の

た
め

の
1
専

科
が

あ
る

。
企

業
の

即
戦

力
と

な
れ

る
人

材
や

、
大

学
で

意
欲

的
に

専
門

技
術

を
深

め
る

人
材

を
育

成
す

る
。

【
令

和
3
年

度
実

績
】

2
7
%
進

学
7
3
%
就

職
。

(
進

学
)
立

命
館

大
2
､
近

大
1
､
大

工
大

3
､
大

産
大

4
他

。
(
就

職
)
ト

ヨ
タ

自
動

車
､
関

西
電

力
､
神

戸
製

鋼
､
住

友
化

学
他

(
大

手
5
割

)
。

北北
摂摂

つつ
ばば

ささ
★★

全
普

通
科

JR
 茨

木
駅

、
阪

急
茨

木
市

駅
よ

り
近

鉄
バ

ス
「

北
摂

つ
ば

さ
高

校
前

」
下

車
す

ぐ
阪

急
南

茨
木

駅
、

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
南

茨
木

駅
よ

り
東

へ
約

19
00

m

3
つ

の
専

門
コ

ー
ス

（
人

文
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

・
社

会
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
美

術
工

芸
表

現
）

と
総

合
系

・
理

系
・

看
護

医
療

系
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
設

置
。

「
な

り
た

い
自

分
」

の
実

現
を

め
ざ

す
生

徒
を

全
力

で
サ

ポ
ー

ト
す

る
普

通
科

高
校

で
す

。

進
学

に
つ

い
て

は
、

大
学

や
専

門
学

校
等

学
校

就
職

斡
旋

者
は

、
自

動
車

デ
ィ

ー
ラ

ー
、

製
造

業
他

、
高

い
就

職
率

茨茨
木木

全
文

理
学

科
阪

急
京

都
線

茨
木

市
駅

よ
り

南
西

へ
65

0ｍ
（

正
門

）
JR

京
都

線
茨

木
駅

よ
り

東
へ

75
0ｍ

（
北

門
）

創
立

1
2
7
年

の
学

校
で

す
。

そ
の

間
、

常
に

有
為

な
人

物
を

社
会

に
輩

出
し

て
き

ま
し

た
。

校
訓

「
勤

倹
力

行
」

、
校

風
「

質
実

剛
健

」
は

本
校

の
教

育
方

針
の

柱
と

な
っ

て
い

ま
す

。
平

成
2
3
年

度
よ

り
府

か
ら

G
L
H
S
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。

ほ
ぼ

全
員

が
大

学
進

学
し

て
い

ま
す

。
（

令
和

3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

東
京

大
学

、
京

都
大

学
、

大
阪

大
学

、
神

戸
大

学
、

大
阪

公
立

大
学

、
同

志
社

大
学

、
立

命
館

大
学

ほ
か

）
○

茨茨
木木

工工
科科

定
総

合
学

科
JR

京
都

線
　

　
茨

木
駅

よ
り

北
へ

11
00

m
JR

京
都

線
　

　
総

持
寺

駅
よ

り
西

へ
11

00
m

阪
急

京
都

線
　

茨
木

市
駅

よ
り

北
西

へ
20

00
ｍ

自
動

車
、

機
械

・
シ

ス
テ

ム
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

、
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
イ

エ
ン

ス
か

ら
系

列
を

選
択

で
き

ま
す

。
ま

た
、

資
格

取
得

な
ど

に
も

積
極

的
に

取
り

組
み

、
生

徒
た

ち
の

次
（

大
学

・
専

門
学

校
・

就
職

）
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
図

り
ま

す
。

多
様

な
進

路
（

大
2
8
%
、

短
大

7
%
、

専
門

学
校

3
7
%
、

就
職

1
5
%
な

ど
）

に
対

し
、

丁
寧

な
ガ

イ
ダ

ン
ス

で
一

人
ひ

と
り

を
サ

ポ
ー

ト
（

関
西

大
学

な
ど

多
く

の
推

薦
制

度
あ

り
）

。
○

摂摂
津津

全
普

通
科

体
育

科

阪
急

京
都

線
   

   
摂

津
市

駅
よ

り
東

へ
50

0ｍ
JR

京
都

線
　

   
   

千
里

丘
駅

よ
り

南
東

へ
12

00
m

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
　

沢
良

宜
駅

よ
り

南
西

へ
12

00
ｍ

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
　

摂
津

駅
よ

り
北

西
へ

12
00

ｍ

学
校

全
体

で
I
C
T
を

活
用

し
、

生
徒

自
身

が
主

体
的

に
取

り
組

む
授

業
を

推
進

。
陸

上
競

技
場

の
よ

う
な

タ
ー

タ
ン

ト
ラ

ッ
ク

(
4
0
0
m
)
・

人
工

芝
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
エ

ア
ー

ド
ー

ム
式

プ
ー

ル
・

空
調

完
備

の
体

育
館

な
ど

充
実

し
た

体
育

施
設

が
あ

り
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
四

年
制

大
・

短
大

　
約

6
9
％

、
専

門
学

校
　

約
2
3
％

　
就

職
　

約
2
％

そ
の

他
　

約
6
％

　
 
 
 
 
 
 
 
※

詳
細

実
績

は
学

校
H
P
進

路
サ

イ
ト

で
公

開

福福
井井

　　
▲▲

全
総

合
学

科
JR

京
都

線
　

茨
木

駅
よ

り
バ

ス
「

福
井

」
下

車
北

へ
42

0m
（

千
里

中
央

、
箕

面
方

面
か

ら
も

、
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

・
阪

急
バ

ス
等

交
通

の
便

あ
り

）

合
言

葉
は

「
　

夢
　

発
見

　
実

現
　

」
　

夢
が

な
い

な
ら

一
緒

に
見

つ
け

ま
せ

ん
か

？
　

決
ま

っ
て

い
る

な
ら

一
緒

に
叶

え
ま

し
ょ

う
！

　
5
系

列
と

約
1
0
0
の

選
択

科
目

・
少

人
数

授
業

・
考

え
る

力
を

養
う

ド
リ

カ
ム

授
業

で
全

力
サ

ポ
ー

ト
！

令
和

3
年

度
実

績
:
大

阪
教

育
大

学
、

龍
谷

大
、

近
畿

大
、

大
経

大
、

京
産

大
、

関
西

外
大

、
摂

南
大

な
ど

大
学

3
7
名

、
短

大
6
名

、
専

門
学

校
2
5
名

、
就

職
1
1
名

○

大大
手手

前前
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

天
満

橋
駅

よ
り

南
東

へ
40

0m
京

阪
本

線
　

天
満

橋
駅

よ
り

南
東

へ
50

0m

創
立

1
3
0
年

を
超

え
る

伝
統

校
。

『
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

』
に

必
要

な
資

質
を

育
む

教
育

を
実

践
。

H
2
0
年

度
よ

り
国

か
ら

S
S
H
に

指
定

、
H
2
3
年

度
か

ら
府

の
G
L
H
S
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

ほ
ぼ

1
0
0
%
の

生
徒

が
四

大
に

進
学

。
2
/
3
が

国
公

立
。

令
和

3
年

度
実

績
：

京
大

、
阪

大
、

神
大

、
大

阪
公

立
大

、
国

公
立

医
学

部
医

学
科

、
関

関
同

立
 
他

○

中中
央央

メ
ト

ロ
谷

町
線

・
京

阪
本

線
　

天
満

橋
駅

よ
り

南
へ

10
0m

大
阪

府
内

唯
一

の
昼

夜
間

単
位

制
の

高
校

で
す

。
幅

広
い

科
目

選
択

制
の

導
入

に
よ

り
、

自
己

実
現

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
合

わ
せ

て
科

目
・

時
間

選
択

が
で

き
ま

す
。

進
学

や
就

職
に

向
け

た
丁

寧
な

ガ
イ

ダ
ン

ス
も

実
施

し
て

い
ま

す
。

普
通

科
ビ

ジ
ネ

ス
科

(昼
夜

間
単

位
制

)

全
文

理
学

科

一
年

次
よ

り
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
希

望
・

能
力

・
興

味
・

関
心

等
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

進
路

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
【

進
学

】
3
名

【
就

職
】

7
名

（
内

高
卒

求
人

7
名

）
○

大大
手手

前前
定

普
通

科
メ

ト
ロ

谷
町

線
 天

満
橋

駅
よ

り
 南

東
へ

40
0m

京
阪

本
線

　
天

満
橋

駅
よ

り
 南

東
へ

50
0m

①
　

学
年

制
の

良
さ

を
取

り
入

れ
た

単
位

制
　

　
②

　
基

礎
基

本
の

重
視

③
　

多
彩

な
学

校
行

事
　

　
　

④
　

世
代

を
超

え
た

学
び

⑤
　

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
　

⑥
　

学
習

支
援

サ
ポ

ー
タ

ー
の

活
用

““
咲咲

くく
なな

びび
””

でで
行行

きき
たた

いい
学学

校校
をを

検検
索索

！！
（（

））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！

9
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学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

寝寝
屋屋

川川
定

普
通
科

京
阪
本
線
寝
屋
川
市
駅
か
ら
東
へ
50

0ｍ
創

立
7
0
年

を
超

え
る

伝
統

校
で

す
。

生
徒

数
約

1
5
0
名

。
授

業
は

夜
6
時

0
5
分

～
9
時

2
0

分
で

す
。

部
活

動
・

体
育

祭
・

文
化

祭
・

遠
足

等
の

行
事

も
あ

り
ま

す
。

昼
間

に
働

き
た

い
人

な
ど

、
幅

広
い

年
齢

層
の

人
が

学
べ

る
学

校
で

す
。

令
和
3
年
度
実
績
：

【
就
職
】
2
2
名
　
株
式
会
社
　
第
一
精
工
舎
等
 
2
1
社

【
4
年
制
大
学
】
2
名
　
大
阪
行
岡
医
療
大
学
 
他

【
専
門
学
校
】
8
名
　
大
阪
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校
　
他

約
6
割

が
就

職
・

約
4
割

が
進

学
（

大
学

3
年

次
編

入
学

）
2
0
2
1
年

度
【

就
職

】
J
R
東

海
、

㈱
ク

ボ
タ

、
旭

化
成

㈱
等

【
進

学
】

大
阪

府
立

大
、

豊
橋

/
長

岡
技

科
大

、
大

阪
大

、
和

歌
山

大
等

野野
崎崎

全
普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
野
崎
駅
よ
り
南
へ
12

00
m

近
鉄
バ
ス
　
「
寺
川
」
下
車
30

m

夢
を

見
つ

け
叶

え
る

野
崎

高
校

は
、

生
徒

が
主

役
の

「
一

人
ひ

と
り

を
大

切
に

す
る

」
学

校
で

す
。

2
0
2
0
年

か
ら

、
よ

り
進

路
実

現
を

め
ざ

し
た

新
た

な
コ

ー
ス

制
が

始
ま

り
、

全
教

室
で

I
C
T
や

動
画

を
活

用
し

た
「

わ
か

る
授

業
」

を
展

開
し

て
い

ま
す

。

進
学

と
就

職
が

約
半

数
ず

つ
。

学
校

紹
介

に
よ

る
就

職
内

定
率

は
8
年

連
続

で
1
0
0
％

！
多

く
の

企
業

・
大

学
・

短
大

・
専

門
学

校
と

連
携

し
丁

寧
な

指
導

で
生

徒
全

員
の

進
路

実
現

を
応

援
し

ま
す

。
○

公
立

大
学

法
人

大大
阪阪

公公
立立

大大
学学

工工
業業

高高
等等

専専
門門

学学
校校

全
総
合
工
学

シ
ス
テ
ム
学
科

京
阪
本
線
　
寝
屋
川
市
駅
よ
り
北
東
へ
11

00
m

5
年

間
一

貫
教

育
で

創
造

力
と

高
い

倫
理

観
の

あ
る

実
践

的
技

術
者

を
育

成
し

ま
す

。
D
X
実

現
を

支
え

る
I
C
T
教

育
と

実
験

実
習

を
土

台
と

し
た

4
コ

ー
ス

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

機
械

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

、
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
、

知
能

情
報

）
が

あ
り

ま
す

。

約
9
0
%
進

学
(
令

和
3
年

度
：

関
西

大
、

龍
谷

大
、

近
畿

大
、

関
西

外
国

語
大

、
摂

南
大

、
追

手
門

学
院

大
ほ

か
)

就
職

内
定

率
1
0
0
%
(
㈱

ク
ボ

タ
、

日
本

郵
便

㈱
、

山
崎

製
パ

ン
㈱

ほ
か

)
○

門門
真真

西西
全

普
通
科

京
阪
本
線
　
　
古
川
橋
駅
よ
り
南
へ
13

00
m

古
川
橋
駅
よ
り
バ
ス
「
試
験
場
前
」
下
車
西
へ
10

0ｍ
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
　
門
真
南
駅
よ
り
北
へ
14

00
m

一
人

ひ
と

り
の

個
性

の
伸

長
を

図
り

、
将

来
社

会
に

貢
献

で
き

る
能

力
と

豊
か

な
人

間
性

を
持

つ
人

材
を

育
成

し
、

地
域

に
信

頼
さ

れ
る

学
校

を
め

ざ
し

ま
す

。
輝

く
笑

顔
・

高
い

志
・

夢
が

あ
る

生
徒

が
い

っ
ぱ

い
の

学
校

で
す

！
！

令
和

3
年

度
就

職
3
2
%
[
就

職
内

定
率

1
0
0
%
]
山

崎
製

パ
ン

（
株

）
,
佐

川
急

便
（

株
）

等
,
進

学
5
3
%
[
進

学
決

定
率

1
0
0
%
]
京

都
産

業
大

学
,
大

阪
国

際
大

学
等

○

緑緑
風風

冠冠
　　

★★
全

普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
野
崎
駅
よ
り
西
へ
10

00
m

2
年

次
よ

り
2
つ

の
専

門
コ

ー
ス

（
人

文
・

英
語

発
展

専
門

コ
ー

ス
、

理
数

・
看

護
発

展
専

門
コ

ー
ス

）
と

総
合

系
に

分
か

れ
、

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

自
主

性
と

自
律

性
お

よ
び

社
会

性
を

育
み

な
が

ら
学

力
の

向
上

を
図

り
、

進
路

実
現

を
支

援
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

【
進

学
】

大
学

5
2
%
（

関
西

大
1
7
、

近
畿

大
4
7
、

京
都

産
業

大
2
、

龍
谷

大
1
4
、

関
西

外
大

1
1
 
摂

南
大

2
6
 
他

）
短

大
1
0
%
　

専
門

学
校

3
1
%
【

就
職

】
5
%

○

四四
條條

畷畷
全

文
理
学
科

JR
学
研
都
市
線
　
四
条
畷
駅
よ
り
北
西
70

0m
京
阪
本
線
　
大
和
田
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
［
国
道
中

野
］
下
車
　
南
へ
50

0m

府
よ
り
G
L
H
S
、
文
科
省
よ
り
S
S
H
の
指
定
を
受
け
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
を
図
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
で
活
躍
し
社
会
に
貢
献
で
き
る
素
養
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
、
様
々
な
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

令
和

3
年

度
実

績
　

国
公

立
大

合
計

2
2
7
(
1
7
1
)
　

京
都

大
6
(
4
)
、

大
阪

大
4
1
(
3
4
)
、

神
戸

大
3
5
(
2
6
)
、

大
阪

公
立

大
7
1
(
5
8
)
、

他
多

数
合

格
(
 
)
内

は
現

役
○

門門
真真

なな
みみ

はは
やや

▲▲
全

総
合
学
科

京
阪
本
線
大
和
田
駅
・
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
門
真
南
駅

か
ら
京
阪
バ
ス
「
門
真
団
地
」
下
車
　
北
東
へ
20

0ｍ
Ｊ
Ｒ
住
道
駅
か
ら
近
鉄
バ
ス
「
下
馬
伏
」
下
車
西
へ
80

0ｍ

グ
ロ

ー
バ

ル
・

自
然

科
学

･
ス

ポ
ー

ツ
・

福
祉

･
子

ど
も

教
育

の
5
つ

の
系

列
で

多
様

な
学

び
を

展
開

し
、

「
健

全
な

社
会

人
」

「
広

い
視

野
を

持
つ

国
際

人
」

を
育

み
生

徒
の

希
望

進
路

を
実

現
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

神
戸

大
、

大
阪

公
立

大
、

大
教

大
、

京
教

大
、

奈
良

教
大

、
和

歌
山

、
京

工
繊

、
奈

良
女

子
、

東
京

藝
術

、
京

都
市

芸
、

慶
応

、
早

稲
田

、
関

西
、

関
学

、
同

志
社

、
立

命
館

、
近

畿
○

夕夕
陽陽

丘丘
全

普
通
科

音
楽
科

JR
環
状
線
　
桃
谷
駅
よ
り
西
へ
50

0m
近
鉄
大
阪
線
・
奈
良
線
　
上
本
町
駅
よ
り
南
へ
10

00
m

メ
ト
ロ
谷
町
線
四
天
王
寺
前
夕
陽
ケ
丘
駅
よ
り
東
へ
90

0m

「
豊

か
な

情
操

と
気

品
の

あ
る

人
材

の
育

成
」

を
教

育
方

針
と

し
、

一
世

紀
を

超
え

て
発

展
し

て
き

た
伝

統
あ

る
学

校
で

す
。

府
立

唯
一

の
音

楽
科

を
併

設
し

、
恵

ま
れ

た
環

境
の

中
、

生
徒

た
ち

は
学

習
・

行
事

・
部

活
動

と
充

実
し

た
日

々
を

送
っ

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
　

大
阪

教
育

大
、

富
山

大
、

福
井

県
立

大
、

関
西

学
院

大
、

立
命

館
大

、
関

西
大

、
龍

谷
大

、
近

畿
大

、
京

産
大

、
京

女
大

、
同

女
大

、
関

西
外

大
、

関
西

医
科

大
、

摂
南

大
、

大
工

大
他

○

清清
水水

谷谷
全

普
通
科

JR
環
状
線
　
　
　
　
　
　
　
玉
造
駅
よ
り
西
へ
80

0m
メ
ト
ロ
谷
町
線
　
谷
町
六
丁
目
駅
7番

出
口
よ
り
東
へ
50

0m
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
　
玉
造
駅
２
番
出
口
よ
り
西
へ
50

0m
近
鉄
大
阪
線
・
奈
良
線
　
　
上
本
町
駅
よ
り
北
へ
12

00
m

創
立

1
2
1
年

の
伝

統
の

下
、

自
由

な
精

神
と

幅
広

い
教

養
を

備
え

、
自

律
的

に
学

び
続

け
る

人
を

育
て

ま
す

。
充

実
し

た
学

習
活

動
・

部
活

動
・

自
治

活
動

を
通

し
て

「
か

ん
が

え
る

力
・

つ
な

が
る

力
・

つ
く

り
だ

す
力

・
か

え
て

い
く

力
」

を
育

み
ま

す
。

令
和

3
年

度
：

大
阪

・
神

戸
・

大
阪

公
立

・
大

阪
教

育
・

京
都

教
育

・
京

都
工

芸
繊

維
・

京
都

府
立

・
奈

良
女

子
・

奈
良

教
育

・
奈

良
県

立
医

・
和

歌
山

・
兵

庫
県

立
・

関
西

・
関

西
学

院
・

同
志

社
・

立
命

館
○

交交
野野

全
普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
河
内
磐
船
駅
よ
り
北
東
へ
90

0m
京
阪
交
野
線
　
　
河
内
森
駅
よ
り
北
東
へ
12

00
m

自
然

豊
か

な
環

境
の

も
と

、
規

律
と

活
気

を
大

切
に

し
て

い
ま

す
。

2
年

生
か

ら
、

3
つ

の
コ

ー
ス

（
英

語
、

理
数

、
総

合
）

に
分

か
れ

、
個

性
を

磨
き

ま
す

。
英

語
コ

ー
ス

で
は

半
数

の
生

徒
が

英
検

2
級

、
準

2
級

に
合

格
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
【

進
学

8
0
％

】
大

阪
市

大
、

関
西

大
、

関
西

学
院

大
、

同
志

社
大

、
立

命
館

大
、

京
都

産
業

大
、

近
畿

大
、

甲
南

大
、

龍
谷

大
、

関
西

外
国

語
大

、
桃

山
学

院
大

ほ
か

【
就

職
2
0
％

】
○

高高
津津

全
文
理
学
科

近
鉄
大
阪
線
・
奈
良
線
　
大
阪
上
本
町
駅
よ
り
北
東
へ
80

0m
近
鉄
大
阪
線
、
奈
良
線
・
JR

環
状
線
・
メ
ト
ロ
千
日
前
線
　
鶴
橋
駅
よ
り

北
西
へ
90

0m
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
・
JR

環
状
線
玉
造
駅
よ
り
南
西
へ
10

00
m

メ
ト
ロ
谷
町
線
　
谷
町
九
丁
目
駅
よ
り
東
北
東
へ
12

00
m

本
校

は
「

自
由

と
創

造
」

「
日

新
日

進
」

の
校

風
・

校
是

の
も

と
、

リ
ベ

ラ
ル

で
都

会
的

セ
ン

ス
に

満
ち

た
雰

囲
気

を
も

っ
て

い
ま

す
。

生
徒

の
多

く
が

国
公

立
大

学
へ

の
進

学
を

め
ざ

す
と

と
も

に
、

部
活

動
等

に
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

ほ
ぼ

全
員

が
進

学
（

令
和

3
年

度
実

績
：

京
大

、
阪

大
、

神
大

、
筑

波
大

、
大

教
大

、
奈

良
女

子
大

、
横

浜
国

立
大

、
京

都
工

繊
大

、
大

阪
公

立
大

、
奈

良
県

立
医

大
、

私
学

（
関

関
同

立
）

ほ
か

）

大大
阪阪

ﾋﾋ
ﾞ゙
ｼｼ
ﾞ゙
ﾈﾈ
ｽｽ
ﾌﾌ
ﾛﾛ
ﾝﾝ
ﾃﾃ
ｨｨ
ｱｱ

全
ｸﾞ
ﾛｰ
ﾊﾞ
ﾙ

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
科

JR
環
状
線
　
桃
谷
駅
よ
り
南
西
へ
40

0m
メ
ト
ロ
谷
町
線
　
四
天
王
寺
前
夕
陽
ケ
丘
駅
よ
り
東

へ
10

00
m

大
学

や
産

業
界

と
連

携
し

、
高

大
7
年

間
を

見
据

え
た

連
携

教
育

を
行

い
ま

す
。

高
大

接
続

の
特

別
授

業
や

高
大

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
ま

す
。

お
も

に
商

学
部

、
経

営
学

部
、

外
国

語
系

学
部

等
へ

の
進

学
を

め
ざ

し
ま

す
。

現
役

進
学

率
9
0
%
以

上
　

令
和

3
年

度
現

役
進

学
先

　
大

阪
公

立
大

、
大

阪
教

育
大

、
和

歌
山

大
な

ど
国

公
立

大
学

1
7
名

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

な
ど

8
3
名

他
○

桃桃
谷谷

通
普
通
科

JR
環
状
線
　
桃
谷
駅
よ
り
南
東
へ
10

00
m

個
々

の
様

々
な

事
情

（
仕

事
・

健
康

・
家

庭
な

ど
）

に
あ

わ
せ

て
自

分
の

ペ
ー

ス
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

現
在

も
中

学
校

を
卒

業
し

た
ば

か
り

の
人

か
ら

、
長

い
間

学
習

か
ら

遠
ざ

か
っ

て
い

た
人

ま
で

、
幅

広
い

年
齢

の
方

が
学

ん
で

い
ま

す
。

【
4
年

制
大

学
】

関
西

、
近

畿
、

桃
山

学
院

、
摂

南
等

【
短

期
大

学
】

関
西

外
大

短
期

大
学

部
等

【
専

門
学

校
等

】
新

大
阪

歯
科

衛
生

士
等

【
就

職
】

ハ
ー

ト
封

筒
(
株

)
、

(
株

)
長

崎
堂

等

○

今今
宮宮

　　
★★

全
総
合
学
科

メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
・
四
つ
橋
線
　
大
国
町
駅
よ
り
南
へ

JR
環
状
線
・
南
海
線
　
新
今
宮
駅
よ
り
北
西
へ
30

0m

「
磨

け
知

性
、

輝
け

個
性

」
の

も
と

、
伝

統
を

受
け

継
ぎ

、
総

合
学

科
の

特
色

を
生

か
し

た
進

学
指

導
を

実
践

。
理

数
系

列
・

人
文

系
列

・
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ラ
イ

フ
系

列
を

設
置

し
、

多
彩

な
選

択
科

目
か

ら
進

路
に

合
わ

せ
た

授
業

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
【

進
学

】
大

学
 
0
名

　
　

短
期

大
学

 
1
名

　
　

専
門

学
校

 
2
名

【
就

職
】

学
校

斡
旋

 
6
名

○

■
「
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
の
入
学
者
選
抜
」
実
施
校
　
　
　
　
　
▲
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
帰
国
生
徒
・
外
国
人
生
徒
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

☆
「
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
入
学
者
選
抜
」
実
施
校
　
　
★
「
共
生
推
進
教
室
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

桃桃
谷谷

定
普
通
科

JR
環
状
線
　
桃
谷
駅
よ
り
南
東
へ
10

00
m

「
ど

の
科

目
を

選
択

す
る

か
」

「
ど

ん
な

時
間

割
を

作
る

か
」

な
ど

、
自

由
度

の
高

い
学

校
で

す
。

学
年

の
区

別
が

な
く

、
科

目
の

学
習

と
、

特
別

活
動

へ
の

一
定

時
間

以
上

の
参

加
で

決
め

ら
れ

た
単

位
数

を
修

得
し

、
卒

業
が

で
き

る
夜

間
の

単
位

制
高

校
で

す
。

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

5
1
番

～
7
7
番

）

学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

泉泉
尾尾

工工
業業

全
工
業
科

JR
環
状
線
・
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
　
大
正
駅
よ

り
シ
テ
ィ
バ
ス
「
泉
尾
四
丁
目
」
下
車
　
南
へ
10

m

本
年

度
創

立
1
0
0
周

年
を

迎
え

ま
す

。
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
工

学
、

セ
ラ

ミ
ッ

ク
、

工
業

化
学

、
機

械
、

電
気

の
5
学

科
。

女
子

生
徒

が
多

く
在

籍
。

体
育

祭
の

応
援

や
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

は
名

物
行

事
。

電
気

工
事

士
技

能
競

技
大

会
に

も
参

加
。

＜
令

和
3
年

度
実

績
＞

就
職

　
7
6
.
8
%
 
 
★

学
校

紹
介

就
職

希
望

者
内

定
9
8
.
2
%

進
学

　
1
5
.
8
%
 
 
★

大
学

・
短

大
3
.
2
%
、

専
門

学
校

1
2
.
6
%

そ
の

他
 
7
.
3
%

令
和

3
年

度
実

績
：

【
斡

旋
就

職
内

定
率

1
0
0
％

】
大

正
病

院
、

喜
八

洲
総

本
舗

等
【

4
年

制
大

学
】

桃
山

学
院

大
学

、
大

阪
経

済
大

学
等

【
専

門
学

校
】

森
ノ

宮
医

専
、

四
万

十
看

護
学

院
等

守守
口口

東東
全

普
通
科

メ
ト
ロ
谷
町
線
　
守
口
駅
よ
り
北
東
へ
80

0m
京
阪
本
線
　
　
　
守
口
市
駅
よ
り
北
東
へ
12

00
m

他
者

理
解

と
思

い
や

り
を

大
切

に
す

る
。

1
年

次
に

国
・

数
・

英
で

少
人

数
授

業
実

施
。

授
業

で
は

、
キ

ー
ワ

ー
ド

「
解

る
」

「
創

る
」

「
伝

え
る

」
を

掲
げ

、
生

徒
の

主
体

的
な

学
び

を
実

践
。

そ
し

て
『

脳
力

開
花

』
さ

せ
、

社
会

で
通

用
す

る
人

材
を

育
成

。

令
和

3
年

度
実

績
：

4
年

制
大

学
4
9
名

 
短

大
1
9
名

専
門

学
校

7
3
名

 
就

職
6
3
名

(
公

務
員

2
名

)
【

大
学

】
：

大
阪

教
育

大
学

 
近

畿
大

学
 
龍

谷
大

学
 
大

阪
工

業
大

学
 
佛

教
大

学
等

○

大大
正正

白白
稜稜

全
総
合
学
科

JR
環
状
線
・
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
　
大
正
駅
よ
り

南
西
へ
13

00
m

ま
た
は
大
正
駅
よ
り
シ
テ
ィ
バ
ス
「
永
楽
橋
筋
」
下
車

西
へ
30

0m

「
文

理
・

ア
ド

バ
ン

ス
」

「
ラ

イ
フ

・
健

康
」

「
地

域
・

ビ
ジ

ネ
ス

」
「

I
T
・

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
」

の
4
系

列
で

多
彩

な
選

択
科

目
。

話
題

の
「

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

・
ス

キ
ル

（
読

解
力

）
」

が
必

須
科

目
。

新
た

な
時

代
の

総
合

学
科

で
理

想
の

未
来

に
近

づ
こ

う
。

9
6
%
以

上
の

生
徒

が
進

学
。

令
和

3
年

度
：

大
阪

教
育

大
学

・
奈

良
県

立
大

学
・

関
西

・
関

西
学

院
・

同
志

社
・

立
命

館
・

近
畿

・
京

都
産

業
・

龍
谷

・
甲

南
大

学
や

看
護

系
大

学
な

ど
。

○

香香
里里

丘丘
全

普
通
科

京
阪
本
線
　
光
善
寺
駅
よ
り
東
へ
12

00
m

京
阪
本
線
　
香
里
園
駅
、
光
善
寺
駅
よ
り
バ
ス
「
香

里
丘
高
校
」
下
車

第
1
志

望
の

進
路

実
現

を
目

標
に

選
択

科
目

を
充

実
。

特
に

2
年

生
か

ら
の

科
目

選
択

で
は

得
意

分
野

を
伸

ば
す

ア
ク

テ
ィ

ブ
音

楽
コ

ー
ス

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

ス
ポ

ル
ト

コ
ー

ス
の

選
択

が
で

き
ま

す
。

ま
た

令
和

4
年

度
入

学
生

か
ら

は
ア

ド
バ

ン
ス

ク
ラ

ス
を

開
設

。

ほ
ぼ

全
生

徒
が

進
学

。
令

和
3
年

度
実

績
：

立
命

大
、

関
西

大
、

龍
谷

大
、

京
産

大
、

近
畿

大
、

関
西

外
大

、
佛

教
大

、
京

都
女

子
大

、
同

志
社

女
子

大
　

ほ
か

○

芦芦
間間

　　
★★

全
総
合
学
科

京
阪
本
線
　
守
口
市
駅
東
口
改
札
よ
り
北
へ
90

0m
メ
ト
ロ
谷
町
線
　
守
口
駅
２
番
出
口
よ
り
北
へ

総
合

学
科

と
し

て
、

一
人

ひ
と

り
の

目
標

に
応

じ
て

自
由

に
科

目
を

選
択

で
き

ま
す

。
1
2
0
科

目
以

上
あ

る
選

択
科

目
か

ら
進

路
実

現
に

必
要

な
も

の
を

選
び

、
自

分
だ

け
の

時
間

割
を

組
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

行
事

・
ク

ラ
ブ

活
動

も
盛

ん
で

す
。

【
大

学
】

同
志

社
、

立
命

館
、

関
西

、
摂

南
、

関
西

外
国

語
、

龍
谷

、
京

都
産

業
、

佛
教

【
短

大
】

関
西

外
国

語
短

期
【

専
門

学
校

】
関

西
看

護
、

香
里

ケ
丘

看
護

【
就

職
】

警
察

官
、

小
松

製
作

所
、

蓬
莱

○

枚枚
方方

　　
■■

全
普
通
科

国
際
文
化
科

京
阪
本
線
　
　
枚
方
市
駅
よ
り
南
東
へ
80

0m
京
阪
交
野
線
　
星
ヶ
丘
駅
よ
り
西
へ
80

0m

「
颯

爽
（

さ
っ

そ
う

）
た

り
枚

方
」

　
本

校
は

普
通

科
と

国
際

文
化

科
を

設
置

し
て

お
り

、
確

か
な

学
力

と
豊

か
な

人
間

力
の

育
成

に
力

を
注

い
で

い
ま

す
。

国
際

交
流

等
を

通
じ

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
で

必
要

な
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

学
校

で
す

。

お
も

な
進

学
先

：
神

戸
大

・
京

都
府

大
・

滋
賀

県
大

・
同

大
・

関
大

・
関

学
大

・
立

命
大

・
近

大
・

龍
大

・
京

産
大

・
関

西
外

大
・

摂
南

大
・

同
女

大
・

京
女

大
・

武
庫

女
大

な
ど

。

長長
尾尾

全
普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
長
尾
駅
よ
り
北
西
へ
20

00
ｍ

京
阪
本
線
　
樟
葉
駅
よ
り
バ
ス
「
ポ
エ
ム
ノ
ー
ル
北

山
」
下
車
　
東
へ
30

0m

本
校

は
徳

性
・

知
能

・
体

力
の

3
つ

の
柱

で
、

誠
実

、
明

朗
で

友
愛

と
気

力
に

満
ち

た
人

物
の

育
成

に
努

め
る

と
と

も
に

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
持

て
る

力
を

最
大

限
に

伸
ば

し
、

社
会

で
活

躍
で

き
る

人
間

の
育

成
を

め
ざ

し
ま

す
。

令
和

3
年

度
【

大
学

】
立

命
館

、
関

大
、

龍
谷

、
京

産
大

、
甲

南
、

関
西

外
大

、
摂

南
他

1
3
5
名

【
短

大
】

3
1
名

【
専

門
学

校
】

医
看

系
を

含
む

1
0
7
名

【
就

職
】

公
務

員
を

含
む

1
6
名

○

枚枚
方方

なな
ぎぎ

ささ
☆☆

全
総
合
学
科

京
阪
本
線
　
御
殿
山
駅
よ
り
南
へ
60

0m
京
阪
本
線
　
枚
方
市
駅
よ
り
北
へ
12

00
m

「
部

活
動

が
盛

ん
な

進
学

を
め

ざ
す

総
合

学
科

」
と

し
て

知
的

探
究

系
列

、
国

際
文

化
系

列
な

ど
5
つ

の
系

列
を

用
意

し
、

電
子

黒
板

な
ど

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
活

用
を

通
し

た
「

最
先

端
に

触
れ

、
本

物
に

学
ぶ

」
教

育
を

実
践

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
【

4
年

制
大

学
】

近
畿

、
龍

谷
、

京
産

、
関

西
外

、
摂

南
、

大
工

他
9
8
名

【
短

期
大

学
】

関
西

外
短

他
1
3
名

【
看

護
医

療
系

専
】

1
6
名

○

枚枚
方方

津津
田田

全
普
通
科

JR
学
研
都
市
線
藤
阪
駅
よ
り
南
東
へ
30

0m
京
阪
本
線
枚
方
市
駅
よ
り
バ
ス
「
津
田
本
通
」
下
車

緑
豊

か
な

環
境

で
確

か
な

学
力

と
人

間
力

を
育

む
。

英
語

専
門

コ
ー

ス
を

設
置

し
、

国
際

交
流

事
業

に
も

力
を

入
れ

て
い

る
。

部
活

動
は

文
化

部
、

運
動

部
と

も
に

活
発

で
あ

る
。

今
年

度
か

ら
c
l
a
s
s
i
導

入
に

よ
り

、
基

礎
学

力
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。

ほ
ぼ

全
生

徒
が

進
学

。
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

神
戸

大
、

京
都

教
育

大
、

大
阪

公
立

大
、

奈
良

教
育

大
、

京
都

府
立

大
、

神
戸

市
外

大
、

同
志

社
大

、
関

西
大

、
立

命
館

大
、

な
ど

○

いい
ちち

りり
つつ

　　
■■

全
普
通
科

英
語
科

理
数
科

京
阪
電
鉄
光
前
寺
駅
よ
り
35

0ｍ
昭

和
1
6
年

に
大

阪
市

初
の

旧
制

中
学

校
と

し
て

創
立

。
サ

ク
ラ

・
ツ

ツ
ジ

な
ど

四
季

折
々

の
樹

木
や

豊
か

な
自

然
に

囲
ま

れ
た

広
い

校
地

を
有

し
て

い
る

。
自

由
で

伸
び

や
か

な
校

風
の

も
と

、
生

徒
は

学
習

や
行

事
に

明
る

く
意

欲
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

進
路

希
望

の
実

現
に

つ
な

が
る

教
育

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
令

和
3
年

度
実

績
:
約

9
0
％

が
4
年

制
大

学
合

格
。

主
な

合
格

大
学

名
:
関

西
大

学
、

近
畿

大
学

、
龍

谷
大

学
、

摂
南

大
学

牧牧
野野

全
普
通
科

京
阪
本
線
　
牧
野
駅
よ
り
東
北
東
へ
15

00
m

京
阪
本
線
　
樟
葉
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
「
関
西
記
念
病

院
前
」
下
車
西
へ
40

0m

【
君

の
未

来
を

創
ろ

う
】

本
校

は
、

ク
ラ

ブ
活

動
や

学
校

行
事

で
、

自
主

性
や

自
制

心
、

思
い

や
り

と
い

っ
た

非
認

知
能

力
を

培
う

と
と

も
に

、
わ

か
り

や
す

い
授

業
で

、
生

徒
の

学
力

を
伸

ば
し

、
「

未
来

を
切

り
拓

く
力

」
を

育
成

す
る

学
校

で
す

。

進
路

実
績

：
大

学
・

短
大

6
0
%
　

専
門

3
3
%
　

就
職

7
%

令
和

3
年

度
進

学
先

：
公

立
鳥

取
環

境
大

、
関

大
、

立
命

館
大

、
近

畿
大

、
龍

谷
大

、
京

産
大

、
佛

教
大

、
大

経
大

、
摂

南
大

、
関

西
外

大
等

○

西西
寝寝

屋屋
川川

全
普
通
科

京
阪
本
線
寝
屋
川
市
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
「
葛
原
」
下
車
約

30
0メ

ー
ト
ル
ま
た
は
「
対
馬
江
」
下
車
約
60

0メ
ー
ト
ル

地
下
鉄
・
モ
ノ
レ
ー
ル
　
大
日
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
「
宝
町
」

下
車
約
30

0メ
ー
ト
ル

授
業

の
充

実
で

学
力

ア
ッ

プ
、

進
路

別
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
で

希
望

の
進

路
実

現
を

サ
ポ

ー
ト

を
図

り
ま

す
。

校
内

で
の

英
検

や
漢

検
な

ど
各

種
資

格
試

験
受

験
可

能
。

文
化

祭
・

体
育

祭
等

の
学

校
行

事
や

部
活

動
で

充
実

し
た

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
大

学
、

短
大

】
約

1
/
3
 
京

都
産

大
・

大
阪

電
通

大
・

四
天

王
寺

大
・

大
阪

経
済

大
・

関
西

外
大

等
　

【
専

門
学

校
】

約
1
/
3

【
就

職
】

約
1
/
3
 
過

去
７

年
ほ

ぼ
1
0
0
%
内

定
○

北北
かか

わわ
ちち

皐皐
がが

丘丘
全

普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
星
田
駅
よ
り
北
西
へ
13

00
m

京
阪
本
線
　
　
　
寝
屋
川
市
駅
よ
り
京
阪
バ
ス

「
寝
屋
川
団
地
口
」
下
車
　
北
東
へ
40

0m

専
門

コ
ー

ス
（

英
語

・
理

数
）

を
設

置
し

て
得

意
分

野
を

伸
ば

し
て

、
多

様
な

進
路

に
対

応
し

た
総

合
系

で
の

学
習

と
合

わ
せ

て
、

希
望

の
進

路
・

夢
を

実
現

さ
せ

ま
す

。
「

知
徳

・
仁

愛
・

高
志

」
を

校
訓

と
し

、
伸

び
伸

び
と

高
校

生
活

を
送

っ
て

い
ま

す
。

ほ
ぼ

全
員

が
4
年

制
大

学
を

希
望

。
毎

年
1
0
0
人

近
く

が
国

公
立

大
学

に
合

格
（

う
ち

、
現

役
生

が
8
0
～

9
0
％

）
。

主
な

進
学

先
：

東
大

、
京

大
、

阪
大

、
神

大
、

筑
波

大
、

大
公

大
、

大
教

大
な

ど
）

寝寝
屋屋

川川
全

普
通
科

京
阪
本
線
　
寝
屋
川
市
駅
よ
り
東
へ
50

0ｍ
1
1
0
年

を
超

え
る

歴
史

と
伝

統
に

培
わ

れ
た

校
訓

「
真

善
美

」
を

礎
に

、
豊

か
な

人
間

力
を

育
む

教
育

理
念

の
も

と
、

「
鍛

え
る

」
「

見
守

る
」

「
高

め
る

」
と

い
う

方
針

で
”

寝
屋

川
ら

し
さ

”
を

重
視

し
た

教
育

を
お

こ
な

っ
て

い
ま

す
。

““
咲咲
くく
なな
びび

””
でで
行行
きき
たた
いい
学学
校校
をを
検検
索索
！！

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！
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学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

寝寝
屋屋

川川
定

普
通
科

京
阪
本
線
寝
屋
川
市
駅
か
ら
東
へ
50

0ｍ
創

立
7
0
年

を
超

え
る

伝
統

校
で

す
。

生
徒

数
約

1
5
0
名

。
授

業
は

夜
6
時

0
5
分

～
9
時

2
0

分
で

す
。

部
活

動
・

体
育

祭
・

文
化

祭
・

遠
足

等
の

行
事

も
あ

り
ま

す
。

昼
間

に
働

き
た

い
人

な
ど

、
幅

広
い

年
齢

層
の

人
が

学
べ

る
学

校
で

す
。

令
和
3
年
度
実
績
：

【
就
職
】
2
2
名
　
株
式
会
社
　
第
一
精
工
舎
等
 
2
1
社

【
4
年
制
大
学
】
2
名
　
大
阪
行
岡
医
療
大
学
 
他

【
専
門
学
校
】
8
名
　
大
阪
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校
　
他

約
6
割

が
就

職
・

約
4
割

が
進

学
（

大
学

3
年

次
編

入
学

）
2
0
2
1
年

度
【

就
職

】
J
R
東

海
、

㈱
ク

ボ
タ

、
旭

化
成

㈱
等

【
進

学
】

大
阪

府
立

大
、

豊
橋

/
長

岡
技

科
大

、
大

阪
大

、
和

歌
山

大
等

野野
崎崎

全
普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
野
崎
駅
よ
り
南
へ
12

00
m

近
鉄
バ
ス
　
「
寺
川
」
下
車
30

m

夢
を

見
つ

け
叶

え
る

野
崎

高
校

は
、

生
徒

が
主

役
の

「
一

人
ひ

と
り

を
大

切
に

す
る

」
学

校
で

す
。

2
0
2
0
年

か
ら

、
よ

り
進

路
実

現
を

め
ざ

し
た

新
た

な
コ

ー
ス

制
が

始
ま

り
、

全
教

室
で

I
C
T
や

動
画

を
活

用
し

た
「

わ
か

る
授

業
」

を
展

開
し

て
い

ま
す

。

進
学

と
就

職
が

約
半

数
ず

つ
。

学
校

紹
介

に
よ

る
就

職
内

定
率

は
8
年

連
続

で
1
0
0
％

！
多

く
の

企
業

・
大

学
・

短
大

・
専

門
学

校
と

連
携

し
丁

寧
な

指
導

で
生

徒
全

員
の

進
路

実
現

を
応

援
し

ま
す

。
○

公
立

大
学

法
人

大大
阪阪

公公
立立

大大
学学

工工
業業

高高
等等

専専
門門

学学
校校

全
総
合
工
学

シ
ス
テ
ム
学
科

京
阪
本
線
　
寝
屋
川
市
駅
よ
り
北
東
へ
11

00
m

5
年

間
一

貫
教

育
で

創
造

力
と

高
い

倫
理

観
の

あ
る

実
践

的
技

術
者

を
育

成
し

ま
す

。
D
X
実

現
を

支
え

る
I
C
T
教

育
と

実
験

実
習

を
土

台
と

し
た

4
コ

ー
ス

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

機
械

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

、
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
、

知
能

情
報

）
が

あ
り

ま
す

。

約
9
0
%
進

学
(
令

和
3
年

度
：

関
西

大
、

龍
谷

大
、

近
畿

大
、

関
西

外
国

語
大

、
摂

南
大

、
追

手
門

学
院

大
ほ

か
)

就
職

内
定

率
1
0
0
%
(
㈱

ク
ボ

タ
、

日
本

郵
便

㈱
、

山
崎

製
パ

ン
㈱

ほ
か

)
○

門門
真真

西西
全

普
通
科

京
阪
本
線
　
　
古
川
橋
駅
よ
り
南
へ
13

00
m

古
川
橋
駅
よ
り
バ
ス
「
試
験
場
前
」
下
車
西
へ
10

0ｍ
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
　
門
真
南
駅
よ
り
北
へ
14

00
m

一
人

ひ
と

り
の

個
性

の
伸

長
を

図
り

、
将

来
社

会
に

貢
献

で
き

る
能

力
と

豊
か

な
人

間
性

を
持

つ
人

材
を

育
成

し
、

地
域

に
信

頼
さ

れ
る

学
校

を
め

ざ
し

ま
す

。
輝

く
笑

顔
・

高
い

志
・

夢
が

あ
る

生
徒

が
い

っ
ぱ

い
の

学
校

で
す

！
！

令
和

3
年

度
就

職
3
2
%
[
就

職
内

定
率

1
0
0
%
]
山

崎
製

パ
ン

（
株

）
,
佐

川
急

便
（

株
）

等
,
進

学
5
3
%
[
進

学
決

定
率

1
0
0
%
]
京

都
産

業
大

学
,
大

阪
国

際
大

学
等

○

緑緑
風風

冠冠
　　

★★
全

普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
野
崎
駅
よ
り
西
へ
10

00
m

2
年

次
よ

り
2
つ

の
専

門
コ

ー
ス

（
人

文
・

英
語

発
展

専
門

コ
ー

ス
、

理
数

・
看

護
発

展
専

門
コ

ー
ス

）
と

総
合

系
に

分
か

れ
、

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

自
主

性
と

自
律

性
お

よ
び

社
会

性
を

育
み

な
が

ら
学

力
の

向
上

を
図

り
、

進
路

実
現

を
支

援
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

【
進

学
】

大
学

5
2
%
（

関
西

大
1
7
、

近
畿

大
4
7
、

京
都

産
業

大
2
、

龍
谷

大
1
4
、

関
西

外
大

1
1
 
摂

南
大

2
6
 
他

）
短

大
1
0
%
　

専
門

学
校

3
1
%
【

就
職

】
5
%

○

四四
條條

畷畷
全

文
理
学
科

JR
学
研
都
市
線
　
四
条
畷
駅
よ
り
北
西
70

0m
京
阪
本
線
　
大
和
田
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
［
国
道
中

野
］
下
車
　
南
へ
50

0m

府
よ
り
G
L
H
S
、
文
科
省
よ
り
S
S
H
の
指
定
を
受
け
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路
実
現
を
図
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
で
活
躍
し
社
会
に
貢
献
で
き
る
素
養
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
、
様
々
な
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

令
和

3
年

度
実

績
　

国
公

立
大

合
計

2
2
7
(
1
7
1
)
　

京
都

大
6
(
4
)
、

大
阪

大
4
1
(
3
4
)
、

神
戸

大
3
5
(
2
6
)
、

大
阪

公
立

大
7
1
(
5
8
)
、

他
多

数
合

格
(
 
)
内

は
現

役
○

門門
真真

なな
みみ

はは
やや

▲▲
全

総
合
学
科

京
阪
本
線
大
和
田
駅
・
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
門
真
南
駅

か
ら
京
阪
バ
ス
「
門
真
団
地
」
下
車
　
北
東
へ
20

0ｍ
Ｊ
Ｒ
住
道
駅
か
ら
近
鉄
バ
ス
「
下
馬
伏
」
下
車
西
へ
80

0ｍ

グ
ロ

ー
バ

ル
・

自
然

科
学

･
ス

ポ
ー

ツ
・

福
祉

･
子

ど
も

教
育

の
5
つ

の
系

列
で

多
様

な
学

び
を

展
開

し
、

「
健

全
な

社
会

人
」

「
広

い
視

野
を

持
つ

国
際

人
」

を
育

み
生

徒
の

希
望

進
路

を
実

現
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

神
戸

大
、

大
阪

公
立

大
、

大
教

大
、

京
教

大
、

奈
良

教
大

、
和

歌
山

、
京

工
繊

、
奈

良
女

子
、

東
京

藝
術

、
京

都
市

芸
、

慶
応

、
早

稲
田

、
関

西
、

関
学

、
同

志
社

、
立

命
館

、
近

畿
○

夕夕
陽陽

丘丘
全

普
通
科

音
楽
科

JR
環
状
線
　
桃
谷
駅
よ
り
西
へ
50

0m
近
鉄
大
阪
線
・
奈
良
線
　
上
本
町
駅
よ
り
南
へ
10

00
m

メ
ト
ロ
谷
町
線
四
天
王
寺
前
夕
陽
ケ
丘
駅
よ
り
東
へ
90

0m

「
豊

か
な

情
操

と
気

品
の

あ
る

人
材

の
育

成
」

を
教

育
方

針
と

し
、

一
世

紀
を

超
え

て
発

展
し

て
き

た
伝

統
あ

る
学

校
で

す
。

府
立

唯
一

の
音

楽
科

を
併

設
し

、
恵

ま
れ

た
環

境
の

中
、

生
徒

た
ち

は
学

習
・

行
事

・
部

活
動

と
充

実
し

た
日

々
を

送
っ

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
　

大
阪

教
育

大
、

富
山

大
、

福
井

県
立

大
、

関
西

学
院

大
、

立
命

館
大

、
関

西
大

、
龍

谷
大

、
近

畿
大

、
京

産
大

、
京

女
大

、
同

女
大

、
関

西
外

大
、

関
西

医
科

大
、

摂
南

大
、

大
工

大
他

○

清清
水水

谷谷
全

普
通
科

JR
環
状
線
　
　
　
　
　
　
　
玉
造
駅
よ
り
西
へ
80

0m
メ
ト
ロ
谷
町
線
　
谷
町
六
丁
目
駅
7番

出
口
よ
り
東
へ
50

0m
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
　
玉
造
駅
２
番
出
口
よ
り
西
へ
50

0m
近
鉄
大
阪
線
・
奈
良
線
　
　
上
本
町
駅
よ
り
北
へ
12

00
m

創
立

1
2
1
年

の
伝

統
の

下
、

自
由

な
精

神
と

幅
広

い
教

養
を

備
え

、
自

律
的

に
学

び
続

け
る

人
を

育
て

ま
す

。
充

実
し

た
学

習
活

動
・

部
活

動
・

自
治

活
動

を
通

し
て

「
か

ん
が

え
る

力
・

つ
な

が
る

力
・

つ
く

り
だ

す
力

・
か

え
て

い
く

力
」

を
育

み
ま

す
。

令
和

3
年

度
：

大
阪

・
神

戸
・

大
阪

公
立

・
大

阪
教

育
・

京
都

教
育

・
京

都
工

芸
繊

維
・

京
都

府
立

・
奈

良
女

子
・

奈
良

教
育

・
奈

良
県

立
医

・
和

歌
山

・
兵

庫
県

立
・

関
西

・
関

西
学

院
・

同
志

社
・

立
命

館
○

交交
野野

全
普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
河
内
磐
船
駅
よ
り
北
東
へ
90

0m
京
阪
交
野
線
　
　
河
内
森
駅
よ
り
北
東
へ
12

00
m

自
然

豊
か

な
環

境
の

も
と

、
規

律
と

活
気

を
大

切
に

し
て

い
ま

す
。

2
年

生
か

ら
、

3
つ

の
コ

ー
ス

（
英

語
、

理
数

、
総

合
）

に
分

か
れ

、
個

性
を

磨
き

ま
す

。
英

語
コ

ー
ス

で
は

半
数

の
生

徒
が

英
検

2
級

、
準

2
級

に
合

格
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
【

進
学

8
0
％

】
大

阪
市

大
、

関
西

大
、

関
西

学
院

大
、

同
志

社
大

、
立

命
館

大
、

京
都

産
業

大
、

近
畿

大
、

甲
南

大
、

龍
谷

大
、

関
西

外
国

語
大

、
桃

山
学

院
大

ほ
か

【
就

職
2
0
％

】
○

高高
津津

全
文
理
学
科

近
鉄
大
阪
線
・
奈
良
線
　
大
阪
上
本
町
駅
よ
り
北
東
へ
80

0m
近
鉄
大
阪
線
、
奈
良
線
・
JR

環
状
線
・
メ
ト
ロ
千
日
前
線
　
鶴
橋
駅
よ
り

北
西
へ
90

0m
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
・
JR

環
状
線
玉
造
駅
よ
り
南
西
へ
10

00
m

メ
ト
ロ
谷
町
線
　
谷
町
九
丁
目
駅
よ
り
東
北
東
へ
12

00
m

本
校

は
「

自
由

と
創

造
」

「
日

新
日

進
」

の
校

風
・

校
是

の
も

と
、

リ
ベ

ラ
ル

で
都

会
的

セ
ン

ス
に

満
ち

た
雰

囲
気

を
も

っ
て

い
ま

す
。

生
徒

の
多

く
が

国
公

立
大

学
へ

の
進

学
を

め
ざ

す
と

と
も

に
、

部
活

動
等

に
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。

ほ
ぼ

全
員

が
進

学
（

令
和

3
年

度
実

績
：

京
大

、
阪

大
、

神
大

、
筑

波
大

、
大

教
大

、
奈

良
女

子
大

、
横

浜
国

立
大

、
京

都
工

繊
大

、
大

阪
公

立
大

、
奈

良
県

立
医

大
、

私
学

（
関

関
同

立
）

ほ
か

）

大大
阪阪

ﾋﾋ
ﾞ゙
ｼｼ
ﾞ゙
ﾈﾈ
ｽｽ
ﾌﾌ
ﾛﾛ
ﾝﾝ
ﾃﾃ
ｨｨ
ｱｱ

全
ｸﾞ
ﾛｰ
ﾊﾞ
ﾙ

ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
科

JR
環
状
線
　
桃
谷
駅
よ
り
南
西
へ
40

0m
メ
ト
ロ
谷
町
線
　
四
天
王
寺
前
夕
陽
ケ
丘
駅
よ
り
東

へ
10

00
m

大
学

や
産

業
界

と
連

携
し

、
高

大
7
年

間
を

見
据

え
た

連
携

教
育

を
行

い
ま

す
。

高
大

接
続

の
特

別
授

業
や

高
大

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
ま

す
。

お
も

に
商

学
部

、
経

営
学

部
、

外
国

語
系

学
部

等
へ

の
進

学
を

め
ざ

し
ま

す
。

現
役

進
学

率
9
0
%
以

上
　

令
和

3
年

度
現

役
進

学
先

　
大

阪
公

立
大

、
大

阪
教

育
大

、
和

歌
山

大
な

ど
国

公
立

大
学

1
7
名

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

な
ど

8
3
名

他
○

桃桃
谷谷

通
普
通
科

JR
環
状
線
　
桃
谷
駅
よ
り
南
東
へ
10

00
m

個
々

の
様

々
な

事
情

（
仕

事
・

健
康

・
家

庭
な

ど
）

に
あ

わ
せ

て
自

分
の

ペ
ー

ス
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

現
在

も
中

学
校

を
卒

業
し

た
ば

か
り

の
人

か
ら

、
長

い
間

学
習

か
ら

遠
ざ

か
っ

て
い

た
人

ま
で

、
幅

広
い

年
齢

の
方

が
学

ん
で

い
ま

す
。

【
4
年

制
大

学
】

関
西

、
近

畿
、

桃
山

学
院

、
摂

南
等

【
短

期
大

学
】

関
西

外
大

短
期

大
学

部
等

【
専

門
学

校
等

】
新

大
阪

歯
科

衛
生

士
等

【
就

職
】

ハ
ー

ト
封

筒
(
株

)
、

(
株

)
長

崎
堂

等

○

今今
宮宮

　　
★★

全
総
合
学
科

メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
・
四
つ
橋
線
　
大
国
町
駅
よ
り
南
へ

JR
環
状
線
・
南
海
線
　
新
今
宮
駅
よ
り
北
西
へ
30

0m

「
磨

け
知

性
、

輝
け

個
性

」
の

も
と

、
伝

統
を

受
け

継
ぎ

、
総

合
学

科
の

特
色

を
生

か
し

た
進

学
指

導
を

実
践

。
理

数
系

列
・

人
文

系
列

・
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ラ
イ

フ
系

列
を

設
置

し
、

多
彩

な
選

択
科

目
か

ら
進

路
に

合
わ

せ
た

授
業

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
【

進
学

】
大

学
 
0
名

　
　

短
期

大
学

 
1
名

　
　

専
門

学
校

 
2
名

【
就

職
】

学
校

斡
旋

 
6
名

○

■
「
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
の
入
学
者
選
抜
」
実
施
校
　
　
　
　
　
▲
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
帰
国
生
徒
・
外
国
人
生
徒
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

☆
「
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
入
学
者
選
抜
」
実
施
校
　
　
★
「
共
生
推
進
教
室
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

桃桃
谷谷

定
普
通
科

JR
環
状
線
　
桃
谷
駅
よ
り
南
東
へ
10

00
m

「
ど

の
科

目
を

選
択

す
る

か
」

「
ど

ん
な

時
間

割
を

作
る

か
」

な
ど

、
自

由
度

の
高

い
学

校
で

す
。

学
年

の
区

別
が

な
く

、
科

目
の

学
習

と
、

特
別

活
動

へ
の

一
定

時
間

以
上

の
参

加
で

決
め

ら
れ

た
単

位
数

を
修

得
し

、
卒

業
が

で
き

る
夜

間
の

単
位

制
高

校
で

す
。

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

5
1
番

～
7
7
番

）

学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

泉泉
尾尾

工工
業業

全
工
業
科

JR
環
状
線
・
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
　
大
正
駅
よ

り
シ
テ
ィ
バ
ス
「
泉
尾
四
丁
目
」
下
車
　
南
へ
10

m

本
年

度
創

立
1
0
0
周

年
を

迎
え

ま
す

。
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
工

学
、

セ
ラ

ミ
ッ

ク
、

工
業

化
学

、
機

械
、

電
気

の
5
学

科
。

女
子

生
徒

が
多

く
在

籍
。

体
育

祭
の

応
援

や
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

は
名

物
行

事
。

電
気

工
事

士
技

能
競

技
大

会
に

も
参

加
。

＜
令

和
3
年

度
実

績
＞

就
職

　
7
6
.
8
%
 
 
★

学
校

紹
介

就
職

希
望

者
内

定
9
8
.
2
%

進
学

　
1
5
.
8
%
 
 
★

大
学

・
短

大
3
.
2
%
、

専
門

学
校

1
2
.
6
%

そ
の

他
 
7
.
3
%

令
和

3
年

度
実

績
：

【
斡

旋
就

職
内

定
率

1
0
0
％

】
大

正
病

院
、

喜
八

洲
総

本
舗

等
【

4
年

制
大

学
】

桃
山

学
院

大
学

、
大

阪
経

済
大

学
等

【
専

門
学

校
】

森
ノ

宮
医

専
、

四
万

十
看

護
学

院
等

守守
口口

東東
全

普
通
科

メ
ト
ロ
谷
町
線
　
守
口
駅
よ
り
北
東
へ
80

0m
京
阪
本
線
　
　
　
守
口
市
駅
よ
り
北
東
へ
12

00
m

他
者

理
解

と
思

い
や

り
を

大
切

に
す

る
。

1
年

次
に

国
・

数
・

英
で

少
人

数
授

業
実

施
。

授
業

で
は

、
キ

ー
ワ

ー
ド

「
解

る
」

「
創

る
」

「
伝

え
る

」
を

掲
げ

、
生

徒
の

主
体

的
な

学
び

を
実

践
。

そ
し

て
『

脳
力

開
花

』
さ

せ
、

社
会

で
通

用
す

る
人

材
を

育
成

。

令
和

3
年

度
実

績
：

4
年

制
大

学
4
9
名

 
短

大
1
9
名

専
門

学
校

7
3
名

 
就

職
6
3
名

(
公

務
員

2
名

)
【

大
学

】
：

大
阪

教
育

大
学

 
近

畿
大

学
 
龍

谷
大

学
 
大

阪
工

業
大

学
 
佛

教
大

学
等

○

大大
正正

白白
稜稜

全
総
合
学
科

JR
環
状
線
・
メ
ト
ロ
長
堀
鶴
見
緑
地
線
　
大
正
駅
よ
り

南
西
へ
13

00
m

ま
た
は
大
正
駅
よ
り
シ
テ
ィ
バ
ス
「
永
楽
橋
筋
」
下
車

西
へ
30

0m

「
文

理
・

ア
ド

バ
ン

ス
」

「
ラ

イ
フ

・
健

康
」

「
地

域
・

ビ
ジ

ネ
ス

」
「

I
T
・

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
」

の
4
系

列
で

多
彩

な
選

択
科

目
。

話
題

の
「

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

・
ス

キ
ル

（
読

解
力

）
」

が
必

須
科

目
。

新
た

な
時

代
の

総
合

学
科

で
理

想
の

未
来

に
近

づ
こ

う
。

9
6
%
以

上
の

生
徒

が
進

学
。

令
和

3
年

度
：

大
阪

教
育

大
学

・
奈

良
県

立
大

学
・

関
西

・
関

西
学

院
・

同
志

社
・

立
命

館
・

近
畿

・
京

都
産

業
・

龍
谷

・
甲

南
大

学
や

看
護

系
大

学
な

ど
。

○

香香
里里

丘丘
全

普
通
科

京
阪
本
線
　
光
善
寺
駅
よ
り
東
へ
12

00
m

京
阪
本
線
　
香
里
園
駅
、
光
善
寺
駅
よ
り
バ
ス
「
香

里
丘
高
校
」
下
車

第
1
志

望
の

進
路

実
現

を
目

標
に

選
択

科
目

を
充

実
。

特
に

2
年

生
か

ら
の

科
目

選
択

で
は

得
意

分
野

を
伸

ば
す

ア
ク

テ
ィ

ブ
音

楽
コ

ー
ス

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

ス
ポ

ル
ト

コ
ー

ス
の

選
択

が
で

き
ま

す
。

ま
た

令
和

4
年

度
入

学
生

か
ら

は
ア

ド
バ

ン
ス

ク
ラ

ス
を

開
設

。

ほ
ぼ

全
生

徒
が

進
学

。
令

和
3
年

度
実

績
：

立
命

大
、

関
西

大
、

龍
谷

大
、

京
産

大
、

近
畿

大
、

関
西

外
大

、
佛

教
大

、
京

都
女

子
大

、
同

志
社

女
子

大
　

ほ
か

○

芦芦
間間

　　
★★

全
総
合
学
科

京
阪
本
線
　
守
口
市
駅
東
口
改
札
よ
り
北
へ
90

0m
メ
ト
ロ
谷
町
線
　
守
口
駅
２
番
出
口
よ
り
北
へ

総
合

学
科

と
し

て
、

一
人

ひ
と

り
の

目
標

に
応

じ
て

自
由

に
科

目
を

選
択

で
き

ま
す

。
1
2
0
科

目
以

上
あ

る
選

択
科

目
か

ら
進

路
実

現
に

必
要

な
も

の
を

選
び

、
自

分
だ

け
の

時
間

割
を

組
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

行
事

・
ク

ラ
ブ

活
動

も
盛

ん
で

す
。

【
大

学
】

同
志

社
、

立
命

館
、

関
西

、
摂

南
、

関
西

外
国

語
、

龍
谷

、
京

都
産

業
、

佛
教

【
短

大
】

関
西

外
国

語
短

期
【

専
門

学
校

】
関

西
看

護
、

香
里

ケ
丘

看
護

【
就

職
】

警
察

官
、

小
松

製
作

所
、

蓬
莱

○

枚枚
方方

　　
■■

全
普
通
科

国
際
文
化
科

京
阪
本
線
　
　
枚
方
市
駅
よ
り
南
東
へ
80

0m
京
阪
交
野
線
　
星
ヶ
丘
駅
よ
り
西
へ
80

0m

「
颯

爽
（

さ
っ

そ
う

）
た

り
枚

方
」

　
本

校
は

普
通

科
と

国
際

文
化

科
を

設
置

し
て

お
り

、
確

か
な

学
力

と
豊

か
な

人
間

力
の

育
成

に
力

を
注

い
で

い
ま

す
。

国
際

交
流

等
を

通
じ

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
で

必
要

な
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

学
校

で
す

。

お
も

な
進

学
先

：
神

戸
大

・
京

都
府

大
・

滋
賀

県
大

・
同

大
・

関
大

・
関

学
大

・
立

命
大

・
近

大
・

龍
大

・
京

産
大

・
関

西
外

大
・

摂
南

大
・

同
女

大
・

京
女

大
・

武
庫

女
大

な
ど

。

長長
尾尾

全
普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
長
尾
駅
よ
り
北
西
へ
20

00
ｍ

京
阪
本
線
　
樟
葉
駅
よ
り
バ
ス
「
ポ
エ
ム
ノ
ー
ル
北

山
」
下
車
　
東
へ
30

0m

本
校

は
徳

性
・

知
能

・
体

力
の

3
つ

の
柱

で
、

誠
実

、
明

朗
で

友
愛

と
気

力
に

満
ち

た
人

物
の

育
成

に
努

め
る

と
と

も
に

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
持

て
る

力
を

最
大

限
に

伸
ば

し
、

社
会

で
活

躍
で

き
る

人
間

の
育

成
を

め
ざ

し
ま

す
。

令
和

3
年

度
【

大
学

】
立

命
館

、
関

大
、

龍
谷

、
京

産
大

、
甲

南
、

関
西

外
大

、
摂

南
他

1
3
5
名

【
短

大
】

3
1
名

【
専

門
学

校
】

医
看

系
を

含
む

1
0
7
名

【
就

職
】

公
務

員
を

含
む

1
6
名

○

枚枚
方方

なな
ぎぎ

ささ
☆☆

全
総
合
学
科

京
阪
本
線
　
御
殿
山
駅
よ
り
南
へ
60

0m
京
阪
本
線
　
枚
方
市
駅
よ
り
北
へ
12

00
m

「
部

活
動

が
盛

ん
な

進
学

を
め

ざ
す

総
合

学
科

」
と

し
て

知
的

探
究

系
列

、
国

際
文

化
系

列
な

ど
5
つ

の
系

列
を

用
意

し
、

電
子

黒
板

な
ど

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
活

用
を

通
し

た
「

最
先

端
に

触
れ

、
本

物
に

学
ぶ

」
教

育
を

実
践

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
【

4
年

制
大

学
】

近
畿

、
龍

谷
、

京
産

、
関

西
外

、
摂

南
、

大
工

他
9
8
名

【
短

期
大

学
】

関
西

外
短

他
1
3
名

【
看

護
医

療
系

専
】

1
6
名

○

枚枚
方方

津津
田田

全
普
通
科

JR
学
研
都
市
線
藤
阪
駅
よ
り
南
東
へ
30

0m
京
阪
本
線
枚
方
市
駅
よ
り
バ
ス
「
津
田
本
通
」
下
車

緑
豊

か
な

環
境

で
確

か
な

学
力

と
人

間
力

を
育

む
。

英
語

専
門

コ
ー

ス
を

設
置

し
、

国
際

交
流

事
業

に
も

力
を

入
れ

て
い

る
。

部
活

動
は

文
化

部
、

運
動

部
と

も
に

活
発

で
あ

る
。

今
年

度
か

ら
c
l
a
s
s
i
導

入
に

よ
り

、
基

礎
学

力
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。

ほ
ぼ

全
生

徒
が

進
学

。
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

神
戸

大
、

京
都

教
育

大
、

大
阪

公
立

大
、

奈
良

教
育

大
、

京
都

府
立

大
、

神
戸

市
外

大
、

同
志

社
大

、
関

西
大

、
立

命
館

大
、

な
ど

○

いい
ちち

りり
つつ

　　
■■

全
普
通
科

英
語
科

理
数
科

京
阪
電
鉄
光
前
寺
駅
よ
り
35

0ｍ
昭

和
1
6
年

に
大

阪
市

初
の

旧
制

中
学

校
と

し
て

創
立

。
サ

ク
ラ

・
ツ

ツ
ジ

な
ど

四
季

折
々

の
樹

木
や

豊
か

な
自

然
に

囲
ま

れ
た

広
い

校
地

を
有

し
て

い
る

。
自

由
で

伸
び

や
か

な
校

風
の

も
と

、
生

徒
は

学
習

や
行

事
に

明
る

く
意

欲
的

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

進
路

希
望

の
実

現
に

つ
な

が
る

教
育

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
令

和
3
年

度
実

績
:
約

9
0
％

が
4
年

制
大

学
合

格
。

主
な

合
格

大
学

名
:
関

西
大

学
、

近
畿

大
学

、
龍

谷
大

学
、

摂
南

大
学

牧牧
野野

全
普
通
科

京
阪
本
線
　
牧
野
駅
よ
り
東
北
東
へ
15

00
m

京
阪
本
線
　
樟
葉
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
「
関
西
記
念
病

院
前
」
下
車
西
へ
40

0m

【
君

の
未

来
を

創
ろ

う
】

本
校

は
、

ク
ラ

ブ
活

動
や

学
校

行
事

で
、

自
主

性
や

自
制

心
、

思
い

や
り

と
い

っ
た

非
認

知
能

力
を

培
う

と
と

も
に

、
わ

か
り

や
す

い
授

業
で

、
生

徒
の

学
力

を
伸

ば
し

、
「

未
来

を
切

り
拓

く
力

」
を

育
成

す
る

学
校

で
す

。

進
路

実
績

：
大

学
・

短
大

6
0
%
　

専
門

3
3
%
　

就
職

7
%

令
和

3
年

度
進

学
先

：
公

立
鳥

取
環

境
大

、
関

大
、

立
命

館
大

、
近

畿
大

、
龍

谷
大

、
京

産
大

、
佛

教
大

、
大

経
大

、
摂

南
大

、
関

西
外

大
等

○

西西
寝寝

屋屋
川川

全
普
通
科

京
阪
本
線
寝
屋
川
市
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
「
葛
原
」
下
車
約

30
0メ

ー
ト
ル
ま
た
は
「
対
馬
江
」
下
車
約
60

0メ
ー
ト
ル

地
下
鉄
・
モ
ノ
レ
ー
ル
　
大
日
駅
よ
り
京
阪
バ
ス
「
宝
町
」

下
車
約
30

0メ
ー
ト
ル

授
業

の
充

実
で

学
力

ア
ッ

プ
、

進
路

別
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
で

希
望

の
進

路
実

現
を

サ
ポ

ー
ト

を
図

り
ま

す
。

校
内

で
の

英
検

や
漢

検
な

ど
各

種
資

格
試

験
受

験
可

能
。

文
化

祭
・

体
育

祭
等

の
学

校
行

事
や

部
活

動
で

充
実

し
た

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

【
大

学
、

短
大

】
約

1
/
3
 
京

都
産

大
・

大
阪

電
通

大
・

四
天

王
寺

大
・

大
阪

経
済

大
・

関
西

外
大

等
　

【
専

門
学

校
】

約
1
/
3

【
就

職
】

約
1
/
3
 
過

去
７

年
ほ

ぼ
1
0
0
%
内

定
○

北北
かか

わわ
ちち

皐皐
がが

丘丘
全

普
通
科

JR
学
研
都
市
線
　
星
田
駅
よ
り
北
西
へ
13

00
m

京
阪
本
線
　
　
　
寝
屋
川
市
駅
よ
り
京
阪
バ
ス

「
寝
屋
川
団
地
口
」
下
車
　
北
東
へ
40

0m

専
門

コ
ー

ス
（

英
語

・
理

数
）

を
設

置
し

て
得

意
分

野
を

伸
ば

し
て

、
多

様
な

進
路

に
対

応
し

た
総

合
系

で
の

学
習

と
合

わ
せ

て
、

希
望

の
進

路
・

夢
を

実
現

さ
せ

ま
す

。
「

知
徳

・
仁

愛
・

高
志

」
を

校
訓

と
し

、
伸

び
伸

び
と

高
校

生
活

を
送

っ
て

い
ま

す
。

ほ
ぼ

全
員

が
4
年

制
大

学
を

希
望

。
毎

年
1
0
0
人

近
く

が
国

公
立

大
学

に
合

格
（

う
ち

、
現

役
生

が
8
0
～

9
0
％

）
。

主
な

進
学

先
：

東
大

、
京

大
、

阪
大

、
神

大
、

筑
波

大
、

大
公

大
、

大
教

大
な

ど
）

寝寝
屋屋

川川
全

普
通
科

京
阪
本
線
　
寝
屋
川
市
駅
よ
り
東
へ
50

0ｍ
1
1
0
年

を
超

え
る

歴
史

と
伝

統
に

培
わ

れ
た

校
訓

「
真

善
美

」
を

礎
に

、
豊

か
な

人
間

力
を

育
む

教
育

理
念

の
も

と
、

「
鍛

え
る

」
「

見
守

る
」

「
高

め
る

」
と

い
う

方
針

で
”

寝
屋

川
ら

し
さ

”
を

重
視

し
た

教
育

を
お

こ
な

っ
て

い
ま

す
。

““
咲咲

くく
なな

びび
””
でで

行行
きき

たた
いい

学学
校校

をを
検検

索索
！！

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！
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学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

住住
吉吉

商商
業業

全
商

業
科

南
海

本
線

　
住

ノ
江

駅
よ

り
南

西
へ

70
0m

メ
ト

ロ
四

ツ
橋

線
　

住
之

江
公

園
駅

よ
り

南
東

へ

活
気

に
満

ち
あ

ふ
れ

た
商

業
高

校
で

す
。

ビ
ジ

ネ
ス

社
会

で
活

躍
し

、
商

都
大

阪
の

発
展

に
貢

献
す

る
生

徒
を

育
成

し
ま

す
。

今
年

度
よ

り
「

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
・

観
光

・
ジ

ェ
ネ

ラ
リ

ス
ト

」
の

3
コ

ー
ス

を
開

設
し

、
一

人
ひ

と
り

の
専

門
性

を
一

層
高

め
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
2
4
名

　
専

門
学

校
6
3
名

就
職

7
3
名

進
学

先
：

大
経

大
　

大
商

大
　

桃
山

学
院

大
学

　
他

就
職

先
：

ク
ボ

タ
、

日
本

郵
便

、
日

本
通

運
、

ヤ
マ

ダ
電

機
　

他
○

令
和

3
年

度
：

阪
大

、
大

阪
公

立
大

な
ど

国
公

立
、

早
稲

田
・

津
田

塾
、

関
関

同
立

、
海

外
大

学
な

ど
、

国
内

並
び

に
海

外
の

大
学

を
含

め
、

生
徒

の
個

性
が

生
か

せ
る

進
学

を
め

ざ
し

ま
す

。

港港
南南

造造
形形

全
総

合
造

形
科

メ
ト

ロ
南

港
ポ

ー
ト

タ
ウ

ン
線

（
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ム
）

南
港

口
駅

よ
り

西
へ

40
0ｍ

南
港

東
駅

よ
り

東
へ

40
0ｍ

将
来

、
美

術
・

工
芸

・
デ

ザ
イ

ン
の

各
分

野
で

活
躍

で
き

る
想

像
力

と
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
を

も
っ

た
人

間
を

育
成

す
る

日
本

最
大

規
模

の
美

術
・

デ
ザ

イ
ン

系
専

門
高

校
で

す
。

幅
広

い
表

現
力

を
身

に
付

け
、

あ
な

た
の

自
己

実
現

を
応

援
し

ま
す

。

卒
業

生
2
0
0
名

の
8
割

が
美

術
系

へ
進

学
。

R
3
合

格
実

績
：

京
都

市
立

芸
術

大
、

大
阪

教
育

大
な

ど
国

公
立

大
4
名

、
美

術
系

私
立

大
8
6
名

、
一

般
私

立
大

1
4
名

、
短

大
2
1
名

、
専

門
学

校
3
6
名

○

水水
都都

国国
際際

　　
■■

全
グ

ロ
ー

バ
ル

探
究

科

メ
ト

ロ
南

港
ポ

ー
ト

タ
ウ

ン
線

（
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ム
）

ポ
ー

ト
タ

ウ
ン

西
駅

よ
り

南
へ

80
0m

ポ
ー

ト
タ

ウ
ン

東
駅

よ
り

南
へ

80
0m

日
本

初
の

公
設

民
営

型
中

高
一

貫
校

の
本

校
で

は
、

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
の

認
定

を
受

け
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
学

べ
る

コ
ー

ス
を

設
置

。
英

語
ネ

イ
テ

ィ
ブ

教
員

が
3
割

強
在

籍
。

地
域

や
国

際
社

会
の

課
題

解
決

や
発

展
に

貢
献

す
る

生
徒

を
育

て
ま

す
。

令
和

3
年

度
の

実
績

　
【

大
学

】
国

公
立

1
名

、
関

関
同

立
2
1
名

、
産

近
甲

龍
9
3
名

な
ど

　
【

短
大

】
1
2
名

　
【

看
護

系
専

門
学

校
】

1
4
名

　
【

そ
の

他
専

門
学

校
】

5
1
名

大大
阪阪

府府
教教

育育
セセ

ンン
タタ

ーー
附附

属属
全

普
通

科
(単

位
制

)

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
　

あ
び

こ
駅

よ
り

東
北

東
へ

12
00

m
近

鉄
南

大
阪

線
　

　
矢

田
駅

よ
り

西
南

西
へ

15
00

ｍ
JR

阪
和

線
　

　
　

　
我

孫
子

町
駅

よ
り

東
へ

16
00

m

大
阪

府
教

育
セ

ン
タ

ー
の

研
究

・
研

修
機

能
と

附
属

高
校

の
教

育
活

動
を

直
結

し
、

一
体

と
な

り
、

授
業

・
課

外
活

動
・

研
究

を
展

開
し

ま
す

。
大

阪
の

教
育

の
モ

デ
ル

で
あ

る
と

と
も

に
、

自
己

実
現

に
む

け
、

進
路

を
示

す
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

ス
ク

ー
ル

で
す

。

令
和

3
年

度
合

格
実

績
：

大
学

・
短

大
6
5
％

（
立

命
館

大
・

近
畿

大
・

龍
谷

大
・

摂
南

大
・

桃
山

学
院

大
・

大
阪

経
済

大
・

関
西

外
大

等
）

、
専

門
学

校
2
2
％

、
就

職
7
％

【
企

業
1
6
名

】

阪阪
南南

全
普

通
科

大
阪

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
 あ

び
こ

駅
よ

り
南

東
へ

54
0m

令
和
4
年
度
か
ら
新
た
な
阪
南
高
校
へ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

①
2
年
次
か
ら
3
つ
の
コ
ー
ス
で
し
っ
か
り
学
び
、
希
望
の
進
路
実
現

②
普
通
科
で
あ
り
な
が
ら
「
国
際
」
重
視

　
本
校
独
自
の
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
韓
国
、
台
湾
」
の
姉
妹
校
と
相
互
交
流

全
員

が
大

学
進

学
【

令
和

3
年

度
現

役
実

績
】

大
阪

大
3
/
神

戸
大

4
/
大

公
大

1
3
/
大

教
大

1
1

関
関

同
立

2
7
1
/
甲

龍
近

産
3
3
3
等

○

八八
尾尾

翠翠
翔翔

　　
☆☆

全
普

通
科

近
鉄

大
阪

線
　

法
善

寺
駅

よ
り

北
へ

70
0ｍ

JR
大

和
路

線
　

志
紀

駅
よ

り
北

東
へ

14
00

ｍ
総
合
系
と
3
つ
の
専
門
コ
ー
ス
：
「
人
文
・
理
数
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
教
職
ト
ラ
イ
（
令
和
2
年
度

ス
タ
ー
ト
）
コ
ー
ス
」
を
設
置
す
る
普
通
科
高
校
。
大
阪
教
育
大
と
の
連
携
校
。
ク
ラ
ブ
活
動
も

盛
ん
。
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
あ
り
。

共
通

テ
ス

ト
受

験
進

学
実

績
：

和
歌

山
大

、
関

関
同

立
、

産
近

甲
龍

、
大

経
大

、
関

外
大

他
〔

看
護

〕
看

護
系

専
門

学
校

〔
就

職
〕

公
務

員
、

民
間

等
、

全
員

合
格

○

八八
尾尾

全
普

通
科

JR
大

和
路

線
 八

尾
駅

か
ら

北
へ

67
0ｍ

近
鉄

大
阪

線
 八

尾
駅

か
ら

南
西

へ
11

00
m

創
立
1
2
7
年
の
学
校
で
す
。

学
習
・
学
校
行
事
・
部
活
動
の
三
本
を
大
切
に
す
る
真
の
「
文
武
両
道
」
は
本
校
の
教
育
方
針
①

国
公
立
大
学
現
役
合
格
者
数
5
4
人
②
部
活
動
加
入
率
9
4
％
(
複
数
部
活
動
が
近
畿
大
会
出
場
)
③
全

教
室
電
子
黒
板
配
置

令
和

3
年

度
：

大
学

6
6
%
(
大

阪
公

立
大

学
、

和
歌

山
大

学
、

関
学

、
関

大
、

近
大

、
龍

谷
大

、
大

阪
工

業
大

等
)
、

短
大

4
%
、

専
門

学
校

(
看

護
医

療
系

含
む

)
2
2
%
、

就
職

(
公

務
員

含
む

)
等

5
%

○

八八
尾尾

北北
　　

▲▲
全

総
合

学
科

近
鉄

大
阪

線
　

近
鉄

八
尾

駅
よ

り
北

へ
17

00
ｍ

近
鉄

バ
ス

　
　

八
尾

北
高

校
前

よ
り

西
へ

10
0ｍ

1
0
0
科

目
以

上
か

ら
選

べ
る

授
業

で
、

自
分

の
生

き
方

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
高

校
生

活
が

お
く

れ
ま

す
。

総
合

学
科

と
し

て
多

様
な

進
路

希
望

に
も

対
応

し
ま

す
。

ま
た

、
日

本
語

指
導

が
必

要
な

帰
国

生
徒

・
外

国
人

生
徒

入
学

者
選

抜
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
(
京

産
大

・
大

経
大

・
摂

南
大

・
関

西
外

大
な

ど
)
3
5
%
、

専
門

学
校

(
看

護
医

療
系

を
含

む
)
4
0
%
、

就
職

2
5
%
(
学

校
斡

旋
就

職
内

定
率

1
0
0
%
)
な

ど
○

山山
本本

全
普

通
科

近
鉄

大
阪

線
　

河
内

山
本

駅
よ

り
北

へ
80

0m
地

域
に

根
ざ

し
、

地
域

と
と

も
に

歩
む

伝
統

校
。

閑
静

な
住

宅
地

に
立

地
し

、
学

校
生

活
に

恵
ま

れ
た

環
境

。
朗

ら
か

で
素

直
、

優
し

い
生

徒
が

集
ま

っ
て

い
ま

す
。

部
活

動
や

行
事

に
熱

心
に

取
り

組
み

な
が

ら
進

路
実

現
を

め
ざ

し
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
:
大

学
等

1
5
%
(
阪

南
大

、
電

通
大

、
大

経
法

大
、

大
産

大
、

大
商

大
、

奈
良

大
、

帝
塚

山
大

、
等

)
、

短
大

8
%
、

専
門

学
校

4
2
%
、

就
職

2
6
%
、

そ
の

他
9
%

花花
園園

　　
■■

全
普

通
科

国
際

文
化

科
近

鉄
奈

良
線

　
東

花
園

駅
よ

り
南

へ
50

0m
学

業
・

行
事

・
部

活
動

に
と

充
実

し
た

高
校

生
活

を
送

り
、

希
望

の
進

路
実

現
を

叶
え

る
学

校
で

す
。

盛
ん

な
国

際
交

流
を

通
し

て
世

界
を

視
野

に
心

豊
か

な
感

性
を

育
み

ま
す

。
国

際
文

化
科

は
全

員
海

外
語

学
研

修
を

行
い

、
卓

越
し

た
英

語
力

を
磨

き
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

(
現

役
の

べ
数

)
[
国

公
立

2
、

関
関

同
立

6
6
、

産
近

甲
龍

1
6
6
、

関
西

外
2
5
、

京
女

5
、

同
女

1
0
、

武
庫

女
2
4
な

ど
]
、

短
大

1
3
、

専
門

学
校

3
9
、

公
務

員
2
な

ど

かか
わわ

ちち
野野

全
普

通
科

近
鉄

け
い

は
ん

な
線

　
荒

本
駅

よ
り

北
東

へ
17

00
m

JR
学

研
都

市
線

　
鴻

池
新

田
駅

よ
り

南
東

へ
21

00
m

近
鉄

バ
ス

　
　

　
「

楠
見

橋
」

よ
り

西
へ

50
0m

2
つ

の
専

門
コ

ー
ス

を
設

置
す

る
普

通
科

高
校

。
厳

し
さ

の
中

に
も

や
さ

し
さ

・
温

か
み

の
あ

る
丁

寧
な

指
導

を
通

し
て

「
確

か
な

学
力

」
「

豊
か

な
心

」
「

自
ら

学
び

考
え

主
体

的
に

判
断

し
て

行
動

す
る

力
」

を
育

み
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

国
公

立
現

役
9
名

（
和

歌
山

・
大

阪
教

育
・

奈
良

教
育

・
大

阪
公

立
大

、
奈

良
県

立
医

科
、

神
戸

市
外

大
）

、
関

関
同

立
現

役
の

べ
1
2
5
名

、
近

大
現

役
の

べ
1
6
5
名

布布
施施

定
普

通
科

近
鉄

奈
良

線
　

八
戸

ノ
里

駅
よ

り
南

へ
20

0m
普

通
科

の
特

徴
を

生
か

し
、

大
学

進
学

か
ら

就
職

ま
で

、
幅

広
い

進
路

希
望

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

、
き

め
細

か
い

進
路

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

通
信

制
と

の
併

修
で

、
3
年

間
で

卒
業

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

働
き

な
が

ら
学

ぶ
生

徒
が

多
い

で
す

が
、

本
校

で
し

っ
か

り
学

び
、

新
た

な
進

路
を

決
め

た
卒

業
生

も
多

く
い

ま
す

。
令

和
3
年

度
実

績
：

進
学

5
名

、
就

職
8
名

布布
施施

全
普

通
科

近
鉄

奈
良

線
　

八
戸

ノ
里

駅
よ

り
南

へ
20

0m
創

立
8
0
年

の
伝

統
校

で
す

。
2
年

生
か

ら
ア

ド
バ

ン
ス

ト
コ

ー
ス

と
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
コ

ー
ス

に
分

か
れ

、
二

つ
の

コ
ー

ス
で

互
い

に
切

磋
琢

磨
し

進
学

実
績

を
伸

ば
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

部
活

動
や

行
事

に
も

熱
心

で
、

生
徒

は
イ

キ
イ

キ
と

過
ご

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
【

大
学

(
現

役
の

べ
数

)
】

関
学

4
、

関
西

2
、

立
命

館
3
、

京
産

4
、

近
畿

2
6
、

摂
南

4
2
、

追
手

門
1
1
、

桃
山

3
1
、

大
経

2
3
、

京
女

2
等

【
就

職
内

定
率

1
0
0
%
】

民
間

1
0
名

東
大

阪
市

立
日日

新新
　　

■■
全

普
通

科
商

業
科

英
語

科

近
鉄

奈
良

線
　

　
石

切
駅

よ
り

北
西

へ
16

00
m

近
鉄

東
大

阪
線

　
新

石
切

駅
、

JR
学

研
都

市
線

住
道

駅
よ

り
バ

ス
「

孔
舎

衙
小

学
校

前
」

下
車

　
東

へ

東
大

阪
市

立
唯

一
の

高
校

で
あ

り
、

「
当

た
り

前
の

行
動

を
当

た
り

前
に

実
行

で
き

る
人

の
育

成
」

を
教

育
理

念
に

、
明

る
く

、
自

然
と

花
に

満
ち

溢
れ

た
学

校
で

す
。

普
通

・
英

語
・

商
業

の
3
学

科
が

あ
り

、
生

徒
の

多
様

な
進

路
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
:
【

4
大

】
関

西
大

、
立

命
館

大
、

近
畿

大
、

京
産

大
、

龍
谷

大
、

大
経

大
、

関
外

大
、

京
外

大
等

【
就

職
】

3
8
名

　
就

職
内

定
率

1
0
0
%

みみ
どど

りり
清清

朋朋
全

普
通

科
近

鉄
奈

良
線

　
東

花
園

駅
よ

り
南

へ
20

00
ｍ

近
鉄

大
阪

線
　

河
内

山
本

駅
よ

り
バ

ス
「

北
山

本
」

停
留

所
下

車
東

へ
11

00
ｍ

2
つ

の
専

門
コ

ー
ス

を
設

置
す

る
普

通
科

高
校

。
1
年

次
に

基
礎

学
力

の
充

実
を

図
り

、
2
年

次
か

ら
専

門
コ

ー
ス

制
を

活
か

し
、

個
々

の
学

力
を

伸
ば

し
希

望
の

進
路

を
実

現
し

ま
す

。
部

活
動

や
行

事
、

地
域

交
流

も
盛

ん
で

楽
し

く
学

ん
で

い
ま

す
。

【
4
年

制
大

学
】

近
畿

大
 
大

工
大

 
大

阪
電

通
大

 
大

阪
産

業
大

 
帝

塚
山

【
就

職
】

ト
ヨ

タ
 
小

松
製

作
所

 
ク

ボ
タ

 
関

西
電

力
 
等

 
大

手
企

業
、

地
元

優
良

企
業

 
※

詳
細

は
本

校
Ｈ

Ｐ
○

■
「

海
外

か
ら

帰
国

し
た

生
徒

の
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

　
　

　
▲

「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

帰
国

生
徒

・
外

国
人

生
徒

入
学

者
選

抜
」

実
施

校
☆

「
知

的
障

が
い

生
徒

自
立

支
援

コ
ー

ス
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

★
「

共
生

推
進

教
室

入
学

者
選

抜
」

実
施

校

城城
東東

工工
科科

全
工

業
科

JR
学

研
都

市
線

　
鴻

池
新

田
駅

よ
り

西
へ

30
0m

◆
地
域
連
携
を
活
用
し
た
P
B
L
（
課
題
解
決
学
習
）
と
S
D
G
s
で
自
ら
考
え
創
造
す
る
力
を
育

成
。

◆
進
路
決
定
率
・
就
職
内
定
率
1
0
0
％
。
丁
寧
な
進
路
指
導
に
自
信
あ
り
。

◆
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
『
城
工
房
』
で
地
域
貢
献
・
国
際
交
流
。

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

7
8
番

～
1
0
4
番

）

学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

生生
野野

工工
業業

全
工

業
科

JR
環

状
線

 寺
田

町
駅

よ
り

東
へ

80
0m

「
も

の
づ

く
り

は
人

づ
く

り
」

を
合

言
葉

に
、

社
会

に
貢

献
で

き
る

力
を

身
に

付
け

た
「

も
の

づ
く

り
の

プ
ロ

」
を

育
成

し
て

い
ま

す
。

基
礎

学
力

の
向

上
に

重
点

を
置

き
な

が
ら

、
資

格
取

得
に

も
力

を
入

れ
る

等
、

面
倒

見
の

良
い

学
校

で
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

就
職

希
望

者
は

内
定

率
1
0
0
%
（

近
畿

車
輌

、
き

ん
で

ん
、

い
す

ゞ
自

動
車

近
畿

　
他

）
進

学
先

：
摂

南
大

学
、

北
海

道
情

報
大

学
　

他
。

そ
の

他
専

門
学

校
等

。

卒
業

後
の

社
会

と
の

か
か

わ
り

を
見

す
え

、
就

職
や

進
学

な
ど

希
望

す
る

進
路

の
実

現
に

向
け

た
学

習
を

支
援

し
ま

す
。

自
ら

の
可

能
性

と
生

き
方

を
見

つ
め

、
将

来
を

切
り

拓
い

て
い

く
力

を
育

て
ま

す
。

○

今今
宮宮

工工
科科

全
工

業
科

JR
環

状
線

・
南

海
線

　
   

   
   

新
今

宮
駅

よ
り

西
へ

40
0m

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
・

四
つ

橋
線

 大
国

町
駅

よ
り

南
へ

60
0m

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
・

堺
筋

線
 動

物
園

前
駅

よ
り

西
へ

60
0m

メ
ト

ロ
四

つ
橋

線
　

   
   

   
   

花
園

町
駅

よ
り

北
へ

60
0m

1
0
0
年

を
超

え
る

歴
史

と
伝

統
あ

る
工

科
高

校
で

す
。

機
械

、
電

気
、

建
築

、
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

各
系

に
加

え
て

、
工

学
系

大
学

進
学

専
科

を
設

置
し

ま
し

た
。

技
能

検
定

な
ど

国
家

資
格

取
得

の
教

育
も

進
め

て
い

ま
す

。

約
3
割

進
学

､
7
割

就
職

。
関

西
大

､
大

工
大

､
近

畿
大

、
大

阪
電

気
通

信
大

等
へ

進
学

。
J
R
東

海
㈱

､
関

西
電

力
㈱

､
大

阪
メ

ト
ロ

、
大

阪
ｼ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
印

刷
㈱

等
へ

就
職

。
○

大大
阪阪

わわ
かか

ばば
▲▲

メ
ト

ロ
千

日
前

線
　

北
巽

駅
よ

り
東

南
東

へ
50

0m
JR

お
お

さ
か

東
線

　
JR

長
瀬

駅
よ

り
西

北
西

へ
Ⅰ

部
(
午

前
)
ま

た
は

Ⅱ
部

(
午

後
)
に

所
属

し
て

、
自

分
の

ペ
ー

ス
に

合
わ

せ
て

時
間

割
を

組
み

、
1
日

4
時

間
の

授
業

を
受

け
て

4
年

間
で

の
卒

業
を

め
ざ

し
ま

す
。

所
属

す
る

部
以

外
の

部
の

授
業

を
受

け
る

等
に

よ
り

3
年

間
で

の
卒

業
も

可
能

で
す

。

普
通

科
（

多
部

制
単

位
制

Ⅰ
・

Ⅱ
部

）

【
就

職
】

(
株

)
佐

川
急

便
、

藤
原

運
輸

(
株

)
、

(
株

)
Ａ

Ｏ
Ｓ

、
(
株

)
原

口
電

設
、

山
陽

冷
熱

(
株

)
　

他
【

進
学

】
大

阪
経

済
大

学
Ⅱ

部
、

大
阪

芸
術

大
学

短
期

大
学

、
大

原
簿

記
専

門
学

校
　

他

○

西西
成成

　　
☆☆

全
総

合
学

科
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
）

南
海

汐
見

橋
線

　
津

守
駅

す
ぐ

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
8
年

め
。

生
徒

の
学

校
満

足
度

は
4
年

連
続

9
0
%
以

上
を

達
成

！
全

学
年

を
通

じ
て

少
人

数
ク

ラ
ス

編
成

を
実

現
　

・
1
年

国
数

英
は

3
0
分

授
業

で
集

中
で

き
る

　
・

お
互

い
を

認
め

合
え

る
仲

間
づ

く
り

令
和

3
年

度
実

績
 
　

学
校

斡
旋

就
職

　
1
1
年

連
続

1
0
0
％

【
学

校
斡

旋
就

職
1
0
0
%
】

（
株

）
蓬

莱
、

梅
南

鋼
材

（
株

）
　

他
【

進
学

】
大

阪
経

済
大

学
、

大
阪

こ
ど

も
専

門
学

校
　

他
○

今今
宮宮

工工
科科

定
総

合
学

科
JR

環
状

線
・

南
海

線
　

   
   

   
新

今
宮

駅
よ

り
西

へ
40

0m
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

・
四

つ
橋

線
 大

国
町

駅
よ

り
南

へ
60

0m
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

・
堺

筋
線

 動
物

園
前

駅
よ

り
西

へ
60

0m
メ

ト
ロ

四
つ

橋
線

　
   

   
   

   
花

園
町

駅
よ

り
北

へ
60

0m

修
業

年
限

は
3
年

制
お

よ
び

4
年

制
よ

り
選

択
す

る
。

柔
軟

な
単

位
認

定
（

実
務

代
替

・
高

卒
認

定
試

験
・

技
能

審
査

・
0
限

授
業

・
土

曜
開

講
等

）
で

3
年

間
の

卒
業

を
可

能
に

す
る

。

進
学

9
2
%
(
大

学
短

大
7
2
％

専
門

2
0
％

)
。

令
和

3
年

度
実

績
＜

現
役

合
格

延
べ

人
数

＞
大

阪
公

立
2
、

関
関

同
立

5
5
、

産
近

甲
龍

1
6
9
（

看
護

専
門

学
校

に
も

1
5
名

程
度

進
学

し
て

い
ま

す
。

）
○

工工
芸芸

全
工

業
科

美
術

科

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
   

文
の

里
駅

よ
り

北
へ

20
0m

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
　

昭
和

町
駅

よ
り

北
へ

50
0m

JR
阪

和
線

　
   

   
  美

章
園

駅
よ

り
西

へ
50

0m

大
正

1
2
年

に
設

立
。

本
館

は
美

術
館

の
よ

う
な

た
た

ず
ま

い
で

、
経

済
産

業
省

近
代

化
産

業
遺

産
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
美

術
・

デ
ザ

イ
ン

系
の

6
学

科
を

設
置

し
た

本
校

は
、

こ
れ

ま
で

に
数

多
く

の
著

名
な

芸
術

家
や

デ
ザ

イ
ナ

ー
を

輩
出

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
 
卒

業
生

2
2
3
名

　
進

学
者

2
0
0
名

　
就

職
者

1
4
名

進
学

者
内

訳
：

大
学

1
1
0
名

、
短

期
大

学
1
3
名

、
専

門
学

校
等

7
6
名

デ
ザ

イ
ン

･
美

術
系

が
8
割

を
占

め
ま

す
。

阿阿
倍倍

野野
全

普
通

科
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

　
昭

和
町

駅
よ

り
西

へ
30

0m
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

　
文

の
里

駅
よ

り
南

西
へ

50
0m

創
立

1
0
0
年

を
迎

え
る

伝
統

校
と

し
て

社
会

に
貢

献
す

る
生

徒
を

輩
出

す
べ

く
、

確
か

な
学

力
、

豊
か

な
心

の
育

成
を

目
標

と
し

て
い

ま
す

。
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

昭
和

町
駅

か
ら

3
0
0
ｍ

、
メ

ト
ロ

谷
町

線
文

の
里

駅
か

ら
5
0
0
ｍ

と
利

便
性

が
高

い
で

す
。

【
就

職
】

三
和

シ
ャ

ッ
タ

ー
工

業
、

松
下

工
作

所
、

旭
紙

工
、

自
衛

官
　

他
【

進
学

】
大

阪
芸

大
、

京
都

精
華

大
、

嵯
峨

美
術

大
、

滋
賀

文
教

短
大

　
他

 
 
大

阪
市

立
デ

ザ
イ

ン
研

究
所

、
大

阪
美

術
専

門
学

校
、

理
容

美
容

専
門

学
校

他

住住
吉吉

　　
■■

全
国

際
文

化
科

総
合

科
学

科
阪

堺
上

町
線

　
北

畠
駅

よ
り

西
へ

20
0m

例
年

、
英

語
合

宿
や

実
験

合
宿

、
数

多
く

の
海

外
研

修
・

国
際

交
流

を
実

施
し

て
い

る
。

国
際

・
科

学
高

校
と

し
て

充
実

し
た

環
境

と
少

人
数

授
業

で
、

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
「

グ
ロ

ー
バ

ル
な

人
材

」
を

育
成

し
て

い
る

。
S
S
H
指

定
校

（
第

3
期

）
。

【
R
3
実

績
】

東
京

大
 
大

阪
大

 
神

戸
大

 
大

阪
公

立
大

 
神

戸
市

外
大

な
ど

国
公

立
大

計
6
7
名

（
内

現
役

5
2
名

）
関

関
同

立
大

2
0
0
名

以
上

 
上

智
大

 
青

学
大

 
立

教
大

大
阪

医
科

薬
科

大
○

工工
芸芸

定
総

合
学

科
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

   
文

の
里

駅
よ

り
北

へ
20

0m
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

　
昭

和
町

駅
よ

り
北

へ
50

0m
JR

阪
和

線
　

   
   

  美
章

園
駅

よ
り

西
へ

50
0m

全
国

で
も

特
徴

的
な

「
デ

ザ
イ

ン
・

造
形

」
を

学
べ

る
4
年

制
の

夜
間

定
時

制
で

、
イ

ン
テ

リ
ア

・
ク

ラ
フ

ト
・

デ
ザ

イ
ン

な
ど

の
専

門
科

目
を

選
択

で
き

る
総

合
学

科
で

す
。

3
年

制
課

程
の

授
業

を
受

け
る

こ
と

で
、

3
年

間
で

卒
業

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

令
和

3
年

度
合

格
実

績
:
東

京
大

2
(
2
)
･
京

都
大

5
4
(
3
2
)
･
大

阪
大

5
0
(
3
0
)
･
国

公
立

大
計

3
1
4
(
1
9
8
)
･
国

公
立

大
医

学
科

2
2
(
7
)
等

　
(
　

)
は

現
役

○

東東
住住

吉吉
  
★★

全
普

通
科

芸
能

文
化

科

近
鉄

南
大

阪
線

　
針

中
野

駅
よ

り
東

へ
90

0m
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

駒
川

中
野

駅
よ

り
南

東
へ

普
通

科
、

芸
能

文
化

科
の

二
つ

の
学

科
と

共
生

推
進

教
室

を
設

置
し

、
「

二
兎

を
獲

る
」

を
目

標
に

、
第

一
希

望
の

進
路

実
現

と
、

国
際

交
流

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

の
自

主
活

動
の

充
実

に
よ

り
、

社
会

に
貢

献
す

る
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

国
公

立
3
1
名

（
大

阪
公

立
大

、
京

都
工

芸
繊

維
大

、
大

阪
教

育
大

、
和

歌
山

大
、

奈
良

教
育

大
、

静
岡

大
、

奈
良

県
立

医
科

大
等

）
関

関
同

立
1
6
3
名

天天
王王

寺寺
全

文
理

学
科

JR
阪

和
線

　
   

   
美

章
園

駅
よ

り
北

西
へ

30
0m

近
鉄

南
大

阪
線

　
河

堀
口

駅
よ

り
南

西
へ

40
0m

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
文

の
里

駅
よ

り
北

東
へ

70
0m

JR
環

状
線

　
   

   
寺

田
町

駅
よ

り
南

西
へ

80
0m

「
質

実
剛

健
に

し
て

明
朗

闊
達

な
る

べ
し

」
の

校
風

、
「

文
武

両
道

」
の

精
神

、
「

授
業

第
一

主
義

」
「

鍛
錬

主
義

」
「

本
物

志
向

」
の

教
育

方
針

に
よ

り
、

『
日

本
や

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
真

の
リ

ー
ダ

ー
育

成
』

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。

令
和
3
年
度
実
績

進
学
：
桃
山
学
院
大
学
・
桃
山
学
院
教
育
大
学
・
四
天
王
寺
大
学
・
大
阪
商
業
大
学
・

関
西
福
祉
科
学
大
学

就
職
：
株
式
会
社
セ
コ
ム
・
ヤ
マ
ト
運
輸
・
美
原
病
院
・
幸
南
食
糧

○

東東
住住

吉吉
総総

合合
全

総
合

学
科

（
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ス
ク

ー
ル

）

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
喜

連
瓜

破
駅

よ
り

北
西

へ
10

00
ｍ

近
鉄

南
大

阪
線

　
針

中
野

駅
よ

り
南

東
へ

15
00

ｍ

「
機

械
」

・
「

電
気

」
・

「
住

環
境

」
の

工
業

系
列

に
「

英
数

」
・

「
ビ

ジ
ネ

ス
」

・
「

文
化

と
教

養
」

を
加

え
た

6
つ

の
系

列
を

も
つ

全
日

制
総

合
学

科
で

す
。

”
な

り
た

い
自

分
”

を
応

援
す

る
た

め
に

進
学

か
ら

就
職

ま
で

幅
広

い
教

育
を

行
っ

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
2
6
.
0
%
、

専
門

学
校

2
7
.
4
%
、

就
職

4
0
.
9
%
 
 
過

去
の

進
学

先
：

近
畿

大
学

、
阪

南
大

学
　

就
職

先
：

ト
ヨ

タ
自

動
車

、
き

ん
で

ん
等
○

平平
野野

全
普

通
科

メ
ト

ロ
谷

町
線

長
原

駅
よ

り
南

へ
17

00
m

シ
テ

ィ
バ

ス
　

出
戸

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
33

号
系

統
「

恵
我

小
学

校
」

下
車

す
ぐ

平
野

高
校

は
環

境
や

福
祉

に
関

わ
る

コ
ー

ス
を

設
置

し
て

い
ま

す
。

教
科

指
導

面
で

は
習

熟
度

別
少

人
数

授
業

を
実

施
す

る
と

同
時

に
基

礎
的

な
学

習
を

繰
り

返
す

と
い

っ
た

工
夫

に
よ

り
、

わ
か

る
喜

び
や

達
成

感
を

持
た

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
1
6
%
、

専
門

学
校

2
6
%
、

就
職

4
3
%
。

主
な

進
学

先
は

立
命

館
大

学
、

大
阪

電
気

通
信

大
学

、
関

西
外

国
語

大
学

、
大

阪
学

院
大

学
、

阪
南

大
学

、
相

愛
大

学
等

で
す

。
○

長長
吉吉

　　
▲▲

全
総

合
学

科
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
）

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
長

原
駅

よ
り

西
へ

1,
10

0m
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

出
戸

駅
よ

り
南

へ
1,

50
0m

本
校

は
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

ス
ク

ー
ル

で
す

。
社

会
人

に
な

る
た

め
の

基
礎

的
な

力
を

育
み

ま
す

。
外

国
に

ル
ー

ツ
を

も
つ

生
徒

も
多

く
、

国
際

理
解

教
育

を
推

進
し

て
い

ま
す

。
面

倒
見

が
よ

く
、

生
徒

の
伸

び
率

N
o
.
1
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

““
咲咲

くく
なな

びび
””
でで

行行
きき

たた
いい

学学
校校

をを
検検

索索
！！

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！
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学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

住住
吉吉

商商
業業

全
商

業
科

南
海

本
線

　
住

ノ
江

駅
よ

り
南

西
へ

70
0m

メ
ト

ロ
四

ツ
橋

線
　

住
之

江
公

園
駅

よ
り

南
東

へ

活
気

に
満

ち
あ

ふ
れ

た
商

業
高

校
で

す
。

ビ
ジ

ネ
ス

社
会

で
活

躍
し

、
商

都
大

阪
の

発
展

に
貢

献
す

る
生

徒
を

育
成

し
ま

す
。

今
年

度
よ

り
「

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
・

観
光

・
ジ

ェ
ネ

ラ
リ

ス
ト

」
の

3
コ

ー
ス

を
開

設
し

、
一

人
ひ

と
り

の
専

門
性

を
一

層
高

め
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
2
4
名

　
専

門
学

校
6
3
名

就
職

7
3
名

進
学

先
：

大
経

大
　

大
商

大
　

桃
山

学
院

大
学

　
他

就
職

先
：

ク
ボ

タ
、

日
本

郵
便

、
日

本
通

運
、

ヤ
マ

ダ
電

機
　

他
○

令
和

3
年

度
：

阪
大

、
大

阪
公

立
大

な
ど

国
公

立
、

早
稲

田
・

津
田

塾
、

関
関

同
立

、
海

外
大

学
な

ど
、

国
内

並
び

に
海

外
の

大
学

を
含

め
、

生
徒

の
個

性
が

生
か

せ
る

進
学

を
め

ざ
し

ま
す

。

港港
南南

造造
形形

全
総

合
造

形
科

メ
ト

ロ
南

港
ポ

ー
ト

タ
ウ

ン
線

（
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ム
）

南
港

口
駅

よ
り

西
へ

40
0ｍ

南
港

東
駅

よ
り

東
へ

40
0ｍ

将
来

、
美

術
・

工
芸

・
デ

ザ
イ

ン
の

各
分

野
で

活
躍

で
き

る
想

像
力

と
バ

イ
タ

リ
テ

ィ
を

も
っ

た
人

間
を

育
成

す
る

日
本

最
大

規
模

の
美

術
・

デ
ザ

イ
ン

系
専

門
高

校
で

す
。

幅
広

い
表

現
力

を
身

に
付

け
、

あ
な

た
の

自
己

実
現

を
応

援
し

ま
す

。

卒
業

生
2
0
0
名

の
8
割

が
美

術
系

へ
進

学
。

R
3
合

格
実

績
：

京
都

市
立

芸
術

大
、

大
阪

教
育

大
な

ど
国

公
立

大
4
名

、
美

術
系

私
立

大
8
6
名

、
一

般
私

立
大

1
4
名

、
短

大
2
1
名

、
専

門
学

校
3
6
名

○

水水
都都

国国
際際

　　
■■

全
グ

ロ
ー

バ
ル

探
究

科

メ
ト

ロ
南

港
ポ

ー
ト

タ
ウ

ン
線

（
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ム
）

ポ
ー

ト
タ

ウ
ン

西
駅

よ
り

南
へ

80
0m

ポ
ー

ト
タ

ウ
ン

東
駅

よ
り

南
へ

80
0m

日
本

初
の

公
設

民
営

型
中

高
一

貫
校

の
本

校
で

は
、

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
の

認
定

を
受

け
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
学

べ
る

コ
ー

ス
を

設
置

。
英

語
ネ

イ
テ

ィ
ブ

教
員

が
3
割

強
在

籍
。

地
域

や
国

際
社

会
の

課
題

解
決

や
発

展
に

貢
献

す
る

生
徒

を
育

て
ま

す
。

令
和

3
年

度
の

実
績

　
【

大
学

】
国

公
立

1
名

、
関

関
同

立
2
1
名

、
産

近
甲

龍
9
3
名

な
ど

　
【

短
大

】
1
2
名

　
【

看
護

系
専

門
学

校
】

1
4
名

　
【

そ
の

他
専

門
学

校
】

5
1
名

大大
阪阪

府府
教教

育育
セセ

ンン
タタ

ーー
附附

属属
全

普
通

科
(単

位
制

)

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
　

あ
び

こ
駅

よ
り

東
北

東
へ

12
00

m
近

鉄
南

大
阪

線
　

　
矢

田
駅

よ
り

西
南

西
へ

15
00

ｍ
JR

阪
和

線
　

　
　

　
我

孫
子

町
駅

よ
り

東
へ

16
00

m

大
阪

府
教

育
セ

ン
タ

ー
の

研
究

・
研

修
機

能
と

附
属

高
校

の
教

育
活

動
を

直
結

し
、

一
体

と
な

り
、

授
業

・
課

外
活

動
・

研
究

を
展

開
し

ま
す

。
大

阪
の

教
育

の
モ

デ
ル

で
あ

る
と

と
も

に
、

自
己

実
現

に
む

け
、

進
路

を
示

す
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

ス
ク

ー
ル

で
す

。

令
和

3
年

度
合

格
実

績
：

大
学

・
短

大
6
5
％

（
立

命
館

大
・

近
畿

大
・

龍
谷

大
・

摂
南

大
・

桃
山

学
院

大
・

大
阪

経
済

大
・

関
西

外
大

等
）

、
専

門
学

校
2
2
％

、
就

職
7
％

【
企

業
1
6
名

】

阪阪
南南

全
普

通
科

大
阪

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
 あ

び
こ

駅
よ

り
南

東
へ

54
0m

令
和
4
年
度
か
ら
新
た
な
阪
南
高
校
へ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

①
2
年
次
か
ら
3
つ
の
コ
ー
ス
で
し
っ
か
り
学
び
、
希
望
の
進
路
実
現

②
普
通
科
で
あ
り
な
が
ら
「
国
際
」
重
視

　
本
校
独
自
の
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
韓
国
、
台
湾
」
の
姉
妹
校
と
相
互
交
流

全
員

が
大

学
進

学
【

令
和

3
年

度
現

役
実

績
】

大
阪

大
3
/
神

戸
大

4
/
大

公
大

1
3
/
大

教
大

1
1

関
関

同
立

2
7
1
/
甲

龍
近

産
3
3
3
等

○

八八
尾尾

翠翠
翔翔

　　
☆☆

全
普

通
科

近
鉄

大
阪

線
　

法
善

寺
駅

よ
り

北
へ

70
0ｍ

JR
大

和
路

線
　

志
紀

駅
よ

り
北

東
へ

14
00

ｍ
総
合
系
と
3
つ
の
専
門
コ
ー
ス
：
「
人
文
・
理
数
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
教
職
ト
ラ
イ
（
令
和
2
年
度

ス
タ
ー
ト
）
コ
ー
ス
」
を
設
置
す
る
普
通
科
高
校
。
大
阪
教
育
大
と
の
連
携
校
。
ク
ラ
ブ
活
動
も

盛
ん
。
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
あ
り
。

共
通

テ
ス

ト
受

験
進

学
実

績
：

和
歌

山
大

、
関

関
同

立
、

産
近

甲
龍

、
大

経
大

、
関

外
大

他
〔

看
護

〕
看

護
系

専
門

学
校

〔
就

職
〕

公
務

員
、

民
間

等
、

全
員

合
格

○

八八
尾尾

全
普

通
科

JR
大

和
路

線
 八

尾
駅

か
ら

北
へ

67
0ｍ

近
鉄

大
阪

線
 八

尾
駅

か
ら

南
西

へ
11

00
m

創
立
1
2
7
年
の
学
校
で
す
。

学
習
・
学
校
行
事
・
部
活
動
の
三
本
を
大
切
に
す
る
真
の
「
文
武
両
道
」
は
本
校
の
教
育
方
針
①

国
公
立
大
学
現
役
合
格
者
数
5
4
人
②
部
活
動
加
入
率
9
4
％
(
複
数
部
活
動
が
近
畿
大
会
出
場
)
③
全

教
室
電
子
黒
板
配
置

令
和

3
年

度
：

大
学

6
6
%
(
大

阪
公

立
大

学
、

和
歌

山
大

学
、

関
学

、
関

大
、

近
大

、
龍

谷
大

、
大

阪
工

業
大

等
)
、

短
大

4
%
、

専
門

学
校

(
看

護
医

療
系

含
む

)
2
2
%
、

就
職

(
公

務
員

含
む

)
等

5
%

○

八八
尾尾

北北
　　

▲▲
全

総
合

学
科

近
鉄

大
阪

線
　

近
鉄

八
尾

駅
よ

り
北

へ
17

00
ｍ

近
鉄

バ
ス

　
　

八
尾

北
高

校
前

よ
り

西
へ

10
0ｍ

1
0
0
科

目
以

上
か

ら
選

べ
る

授
業

で
、

自
分

の
生

き
方

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
高

校
生

活
が

お
く

れ
ま

す
。

総
合

学
科

と
し

て
多

様
な

進
路

希
望

に
も

対
応

し
ま

す
。

ま
た

、
日

本
語

指
導

が
必

要
な

帰
国

生
徒

・
外

国
人

生
徒

入
学

者
選

抜
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
(
京

産
大

・
大

経
大

・
摂

南
大

・
関

西
外

大
な

ど
)
3
5
%
、

専
門

学
校

(
看

護
医

療
系

を
含

む
)
4
0
%
、

就
職

2
5
%
(
学

校
斡

旋
就

職
内

定
率

1
0
0
%
)
な

ど
○

山山
本本

全
普

通
科

近
鉄

大
阪

線
　

河
内

山
本

駅
よ

り
北

へ
80

0m
地

域
に

根
ざ

し
、

地
域

と
と

も
に

歩
む

伝
統

校
。

閑
静

な
住

宅
地

に
立

地
し

、
学

校
生

活
に

恵
ま

れ
た

環
境

。
朗

ら
か

で
素

直
、

優
し

い
生

徒
が

集
ま

っ
て

い
ま

す
。

部
活

動
や

行
事

に
熱

心
に

取
り

組
み

な
が

ら
進

路
実

現
を

め
ざ

し
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
:
大

学
等

1
5
%
(
阪

南
大

、
電

通
大

、
大

経
法

大
、

大
産

大
、

大
商

大
、

奈
良

大
、

帝
塚

山
大

、
等

)
、

短
大

8
%
、

専
門

学
校

4
2
%
、

就
職

2
6
%
、

そ
の

他
9
%

花花
園園

　　
■■

全
普

通
科

国
際

文
化

科
近

鉄
奈

良
線

　
東

花
園

駅
よ

り
南

へ
50

0m
学

業
・

行
事

・
部

活
動

に
と

充
実

し
た

高
校

生
活

を
送

り
、

希
望

の
進

路
実

現
を

叶
え

る
学

校
で

す
。

盛
ん

な
国

際
交

流
を

通
し

て
世

界
を

視
野

に
心

豊
か

な
感

性
を

育
み

ま
す

。
国

際
文

化
科

は
全

員
海

外
語

学
研

修
を

行
い

、
卓

越
し

た
英

語
力

を
磨

き
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

(
現

役
の

べ
数

)
[
国

公
立

2
、

関
関

同
立

6
6
、

産
近

甲
龍

1
6
6
、

関
西

外
2
5
、

京
女

5
、

同
女

1
0
、

武
庫

女
2
4
な

ど
]
、

短
大

1
3
、

専
門

学
校

3
9
、

公
務

員
2
な

ど

かか
わわ

ちち
野野

全
普

通
科

近
鉄

け
い

は
ん

な
線

　
荒

本
駅

よ
り

北
東

へ
17

00
m

JR
学

研
都

市
線

　
鴻

池
新

田
駅

よ
り

南
東

へ
21

00
m

近
鉄

バ
ス

　
　

　
「

楠
見

橋
」

よ
り

西
へ

50
0m

2
つ

の
専

門
コ

ー
ス

を
設

置
す

る
普

通
科

高
校

。
厳

し
さ

の
中

に
も

や
さ

し
さ

・
温

か
み

の
あ

る
丁

寧
な

指
導

を
通

し
て

「
確

か
な

学
力

」
「

豊
か

な
心

」
「

自
ら

学
び

考
え

主
体

的
に

判
断

し
て

行
動

す
る

力
」

を
育

み
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

国
公

立
現

役
9
名

（
和

歌
山

・
大

阪
教

育
・

奈
良

教
育

・
大

阪
公

立
大

、
奈

良
県

立
医

科
、

神
戸

市
外

大
）

、
関

関
同

立
現

役
の

べ
1
2
5
名

、
近

大
現

役
の

べ
1
6
5
名

布布
施施

定
普

通
科

近
鉄

奈
良

線
　

八
戸

ノ
里

駅
よ

り
南

へ
20

0m
普

通
科

の
特

徴
を

生
か

し
、

大
学

進
学

か
ら

就
職

ま
で

、
幅

広
い

進
路

希
望

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

、
き

め
細

か
い

進
路

指
導

を
行

っ
て

い
ま

す
。

通
信

制
と

の
併

修
で

、
3
年

間
で

卒
業

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

働
き

な
が

ら
学

ぶ
生

徒
が

多
い

で
す

が
、

本
校

で
し

っ
か

り
学

び
、

新
た

な
進

路
を

決
め

た
卒

業
生

も
多

く
い

ま
す

。
令

和
3
年

度
実

績
：

進
学

5
名

、
就

職
8
名

布布
施施

全
普

通
科

近
鉄

奈
良

線
　

八
戸

ノ
里

駅
よ

り
南

へ
20

0m
創

立
8
0
年

の
伝

統
校

で
す

。
2
年

生
か

ら
ア

ド
バ

ン
ス

ト
コ

ー
ス

と
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
コ

ー
ス

に
分

か
れ

、
二

つ
の

コ
ー

ス
で

互
い

に
切

磋
琢

磨
し

進
学

実
績

を
伸

ば
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

部
活

動
や

行
事

に
も

熱
心

で
、

生
徒

は
イ

キ
イ

キ
と

過
ご

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
【

大
学

(
現

役
の

べ
数

)
】

関
学

4
、

関
西

2
、

立
命

館
3
、

京
産

4
、

近
畿

2
6
、

摂
南

4
2
、

追
手

門
1
1
、

桃
山

3
1
、

大
経

2
3
、

京
女

2
等

【
就

職
内

定
率

1
0
0
%
】

民
間

1
0
名

東
大

阪
市

立
日日

新新
　　

■■
全

普
通

科
商

業
科

英
語

科

近
鉄

奈
良

線
　

　
石

切
駅

よ
り

北
西

へ
16

00
m

近
鉄

東
大

阪
線

　
新

石
切

駅
、

JR
学

研
都

市
線

住
道

駅
よ

り
バ

ス
「

孔
舎

衙
小

学
校

前
」

下
車

　
東

へ

東
大

阪
市

立
唯

一
の

高
校

で
あ

り
、

「
当

た
り

前
の

行
動

を
当

た
り

前
に

実
行

で
き

る
人

の
育

成
」

を
教

育
理

念
に

、
明

る
く

、
自

然
と

花
に

満
ち

溢
れ

た
学

校
で

す
。

普
通

・
英

語
・

商
業

の
3
学

科
が

あ
り

、
生

徒
の

多
様

な
進

路
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
:
【

4
大

】
関

西
大

、
立

命
館

大
、

近
畿

大
、

京
産

大
、

龍
谷

大
、

大
経

大
、

関
外

大
、

京
外

大
等

【
就

職
】

3
8
名

　
就

職
内

定
率

1
0
0
%

みみ
どど

りり
清清

朋朋
全

普
通

科
近

鉄
奈

良
線

　
東

花
園

駅
よ

り
南

へ
20

00
ｍ

近
鉄

大
阪

線
　

河
内

山
本

駅
よ

り
バ

ス
「

北
山

本
」

停
留

所
下

車
東

へ
11

00
ｍ

2
つ

の
専

門
コ

ー
ス

を
設

置
す

る
普

通
科

高
校

。
1
年

次
に

基
礎

学
力

の
充

実
を

図
り

、
2
年

次
か

ら
専

門
コ

ー
ス

制
を

活
か

し
、

個
々

の
学

力
を

伸
ば

し
希

望
の

進
路

を
実

現
し

ま
す

。
部

活
動

や
行

事
、

地
域

交
流

も
盛

ん
で

楽
し

く
学

ん
で

い
ま

す
。

【
4
年

制
大

学
】

近
畿

大
 
大

工
大

 
大

阪
電

通
大

 
大

阪
産

業
大

 
帝

塚
山

【
就

職
】

ト
ヨ

タ
 
小

松
製

作
所

 
ク

ボ
タ

 
関

西
電

力
 
等

 
大

手
企

業
、

地
元

優
良

企
業

 
※

詳
細

は
本

校
Ｈ

Ｐ
○

■
「

海
外

か
ら

帰
国

し
た

生
徒

の
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

　
　

　
▲

「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

帰
国

生
徒

・
外

国
人

生
徒

入
学

者
選

抜
」

実
施

校
☆

「
知

的
障

が
い

生
徒

自
立

支
援

コ
ー

ス
入

学
者

選
抜

」
実

施
校

　
　

★
「

共
生

推
進

教
室

入
学

者
選

抜
」

実
施

校

城城
東東

工工
科科

全
工

業
科

JR
学

研
都

市
線

　
鴻

池
新

田
駅

よ
り

西
へ

30
0m

◆
地
域
連
携
を
活
用
し
た
P
B
L
（
課
題
解
決
学
習
）
と
S
D
G
s
で
自
ら
考
え
創
造
す
る
力
を
育

成
。

◆
進
路
決
定
率
・
就
職
内
定
率
1
0
0
％
。
丁
寧
な
進
路
指
導
に
自
信
あ
り
。

◆
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
『
城
工
房
』
で
地
域
貢
献
・
国
際
交
流
。

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

7
8
番

～
1
0
4
番

）

学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

生生
野野

工工
業業

全
工

業
科

JR
環

状
線

 寺
田

町
駅

よ
り

東
へ

80
0m

「
も

の
づ

く
り

は
人

づ
く

り
」

を
合

言
葉

に
、

社
会

に
貢

献
で

き
る

力
を

身
に

付
け

た
「

も
の

づ
く

り
の

プ
ロ

」
を

育
成

し
て

い
ま

す
。

基
礎

学
力

の
向

上
に

重
点

を
置

き
な

が
ら

、
資

格
取

得
に

も
力

を
入

れ
る

等
、

面
倒

見
の

良
い

学
校

で
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

就
職

希
望

者
は

内
定

率
1
0
0
%
（

近
畿

車
輌

、
き

ん
で

ん
、

い
す

ゞ
自

動
車

近
畿

　
他

）
進

学
先

：
摂

南
大

学
、

北
海

道
情

報
大

学
　

他
。

そ
の

他
専

門
学

校
等

。

卒
業

後
の

社
会

と
の

か
か

わ
り

を
見

す
え

、
就

職
や

進
学

な
ど

希
望

す
る

進
路

の
実

現
に

向
け

た
学

習
を

支
援

し
ま

す
。

自
ら

の
可

能
性

と
生

き
方

を
見

つ
め

、
将

来
を

切
り

拓
い

て
い

く
力

を
育

て
ま

す
。

○

今今
宮宮

工工
科科

全
工

業
科

JR
環

状
線

・
南

海
線

　
   

   
   

新
今

宮
駅

よ
り

西
へ

40
0m

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
・

四
つ

橋
線

 大
国

町
駅

よ
り

南
へ

60
0m

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
・

堺
筋

線
 動

物
園

前
駅

よ
り

西
へ

60
0m

メ
ト

ロ
四

つ
橋

線
　

   
   

   
   

花
園

町
駅

よ
り

北
へ

60
0m

1
0
0
年

を
超

え
る

歴
史

と
伝

統
あ

る
工

科
高

校
で

す
。

機
械

、
電

気
、

建
築

、
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

各
系

に
加

え
て

、
工

学
系

大
学

進
学

専
科

を
設

置
し

ま
し

た
。

技
能

検
定

な
ど

国
家

資
格

取
得

の
教

育
も

進
め

て
い

ま
す

。

約
3
割

進
学

､
7
割

就
職

。
関

西
大

､
大

工
大

､
近

畿
大

、
大

阪
電

気
通

信
大

等
へ

進
学

。
J
R
東

海
㈱

､
関

西
電

力
㈱

､
大

阪
メ

ト
ロ

、
大

阪
ｼ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
印

刷
㈱

等
へ

就
職

。
○

大大
阪阪

わわ
かか

ばば
▲▲

メ
ト

ロ
千

日
前

線
　

北
巽

駅
よ

り
東

南
東

へ
50

0m
JR

お
お

さ
か

東
線

　
JR

長
瀬

駅
よ

り
西

北
西

へ
Ⅰ

部
(
午

前
)
ま

た
は

Ⅱ
部

(
午

後
)
に

所
属

し
て

、
自

分
の

ペ
ー

ス
に

合
わ

せ
て

時
間

割
を

組
み

、
1
日

4
時

間
の

授
業

を
受

け
て

4
年

間
で

の
卒

業
を

め
ざ

し
ま

す
。

所
属

す
る

部
以

外
の

部
の

授
業

を
受

け
る

等
に

よ
り

3
年

間
で

の
卒

業
も

可
能

で
す

。

普
通

科
（

多
部

制
単

位
制

Ⅰ
・

Ⅱ
部

）

【
就

職
】

(
株

)
佐

川
急

便
、

藤
原

運
輸

(
株

)
、

(
株

)
Ａ

Ｏ
Ｓ

、
(
株

)
原

口
電

設
、

山
陽

冷
熱

(
株

)
　

他
【

進
学

】
大

阪
経

済
大

学
Ⅱ

部
、

大
阪

芸
術

大
学

短
期

大
学

、
大

原
簿

記
専

門
学

校
　

他

○

西西
成成

　　
☆☆

全
総

合
学

科
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
）

南
海

汐
見

橋
線

　
津

守
駅

す
ぐ

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
8
年

め
。

生
徒

の
学

校
満

足
度

は
4
年

連
続

9
0
%
以

上
を

達
成

！
全

学
年

を
通

じ
て

少
人

数
ク

ラ
ス

編
成

を
実

現
　

・
1
年

国
数

英
は

3
0
分

授
業

で
集

中
で

き
る

　
・

お
互

い
を

認
め

合
え

る
仲

間
づ

く
り

令
和

3
年

度
実

績
 
　

学
校

斡
旋

就
職

　
1
1
年

連
続

1
0
0
％

【
学

校
斡

旋
就

職
1
0
0
%
】

（
株

）
蓬

莱
、

梅
南

鋼
材

（
株

）
　

他
【

進
学

】
大

阪
経

済
大

学
、

大
阪

こ
ど

も
専

門
学

校
　

他
○

今今
宮宮

工工
科科

定
総

合
学

科
JR

環
状

線
・

南
海

線
　

   
   

   
新

今
宮

駅
よ

り
西

へ
40

0m
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

・
四

つ
橋

線
 大

国
町

駅
よ

り
南

へ
60

0m
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

・
堺

筋
線

 動
物

園
前

駅
よ

り
西

へ
60

0m
メ

ト
ロ

四
つ

橋
線

　
   

   
   

   
花

園
町

駅
よ

り
北

へ
60

0m

修
業

年
限

は
3
年

制
お

よ
び

4
年

制
よ

り
選

択
す

る
。

柔
軟

な
単

位
認

定
（

実
務

代
替

・
高

卒
認

定
試

験
・

技
能

審
査

・
0
限

授
業

・
土

曜
開

講
等

）
で

3
年

間
の

卒
業

を
可

能
に

す
る

。

進
学

9
2
%
(
大

学
短

大
7
2
％

専
門

2
0
％

)
。

令
和

3
年

度
実

績
＜

現
役

合
格

延
べ

人
数

＞
大

阪
公

立
2
、

関
関

同
立

5
5
、

産
近

甲
龍

1
6
9
（

看
護

専
門

学
校

に
も

1
5
名

程
度

進
学

し
て

い
ま

す
。

）
○

工工
芸芸

全
工

業
科

美
術

科

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
   

文
の

里
駅

よ
り

北
へ

20
0m

メ
ト

ロ
御

堂
筋

線
　

昭
和

町
駅

よ
り

北
へ

50
0m

JR
阪

和
線

　
   

   
  美

章
園

駅
よ

り
西

へ
50

0m

大
正

1
2
年

に
設

立
。

本
館

は
美

術
館

の
よ

う
な

た
た

ず
ま

い
で

、
経

済
産

業
省

近
代

化
産

業
遺

産
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
美

術
・

デ
ザ

イ
ン

系
の

6
学

科
を

設
置

し
た

本
校

は
、

こ
れ

ま
で

に
数

多
く

の
著

名
な

芸
術

家
や

デ
ザ

イ
ナ

ー
を

輩
出

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
 
卒

業
生

2
2
3
名

　
進

学
者

2
0
0
名

　
就

職
者

1
4
名

進
学

者
内

訳
：

大
学

1
1
0
名

、
短

期
大

学
1
3
名

、
専

門
学

校
等

7
6
名

デ
ザ

イ
ン

･
美

術
系

が
8
割

を
占

め
ま

す
。

阿阿
倍倍

野野
全

普
通

科
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

　
昭

和
町

駅
よ

り
西

へ
30

0m
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

　
文

の
里

駅
よ

り
南

西
へ

50
0m

創
立

1
0
0
年

を
迎

え
る

伝
統

校
と

し
て

社
会

に
貢

献
す

る
生

徒
を

輩
出

す
べ

く
、

確
か

な
学

力
、

豊
か

な
心

の
育

成
を

目
標

と
し

て
い

ま
す

。
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

昭
和

町
駅

か
ら

3
0
0
ｍ

、
メ

ト
ロ

谷
町

線
文

の
里

駅
か

ら
5
0
0
ｍ

と
利

便
性

が
高

い
で

す
。

【
就

職
】

三
和

シ
ャ

ッ
タ

ー
工

業
、

松
下

工
作

所
、

旭
紙

工
、

自
衛

官
　

他
【

進
学

】
大

阪
芸

大
、

京
都

精
華

大
、

嵯
峨

美
術

大
、

滋
賀

文
教

短
大

　
他

 
 
大

阪
市

立
デ

ザ
イ

ン
研

究
所

、
大

阪
美

術
専

門
学

校
、

理
容

美
容

専
門

学
校

他

住住
吉吉

　　
■■

全
国

際
文

化
科

総
合

科
学

科
阪

堺
上

町
線

　
北

畠
駅

よ
り

西
へ

20
0m

例
年

、
英

語
合

宿
や

実
験

合
宿

、
数

多
く

の
海

外
研

修
・

国
際

交
流

を
実

施
し

て
い

る
。

国
際

・
科

学
高

校
と

し
て

充
実

し
た

環
境

と
少

人
数

授
業

で
、

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
「

グ
ロ

ー
バ

ル
な

人
材

」
を

育
成

し
て

い
る

。
S
S
H
指

定
校

（
第

3
期

）
。

【
R
3
実

績
】

東
京

大
 
大

阪
大

 
神

戸
大

 
大

阪
公

立
大

 
神

戸
市

外
大

な
ど

国
公

立
大

計
6
7
名

（
内

現
役

5
2
名

）
関

関
同

立
大

2
0
0
名

以
上

 
上

智
大

 
青

学
大

 
立

教
大

大
阪

医
科

薬
科

大
○

工工
芸芸

定
総

合
学

科
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

   
文

の
里

駅
よ

り
北

へ
20

0m
メ

ト
ロ

御
堂

筋
線

　
昭

和
町

駅
よ

り
北

へ
50

0m
JR

阪
和

線
　

   
   

  美
章

園
駅

よ
り

西
へ

50
0m

全
国

で
も

特
徴

的
な

「
デ

ザ
イ

ン
・

造
形

」
を

学
べ

る
4
年

制
の

夜
間

定
時

制
で

、
イ

ン
テ

リ
ア

・
ク

ラ
フ

ト
・

デ
ザ

イ
ン

な
ど

の
専

門
科

目
を

選
択

で
き

る
総

合
学

科
で

す
。

3
年

制
課

程
の

授
業

を
受

け
る

こ
と

で
、

3
年

間
で

卒
業

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

令
和

3
年

度
合

格
実

績
:
東

京
大

2
(
2
)
･
京

都
大

5
4
(
3
2
)
･
大

阪
大

5
0
(
3
0
)
･
国

公
立

大
計

3
1
4
(
1
9
8
)
･
国

公
立

大
医

学
科

2
2
(
7
)
等

　
(
　

)
は

現
役

○

東東
住住

吉吉
  
★★

全
普

通
科

芸
能

文
化

科

近
鉄

南
大

阪
線

　
針

中
野

駅
よ

り
東

へ
90

0m
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

駒
川

中
野

駅
よ

り
南

東
へ

普
通

科
、

芸
能

文
化

科
の

二
つ

の
学

科
と

共
生

推
進

教
室

を
設

置
し

、
「

二
兎

を
獲

る
」

を
目

標
に

、
第

一
希

望
の

進
路

実
現

と
、

国
際

交
流

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

の
自

主
活

動
の

充
実

に
よ

り
、

社
会

に
貢

献
す

る
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

国
公

立
3
1
名

（
大

阪
公

立
大

、
京

都
工

芸
繊

維
大

、
大

阪
教

育
大

、
和

歌
山

大
、

奈
良

教
育

大
、

静
岡

大
、

奈
良

県
立

医
科

大
等

）
関

関
同

立
1
6
3
名

天天
王王

寺寺
全

文
理

学
科

JR
阪

和
線

　
   

   
美

章
園

駅
よ

り
北

西
へ

30
0m

近
鉄

南
大

阪
線

　
河

堀
口

駅
よ

り
南

西
へ

40
0m

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
文

の
里

駅
よ

り
北

東
へ

70
0m

JR
環

状
線

　
   

   
寺

田
町

駅
よ

り
南

西
へ

80
0m

「
質

実
剛

健
に

し
て

明
朗

闊
達

な
る

べ
し

」
の

校
風

、
「

文
武

両
道

」
の

精
神

、
「

授
業

第
一

主
義

」
「

鍛
錬

主
義

」
「

本
物

志
向

」
の

教
育

方
針

に
よ

り
、

『
日

本
や

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
真

の
リ

ー
ダ

ー
育

成
』

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。

令
和
3
年
度
実
績

進
学
：
桃
山
学
院
大
学
・
桃
山
学
院
教
育
大
学
・
四
天
王
寺
大
学
・
大
阪
商
業
大
学
・

関
西
福
祉
科
学
大
学

就
職
：
株
式
会
社
セ
コ
ム
・
ヤ
マ
ト
運
輸
・
美
原
病
院
・
幸
南
食
糧

○

東東
住住

吉吉
総総

合合
全

総
合

学
科

（
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ス
ク

ー
ル

）

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
喜

連
瓜

破
駅

よ
り

北
西

へ
10

00
ｍ

近
鉄

南
大

阪
線

　
針

中
野

駅
よ

り
南

東
へ

15
00

ｍ

「
機

械
」

・
「

電
気

」
・

「
住

環
境

」
の

工
業

系
列

に
「

英
数

」
・

「
ビ

ジ
ネ

ス
」

・
「

文
化

と
教

養
」

を
加

え
た

6
つ

の
系

列
を

も
つ

全
日

制
総

合
学

科
で

す
。

”
な

り
た

い
自

分
”

を
応

援
す

る
た

め
に

進
学

か
ら

就
職

ま
で

幅
広

い
教

育
を

行
っ

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
2
6
.
0
%
、

専
門

学
校

2
7
.
4
%
、

就
職

4
0
.
9
%
 
 
過

去
の

進
学

先
：

近
畿

大
学

、
阪

南
大

学
　

就
職

先
：

ト
ヨ

タ
自

動
車

、
き

ん
で

ん
等
○

平平
野野

全
普

通
科

メ
ト

ロ
谷

町
線

長
原

駅
よ

り
南

へ
17

00
m

シ
テ

ィ
バ

ス
　

出
戸

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
33

号
系

統
「

恵
我

小
学

校
」

下
車

す
ぐ

平
野

高
校

は
環

境
や

福
祉

に
関

わ
る

コ
ー

ス
を

設
置

し
て

い
ま

す
。

教
科

指
導

面
で

は
習

熟
度

別
少

人
数

授
業

を
実

施
す

る
と

同
時

に
基

礎
的

な
学

習
を

繰
り

返
す

と
い

っ
た

工
夫

に
よ

り
、

わ
か

る
喜

び
や

達
成

感
を

持
た

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
1
6
%
、

専
門

学
校

2
6
%
、

就
職

4
3
%
。

主
な

進
学

先
は

立
命

館
大

学
、

大
阪

電
気

通
信

大
学

、
関

西
外

国
語

大
学

、
大

阪
学

院
大

学
、

阪
南

大
学

、
相

愛
大

学
等

で
す

。
○

長長
吉吉

　　
▲▲

全
総

合
学

科
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
）

メ
ト

ロ
谷

町
線

　
長

原
駅

よ
り

西
へ

1,
10

0m
メ

ト
ロ

谷
町

線
　

出
戸

駅
よ

り
南

へ
1,

50
0m

本
校

は
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

ス
ク

ー
ル

で
す

。
社

会
人

に
な

る
た

め
の

基
礎

的
な

力
を

育
み

ま
す

。
外

国
に

ル
ー

ツ
を

も
つ

生
徒

も
多

く
、

国
際

理
解

教
育

を
推

進
し

て
い

ま
す

。
面

倒
見

が
よ

く
、

生
徒

の
伸

び
率

N
o
.
1
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

““
咲咲

くく
なな

びび
””
でで

行行
きき

たた
いい

学学
校校

をを
検検

索索
！！

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！
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学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

狭狭
山山

全
普
通
科

南
海
高
野
線
　
金
剛
駅
よ
り
西
へ
10

00
m

恵
ま

れ
た

環
境

の
中

で
送

る
、

感
動

の
高

校
生

活
。

学
習

活
動

に
も

部
活

動
に

も
熱

心
に

取
り

組
む

、
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
高

校
生

活
を

通
じ

て
、

基
礎

力
と

実
践

力
に

支
え

ら
れ

た
、

未
来

の
国

際
派

リ
ー

ダ
ー

を
育

て
ま

す
。

最
高

の
環

境
で

未
来

を
デ

ザ
イ

ン
。

丁
寧

に
や

る
気

を
伸

ば
す

指
導

で
合

格
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。
令

和
3
年

度
:
神

戸
/
鳥

取
/
和

歌
山

県
立

医
科

大
/
関

西
/
近

畿
/

龍
谷

/
桃

山
/
同

志
社

/
立

命
館

等
。

○

令
和
3
年
度
実
績

○
 
大
学
・
短
大
 
2
0
.
3
%
　
　
○
 
専
門
学
校
 
4
5
.
3
%

○
 
就
職
（
正
規
雇
用
）
2
6
.
6
%
【
内
定
率
　
8
8
.
1
%
】

○
 
そ
の
他
 
7
.
8
%

○

農農
芸芸

全
ハ
イ
テ
ク
農
芸
科

食
品
加
工
科

資
源
動
物
科

南
海
高
野
線
　
初
芝
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
農
芸
高
校
前
」
下
車

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
よ
り
近
鉄
バ
ス

「
余
部
」
下
車

創
立

1
0
0
年

を
超

え
る

農
業

の
専

門
高

校
。

ハ
イ

テ
ク

農
芸

科
、

食
品

加
工

科
、

資
源

動
物

科
の

3
科

を
有

し
、

広
大

な
農

場
で

野
菜

等
の

栽
培

、
菓

子
の

製
造

や
食

品
加

工
、

動
物

の
飼

育
管

理
の

実
習

に
生

徒
は

励
む

。
魅

力
あ

る
授

業
を

展
開

。

進
学

者
約

7
0
%
で

国
公

私
立

4
年

制
大

学
の

農
学

部
他

、
管

理
栄

養
・

医
療

看
護

系
・

福
祉

方
面

に
も

多
数

、
専

門
高

校
枠

は
強

み
。

就
職

約
3
0
%
で

専
門

分
野

の
園

芸
・

食
品

・
動

物
関

係
等

に
進

む
。

美美
原原

00
77
22
－－

33
66
22
--
33
11
00
00

全
普
通
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
　
　
富
田
林
駅

南
海
高
野
線
　
　
初
芝
駅
　
　
北
野
田
駅

生
徒

一
人

ひ
と

り
に

必
要

な
指

導
・

支
援

を
き

っ
ち

り
と

行
い

、
進

路
実

現
が

で
き

る
学

校
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

特
に

体
育

が
活

発
で

希
望

者
は

2
年

次
か

ら
体

育
専

門
コ

ー
ス

で
も

学
べ

ま
す

。
学

校
行

事
が

多
く

、
部

活
動

が
盛

ん
な

学
校

で
す

。

【
進

学
率

9
0
％

】
大

学
・

短
大

6
3
％

、
看

護
医

療
系

1
5
％

、
専

門
学

校
1
2
％

　
公

務
員

・
就

職
5
％

　
進

路
希

望
に

応
じ

た
説

明
会

・
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
で

進
路

実
現

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
○

堺堺
上上

全
普
通
科

JR
阪
和
線
　
鳳
駅
よ
り
南
東
へ
16

00
m

JR
阪
和
線
　
津
久
野
駅
、
泉
北
高
速
　
深
井
、
泉
ヶ
丘

駅
よ
り
南
海
バ
ス
「
毛
穴
南
」
下
車
　
南
西
へ
38

0m

○
多

様
な

可
能

性
の

た
め

1
年

次
少

人
数

展
開

授
業

を
採

用
、

1
・

2
年

次
は

基
礎

学
力

充
実

の
た

め
全

科
目

履
修

。
○

部
活

動
の

充
実

を
図

り
、

近
畿

大
会

出
場

実
績

あ
り

。
中

学
生

を
対

象
の

堺
上

高
杯

実
施

。
○

進
路

指
導

実
績

で
府

事
業

の
対

象
校

に
選

出
。

進
学

8
割

、
就

職
2
割

。
就

職
、

4
大

・
短

大
、

専
門

学
校

、
看

護
医

療
系

、
公

務
員

な
ど

様
々

な
進

路
実

現
を

可
能

に
す

る
き

め
細

か
い

サ
ポ

ー
ト

体
制

。
全

卒
業

生
進

路
決

定
率

は
7
年

連
続

9
6
％

。

金金
岡岡

全
普
通
科

南
海
高
野
線
　
初
芝
駅
か
ら
北
へ
15

00
m

「
総

合
的

な
探

究
の

時
間

」
を

活
用

し
、

「
2
1
世

紀
型

ス
キ

ル
」

を
鍛

え
る

授
業

を
展

開
し

ま
す

。
日

々
の

学
習

・
生

活
習

慣
の

確
立

と
基

礎
学

力
の

定
着

に
取

り
組

み
、

4
つ

の
類

型
で

進
路

実
現

を
徹

底
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。
部

活
動

も
充

実
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

【
進

学
9
2
%
】

近
畿

大
、

大
阪

経
済

大
、

武
庫

川
女

子
大

、
大

阪
体

育
大

、
大

阪
芸

術
大

、
阪

南
大

等
【

就
職

４
%
】

大
阪

府
警

、
堺

市
役

所
、

J
A
堺

、
日

本
郵

便
、

エ
デ

ィ
オ

ン
等

○

泉泉
陽陽

全
普
通
科

南
海
高
野
線
　
堺
東
駅
よ
り
北
西
へ
80

0ｍ
阪
堺
電
車
　
　
花
田
口
駅
よ
り
東
へ
30

0ｍ
南
海
本
線
　
　
堺
駅
よ
り
東
へ
10

00
ｍ

令
和

2
年

度
創

立
1
2
0
年

の
伝

統
校

。
有

為
な

人
材

を
輩

出
し

て
い

る
。

学
習

面
に

力
を

注
ぎ

、
基

礎
を

定
着

し
た

上
に

講
習

を
充

実
さ

せ
て

進
路

実
現

を
図

る
。

行
事

・
部

活
動

も
充

実
。

日
本

版
海

外
語

学
研

修
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
。

現
役

合
格

：
国

公
立

大
学

1
2
9
名

（
大

阪
大

6
、

神
戸

大
7
、

大
阪

公
立

大
3
3
、

和
歌

山
大

2
7
、

大
阪

教
育

大
1
4
、

北
大

2
、

広
島

大
1
他

）
関

関
同

立
3
7
0
名

堺堺
西西

全
普
通
科

泉
北
高
速
　
栂
・
美
木
多
駅
よ
り
北
西
へ
14

00
m

泉
北
高
速
　
栂
・
美
木
多
駅
ま
た
は
JR

阪
和
線
　
津
久
野
駅

よ
り
バ
ス
「
堺
西
高
校
前
」
下
車
す
ぐ

「
体

育
・

芸
術

表
現

創
造

コ
ー

ス
」

を
設

け
る

な
ど

、
多

様
な

進
路

実
現

に
対

応
し

、
わ

か
り

や
す

い
授

業
や

活
発

な
行

事
と

部
活

動
な

ど
の

全
人

教
育

を
通

し
て

、
社

会
で

必
要

な
力

を
育

む
こ

と
を

教
育

目
標

に
し

て
い

ま
す

。

9
割

の
生

徒
が

進
学

。
令

和
3
年

度
実

績
：

(
国

公
立

）
大

阪
教

育
、

大
阪

公
立

、
奈

良
教

育
他

【
現

役
8
名

】
(
私

学
）

同
志

社
、

立
命

館
、

関
西

学
院

、
関

西
、

近
畿

他
<
就

職
>
大

阪
市

役
所

他

東東
百百

舌舌
鳥鳥

全
普
通
科

泉
北
高
速
　
　
深
井
駅
よ
り
北
東
へ
16

00
ｍ

南
海
高
野
線
　
初
芝
駅
よ
り
南
西
へ
18

00
ｍ

南
海
高
野
線
　
中
百
舌
鳥
駅
ま
た
は
北
野
田
駅
よ
り

バ
ス
「
大
野
芝
」
下
車
　
西
へ
50

0ｍ

看
護

医
療

専
門

コ
ー

ス
等

4
つ

の
コ

ー
ス

で
進

路
実

現
を

応
援

し
ま

す
。

ま
た

、
I
C
T

を
活

用
し

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

体
験

し
て

く
だ

さ
い

。
部

活
動

を
主

体
的

に
取

組
む

生
徒

へ
の

応
援

制
度

も
あ

り
ま

す
。

さ
あ

君
も

東
モ

ズ
で

未
来

を
つ

か
も

う
。

進
学

9
割

（
大

短
専

、
看

護
医

療
2
割

含
）

和
歌

山
2
、

近
大

1
7
、

大
経

3
、

関
西

外
1
、

摂
南

2
2
、

桃
山

3
7
、

(
看

医
)
南

大
阪

5
、

清
恵

会
5
、

錦
秀

会
3
、

泉
州

3
、

ベ
ル

ラ
ン

ド
2
、

浅
香

山
2

○

登登
美美

丘丘
全

普
通
科

南
海
高
野
線
　
北
野
田
駅
よ
り
南
西
へ
60

0m
創

立
9
9
年

の
伝

統
校

で
す

。
「

登
美

校
生

は
、

強
い

か
ら

優
し

い
」

の
育

成
目

標
の

も
と

、
生

徒
は

学
習

、
部

活
動

、
学

校
行

事
,
地

域
連

携
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
学

校
生

活
へ

の
満

足
度

も
高

く
、

「
君

が
輝

く
学

校
」

で
す

。

令
和

3
年

度
:
 
進

学
5
割

 
就

職
5
割

　
個

を
尊

重
し

た
丁

寧
か

つ
決

め
細

や
か

な
進

路
指

導
　

桃
山

学
院

 
帝

塚
山

学
院

 
な

ど
地

元
大

学
と

連
携

○

鳳鳳
全

普
通
科

（
単
位
制
）

JR
阪
和
線
　
鳳
駅
よ
り
南
東
へ
17

00
m

JR
阪
和
線
　
富
木
駅
よ
り
東
へ
12

00
m

南
海
バ
ス
　
「
草
部
」
下
車
　
西
へ
80

0m

令
和

3
年

、
創

立
1
0
0
周

年
。

普
通

科
単

位
制

の
シ

ス
テ

ム
を

活
か

し
進

路
に

直
結

し
た

約
1
3
0
の

選
択

科
目

を
設

置
。

文
武

両
道

の
精

神
の

も
と

、
進

学
実

績
と

部
活

動
加

入
率

が
9
割

の
活

気
あ

る
学

校
で

「
天

高
く

翔
け

る
」

人
材

の
育

成
を

図
り

ま
す

。

9
割

以
上

が
4
年

制
大

学
に

進
学

。
令

和
3
年

度
の

主
な

現
役

生
の

合
格

実
績

：
大

阪
大

、
大

公
大

、
大

教
大

、
京

教
大

、
奈

教
大

、
和

歌
山

大
、

同
志

社
大

、
立

命
館

大
、

関
西

学
院

大
、

関
西

大
、

近
大

等
○

福福
泉泉

全
普
通
科

JR
阪
和
線
　
鳳
駅
、
泉
北
高
速
　
栂
・
美
木
多
駅
よ

り
バ
ス
「
福
泉
高
校
前
」
下
車
　
東
へ
20

0m

●
「

一
般

.
教

養
」

「
環

境
科

学
」

「
国

際
文

化
」

の
3
コ

ー
ス

で
進

路
実

現
を

サ
ポ

ー
ト

 
●

全
Ｈ

Ｒ
電

子
黒

板
フ

ル
活

用
！

 
基

礎
力

定
着

！
 
●

思
い

出
に

残
る

学
校

行
事

(
体

育
祭

 
文

化
祭

 
修

学
旅

行
 
等

)
を

「
と

こ
と

ん
」

応
援

し
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

四
年

制
大

学
3
1
％

(
関

西
大

、
京

産
大

、
大

工
大

、
摂

南
大

、
大

芸
大

、
大

経
大

、
桃

山
学

院
大

な
ど

)
,
短

大
専

門
等

2
5
％

就
職

4
4
％

【
学

校
紹

介
に

よ
る

就
職

率
1
0
0
％

】
○

堺 市
立

堺堺
定

ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ創

造
科

工
業
科

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・
南
海
高
野
線
　
三
国
ヶ
丘
駅
よ
り
東

へ
50

0m
南
海
高
野
線
　
百
舌
鳥
八
幡
駅
よ
り
西
へ
50

0m

〇
工

業
（

機
械

自
動

車
・

建
築

）
と

商
業

の
専

門
学

科
を

有
す

る
定

時
制

課
程

の
学

校
で

す
。

　
〇

少
人

数
指

導
の

「
チ

ュ
ー

タ
ー

制
」

を
導

入
し

て
、

丁
寧

で
き

め
細

や
か

な
教

育
を

特
徴

と
し

て
い

ま
す

。

〇
令

和
3
年

度
実

績
：

進
学

6
名

／
就

職
1
2
名

〇
親

切
・

熱
心

・
丁

寧
な

キ
ャ

リ
ア

指
導

に
よ

り
、

卒
業

後
の

進
路

を
全

力
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
ま

す
。

○

堺 市
立

堺堺
全

ｻｲ
ｴﾝ
ｽ創

造
科

機
械
材
料
創
造
科

建
築
ｲﾝ
ﾃﾘ
ｱ創

造
科

ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ創

造
科

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・
南
海
高
野
線
　
三
国
ヶ
丘
駅
よ
り
東

へ
50

0m
南
海
高
野
線
　
百
舌
鳥
八
幡
駅
よ
り
西
へ
50

0m

【
3
つ
の
異
な
る
学
び
の
系
列
（
出
願
時
選
択
）
】

○
「
サ
イ
エ
ン
ス
創
造
科
」
→
理
数
系
　
○
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
科
」
→
商
業
系

○
「
機
械
材
料
創
造
科
」
・
「
建
築
イ
ン
テ
リ
ア
創
造
科
」
→
工
業
系
（
も
の
づ
く
り
系
）

◆
充
実
し
た
施
設
設
備
◆

約
8
0
%
が

就
職

。
大

手
企

業
へ

の
内

定
者

多
数

（
西

日
本

旅
客

鉄
道

、
カ

ネ
カ

、
ク

ボ
タ

等
）

。
大

学
等

へ
の

進
学

は
、

指
定

校
推

薦
を

利
用

(
近

畿
大

、
大

阪
工

大
、

大
阪

電
通

大
、

大
阪

産
大

等
)
。

堺堺
工工

科科
定

総
合
学
科

JR
阪
和
線
　
　
百
舌
鳥
駅
よ
り
西
へ
12

00
m

南
海
高
野
線
　
堺
東
駅
ま
た
は
南
海
本
線
堺
駅
よ
り

南
海
バ
ス
「
大
仙
中
町
」
下
車

「
も

の
づ

く
り

」
を

中
心

に
、

基
本

的
な

知
識

・
技

能
を

学
び

、
各

種
資

格
取

得
に

挑
戦

し
、

自
己

実
現

を
め

ざ
す

。
土

曜
講

座
「

堺
学

」
で

打
ち

刃
物

や
線

香
を

製
作

。
地

域
と

連
携

し
た

活
動

に
積

極
的

に
参

加
し

自
己

有
用

感
を

育
ん

で
い

る
。

学
校

斡
旋

就
職

希
望

者
＝

内
定

率
1
0
0
%
。

働
き

な
が

ら
学

ぶ
こ

と
を

大
切

に
、

約
9
0
%
の

生
徒

が
ア

ル
バ

イ
ト

等
の

就
労

を
体

験
し

て
い

る
。

堺堺
工工

科科
全

工
業
科

JR
阪
和
線
　
　
百
舌
鳥
駅
よ
り
西
へ
12

00
m

南
海
高
野
線
　
堺
東
駅
ま
た
は
南
海
本
線
堺
駅
よ
り

南
海
バ
ス
「
大
仙
中
町
」
下
車

環
境

化
学

シ
ス

テ
ム

系
(
府

内
2
校

の
み

)
、

機
械

系
、

電
気

系
の

3
系

を
設

置
。

課
題

解
決

型
学

習
を

導
入

し
、

生
徒

自
ら

が
考

え
る

教
育

を
実

践
。

実
践

的
技

能
養

成
重

点
型

校
と

し
て

資
格

取
得

に
重

点
を

お
く

。
多

く
の

求
人

件
数

と
高

い
内

定
率

を
誇

る
。

国
公

立
2
0
(
神

戸
大

、
大

阪
公

立
大

、
大

教
大

、
和

歌
山

大
、

他
)
 
関

関
同

立
1
5
0
、

産
近

甲
龍

3
1
3
、

看
護

学
校

(
大

阪
警

察
病

院
、

大
阪

病
院

付
属

、
大

阪
労

災
)
他

○

■
「
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
の
入
学
者
選
抜
」
実
施
校
　
　
　
　
　
▲
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
帰
国
生
徒
・
外
国
人
生
徒
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

☆
「
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
入
学
者
選
抜
」
実
施
校
　
　
★
「
共
生
推
進
教
室
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

泉泉
北北

　　
■■

全
国
際
文
化
科

総
合
科
学
科

泉
北
高
速
　
泉
ヶ
丘
駅
よ
り
南
西
へ
12

00
m

泉
北
高
速
　
泉
ヶ
丘
駅
よ
り
バ
ス
「
泉
北
高
校
前
」

下
車

S
S
H
(
経

過
措

置
)
指

定
校

。
S
G
H
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
校

。
W
W
L
連

携
協

力
校

。
課

題
研

究
等

を
実

施
し

全
学

年
で

グ
ロ

ー
バ

ル
な

人
材

の
育

成
を

行
っ

て
い

る
。

企
業

・
大

学
連

携
や

、
実

験
・

実
習

を
重

視
し

た
活

動
を

実
践

。
ク

ラ
ブ

活
動

も
盛

ん
。

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

1
0
5
番

～
1
3
1
番

）

学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

布布
施施

工工
科科

全
工
業
科

近
鉄
奈
良
線
　
八
戸
ノ
里
駅
よ
り
南
へ
12

00
m

近
鉄
大
阪
線
　
長
瀬
駅
よ
り
北
東
へ
12

00
m

｢
人

づ
く

り
・

も
の

づ
く

り
・

夢
づ

く
り

｣
を

ス
ロ

ー
ガ

ン
に

､
社

会
人

基
礎

力
・

資
格

取
得

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
､
デ

ュ
ア

ル
シ

ス
テ

ム
等

の
体

験
型

学
習

の
導

入
に

よ
り

､
地

域
と

連
携

し
た

も
の

づ
く

り
人

材
の

育
成

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

就
職

希
望

者
約

8
5
%
、

進
学

希
望

者
約

1
5
%
、

求
人

倍
率

は
6
.
5
倍

。
就

職
希

望
者

は
1
0
0
%
就

職
、

進
学

希
望

者
も

指
定

校
推

薦
、

工
科

高
校

特
別

推
薦

等
に

よ
り

1
0
0
%
進

学
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
2
8
%
、

専
門

学
校

3
5
%
、

就
職

3
1
%
、

そ
の

他
6
%

主
な

進
学

先
：

摂
南

大
学

、
大

阪
産

業
大

学
、

大
阪

成
蹊

大
学

、
奈

良
大

学
な

ど
就

職
内

定
率

：
1
0
0
％

○

布布
施施

北北
　　

▲▲
全

総
合
学
科

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
ス
ク
ー
ル
）

近
鉄
奈
良
線
　
若
江
岩
田
駅
よ
り
北
西
へ
15

00
m

近
鉄
け
い
は
ん
な
線
　
荒
本
駅
よ
り
南
へ
90

0m

「
モ

ジ
ュ

ー
ル

授
業

」
や

「
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

タ
イ

ム
」

、
職

場
体

験
学

習
を

行
う

「
デ

ュ
ア

ル
シ

ス
テ

ム
」

で
、

一
人

ひ
と

り
の

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

、
社

会
で

活
躍

で
き

る
力

を
育

み
ま

す
。

国
際

理
解

を
深

め
る

多
文

化
理

解
教

育
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

【
令

和
3
年

度
実

績
】

進
学

3
8
％

（
大

阪
経

済
法

科
大

学
・

大
阪

商
業

大
学

・
東

大
阪

大
学

・
摂

南
大

学
・

大
阪

女
学

院
大

学
・

近
畿

大
学

短
期

大
学

部
等

）
、

就
職

4
6
％

、
そ

の
他

1
6
％

○

枚枚
岡岡

樟樟
風風

　　
★★

全
総
合
学
科

近
鉄
奈
良
線
　
瓢
箪
山
駅
よ
り
北
へ
90

0m
本

校
総

合
学

科
で

は
、

農
と

自
然

・
工

業
デ

ザ
イ

ン
・

情
報

・
福

祉
／

保
育

・
文

理
・

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

・
地

域
文

化
な

ど
の

選
択

科
目

か
ら

、
特

色
の

あ
る

様
々

な
科

目
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

共
生

推
進

教
室

を
併

設
し

て
い

ま
す

。

【
令

和
3
年

度
実

績
】

大
阪

公
立

大
、

和
歌

山
大

、
鳥

取
大

、
奈

良
県

立
医

科
大

、
奈

良
県

立
大

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

、
近

畿
大

、
等

、
9
割

以
上

が
進

学

金金
剛剛

　　
★★

全
普
通
科

近
鉄
長
野
線
　
富
田
林
駅
よ
り
近
鉄
バ
ス

「
金
剛
高
校
前
」
下
車
30

0m
南
海
高
野
線
　
金
剛
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
金
剛
高
校
前
」
下
車
30

0m

“
強

い
、

楽
し

い
、

夢
あ

る
金

剛
”

　
1
年

で
は

英
国

数
を

重
点

的
に

学
び

、
2
年

か
ら

は
①

文
系

②
理

系
③

看
護

医
療

系
④

保
育

福
祉

系
の

4
つ

の
コ

ー
ス

に
分

か
れ

ま
す

。
英

語
は

全
学

年
で

少
人

数
指

導
を

導
入

。
行

事
や

部
活

動
も

充
実

の
躍

進
校

で
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

4
年

制
大

学
で

は
、

関
西

大
、

近
畿

大
、

龍
谷

大
、

桃
山

学
院

大
、

桃
山

学
院

教
育

大
、

四
天

王
寺

大
等

に
合

格
。

短
大

、
看

護
専

門
学

校
、

公
務

員
等

の
多

様
な

進
路

に
も

対
応

。
○

河河
南南

全
普
通
科

近
鉄
長
野
線
富
田
林
西
口
駅

「
学

習
・

部
活

動
・

行
事

」
を

柱
に

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
力

強
く

成
長

す
る

学
校

づ
く

り
を

め
ざ

す
。

一
人

ひ
と

り
の

躍
動

が
「

強
い

河
南

」
を

創
っ

て
い

く
。

今
年

創
立

1
1
0
周

年
。

令
和

3
年

度
卒

業
2
3
8
名

　
国

公
立

大
4
9
（

大
阪

大
1
 
大

阪
公

立
大

2
2
 
大

教
大

4
和

歌
山

大
1
0
）

 
関

西
大

8
9
 
関

西
学

院
大

3
5
 
同

志
社

大
1
3
 
立

命
館

大
1
3
 
等

○

長長
野野

　　
■■

全
普
通
科

国
際
文
化
科

南
海
高
野
線
　
千
代
田
駅
よ
り
南
西
へ
80

0m
近
鉄
長
野
線
　
河
内
長
野
駅
よ
り
北
西
へ
12

00
m

河
内
長
野
駅
よ
り
バ
ス
「
市
役
所
前
」
下
車

国
公

立
・

私
立

大
学

等
へ

の
進

学
を

め
ざ

し
、

普
通

科
に

は
「

文
系

ア
ド

バ
ン

ス
」

「
理

系
ア

ド
バ

ン
ス

」
等

の
コ

ー
ス

を
設

置
。

特
別

講
習

や
自

習
室

完
備

で
サ

ポ
ー

ト
体

制
が

充
実

。
国

際
文

化
科

で
は

、
大

学
と

も
連

携
し

た
語

学
教

育
を

実
施

。

令
和

3
年

度
：

進
学

9
割

以
上

【
海

外
進

学
】

台
湾

、
韓

国
【

大
学

】
大

教
、

同
大

、
関

大
、

近
大

、
甲

南
、

京
産

、
龍

谷
、

関
外

大
、

摂
南

、
追

手
門

、
桃

学
大

【
看

護
医

療
系

】
森

ノ
宮

医
療

、
近

大
附

属

富富
田田

林林
全

普
通
科

近
鉄
長
野
線
　
富
田
林
西
口
駅
よ
り
南
東
へ
50

0m
「

ぜ
ん

ぶ
全

力
」

が
合

言
葉

の
創

立
1
2
0
年

の
伝

統
校

。
S
S
H
校

と
し

て
高

度
な

理
数

教
育

を
実

践
す

る
と

と
も

に
、

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
に

も
力

を
入

れ
、

海
外

修
学

旅
行

や
海

外
研

修
な

ど
、

豊
か

な
「

学
び

」
を

提
供

し
ま

す
。

過
去

3
年

：
筑

波
、

大
教

、
早

稲
田

、
青

学
、

法
政

、
明

治
、

上
智

、
中

央
、

同
志

社
、

立
命

館
、

関
学

、
関

大
、

近
大

、
甲

南
、

龍
谷

、
京

産
、

大
経

、
摂

南
、

関
外

大
、

大
体

、
天

理
、

森
ノ

宮
医

療
、

大
和

○

生生
野野

全
文
理
学
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
よ
り
南
西
へ
60

0m
学

習
・

学
校

行
事

・
部

活
動

の
三

本
柱

を
大

切
に

し
、

「
文

武
両

道
」

の
真

の
実

践
を

め
ざ

す
挨

拶
で

溢
れ

る
明

る
く

規
律

あ
る

学
校

で
す

。
S
S
H
3
期

目
指

定
、

ネ
イ

テ
ィ

ブ
教

員
配

置
。

部
活

動
で

は
心

技
体

を
磨

き
、

近
畿

・
全

国
大

会
等

に
多

数
出

場
。

令
和

3
年

度
実

績
：

京
都

、
大

阪
、

神
戸

、
北

海
道

、
東

北
、

名
古

屋
、

大
阪

教
育

、
大

阪
公

立
、

筑
波

岡
山

、
慶

応
、

同
志

社
、

関
西

、
関

西
学

院
、

立
命

館

大大
塚塚

全
普
通
科

体
育
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
よ
り
南
東
へ

普
通

科
と

体
育

科
の

設
置

校
で

約
6
4
％

が
大

学
･
短

大
に

進
学

。
進

路
講

習
や

補
習

も
充

実
。

部
活

動
生

徒
が

多
く

元
気

で
明

る
い

中
に

も
凛

と
し

た
校

風
で

、
安

全
・

安
心

・
納

得
・

満
足

を
モ

ッ
ト

ー
に

挨
拶

や
マ

ナ
ー

指
導

に
力

を
入

れ
て

い
ま

す
。

総
合

学
科

で
多

様
な

進
路

と
社

会
で

輝
く

人
に

！
令

和
３

年
度

実
績

：
【

進
学

】
大

阪
公

立
大

 
甲

南
大

 
関

西
外

大
 
京

都
産

業
大

な
ど

【
就

職
】

阪
神

電
鉄

 
ジ

ー
ユ

ー
 
た

ね
や

 
ク

ボ
タ

 
日

本
郵

便
○

懐懐
風風

館館
全

普
通
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
駒
ヶ
谷
駅
よ
り
南
へ
13

00
ｍ

恵
ま

れ
た

自
然

環
境

の
中

、
学

力
の

向
上

と
豊

か
な

人
間

性
の

育
成

に
よ

り
進

路
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。
1
年

は
基

礎
学

力
の

定
着

(
数

学
：

少
人

数
授

業
,
英

語
：

ネ
イ

テ
ィ

ブ
講

師
活

用
等

)
,
2
年

以
降

は
専

門
コ

ー
ス

2
つ

と
系

列
2
つ

に
分

か
れ

ま
す

。

令
和

3
年

度
：

大
学

短
大

3
8
%
、

専
門

学
校

4
0
%
(
う

ち
看

護
6
%
)
、

就
職

1
2
%
、

他
1
0
%

進
学

先
(
過

去
3
年

)
：

近
畿

、
佛

教
、

桃
山

学
院

、
摂

南
、

大
阪

経
済

、
大

阪
工

業
 
等

○

松松
原原

　　
☆☆

全
総
合
学
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
よ
り
北
へ
25

00
m

「
優

し
い

チ
カ

ラ
の

育
成

」
を

方
針

に
、

「
信

頼
」

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

社
会

参
加

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
チ

カ
ラ

（
話

）
、

ル
ー

ル
を

守
り

責
任

を
果

た
せ

る
チ

カ
ラ

（
和

）
、

違
い

を
認

め
共

に
生

き
る

チ
カ

ラ
（

輪
）

を
育

て
ま

す
。

約
9
割

の
生

徒
が

進
学

し
て

い
ま

す
。

（
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

大
阪

公
立

大
、

島
根

大
、

富
山

大
、

関
西

大
、

龍
谷

大
、

近
畿

大
、

京
産

大
。

大
経

大
、

関
外

大
、

大
工

大
、

摂
南

大
、

佛
教

大
他

）

藤藤
井井

寺寺
工工

科科
全

工
業
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
藤
井
寺
駅
よ
り
東
へ
65

0m
こ

こ
か

ら
始

ま
る

未
来

の
君

へ
～

本
物

の
「

チ
カ

ラ
」

を
つ

け
る

環
境

が
こ

こ
に

あ
る

～
 
、

実
践

的
技

能
養

成
重

点
型

校
指

定
さ

れ
、

資
格

取
得

指
導

に
重

点
を

置
き

教
育

活
動

を
展

開
。

「
機

械
系

」
・

「
電

気
系

」
・

「
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

系
」

3
系

設
置

令
和

3
年

度
実

績
：

就
職

7
8
％

 
進

学
1
8
％

 
そ

の
他

3
％

【
就

職
内

定
率

1
0
0
％

】
関

西
電

力
（

株
）

大
阪

ガ
ス

（
株

）
近

畿
日

本
鉄

道
（

株
）

等
【

進
学

】
近

畿
大

、
大

阪
工

業
大

 
等

藤藤
井井

寺寺
全

普
通
科

近
鉄
南
大
阪
線
藤
井
寺
駅
よ
り
北
西
へ
22

00
m
･高

鷲
駅
よ

り
北
へ
16

00
m
・
メ
ト
ロ
谷
町
線
長
原
駅
よ
り
南
へ

25
00

m
　
　
八
尾
南
駅
よ
り
南
西
へ
28

00
m

近
鉄
バ
ス
「
大
正
橋
南
詰
」
よ
り
西
へ
80

0m

 
「

藤
高

（
ふ

じ
た

か
）

」
の

愛
称

で
呼

ば
れ

る
地

域
に

密
着

し
た

「
普

通
科

」
の

学
校

で
す

。
学

習
活

動
、

部
活

動
に

力
を

入
れ

、
将

来
、

地
域

社
会

で
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
躍

す
る

人
材

を
育

成
し

て
い

ま
す

。

多
様

な
生

徒
に

合
わ

せ
、

多
様

な
進

路
を

実
現

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

専
門

学
校

3
名

、
学

校
斡

旋
就

職
1
7
名

藤藤
井井

寺寺
工工

科科
定

総
合
学
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
藤
井
寺
駅
よ
り
東
へ
65

0m
総

合
学

科
で

、
教

養
、

生
活

科
学

、
C
A
D
も

の
づ

く
り

、
自

動
車

の
4
つ

の
系

列
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
で

、
資

格
取

得
に

力
を

入
れ

て
い

ま
す

。
モ

ジ
ュ

ー
ル

授
業

を
展

開
す

る
な

ど
、

基
礎

学
力

の
養

成
に

も
力

を
入

れ
て

い
ま

す
。

““
咲咲
くく
なな
びび

””
でで

行行
きき

たた
いい

学学
校校

をを
検検

索索
！！

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！

14

R5_PublicHighSchool-Guide.indd   14R5_PublicHighSchool-Guide.indd   14 2022/06/03   15:052022/06/03   15:05



学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

狭狭
山山

全
普
通
科

南
海
高
野
線
　
金
剛
駅
よ
り
西
へ
10

00
m

恵
ま

れ
た

環
境

の
中

で
送

る
、

感
動

の
高

校
生

活
。

学
習

活
動

に
も

部
活

動
に

も
熱

心
に

取
り

組
む

、
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
高

校
生

活
を

通
じ

て
、

基
礎

力
と

実
践

力
に

支
え

ら
れ

た
、

未
来

の
国

際
派

リ
ー

ダ
ー

を
育

て
ま

す
。

最
高

の
環

境
で

未
来

を
デ

ザ
イ

ン
。

丁
寧

に
や

る
気

を
伸

ば
す

指
導

で
合

格
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。
令

和
3
年

度
:
神

戸
/
鳥

取
/
和

歌
山

県
立

医
科

大
/
関

西
/
近

畿
/

龍
谷

/
桃

山
/
同

志
社

/
立

命
館

等
。

○

令
和
3
年
度
実
績

○
 
大
学
・
短
大
 
2
0
.
3
%
　
　
○
 
専
門
学
校
 
4
5
.
3
%

○
 
就
職
（
正
規
雇
用
）
2
6
.
6
%
【
内
定
率
　
8
8
.
1
%
】

○
 
そ
の
他
 
7
.
8
%

○

農農
芸芸

全
ハ
イ
テ
ク
農
芸
科

食
品
加
工
科

資
源
動
物
科

南
海
高
野
線
　
初
芝
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
農
芸
高
校
前
」
下
車

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
よ
り
近
鉄
バ
ス

「
余
部
」
下
車

創
立

1
0
0
年

を
超

え
る

農
業

の
専

門
高

校
。

ハ
イ

テ
ク

農
芸

科
、

食
品

加
工

科
、

資
源

動
物

科
の

3
科

を
有

し
、

広
大

な
農

場
で

野
菜

等
の

栽
培

、
菓

子
の

製
造

や
食

品
加

工
、

動
物

の
飼

育
管

理
の

実
習

に
生

徒
は

励
む

。
魅

力
あ

る
授

業
を

展
開

。

進
学

者
約

7
0
%
で

国
公

私
立

4
年

制
大

学
の

農
学

部
他

、
管

理
栄

養
・

医
療

看
護

系
・

福
祉

方
面

に
も

多
数

、
専

門
高

校
枠

は
強

み
。

就
職

約
3
0
%
で

専
門

分
野

の
園

芸
・

食
品

・
動

物
関

係
等

に
進

む
。

美美
原原

00
77
22
－－

33
66
22
--
33
11
00
00

全
普
通
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
　
　
富
田
林
駅

南
海
高
野
線
　
　
初
芝
駅
　
　
北
野
田
駅

生
徒

一
人

ひ
と

り
に

必
要

な
指

導
・

支
援

を
き

っ
ち

り
と

行
い

、
進

路
実

現
が

で
き

る
学

校
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

特
に

体
育

が
活

発
で

希
望

者
は

2
年

次
か

ら
体

育
専

門
コ

ー
ス

で
も

学
べ

ま
す

。
学

校
行

事
が

多
く

、
部

活
動

が
盛

ん
な

学
校

で
す

。

【
進

学
率

9
0
％

】
大

学
・

短
大

6
3
％

、
看

護
医

療
系

1
5
％

、
専

門
学

校
1
2
％

　
公

務
員

・
就

職
5
％

　
進

路
希

望
に

応
じ

た
説

明
会

・
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
で

進
路

実
現

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
○

堺堺
上上

全
普
通
科

JR
阪
和
線
　
鳳
駅
よ
り
南
東
へ
16

00
m

JR
阪
和
線
　
津
久
野
駅
、
泉
北
高
速
　
深
井
、
泉
ヶ
丘

駅
よ
り
南
海
バ
ス
「
毛
穴
南
」
下
車
　
南
西
へ
38

0m

○
多

様
な

可
能

性
の

た
め

1
年

次
少

人
数

展
開

授
業

を
採

用
、

1
・

2
年

次
は

基
礎

学
力

充
実

の
た

め
全

科
目

履
修

。
○

部
活

動
の

充
実

を
図

り
、

近
畿

大
会

出
場

実
績

あ
り

。
中

学
生

を
対

象
の

堺
上

高
杯

実
施

。
○

進
路

指
導

実
績

で
府

事
業

の
対

象
校

に
選

出
。

進
学

8
割

、
就

職
2
割

。
就

職
、

4
大

・
短

大
、

専
門

学
校

、
看

護
医

療
系

、
公

務
員

な
ど

様
々

な
進

路
実

現
を

可
能

に
す

る
き

め
細

か
い

サ
ポ

ー
ト

体
制

。
全

卒
業

生
進

路
決

定
率

は
7
年

連
続

9
6
％

。

金金
岡岡

全
普
通
科

南
海
高
野
線
　
初
芝
駅
か
ら
北
へ
15

00
m

「
総

合
的

な
探

究
の

時
間

」
を

活
用

し
、

「
2
1
世

紀
型

ス
キ

ル
」

を
鍛

え
る

授
業

を
展

開
し

ま
す

。
日

々
の

学
習

・
生

活
習

慣
の

確
立

と
基

礎
学

力
の

定
着

に
取

り
組

み
、

4
つ

の
類

型
で

進
路

実
現

を
徹

底
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。
部

活
動

も
充

実
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

【
進

学
9
2
%
】

近
畿

大
、

大
阪

経
済

大
、

武
庫

川
女

子
大

、
大

阪
体

育
大

、
大

阪
芸

術
大

、
阪

南
大

等
【

就
職

４
%
】

大
阪

府
警

、
堺

市
役

所
、

J
A
堺

、
日

本
郵

便
、

エ
デ

ィ
オ

ン
等

○

泉泉
陽陽

全
普
通
科

南
海
高
野
線
　
堺
東
駅
よ
り
北
西
へ
80

0ｍ
阪
堺
電
車
　
　
花
田
口
駅
よ
り
東
へ
30

0ｍ
南
海
本
線
　
　
堺
駅
よ
り
東
へ
10

00
ｍ

令
和

2
年

度
創

立
1
2
0
年

の
伝

統
校

。
有

為
な

人
材

を
輩

出
し

て
い

る
。

学
習

面
に

力
を

注
ぎ

、
基

礎
を

定
着

し
た

上
に

講
習

を
充

実
さ

せ
て

進
路

実
現

を
図

る
。

行
事

・
部

活
動

も
充

実
。

日
本

版
海

外
語

学
研

修
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
。

現
役

合
格

：
国

公
立

大
学

1
2
9
名

（
大

阪
大

6
、

神
戸

大
7
、

大
阪

公
立

大
3
3
、

和
歌

山
大

2
7
、

大
阪

教
育

大
1
4
、

北
大

2
、

広
島

大
1
他

）
関

関
同

立
3
7
0
名

堺堺
西西

全
普
通
科

泉
北
高
速
　
栂
・
美
木
多
駅
よ
り
北
西
へ
14

00
m

泉
北
高
速
　
栂
・
美
木
多
駅
ま
た
は
JR

阪
和
線
　
津
久
野
駅

よ
り
バ
ス
「
堺
西
高
校
前
」
下
車
す
ぐ

「
体

育
・

芸
術

表
現

創
造

コ
ー

ス
」

を
設

け
る

な
ど

、
多

様
な

進
路

実
現

に
対

応
し

、
わ

か
り

や
す

い
授

業
や

活
発

な
行

事
と

部
活

動
な

ど
の

全
人

教
育

を
通

し
て

、
社

会
で

必
要

な
力

を
育

む
こ

と
を

教
育

目
標

に
し

て
い

ま
す

。

9
割

の
生

徒
が

進
学

。
令

和
3
年

度
実

績
：

(
国

公
立

）
大

阪
教

育
、

大
阪

公
立

、
奈

良
教

育
他

【
現

役
8
名

】
(
私

学
）

同
志

社
、

立
命

館
、

関
西

学
院

、
関

西
、

近
畿

他
<
就

職
>
大

阪
市

役
所

他

東東
百百

舌舌
鳥鳥

全
普
通
科

泉
北
高
速
　
　
深
井
駅
よ
り
北
東
へ
16

00
ｍ

南
海
高
野
線
　
初
芝
駅
よ
り
南
西
へ
18

00
ｍ

南
海
高
野
線
　
中
百
舌
鳥
駅
ま
た
は
北
野
田
駅
よ
り

バ
ス
「
大
野
芝
」
下
車
　
西
へ
50

0ｍ

看
護

医
療

専
門

コ
ー

ス
等

4
つ

の
コ

ー
ス

で
進

路
実

現
を

応
援

し
ま

す
。

ま
た

、
I
C
T

を
活

用
し

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

体
験

し
て

く
だ

さ
い

。
部

活
動

を
主

体
的

に
取

組
む

生
徒

へ
の

応
援

制
度

も
あ

り
ま

す
。

さ
あ

君
も

東
モ

ズ
で

未
来

を
つ

か
も

う
。

進
学

9
割

（
大

短
専

、
看

護
医

療
2
割

含
）

和
歌

山
2
、

近
大

1
7
、

大
経

3
、

関
西

外
1
、

摂
南

2
2
、

桃
山

3
7
、

(
看

医
)
南

大
阪

5
、

清
恵

会
5
、

錦
秀

会
3
、

泉
州

3
、

ベ
ル

ラ
ン

ド
2
、

浅
香

山
2

○

登登
美美

丘丘
全

普
通
科

南
海
高
野
線
　
北
野
田
駅
よ
り
南
西
へ
60

0m
創

立
9
9
年

の
伝

統
校

で
す

。
「

登
美

校
生

は
、

強
い

か
ら

優
し

い
」

の
育

成
目

標
の

も
と

、
生

徒
は

学
習

、
部

活
動

、
学

校
行

事
,
地

域
連

携
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
学

校
生

活
へ

の
満

足
度

も
高

く
、

「
君

が
輝

く
学

校
」

で
す

。

令
和

3
年

度
:
 
進

学
5
割

 
就

職
5
割

　
個

を
尊

重
し

た
丁

寧
か

つ
決

め
細

や
か

な
進

路
指

導
　

桃
山

学
院

 
帝

塚
山

学
院

 
な

ど
地

元
大

学
と

連
携

○

鳳鳳
全

普
通
科

（
単
位
制
）

JR
阪
和
線
　
鳳
駅
よ
り
南
東
へ
17

00
m

JR
阪
和
線
　
富
木
駅
よ
り
東
へ
12

00
m

南
海
バ
ス
　
「
草
部
」
下
車
　
西
へ
80

0m

令
和

3
年

、
創

立
1
0
0
周

年
。

普
通

科
単

位
制

の
シ

ス
テ

ム
を

活
か

し
進

路
に

直
結

し
た

約
1
3
0
の

選
択

科
目

を
設

置
。

文
武

両
道

の
精

神
の

も
と

、
進

学
実

績
と

部
活

動
加

入
率

が
9
割

の
活

気
あ

る
学

校
で

「
天

高
く

翔
け

る
」

人
材

の
育

成
を

図
り

ま
す

。

9
割

以
上

が
4
年

制
大

学
に

進
学

。
令

和
3
年

度
の

主
な

現
役

生
の

合
格

実
績

：
大

阪
大

、
大

公
大

、
大

教
大

、
京

教
大

、
奈

教
大

、
和

歌
山

大
、

同
志

社
大

、
立

命
館

大
、

関
西

学
院

大
、

関
西

大
、

近
大

等
○

福福
泉泉

全
普
通
科

JR
阪
和
線
　
鳳
駅
、
泉
北
高
速
　
栂
・
美
木
多
駅
よ

り
バ
ス
「
福
泉
高
校
前
」
下
車
　
東
へ
20

0m

●
「

一
般

.
教

養
」

「
環

境
科

学
」

「
国

際
文

化
」

の
3
コ

ー
ス

で
進

路
実

現
を

サ
ポ

ー
ト

 
●

全
Ｈ

Ｒ
電

子
黒

板
フ

ル
活

用
！

 
基

礎
力

定
着

！
 
●

思
い

出
に

残
る

学
校

行
事

(
体

育
祭

 
文

化
祭

 
修

学
旅

行
 
等

)
を

「
と

こ
と

ん
」

応
援

し
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

四
年

制
大

学
3
1
％

(
関

西
大

、
京

産
大

、
大

工
大

、
摂

南
大

、
大

芸
大

、
大

経
大

、
桃

山
学

院
大

な
ど

)
,
短

大
専

門
等

2
5
％

就
職

4
4
％

【
学

校
紹

介
に

よ
る

就
職

率
1
0
0
％

】
○

堺 市
立

堺堺
定

ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ創

造
科

工
業
科

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・
南
海
高
野
線
　
三
国
ヶ
丘
駅
よ
り
東

へ
50

0m
南
海
高
野
線
　
百
舌
鳥
八
幡
駅
よ
り
西
へ
50

0m

〇
工

業
（

機
械

自
動

車
・

建
築

）
と

商
業

の
専

門
学

科
を

有
す

る
定

時
制

課
程

の
学

校
で

す
。

　
〇

少
人

数
指

導
の

「
チ

ュ
ー

タ
ー

制
」

を
導

入
し

て
、

丁
寧

で
き

め
細

や
か

な
教

育
を

特
徴

と
し

て
い

ま
す

。

〇
令

和
3
年

度
実

績
：

進
学

6
名

／
就

職
1
2
名

〇
親

切
・

熱
心

・
丁

寧
な

キ
ャ

リ
ア

指
導

に
よ

り
、

卒
業

後
の

進
路

を
全

力
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
ま

す
。

○

堺 市
立

堺堺
全

ｻｲ
ｴﾝ
ｽ創

造
科

機
械
材
料
創
造
科

建
築
ｲﾝ
ﾃﾘ
ｱ創

造
科

ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ創

造
科

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・
南
海
高
野
線
　
三
国
ヶ
丘
駅
よ
り
東

へ
50

0m
南
海
高
野
線
　
百
舌
鳥
八
幡
駅
よ
り
西
へ
50

0m

【
3
つ
の
異
な
る
学
び
の
系
列
（
出
願
時
選
択
）
】

○
「
サ
イ
エ
ン
ス
創
造
科
」
→
理
数
系
　
○
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
科
」
→
商
業
系

○
「
機
械
材
料
創
造
科
」
・
「
建
築
イ
ン
テ
リ
ア
創
造
科
」
→
工
業
系
（
も
の
づ
く
り
系
）

◆
充
実
し
た
施
設
設
備
◆

約
8
0
%
が

就
職

。
大

手
企

業
へ

の
内

定
者

多
数

（
西

日
本

旅
客

鉄
道

、
カ

ネ
カ

、
ク

ボ
タ

等
）

。
大

学
等

へ
の

進
学

は
、

指
定

校
推

薦
を

利
用

(
近

畿
大

、
大

阪
工

大
、

大
阪

電
通

大
、

大
阪

産
大

等
)
。

堺堺
工工

科科
定

総
合
学
科

JR
阪
和
線
　
　
百
舌
鳥
駅
よ
り
西
へ
12

00
m

南
海
高
野
線
　
堺
東
駅
ま
た
は
南
海
本
線
堺
駅
よ
り

南
海
バ
ス
「
大
仙
中
町
」
下
車

「
も

の
づ

く
り

」
を

中
心

に
、

基
本

的
な

知
識

・
技

能
を

学
び

、
各

種
資

格
取

得
に

挑
戦

し
、

自
己

実
現

を
め

ざ
す

。
土

曜
講

座
「

堺
学

」
で

打
ち

刃
物

や
線

香
を

製
作

。
地

域
と

連
携

し
た

活
動

に
積

極
的

に
参

加
し

自
己

有
用

感
を

育
ん

で
い

る
。

学
校

斡
旋

就
職

希
望

者
＝

内
定

率
1
0
0
%
。

働
き

な
が

ら
学

ぶ
こ

と
を

大
切

に
、

約
9
0
%
の

生
徒

が
ア

ル
バ

イ
ト

等
の

就
労

を
体

験
し

て
い

る
。

堺堺
工工

科科
全

工
業
科

JR
阪
和
線
　
　
百
舌
鳥
駅
よ
り
西
へ
12

00
m

南
海
高
野
線
　
堺
東
駅
ま
た
は
南
海
本
線
堺
駅
よ
り

南
海
バ
ス
「
大
仙
中
町
」
下
車

環
境

化
学

シ
ス

テ
ム

系
(
府

内
2
校

の
み

)
、

機
械

系
、

電
気

系
の

3
系

を
設

置
。

課
題

解
決

型
学

習
を

導
入

し
、

生
徒

自
ら

が
考

え
る

教
育

を
実

践
。

実
践

的
技

能
養

成
重

点
型

校
と

し
て

資
格

取
得

に
重

点
を

お
く

。
多

く
の

求
人

件
数

と
高

い
内

定
率

を
誇

る
。

国
公

立
2
0
(
神

戸
大

、
大

阪
公

立
大

、
大

教
大

、
和

歌
山

大
、

他
)
 
関

関
同

立
1
5
0
、

産
近

甲
龍

3
1
3
、

看
護

学
校

(
大

阪
警

察
病

院
、

大
阪

病
院

付
属

、
大

阪
労

災
)
他

○

■
「
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
の
入
学
者
選
抜
」
実
施
校
　
　
　
　
　
▲
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
帰
国
生
徒
・
外
国
人
生
徒
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

☆
「
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
入
学
者
選
抜
」
実
施
校
　
　
★
「
共
生
推
進
教
室
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

泉泉
北北

　　
■■

全
国
際
文
化
科

総
合
科
学
科

泉
北
高
速
　
泉
ヶ
丘
駅
よ
り
南
西
へ
12

00
m

泉
北
高
速
　
泉
ヶ
丘
駅
よ
り
バ
ス
「
泉
北
高
校
前
」

下
車

S
S
H
(
経

過
措

置
)
指

定
校

。
S
G
H
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
校

。
W
W
L
連

携
協

力
校

。
課

題
研

究
等

を
実

施
し

全
学

年
で

グ
ロ

ー
バ

ル
な

人
材

の
育

成
を

行
っ

て
い

る
。

企
業

・
大

学
連

携
や

、
実

験
・

実
習

を
重

視
し

た
活

動
を

実
践

。
ク

ラ
ブ

活
動

も
盛

ん
。

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

1
0
5
番

～
1
3
1
番

）

学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

布布
施施

工工
科科

全
工
業
科

近
鉄
奈
良
線
　
八
戸
ノ
里
駅
よ
り
南
へ
12

00
m

近
鉄
大
阪
線
　
長
瀬
駅
よ
り
北
東
へ
12

00
m

｢
人

づ
く

り
・

も
の

づ
く

り
・

夢
づ

く
り

｣
を

ス
ロ

ー
ガ

ン
に

､
社

会
人

基
礎

力
・

資
格

取
得

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
､
デ

ュ
ア

ル
シ

ス
テ

ム
等

の
体

験
型

学
習

の
導

入
に

よ
り

､
地

域
と

連
携

し
た

も
の

づ
く

り
人

材
の

育
成

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

就
職

希
望

者
約

8
5
%
、

進
学

希
望

者
約

1
5
%
、

求
人

倍
率

は
6
.
5
倍

。
就

職
希

望
者

は
1
0
0
%
就

職
、

進
学

希
望

者
も

指
定

校
推

薦
、

工
科

高
校

特
別

推
薦

等
に

よ
り

1
0
0
%
進

学
。

令
和

3
年

度
実

績
：

大
学

・
短

大
2
8
%
、

専
門

学
校

3
5
%
、

就
職

3
1
%
、

そ
の

他
6
%

主
な

進
学

先
：

摂
南

大
学

、
大

阪
産

業
大

学
、

大
阪

成
蹊

大
学

、
奈

良
大

学
な

ど
就

職
内

定
率

：
1
0
0
％

○

布布
施施

北北
　　

▲▲
全

総
合
学
科

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
ス
ク
ー
ル
）

近
鉄
奈
良
線
　
若
江
岩
田
駅
よ
り
北
西
へ
15

00
m

近
鉄
け
い
は
ん
な
線
　
荒
本
駅
よ
り
南
へ
90

0m

「
モ

ジ
ュ

ー
ル

授
業

」
や

「
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

タ
イ

ム
」

、
職

場
体

験
学

習
を

行
う

「
デ

ュ
ア

ル
シ

ス
テ

ム
」

で
、

一
人

ひ
と

り
の

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

、
社

会
で

活
躍

で
き

る
力

を
育

み
ま

す
。

国
際

理
解

を
深

め
る

多
文

化
理

解
教

育
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

【
令

和
3
年

度
実

績
】

進
学

3
8
％

（
大

阪
経

済
法

科
大

学
・

大
阪

商
業

大
学

・
東

大
阪

大
学

・
摂

南
大

学
・

大
阪

女
学

院
大

学
・

近
畿

大
学

短
期

大
学

部
等

）
、

就
職

4
6
％

、
そ

の
他

1
6
％

○

枚枚
岡岡

樟樟
風風

　　
★★

全
総
合
学
科

近
鉄
奈
良
線
　
瓢
箪
山
駅
よ
り
北
へ
90

0m
本

校
総

合
学

科
で

は
、

農
と

自
然

・
工

業
デ

ザ
イ

ン
・

情
報

・
福

祉
／

保
育

・
文

理
・

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

・
地

域
文

化
な

ど
の

選
択

科
目

か
ら

、
特

色
の

あ
る

様
々

な
科

目
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

共
生

推
進

教
室

を
併

設
し

て
い

ま
す

。

【
令

和
3
年

度
実

績
】

大
阪

公
立

大
、

和
歌

山
大

、
鳥

取
大

、
奈

良
県

立
医

科
大

、
奈

良
県

立
大

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

、
近

畿
大

、
等

、
9
割

以
上

が
進

学

金金
剛剛

　　
★★

全
普
通
科

近
鉄
長
野
線
　
富
田
林
駅
よ
り
近
鉄
バ
ス

「
金
剛
高
校
前
」
下
車
30

0m
南
海
高
野
線
　
金
剛
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
金
剛
高
校
前
」
下
車
30

0m

“
強

い
、

楽
し

い
、

夢
あ

る
金

剛
”

　
1
年

で
は

英
国

数
を

重
点

的
に

学
び

、
2
年

か
ら

は
①

文
系

②
理

系
③

看
護

医
療

系
④

保
育

福
祉

系
の

4
つ

の
コ

ー
ス

に
分

か
れ

ま
す

。
英

語
は

全
学

年
で

少
人

数
指

導
を

導
入

。
行

事
や

部
活

動
も

充
実

の
躍

進
校

で
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

4
年

制
大

学
で

は
、

関
西

大
、

近
畿

大
、

龍
谷

大
、

桃
山

学
院

大
、

桃
山

学
院

教
育

大
、

四
天

王
寺

大
等

に
合

格
。

短
大

、
看

護
専

門
学

校
、

公
務

員
等

の
多

様
な

進
路

に
も

対
応

。
○

河河
南南

全
普
通
科

近
鉄
長
野
線
富
田
林
西
口
駅

「
学

習
・

部
活

動
・

行
事

」
を

柱
に

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
力

強
く

成
長

す
る

学
校

づ
く

り
を

め
ざ

す
。

一
人

ひ
と

り
の

躍
動

が
「

強
い

河
南

」
を

創
っ

て
い

く
。

今
年

創
立

1
1
0
周

年
。

令
和

3
年

度
卒

業
2
3
8
名

　
国

公
立

大
4
9
（

大
阪

大
1
 
大

阪
公

立
大

2
2
 
大

教
大

4
和

歌
山

大
1
0
）

 
関

西
大

8
9
 
関

西
学

院
大

3
5
 
同

志
社

大
1
3
 
立

命
館

大
1
3
 
等

○

長長
野野

　　
■■

全
普
通
科

国
際
文
化
科

南
海
高
野
線
　
千
代
田
駅
よ
り
南
西
へ
80

0m
近
鉄
長
野
線
　
河
内
長
野
駅
よ
り
北
西
へ
12

00
m

河
内
長
野
駅
よ
り
バ
ス
「
市
役
所
前
」
下
車

国
公

立
・

私
立

大
学

等
へ

の
進

学
を

め
ざ

し
、

普
通

科
に

は
「

文
系

ア
ド

バ
ン

ス
」

「
理

系
ア

ド
バ

ン
ス

」
等

の
コ

ー
ス

を
設

置
。

特
別

講
習

や
自

習
室

完
備

で
サ

ポ
ー

ト
体

制
が

充
実

。
国

際
文

化
科

で
は

、
大

学
と

も
連

携
し

た
語

学
教

育
を

実
施

。

令
和

3
年

度
：

進
学

9
割

以
上

【
海

外
進

学
】

台
湾

、
韓

国
【

大
学

】
大

教
、

同
大

、
関

大
、

近
大

、
甲

南
、

京
産

、
龍

谷
、

関
外

大
、

摂
南

、
追

手
門

、
桃

学
大

【
看

護
医

療
系

】
森

ノ
宮

医
療

、
近

大
附

属

富富
田田

林林
全

普
通
科

近
鉄
長
野
線
　
富
田
林
西
口
駅
よ
り
南
東
へ
50

0m
「

ぜ
ん

ぶ
全

力
」

が
合

言
葉

の
創

立
1
2
0
年

の
伝

統
校

。
S
S
H
校

と
し

て
高

度
な

理
数

教
育

を
実

践
す

る
と

と
も

に
、

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
に

も
力

を
入

れ
、

海
外

修
学

旅
行

や
海

外
研

修
な

ど
、

豊
か

な
「

学
び

」
を

提
供

し
ま

す
。

過
去

3
年

：
筑

波
、

大
教

、
早

稲
田

、
青

学
、

法
政

、
明

治
、

上
智

、
中

央
、

同
志

社
、

立
命

館
、

関
学

、
関

大
、

近
大

、
甲

南
、

龍
谷

、
京

産
、

大
経

、
摂

南
、

関
外

大
、

大
体

、
天

理
、

森
ノ

宮
医

療
、

大
和

○

生生
野野

全
文
理
学
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
よ
り
南
西
へ
60

0m
学

習
・

学
校

行
事

・
部

活
動

の
三

本
柱

を
大

切
に

し
、

「
文

武
両

道
」

の
真

の
実

践
を

め
ざ

す
挨

拶
で

溢
れ

る
明

る
く

規
律

あ
る

学
校

で
す

。
S
S
H
3
期

目
指

定
、

ネ
イ

テ
ィ

ブ
教

員
配

置
。

部
活

動
で

は
心

技
体

を
磨

き
、

近
畿

・
全

国
大

会
等

に
多

数
出

場
。

令
和

3
年

度
実

績
：

京
都

、
大

阪
、

神
戸

、
北

海
道

、
東

北
、

名
古

屋
、

大
阪

教
育

、
大

阪
公

立
、

筑
波

岡
山

、
慶

応
、

同
志

社
、

関
西

、
関

西
学

院
、

立
命

館

大大
塚塚

全
普
通
科

体
育
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
よ
り
南
東
へ

普
通

科
と

体
育

科
の

設
置

校
で

約
6
4
％

が
大

学
･
短

大
に

進
学

。
進

路
講

習
や

補
習

も
充

実
。

部
活

動
生

徒
が

多
く

元
気

で
明

る
い

中
に

も
凛

と
し

た
校

風
で

、
安

全
・

安
心

・
納

得
・

満
足

を
モ

ッ
ト

ー
に

挨
拶

や
マ

ナ
ー

指
導

に
力

を
入

れ
て

い
ま

す
。

総
合

学
科

で
多

様
な

進
路

と
社

会
で

輝
く

人
に

！
令

和
３

年
度

実
績

：
【

進
学

】
大

阪
公

立
大

 
甲

南
大

 
関

西
外

大
 
京

都
産

業
大

な
ど

【
就

職
】

阪
神

電
鉄

 
ジ

ー
ユ

ー
 
た

ね
や

 
ク

ボ
タ

 
日

本
郵

便
○

懐懐
風風

館館
全

普
通
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
駒
ヶ
谷
駅
よ
り
南
へ
13

00
ｍ

恵
ま

れ
た

自
然

環
境

の
中

、
学

力
の

向
上

と
豊

か
な

人
間

性
の

育
成

に
よ

り
進

路
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。
1
年

は
基

礎
学

力
の

定
着

(
数

学
：

少
人

数
授

業
,
英

語
：

ネ
イ

テ
ィ

ブ
講

師
活

用
等

)
,
2
年

以
降

は
専

門
コ

ー
ス

2
つ

と
系

列
2
つ

に
分

か
れ

ま
す

。

令
和

3
年

度
：

大
学

短
大

3
8
%
、

専
門

学
校

4
0
%
(
う

ち
看

護
6
%
)
、

就
職

1
2
%
、

他
1
0
%

進
学

先
(
過

去
3
年

)
：

近
畿

、
佛

教
、

桃
山

学
院

、
摂

南
、

大
阪

経
済

、
大

阪
工

業
 
等

○

松松
原原

　　
☆☆

全
総
合
学
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
河
内
松
原
駅
よ
り
北
へ
25

00
m

「
優

し
い

チ
カ

ラ
の

育
成

」
を

方
針

に
、

「
信

頼
」

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

社
会

参
加

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
チ

カ
ラ

（
話

）
、

ル
ー

ル
を

守
り

責
任

を
果

た
せ

る
チ

カ
ラ

（
和

）
、

違
い

を
認

め
共

に
生

き
る

チ
カ

ラ
（

輪
）

を
育

て
ま

す
。

約
9
割

の
生

徒
が

進
学

し
て

い
ま

す
。

（
令

和
3
年

度
の

主
な

進
学

先
：

大
阪

公
立

大
、

島
根

大
、

富
山

大
、

関
西

大
、

龍
谷

大
、

近
畿

大
、

京
産

大
。

大
経

大
、

関
外

大
、

大
工

大
、

摂
南

大
、

佛
教

大
他

）

藤藤
井井

寺寺
工工

科科
全

工
業
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
藤
井
寺
駅
よ
り
東
へ
65

0m
こ

こ
か

ら
始

ま
る

未
来

の
君

へ
～

本
物

の
「

チ
カ

ラ
」

を
つ

け
る

環
境

が
こ

こ
に

あ
る

～
 
、

実
践

的
技

能
養

成
重

点
型

校
指

定
さ

れ
、

資
格

取
得

指
導

に
重

点
を

置
き

教
育

活
動

を
展

開
。

「
機

械
系

」
・

「
電

気
系

」
・

「
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

系
」

3
系

設
置

令
和

3
年

度
実

績
：

就
職

7
8
％

 
進

学
1
8
％

 
そ

の
他

3
％

【
就

職
内

定
率

1
0
0
％

】
関

西
電

力
（

株
）

大
阪

ガ
ス

（
株

）
近

畿
日

本
鉄

道
（

株
）

等
【

進
学

】
近

畿
大

、
大

阪
工

業
大

 
等

藤藤
井井

寺寺
全

普
通
科

近
鉄
南
大
阪
線
藤
井
寺
駅
よ
り
北
西
へ
22

00
m
･高

鷲
駅
よ

り
北
へ
16

00
m
・
メ
ト
ロ
谷
町
線
長
原
駅
よ
り
南
へ

25
00

m
　
　
八
尾
南
駅
よ
り
南
西
へ
28

00
m

近
鉄
バ
ス
「
大
正
橋
南
詰
」
よ
り
西
へ
80

0m

 
「

藤
高

（
ふ

じ
た

か
）

」
の

愛
称

で
呼

ば
れ

る
地

域
に

密
着

し
た

「
普

通
科

」
の

学
校

で
す

。
学

習
活

動
、

部
活

動
に

力
を

入
れ

、
将

来
、

地
域

社
会

で
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

活
躍

す
る

人
材

を
育

成
し

て
い

ま
す

。

多
様

な
生

徒
に

合
わ

せ
、

多
様

な
進

路
を

実
現

し
て

い
ま

す
。

令
和

3
年

度
実

績
：

専
門

学
校

3
名

、
学

校
斡

旋
就

職
1
7
名

藤藤
井井

寺寺
工工

科科
定

総
合
学
科

近
鉄
南
大
阪
線
　
藤
井
寺
駅
よ
り
東
へ
65

0m
総

合
学

科
で

、
教

養
、

生
活

科
学

、
C
A
D
も

の
づ

く
り

、
自

動
車

の
4
つ

の
系

列
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
で

、
資

格
取

得
に

力
を

入
れ

て
い

ま
す

。
モ

ジ
ュ

ー
ル

授
業

を
展

開
す

る
な

ど
、

基
礎

学
力

の
養

成
に

も
力

を
入

れ
て

い
ま

す
。

““
咲咲

くく
なな

びび
””
でで

行行
きき

たた
いい

学学
校校

をを
検検

索索
！！

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

Cl
ic
k！！
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学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

岸岸
和和

田田
全

文
理
学
科

南
海
本
線
　
岸
和
田
駅
よ
り
南
へ
80

0m
南
海
本
線
　
蛸
地
蔵
駅
よ
り
北
へ
40

0m

大
阪

府
よ

り
G
L
H
S
、

文
部

科
学

省
よ

り
S
S
H
の

指
定

を
受

け
、

「
確

か
な

学
力

」
と

「
幅

広
い

資
質

・
能

力
」

の
育

成
を

め
ざ

し
、

様
々

な
充

実
し

た
教

育
活

動
を

展
開

。
ス

ー
パ

ー
ク

ラ
ス

(
文

系
・

理
系

各
4
0
名

)
を

設
置

し
、

よ
り

高
い

志
を

育
成

。

ほ
ぼ

全
員

が
4
年

制
大

学
、

う
ち

約
半

数
が

国
公

立
大

学
へ

進
学

。
昨

年
度

実
績

：
京

都
大

、
大

阪
大

、
神

戸
大

、
大

阪
公

立
大

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

 
他

（
既

卒
含

む
）

○

約
9
0
%
の

生
徒

が
進

学
。

主
な

進
学

先
（

過
去

5
年

）
：

近
畿

大
学

、
関

西
外

語
大

学
、

大
阪

経
済

大
学

、
桃

山
学

院
大

学
、

大
和

大
学

、
帝

塚
山

学
院

大
学

等
、

近
大

附
属

看
護

学
校

、
東

京
消

防
庁

○

貝貝
塚塚

　　
☆☆

全
総
合
学
科

南
海
本
線
　
　
貝
塚
駅
よ
り
南
東
へ
80

0m
水
間
電
鉄
線
　
市
役
所
前
駅
す
ぐ

総
合

学
科

と
な

っ
て

1
9
年

、
自

立
支

援
コ

ー
ス

を
併

設
し

て
1
7
年

を
迎

え
た

本
校

は
、

幅
広

い
選

択
科

目
の

開
講

と
、

充
実

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
よ

り
、

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

進
路

実
現

に
向

け
て

き
め

細
か

い
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

3
年

度
主

な
進

路
：

4
年

制
大

学
（

3
4
名

）
、

短
期

大
学

（
2
6
名

）
、

大
学

校
（

7
名

）
専

門
学

校
（

1
3
2
名

）
、

学
校

斡
旋

就
職

（
2
7
名

）
※

上
記

の
う

ち
看

護
系

（
3
0
名

）
○

貝貝
塚塚

南南
全

普
通
科

JR
阪
和
線
　
和
泉
橋
本
駅
よ
り
南
東
へ
12

00
m

水
間
鉄
道
　
清
児
駅
よ
り
南
西
へ
70

0m

『
明

る
く

、
た

く
ま

し
く

、
心

爽
や

か
に

』
の

教
育

目
標

の
も

と
、

周
囲

へ
の

思
い

や
り

を
忘

れ
ず

、
何

事
に

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、

自
ら

の
夢

・
目

標
を

実
現

す
る

た
め

に
、

主
体

的
に

考
え

学
ぶ

姿
勢

を
持

っ
た

、
生

徒
の

育
成

を
め

ざ
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
【

国
公

立
】

大
阪

公
立

大
、

和
歌

山
大

、
京

都
工

繊
大

な
ど

1
2

【
私

立
】

関
関

同
立

9
4
、

産
近

甲
龍

2
1
4
な

ど

日日
根根

野野
全

普
通
科

JR
阪
和
線
　
日
根
野
駅
よ
り
北
東
へ
80

0m
普

通
科

専
門

コ
ー

ス
設

置
校

。
文

系
・

理
系

と
い

う
伝

統
的

2
系

統
に

加
え

「
ア

ド
バ

ン
ス

ト
人

文
・

社
会

」
「

看
護

メ
デ

ィ
カ

ル
」

「
子

ど
も

み
ら

い
」

の
3
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
多

様
な

進
路

に
対

応
し

、
将

来
、

社
会

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

（
進

学
率

約
9
6
%
）

令
和

3
年

度
実

績
：

【
大

学
】

同
志

社
大

、
関

西
大

、
近

畿
大

、
京

都
産

業
大

、
龍

谷
大

、
関

西
外

大
、

大
阪

経
済

大
等

【
看

護
医

療
系

】
近

大
附

属
、

大
阪

労
災

、
ベ

ル
ラ

ン
ド

等
○

佐佐
野野

　　
■■

全
普
通
科

国
際
文
化
科

南
海
本
線
泉
佐
野
駅
よ
り
東
へ
85

0m
JR

阪
和
線
日
根
野
駅
よ
り
バ
ス
「
市
場
」
下
車

ま
た
は
自
転
車
通
学
も
可

国
際

教
養

科
が

国
際

文
化

科
に

改
編

さ
れ

、
よ

り
一

層
グ

ロ
ー

バ
ル

な
観

点
で

課
題

解
決

す
る

力
を

育
成

す
る

。
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
加

盟
校

と
し

て
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

全
校

で
取

組
み

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

ベ
ス

ト
な

進
路

実
現

を
全

力
で

サ
ポ

ー
ト

。

南
海
本
線
　
樽
井
駅
よ
り
南
東
へ
70

0m
JR

阪
和
線
　
和
泉
砂
川
駅
よ
り
北
西
へ
18

00
m

専
門

コ
ー

ス
「

ハ
ー

ト
フ

ル
ほ

い
く

」
設

置
校

。
数

学
で

の
少

人
数

展
開

授
業

、
放

課
後

等
に

実
施

す
る

特
別

講
習

に
よ

る
学

力
の

充
実

や
、

豊
か

な
人

間
性

を
育

む
様

々
な

行
事

を
企

画
す

る
こ

と
で

、
多

様
な

進
路

に
対

応
で

き
る

人
材

を
育

成
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

【
進

学
率

】
8
3
％

　
桃

山
学

院
大

、
阪

南
大

、
四

天
王

寺
大

、
関

西
外

短
大

、
藍

野
短

大
等

。
看

護
専

門
学

校
・

保
育

系
短

大
専

門
学

校
な

ど
多

数
。

【
就

職
率

】
1
7
％

○

佐佐
野野

工工
科科

定
総
合
学
科

南
海
本
線
　
泉
佐
野
駅
よ
り
南
へ
50

0m
JR

阪
和
線
　
熊
取
駅
、
日
根
野
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
上
町
一
丁
目
」
下
車
　
西
へ
35

0m

総
合

学
科

の
柔

軟
な

教
育

課
程

を
活

か
し

た
、

工
業

系
列

と
生

活
教

養
系

列
の

2
系

列
が

選
べ

る
。

ま
た

学
習

歴
や

学
力

に
応

じ
て

、
ゆ

っ
く

り
学

べ
る

4
年

制
と

、
定

通
併

修
を

利
用

し
た

3
年

制
が

選
べ

る
な

ど
、

細
や

か
な

指
導

・
支

援
を

行
う

佐佐
野野

工工
科科

全
工
業
科

南
海
本
線
　
泉
佐
野
駅
よ
り
南
へ
50

0m
JR

阪
和
線
　
日
根
野
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
上
町
一
丁
目
」
下
車
　
西
へ
35

0m

「
地

域
産

業
連

携
重

点
型

」
工

科
高

校
と

し
て

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
や

地
域

連
携

等
に

重
点

を
置

き
、

「
産

業
創

造
系

」
、

「
機

械
系

」
、

「
電

気
系

」
が

も
つ

特
徴

を
生

か
し

た
工

業
教

育
を

行
い

、
優

れ
た

工
業

技
術

や
創

造
性

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

「
卒

業
生

約
7
割

就
職

」
学

校
斡

旋
（

ト
ヨ

タ
自

動
車

、
日

本
製

鉄
、

三
菱

電
機

、
南

海
電

鉄
、

他
）

公
務

員
等

／
「

卒
業

生
約

3
割

進
学

」
大

学
（

大
阪

工
業

大
、

近
大

、
大

阪
産

業
大

、
他

）
・

専
門

学
校

等
○

令
和

3
年

度
は

、
約

3
5
％

が
大

学
や

専
門

学
校

に
進

学
。

進
学

希
望

者
の

1
0
0
％

が
進

学
先

決
定

。
ま

た
2
2
0
社

以
上

の
企

業
か

ら
求

人
が

あ
り

、
学

校
斡

旋
で

就
職

を
希

望
し

た
全

員
が

就
業

先
決

定
。

○
岬岬

全
総
合
学
科

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
ス
ク
ー
ル
）

南
海
本
線
　
み
さ
き
公
園
駅
よ
り
東
へ
10

00
m

通
級

指
導

教
室

設
置

校
。

1
年

次
少

人
数

の
ク

ラ
ス

を
編

成
。

令
和

6
年

度
実

施
「

と
も

に
学

び
、

と
も

に
育

つ
」

教
育

の
実

践
モ

デ
ル

校
に

指
定

。
豊

か
な

地
域

資
源

（
自

然
環

境
や

外
部

人
材

）
を

活
用

し
、

多
様

な
生

徒
に

寄
り

添
っ

た
支

援
を

行
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
2
7
名

卒
業

。
進

学
2
名

、
就

職
2
0
名

。
在

学
中

か
ら

近
隣

企
業

に
就

職
や

ア
ル

バ
イ

ト
を

斡
旋

し
て

い
る

。
○

りり
んん

くく
うう

翔翔
南南

全
普
通
科

■
「
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
の
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

▲
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
帰
国
生
徒
・
外
国
人
生
徒
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

☆
「
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

★
「
共
生
推
進
教
室
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

1
3
2
番

～
1
5
0
番

）

学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

三三
国国

丘丘
全

文
理

学
科

次
世

代
の

国
際

社
会

を
リ

ー
ド

す
る

人
材

を
育

成
。

文
科

省
か

ら
令

和
4
年

度
S
S
H
指

定
(
5
年

間
)
。

隔
週

土
曜

授
業

、
全

教
室

電
子

黒
板

設
置

。
米

N
A
S
A
、

ﾘ
ｰ
ﾊ
ｲ
大

学
・

国
連

な
ど

海
外

研
修

を
多

数
実

施
。

京
都

大
1
6
名

 
 
大

阪
大

5
5
名

 
 
神

戸
大

2
7
名

 
 
大

阪
公

立
大

5
9
名

 
国

公
立

大
計

2
1
0
名

 
 
医

学
部

医
学

科
2
名

 
 
他

多
数

合
格

○
南

海
高

野
線

　
堺

東
駅

よ
り

東
へ

30
0m

JR
阪

和
線

　
　

三
国

ヶ
丘

駅
よ

り
北

西
へ

12
00

m

令
和

3
年

度
実

績
【

就
職

内
定

率
9
6
%
】

（
株

）
コ

ー
プ

大
阪

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

等
【

4
年

制
大

学
】

大
阪

電
気

通
信

大
学

1
名

、
大

阪
経

済
法

科
大

学
1
名

等
【

専
門

学
校

】
近

畿
測

量
専

1
名

○

堺堺
東東

　　
☆☆

全
総

合
学

科
泉

北
高

速
　

　
泉

ヶ
丘

駅
よ

り
バ

ス
南

海
高

野
線

　
金

剛
駅

よ
り

バ
ス

「
堺

東
高

校
前

」
下

車

本
校

は
「

進
学

重
視

の
総

合
学

科
」

と
し

て
、

多
様

な
進

路
に

対
応

で
き

、
か

つ
興

味
・

関
心

に
応

じ
て

選
択

で
き

る
科

目
を

用
意

し
て

お
り

、
現

役
で

大
学

に
進

学
で

き
る

学
力

育
成

を
学

校
づ

く
り

の
基

本
に

据
え

て
い

る
。

近
年

の
進

路
先

：
大

阪
大

、
大

公
大

(
市

大
、

府
大

)
、

大
教

大
、

京
教

大
、

奈
教

大
、

和
大

、
兵

庫
県

立
大

、
関

関
同

立
、

産
近

甲
龍

、
同

女
、

武
庫

川
、

看
護

医
療

系
学

校
、

他
多

数
。

警
察

消
防

公
務

。
○

三三
国国

丘丘
定

普
通

科
南

海
高

野
線

　
堺

東
駅

よ
り

東
へ

30
0m

JR
阪

和
線

　
　

三
国

ヶ
丘

駅
よ

り
北

西
へ

12
00

m

単
位

制
・

2
学

期
制

の
導

入
に

よ
り

前
期

卒
業

も
可

能
。

通
信

制
高

校
と

の
併

修
に

よ
り

3
年

で
の

卒
業

も
可

能
。

基
礎

学
力

充
実

の
た

め
、

英
語

・
数

学
で

少
人

数
授

業
を

実
施

。
多

様
な

選
択

科
目

を
設

置
し

、
ゼ

ロ
限

・
土

曜
開

講
に

よ
り

単
位

修
得

を
支

援
。

【
主

な
進

学
先

】
関

西
大

，
京

都
外

大
，

四
天

王
寺

大
，

阪
南

大
，

桃
山

学
院

大
，

森
ノ

宮
医

療
大

な
ど

【
主

な
学

校
紹

介
就

職
】

日
本

郵
便

，
山

崎
製

パ
ン

，
錦

秀
会

，
ト

ヨ
タ

カ
ロ

ー
ラ

南
海

な
ど

○

泉泉
大大

津津
全

普
通

科
JR

阪
和

線
　

和
泉

府
中

駅
よ

り
北

へ
17

00
m

南
海

本
線

　
泉

大
津

駅
よ

り
東

へ
20

00
m

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
視

し
た

学
び

の
中

で
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
可

能
性

を
最

大
限

に
引

き
出

し
、

将
来

の
夢

の
実

現
に

向
け

て
生

徒
の

「
心

幹
（

人
間

力
・

教
養

力
・

協
働

的
探

究
力

）
」

を
育

て
ま

す
。

<
近

年
の

概
況

>
　

四
大

3
0
%
 
（

桃
山

学
院

大
、

神
戸

学
院

大
、

摂
南

大
等

）
短

大
5
%
（

保
育

・
外

国
語

系
等

）
 
専

門
5
0
%
（

看
護

医
療

系
含

む
）

 
就

職
1
5
%
（

就
職

内
定

率
1
0
0
%
）

○

成成
美美

  
  
▲▲

全
総

合
学

科
泉

北
高

速
　

光
明

池
駅

よ
り

南
東

へ
18

00
m

泉
北

高
速

　
光

明
池

駅
よ

り
バ

ス
「

城
山

台
4丁

」
(成

美
高

校
前

)下
車

「
夢

を
つ

な
ぐ

・
文

化
を

つ
な

ぐ
・

地
域

を
つ

な
ぐ

」
総

合
学

科
高

校
。

独
自

の
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

思
考

力
判

断
力

表
現

力
を

養
い

、
5
系

列
（

国
際

，
福

祉
・

子
ど

も
，

社
会

・
情

報
，

芸
術

，
看

護
・

ス
ポ

ー
ツ

・
サ

イ
エ

ン
ス

)
の

学
び

で
夢

を
実

現
。

進
学

約
6
割

、
就

職
約

3
割

。
主

な
進

学
先

：
関

西
外

大
、

桃
山

学
院

大
、

追
手

門
学

院
大

、
大

阪
電

気
通

信
大

、
近

畿
職

業
能

力
開

発
大

学
校

等
。

昨
年

は
公

務
員

4
名

や
学

校
斡

旋
就

職
1
0
0
％

を
達

成
。

○

伯伯
太太

全
総

合
学

科
JR

阪
和

線
　

和
泉

府
中

駅
よ

り
北

東
へ

90
0m

自
然

科
学

・
生

活
と

経
済

・
健

康
と

福
祉

・
I
T
ビ

ジ
ネ

ス
・

こ
と

ば
と

文
化

の
5
つ

の
系

列
を

軸
に

、
興

味
・

関
心

に
応

じ
た

選
択

科
目

の
学

習
を

行
い

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
必

要
な

力
を

育
成

。
数

学
・

英
語

は
少

人
数

展
開

授
業

で
学

び
を

支
援

す
る

。

令
和

3
年

度
　

大
学

・
短

大
1
3
.
1
％

、
専

門
学

校
4
5
.
6
％

、
就

職
3
1
％

関
西

外
国

語
大

学
、

桃
山

学
院

大
学

、
岸

和
田

医
師

会
看

護
専

門
学

校
等

に
進

学
学

校
斡

旋
就

職
内

定
率

1
0
0
％

○

信信
太太

　　
★★

全
普

通
科

JR
阪

和
線

　
北

信
太

駅
よ

り
西

へ
13

00
ｍ

南
海

本
線

　
北

助
松

駅
よ

り
東

へ
11

00
ｍ

信
太

高
校

に
は

、
ス

ポ
ー

ツ
科

学
専

門
コ

ー
ス

（
2
年

次
か

ら
）

及
び

人
文

・
理

工
・

医
療

看
護

・
情

報
・

教
養

の
5
つ

の
類

系
（

3
年

次
か

ら
）

が
あ

り
ま

す
。

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

S
H
I
N
O
D
A
」

を
合

言
葉

に
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
夢

の
実

現
を

め
ざ

し
ま

す
。

【
進

学
】

大
阪

産
業

大
学

・
帝

塚
山

学
院

大
学

・
奈

良
大

学
・

ペ
ガ

サ
ス

大
阪

南
看

護
専

門
学

校
な

ど
【

就
職

】
住

友
ゴ

ム
工

業
・

住
友

重
機

械
ギ

ヤ
ボ

ッ
ク

ス
・

山
崎

製
パ

ン
・

フ
ル

タ
製

菓
・

鴻
池

運
輸

な
ど

○

和和
泉泉

総総
合合

定
総

合
学

科
JR

阪
和

線
　

信
太

山
駅

よ
り

北
西

へ
50

0m
南

海
本

線
　

北
助

松
駅

よ
り

東
へ

19
00

m

生
徒

に
寄

り
添

う
教

育
を

行
い

、
一

人
ひ

と
り

が
自

立
し

、
人

生
を

切
り

拓
く

チ
カ

ラ
を

は
ぐ

く
み

ま
す

。
基

礎
基

本
を

重
視

し
た

授
業

・
多

彩
な

選
択

科
目

・
自

動
車

整
備

士
を

は
じ

め
と

す
る

、
資

格
取

得
の

支
援

を
め

ざ
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
卒

業
生

：
【

進
学

】
倉

敷
芸

術
科

学
大

学
、

近
畿

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

電
子

専
門

学
校

　
他

【
就

職
】

ネ
ッ

ツ
ト

ヨ
タ

南
海

(
株

)
、

自
衛

隊
、

中
野

工
業

(
株

)
　

他
○

和和
泉泉

総総
合合

全
総

合
学

科
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
）

JR
阪

和
線

　
信

太
山

駅
よ

り
北

西
へ

50
0m

南
海

本
線

　
北

助
松

駅
よ

り
東

へ
19

00
m

「
と

も
に

学
び

、
と

も
に

育
つ

」
を

目
標

に
、

今
年

度
よ

り
『

通
級

指
導

教
室

』
を

設
置

し
、

一
人

ひ
と

り
に

寄
り

添
い

安
心

で
き

る
学

校
を

め
ざ

し
ま

す
。

資
格

取
得

や
、

保
育

・
介

護
分

野
の

進
路

、
基

礎
学

力
や

教
養

の
習

得
に

向
け

た
学

習
も

可
能

で
す

。

過
去

3
年

間
の

主
な

大
学

進
学

先
（

大
阪

大
・

愛
媛

大
・

京
都

市
立

芸
術

大
・

関
西

・
同

志
社

・
近

畿
・

甲
南

・
龍

谷
・

摂
南

・
追

手
門

・
桃

山
・

同
志

社
女

・
武

庫
女

・
関

外
・

大
経

・
四

天
王

寺
　

他
）

○

和和
泉泉

　　
■■

全
普

通
科

ｸﾞ
ﾛｰ

ﾊﾞ
ﾙ科

JR
阪

和
線

　
東

岸
和

田
駅

よ
り

西
へ

80
0m

南
海

本
線

　
岸

和
田

駅
よ

り
東

へ
10

00
m

府
立

高
初

の
グ

ロ
ー

バ
ル

科
。

英
語

4
技

能
と

他
教

科
の

幅
広

い
知

識
を

活
用

し
た

論
理

的
思

考
力

と
表

現
力

を
鍛

え
、

い
か

な
る

国
際

情
勢

の
中

で
も

生
き

抜
く

人
材

を
育

成
。

普
通

科
・

グ
ロ

ー
バ

ル
科

と
も

文
・

理
系

に
お

い
て

多
様

な
進

路
選

択
を

実
現

。

神
大

1
、

和
歌

山
県

立
医

大
4
、

大
教

大
6
、

和
大

2
6
、

大
阪

公
大

1
1
、

国
公

立
6
0
。

早
稲

田
2
、

同
志

社
3
2
、

立
命

9
、

関
学

3
7
、

関
大

2
0
9
他

※
数

字
は

現
役

合
格

数
○

高高
石石

全
普

通
科

南
海

本
線

　
北

助
松

駅
よ

り
北

西
へ

80
0m

2
年

で
文

系
Ａ

／
文

系
Ｂ

／
理

系
・

看
護

医
療

系
に

分
か

れ
、

3
年

か
ら

看
護

医
療

系
と

理
系

が
分

か
れ

ま
す

。
勉

学
、

部
活

、
学

校
行

事
の

3
分

野
全

て
に

情
熱

を
も

っ
て

取
組

み
、

希
望

進
路

を
実

現
す

る
「

心
爽

や
か

で
逞

し
い

生
徒

」
を

育
成

し
ま

す
。

9
0
%
以

上
が

進
学

（
大

阪
教

育
 
鳥

取
 
和

歌
山

 
同

志
社

 
関

西
 
関

西
学

院
 
近

畿
龍

谷
 
関

西
外

大
 
関

西
医

科
 
森

ノ
宮

医
療

 
関

西
医

療
 
ベ

ル
ラ

ン
ド

ほ
か

）
就

職
・

公
務

員
1
0
名

程
度

○

岸
和

田
市

立
産産

業業
全

商
業

科
情

報
科

ﾃﾞ
ｻﾞ

ｲﾝ
ｼｽ

ﾃﾑ
科

南
海

本
線

　
岸

和
田

駅
よ

り
東

へ
12

00
m

JR
阪

和
線

　
下

松
駅

よ
り

西
へ

80
0m

創
立

1
1
0
年

を
超

え
る

伝
統

校
。

商
業

科
・

情
報

科
・

デ
ザ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

科
の

専
門

高
校

。
授

業
の

約
3
分

の
2
は

普
通

科
目

を
約

3
分

の
1
は

専
門

科
目

を
学

習
。

そ
れ

ぞ
れ

の
学

科
の

専
門

知
識

、
技

術
を

学
び

、
多

く
の

資
格

を
取

得
。

学
校

就
職

は
伝

統
と

き
め

細
や

か
な

指
導

で
高

い
内

定
率

。
進

学
で

は
専

門
高

校
の

特
徴

を
生

か
し

た
大

学
推

薦
入

試
に

よ
り

和
歌

山
大

学
や

近
大

、
摂

南
大

、
大

経
大

な
ど

の
国

公
私

立
大

へ
の

進
学

者
も

。

久久
米米

田田
　　

★★
全

普
通

科
JR

阪
和

線
 下

松
駅

よ
り

西
へ

70
0m

南
海

本
線

 岸
和

田
駅

よ
り

バ
ス

「
市

民
病

院
前

」
下

車

地
域

の
星

と
な

る
人

材
を

輩
出

す
る

公
立

高
校

を
め

ざ
し

「
理

数
専

門
」

「
文

系
」

の
2
コ

ー
ス

を
設

置
。

「
進

路
に

応
じ

た
講

習
」

「
夢

設
計

手
帳

」
「

自
習

室
」

な
ど

で
進

路
実

現
に

向
け

て
の

サ
ポ

ー
ト

が
充

実
。

「
共

生
推

進
教

室
」

設
置

校
。

基
礎

学
力

講
座

、
面

接
練

習
、

職
業

別
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
一

日
職

業
体

験
、

大
学

訪
問

等
を

1
年

次
か

ら
実

施
し

、
一

人
ひ

と
り

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
キ

ャ
リ

ア
指

導
を

行
っ

て
い

ま
す

。

岸
和

田
市

立
産産

業業
定

商
業

科
南

海
本

線
　

岸
和

田
駅

よ
り

東
へ

12
00

m
JR

阪
和

線
　

下
松

駅
よ

り
西

へ
80

0m

0
限

め
「

基
礎

学
力

講
座

」
や

英
・

数
「

少
人

数
授

業
」

で
基

礎
か

ら
し

っ
か

り
学

べ
、

各
種

資
格

取
得

に
も

挑
戦

し
て

い
ま

す
。

楽
し

い
行

事
も

満
載

で
ア

ッ
ト

ホ
ー

ム
な

雰
囲

気
の

学
校

で
す

。
詳

し
く

は
「

岸
産

定
時

制
」

で
検

索
を

！

““
咲咲
くく
なな
びび

””
でで

行行
きき

たた
いい

学学
校校

をを
検検

索索
！！

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。Cl
ic
k！！
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学
校
名
/T

EL
課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
校

岸岸
和和

田田
全

文
理
学
科

南
海
本
線
　
岸
和
田
駅
よ
り
南
へ
80

0m
南
海
本
線
　
蛸
地
蔵
駅
よ
り
北
へ
40

0m

大
阪

府
よ

り
G
L
H
S
、

文
部

科
学

省
よ

り
S
S
H
の

指
定

を
受

け
、

「
確

か
な

学
力

」
と

「
幅

広
い

資
質

・
能

力
」

の
育

成
を

め
ざ

し
、

様
々

な
充

実
し

た
教

育
活

動
を

展
開

。
ス

ー
パ

ー
ク

ラ
ス

(
文

系
・

理
系

各
4
0
名

)
を

設
置

し
、

よ
り

高
い

志
を

育
成

。

ほ
ぼ

全
員

が
4
年

制
大

学
、

う
ち

約
半

数
が

国
公

立
大

学
へ

進
学

。
昨

年
度

実
績

：
京

都
大

、
大

阪
大

、
神

戸
大

、
大

阪
公

立
大

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

 
他

（
既

卒
含

む
）

○

約
9
0
%
の

生
徒

が
進

学
。

主
な

進
学

先
（

過
去

5
年

）
：

近
畿

大
学

、
関

西
外

語
大

学
、

大
阪

経
済

大
学

、
桃

山
学

院
大

学
、

大
和

大
学

、
帝

塚
山

学
院

大
学

等
、

近
大

附
属

看
護

学
校

、
東

京
消

防
庁

○

貝貝
塚塚

　　
☆☆

全
総
合
学
科

南
海
本
線
　
　
貝
塚
駅
よ
り
南
東
へ
80

0m
水
間
電
鉄
線
　
市
役
所
前
駅
す
ぐ

総
合

学
科

と
な

っ
て

1
9
年

、
自

立
支

援
コ

ー
ス

を
併

設
し

て
1
7
年

を
迎

え
た

本
校

は
、

幅
広

い
選

択
科

目
の

開
講

と
、

充
実

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
よ

り
、

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

進
路

実
現

に
向

け
て

き
め

細
か

い
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

3
年

度
主

な
進

路
：

4
年

制
大

学
（

3
4
名

）
、

短
期

大
学

（
2
6
名

）
、

大
学

校
（

7
名

）
専

門
学

校
（

1
3
2
名

）
、

学
校

斡
旋

就
職

（
2
7
名

）
※

上
記

の
う

ち
看

護
系

（
3
0
名

）
○

貝貝
塚塚

南南
全

普
通
科

JR
阪
和
線
　
和
泉
橋
本
駅
よ
り
南
東
へ
12

00
m

水
間
鉄
道
　
清
児
駅
よ
り
南
西
へ
70

0m

『
明

る
く

、
た

く
ま

し
く

、
心

爽
や

か
に

』
の

教
育

目
標

の
も

と
、

周
囲

へ
の

思
い

や
り

を
忘

れ
ず

、
何

事
に

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、

自
ら

の
夢

・
目

標
を

実
現

す
る

た
め

に
、

主
体

的
に

考
え

学
ぶ

姿
勢

を
持

っ
た

、
生

徒
の

育
成

を
め

ざ
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
【

国
公

立
】

大
阪

公
立

大
、

和
歌

山
大

、
京

都
工

繊
大

な
ど

1
2

【
私

立
】

関
関

同
立

9
4
、

産
近

甲
龍

2
1
4
な

ど

日日
根根

野野
全

普
通
科

JR
阪
和
線
　
日
根
野
駅
よ
り
北
東
へ
80

0m
普

通
科

専
門

コ
ー

ス
設

置
校

。
文

系
・

理
系

と
い

う
伝

統
的

2
系

統
に

加
え

「
ア

ド
バ

ン
ス

ト
人

文
・

社
会

」
「

看
護

メ
デ

ィ
カ

ル
」

「
子

ど
も

み
ら

い
」

の
3
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
多

様
な

進
路

に
対

応
し

、
将

来
、

社
会

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

（
進

学
率

約
9
6
%
）

令
和

3
年

度
実

績
：

【
大

学
】

同
志

社
大

、
関

西
大

、
近

畿
大

、
京

都
産

業
大

、
龍

谷
大

、
関

西
外

大
、

大
阪

経
済

大
等

【
看

護
医

療
系

】
近

大
附

属
、

大
阪

労
災

、
ベ

ル
ラ

ン
ド

等
○

佐佐
野野

　　
■■

全
普
通
科

国
際
文
化
科

南
海
本
線
泉
佐
野
駅
よ
り
東
へ
85

0m
JR

阪
和
線
日
根
野
駅
よ
り
バ
ス
「
市
場
」
下
車

ま
た
は
自
転
車
通
学
も
可

国
際

教
養

科
が

国
際

文
化

科
に

改
編

さ
れ

、
よ

り
一

層
グ

ロ
ー

バ
ル

な
観

点
で

課
題

解
決

す
る

力
を

育
成

す
る

。
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
加

盟
校

と
し

て
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

全
校

で
取

組
み

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

ベ
ス

ト
な

進
路

実
現

を
全

力
で

サ
ポ

ー
ト

。

南
海
本
線
　
樽
井
駅
よ
り
南
東
へ
70

0m
JR

阪
和
線
　
和
泉
砂
川
駅
よ
り
北
西
へ
18

00
m

専
門

コ
ー

ス
「

ハ
ー

ト
フ

ル
ほ

い
く

」
設

置
校

。
数

学
で

の
少

人
数

展
開

授
業

、
放

課
後

等
に

実
施

す
る

特
別

講
習

に
よ

る
学

力
の

充
実

や
、

豊
か

な
人

間
性

を
育

む
様

々
な

行
事

を
企

画
す

る
こ

と
で

、
多

様
な

進
路

に
対

応
で

き
る

人
材

を
育

成
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

【
進

学
率

】
8
3
％

　
桃

山
学

院
大

、
阪

南
大

、
四

天
王

寺
大

、
関

西
外

短
大

、
藍

野
短

大
等

。
看

護
専

門
学

校
・

保
育

系
短

大
専

門
学

校
な

ど
多

数
。

【
就

職
率

】
1
7
％

○

佐佐
野野

工工
科科

定
総
合
学
科

南
海
本
線
　
泉
佐
野
駅
よ
り
南
へ
50

0m
JR

阪
和
線
　
熊
取
駅
、
日
根
野
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
上
町
一
丁
目
」
下
車
　
西
へ
35

0m

総
合

学
科

の
柔

軟
な

教
育

課
程

を
活

か
し

た
、

工
業

系
列

と
生

活
教

養
系

列
の

2
系

列
が

選
べ

る
。

ま
た

学
習

歴
や

学
力

に
応

じ
て

、
ゆ

っ
く

り
学

べ
る

4
年

制
と

、
定

通
併

修
を

利
用

し
た

3
年

制
が

選
べ

る
な

ど
、

細
や

か
な

指
導

・
支

援
を

行
う

佐佐
野野

工工
科科

全
工
業
科

南
海
本
線
　
泉
佐
野
駅
よ
り
南
へ
50

0m
JR

阪
和
線
　
日
根
野
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
上
町
一
丁
目
」
下
車
　
西
へ
35

0m

「
地

域
産

業
連

携
重

点
型

」
工

科
高

校
と

し
て

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
や

地
域

連
携

等
に

重
点

を
置

き
、

「
産

業
創

造
系

」
、

「
機

械
系

」
、

「
電

気
系

」
が

も
つ

特
徴

を
生

か
し

た
工

業
教

育
を

行
い

、
優

れ
た

工
業

技
術

や
創

造
性

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

「
卒

業
生

約
7
割

就
職

」
学

校
斡

旋
（

ト
ヨ

タ
自

動
車

、
日

本
製

鉄
、

三
菱

電
機

、
南

海
電

鉄
、

他
）

公
務

員
等

／
「

卒
業

生
約

3
割

進
学

」
大

学
（

大
阪

工
業

大
、

近
大

、
大

阪
産

業
大

、
他

）
・

専
門

学
校

等
○

令
和

3
年

度
は

、
約

3
5
％

が
大

学
や

専
門

学
校

に
進

学
。

進
学

希
望

者
の

1
0
0
％

が
進

学
先

決
定

。
ま

た
2
2
0
社

以
上

の
企

業
か

ら
求

人
が

あ
り

、
学

校
斡

旋
で

就
職

を
希

望
し

た
全

員
が

就
業

先
決

定
。

○
岬岬

全
総
合
学
科

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
ス
ク
ー
ル
）

南
海
本
線
　
み
さ
き
公
園
駅
よ
り
東
へ
10

00
m

通
級

指
導

教
室

設
置

校
。

1
年

次
少

人
数

の
ク

ラ
ス

を
編

成
。

令
和

6
年

度
実

施
「

と
も

に
学

び
、

と
も

に
育

つ
」

教
育

の
実

践
モ

デ
ル

校
に

指
定

。
豊

か
な

地
域

資
源

（
自

然
環

境
や

外
部

人
材

）
を

活
用

し
、

多
様

な
生

徒
に

寄
り

添
っ

た
支

援
を

行
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
2
7
名

卒
業

。
進

学
2
名

、
就

職
2
0
名

。
在

学
中

か
ら

近
隣

企
業

に
就

職
や

ア
ル

バ
イ

ト
を

斡
旋

し
て

い
る

。
○

りり
んん

くく
うう

翔翔
南南

全
普
通
科

■
「
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
の
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

▲
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
帰
国
生
徒
・
外
国
人
生
徒
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

☆
「
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

★
「
共
生
推
進
教
室
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

＊
学

校
情

報
の

順
番

に
つ

い
て

は
、

Ｐ
２

の
順

番
に

並
ん

で
い

ま
す

。
（

こ
の

ペ
ー

ジ
は

1
3
2
番

～
1
5
0
番

）

学
校

名
/T

EL
課

程
学

科
等

最
寄

駅
特

色
等

進
路

状
況

エ
レ

ベ
ー

タ
設

置
校

令令
和和

５５
年年

度度
入入

学学
者者

選選
抜抜

のの
行行

わわ
れれ

るる
「「

公公
立立

高高
校校

11
66
99
校校

」」
  
すす

べべ
てて

紹紹
介介

しし
まま

すす

※
学

校
情

報
は

、
令

和
４

年
５

月
末

日
現

在
の

情
報

で
す

。
最

新
情

報
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

咲
く

な
び

等
で

確
認

く
だ

さ
い

。

三三
国国

丘丘
全

文
理

学
科

次
世

代
の

国
際

社
会

を
リ

ー
ド

す
る

人
材

を
育

成
。

文
科

省
か

ら
令

和
4
年

度
S
S
H
指

定
(
5
年

間
)
。

隔
週

土
曜

授
業

、
全

教
室

電
子

黒
板

設
置

。
米

N
A
S
A
、

ﾘ
ｰ
ﾊ
ｲ
大

学
・

国
連

な
ど

海
外

研
修

を
多

数
実

施
。

京
都

大
1
6
名

 
 
大

阪
大

5
5
名

 
 
神

戸
大

2
7
名

 
 
大

阪
公

立
大

5
9
名

 
国

公
立

大
計

2
1
0
名

 
 
医

学
部

医
学

科
2
名

 
 
他

多
数

合
格

○
南

海
高

野
線

　
堺

東
駅

よ
り

東
へ

30
0m

JR
阪

和
線

　
　

三
国

ヶ
丘

駅
よ

り
北

西
へ

12
00

m

令
和

3
年

度
実

績
【

就
職

内
定

率
9
6
%
】

（
株

）
コ

ー
プ

大
阪

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

等
【

4
年

制
大

学
】

大
阪

電
気

通
信

大
学

1
名

、
大

阪
経

済
法

科
大

学
1
名

等
【

専
門

学
校

】
近

畿
測

量
専

1
名

○

堺堺
東東

　　
☆☆

全
総

合
学

科
泉

北
高

速
　

　
泉

ヶ
丘

駅
よ

り
バ

ス
南

海
高

野
線

　
金

剛
駅

よ
り

バ
ス

「
堺

東
高

校
前

」
下

車

本
校

は
「

進
学

重
視

の
総

合
学

科
」

と
し

て
、

多
様

な
進

路
に

対
応

で
き

、
か

つ
興

味
・

関
心

に
応

じ
て

選
択

で
き

る
科

目
を

用
意

し
て

お
り

、
現

役
で

大
学

に
進

学
で

き
る

学
力

育
成

を
学

校
づ

く
り

の
基

本
に

据
え

て
い

る
。

近
年

の
進

路
先

：
大

阪
大

、
大

公
大

(
市

大
、

府
大

)
、

大
教

大
、

京
教

大
、

奈
教

大
、

和
大

、
兵

庫
県

立
大

、
関

関
同

立
、

産
近

甲
龍

、
同

女
、

武
庫

川
、

看
護

医
療

系
学

校
、

他
多

数
。

警
察

消
防

公
務

。
○

三三
国国

丘丘
定

普
通

科
南

海
高

野
線

　
堺

東
駅

よ
り

東
へ

30
0m

JR
阪

和
線

　
　

三
国

ヶ
丘

駅
よ

り
北

西
へ

12
00

m

単
位

制
・

2
学

期
制

の
導

入
に

よ
り

前
期

卒
業

も
可

能
。

通
信

制
高

校
と

の
併

修
に

よ
り

3
年

で
の

卒
業

も
可

能
。

基
礎

学
力

充
実

の
た

め
、

英
語

・
数

学
で

少
人

数
授

業
を

実
施

。
多

様
な

選
択

科
目

を
設

置
し

、
ゼ

ロ
限

・
土

曜
開

講
に

よ
り

単
位

修
得

を
支

援
。

【
主

な
進

学
先

】
関

西
大

，
京

都
外

大
，

四
天

王
寺

大
，

阪
南

大
，

桃
山

学
院

大
，

森
ノ

宮
医

療
大

な
ど

【
主

な
学

校
紹

介
就

職
】

日
本

郵
便

，
山

崎
製

パ
ン

，
錦

秀
会

，
ト

ヨ
タ

カ
ロ

ー
ラ

南
海

な
ど

○

泉泉
大大

津津
全

普
通

科
JR

阪
和

線
　

和
泉

府
中

駅
よ

り
北

へ
17

00
m

南
海

本
線

　
泉

大
津

駅
よ

り
東

へ
20

00
m

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
視

し
た

学
び

の
中

で
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
可

能
性

を
最

大
限

に
引

き
出

し
、

将
来

の
夢

の
実

現
に

向
け

て
生

徒
の

「
心

幹
（

人
間

力
・

教
養

力
・

協
働

的
探

究
力

）
」

を
育

て
ま

す
。

<
近

年
の

概
況

>
　

四
大

3
0
%
 
（

桃
山

学
院

大
、

神
戸

学
院

大
、

摂
南

大
等

）
短

大
5
%
（

保
育

・
外

国
語

系
等

）
 
専

門
5
0
%
（

看
護

医
療

系
含

む
）

 
就

職
1
5
%
（

就
職

内
定

率
1
0
0
%
）

○

成成
美美

  
  
▲▲

全
総

合
学

科
泉

北
高

速
　

光
明

池
駅

よ
り

南
東

へ
18

00
m

泉
北

高
速

　
光

明
池

駅
よ

り
バ

ス
「

城
山

台
4丁

」
(成

美
高

校
前

)下
車

「
夢

を
つ

な
ぐ

・
文

化
を

つ
な

ぐ
・

地
域

を
つ

な
ぐ

」
総

合
学

科
高

校
。

独
自

の
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

思
考

力
判

断
力

表
現

力
を

養
い

、
5
系

列
（

国
際

，
福

祉
・

子
ど

も
，

社
会

・
情

報
，

芸
術

，
看

護
・

ス
ポ

ー
ツ

・
サ

イ
エ

ン
ス

)
の

学
び

で
夢

を
実

現
。

進
学

約
6
割

、
就

職
約

3
割

。
主

な
進

学
先

：
関

西
外

大
、

桃
山

学
院

大
、

追
手

門
学

院
大

、
大

阪
電

気
通

信
大

、
近

畿
職

業
能

力
開

発
大

学
校

等
。

昨
年

は
公

務
員

4
名

や
学

校
斡

旋
就

職
1
0
0
％

を
達

成
。

○

伯伯
太太

全
総

合
学

科
JR

阪
和

線
　

和
泉

府
中

駅
よ

り
北

東
へ

90
0m

自
然

科
学

・
生

活
と

経
済

・
健

康
と

福
祉

・
I
T
ビ

ジ
ネ

ス
・

こ
と

ば
と

文
化

の
5
つ

の
系

列
を

軸
に

、
興

味
・

関
心

に
応

じ
た

選
択

科
目

の
学

習
を

行
い

、
生

徒
一

人
ひ

と
り

が
必

要
な

力
を

育
成

。
数

学
・

英
語

は
少

人
数

展
開

授
業

で
学

び
を

支
援

す
る

。

令
和

3
年

度
　

大
学

・
短

大
1
3
.
1
％

、
専

門
学

校
4
5
.
6
％

、
就

職
3
1
％

関
西

外
国

語
大

学
、

桃
山

学
院

大
学

、
岸

和
田

医
師

会
看

護
専

門
学

校
等

に
進

学
学

校
斡

旋
就

職
内

定
率

1
0
0
％

○

信信
太太

　　
★★

全
普

通
科

JR
阪

和
線

　
北

信
太

駅
よ

り
西

へ
13

00
ｍ

南
海

本
線

　
北

助
松

駅
よ

り
東

へ
11

00
ｍ

信
太

高
校

に
は

、
ス

ポ
ー

ツ
科

学
専

門
コ

ー
ス

（
2
年

次
か

ら
）

及
び

人
文

・
理

工
・

医
療

看
護

・
情

報
・

教
養

の
5
つ

の
類

系
（

3
年

次
か

ら
）

が
あ

り
ま

す
。

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

S
H
I
N
O
D
A
」

を
合

言
葉

に
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
夢

の
実

現
を

め
ざ

し
ま

す
。

【
進

学
】

大
阪

産
業

大
学

・
帝

塚
山

学
院

大
学

・
奈

良
大

学
・

ペ
ガ

サ
ス

大
阪

南
看

護
専

門
学

校
な

ど
【

就
職

】
住

友
ゴ

ム
工

業
・

住
友

重
機

械
ギ

ヤ
ボ

ッ
ク

ス
・

山
崎

製
パ

ン
・

フ
ル

タ
製

菓
・

鴻
池

運
輸

な
ど

○

和和
泉泉

総総
合合

定
総

合
学

科
JR

阪
和

線
　

信
太

山
駅

よ
り

北
西

へ
50

0m
南

海
本

線
　

北
助

松
駅

よ
り

東
へ

19
00

m

生
徒

に
寄

り
添

う
教

育
を

行
い

、
一

人
ひ

と
り

が
自

立
し

、
人

生
を

切
り

拓
く

チ
カ

ラ
を

は
ぐ

く
み

ま
す

。
基

礎
基

本
を

重
視

し
た

授
業

・
多

彩
な

選
択

科
目

・
自

動
車

整
備

士
を

は
じ

め
と

す
る

、
資

格
取

得
の

支
援

を
め

ざ
し

ま
す

。

令
和

3
年

度
卒

業
生

：
【

進
学

】
倉

敷
芸

術
科

学
大

学
、

近
畿

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

電
子

専
門

学
校

　
他

【
就

職
】

ネ
ッ

ツ
ト

ヨ
タ

南
海

(
株

)
、

自
衛

隊
、

中
野

工
業

(
株

)
　

他
○

和和
泉泉

総総
合合

全
総

合
学

科
（

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
ス

ク
ー

ル
）

JR
阪

和
線

　
信

太
山

駅
よ

り
北

西
へ

50
0m

南
海

本
線

　
北

助
松

駅
よ

り
東

へ
19

00
m

「
と

も
に

学
び

、
と

も
に

育
つ

」
を

目
標

に
、

今
年

度
よ

り
『

通
級

指
導

教
室

』
を

設
置

し
、

一
人

ひ
と

り
に

寄
り

添
い

安
心

で
き

る
学

校
を

め
ざ

し
ま

す
。

資
格

取
得

や
、

保
育

・
介

護
分

野
の

進
路

、
基

礎
学

力
や

教
養

の
習

得
に

向
け

た
学

習
も

可
能

で
す

。

過
去

3
年

間
の

主
な

大
学

進
学

先
（

大
阪

大
・

愛
媛

大
・

京
都

市
立

芸
術

大
・

関
西

・
同

志
社

・
近

畿
・

甲
南

・
龍

谷
・

摂
南

・
追

手
門

・
桃

山
・

同
志

社
女

・
武

庫
女

・
関

外
・

大
経

・
四

天
王

寺
　

他
）

○

和和
泉泉

　　
■■

全
普

通
科

ｸﾞ
ﾛｰ

ﾊﾞ
ﾙ科

JR
阪

和
線

　
東

岸
和

田
駅

よ
り

西
へ

80
0m

南
海

本
線

　
岸

和
田

駅
よ

り
東

へ
10

00
m

府
立

高
初

の
グ

ロ
ー

バ
ル

科
。

英
語

4
技

能
と

他
教

科
の

幅
広

い
知

識
を

活
用

し
た

論
理

的
思

考
力

と
表

現
力

を
鍛

え
、

い
か

な
る

国
際

情
勢

の
中

で
も

生
き

抜
く

人
材

を
育

成
。

普
通

科
・

グ
ロ

ー
バ

ル
科

と
も

文
・

理
系

に
お

い
て

多
様

な
進

路
選

択
を

実
現

。

神
大

1
、

和
歌

山
県

立
医

大
4
、

大
教

大
6
、

和
大

2
6
、

大
阪

公
大

1
1
、

国
公

立
6
0
。

早
稲

田
2
、

同
志

社
3
2
、

立
命

9
、

関
学

3
7
、

関
大

2
0
9
他

※
数

字
は

現
役

合
格

数
○

高高
石石

全
普

通
科

南
海

本
線

　
北

助
松

駅
よ

り
北

西
へ

80
0m

2
年

で
文

系
Ａ

／
文

系
Ｂ

／
理

系
・

看
護

医
療

系
に

分
か

れ
、

3
年

か
ら

看
護

医
療

系
と

理
系

が
分

か
れ

ま
す

。
勉

学
、

部
活

、
学

校
行

事
の

3
分

野
全

て
に

情
熱

を
も

っ
て

取
組

み
、

希
望

進
路

を
実

現
す

る
「

心
爽

や
か

で
逞

し
い

生
徒

」
を

育
成

し
ま

す
。

9
0
%
以

上
が

進
学

（
大

阪
教

育
 
鳥

取
 
和

歌
山

 
同

志
社

 
関

西
 
関

西
学

院
 
近

畿
龍

谷
 
関

西
外

大
 
関

西
医

科
 
森

ノ
宮

医
療

 
関

西
医

療
 
ベ

ル
ラ

ン
ド

ほ
か

）
就

職
・

公
務

員
1
0
名

程
度

○

岸
和

田
市

立
産産

業業
全

商
業

科
情

報
科

ﾃﾞ
ｻﾞ

ｲﾝ
ｼｽ

ﾃﾑ
科

南
海

本
線

　
岸

和
田

駅
よ

り
東

へ
12

00
m

JR
阪

和
線

　
下

松
駅

よ
り

西
へ

80
0m

創
立

1
1
0
年

を
超

え
る

伝
統

校
。

商
業

科
・

情
報

科
・

デ
ザ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

科
の

専
門

高
校

。
授

業
の

約
3
分

の
2
は

普
通

科
目

を
約

3
分

の
1
は

専
門

科
目

を
学

習
。

そ
れ

ぞ
れ

の
学

科
の

専
門

知
識

、
技

術
を

学
び

、
多

く
の

資
格

を
取

得
。

学
校

就
職

は
伝

統
と

き
め

細
や

か
な

指
導

で
高

い
内

定
率

。
進

学
で

は
専

門
高

校
の

特
徴

を
生

か
し

た
大

学
推

薦
入

試
に

よ
り

和
歌

山
大

学
や

近
大

、
摂

南
大

、
大

経
大

な
ど

の
国

公
私

立
大

へ
の

進
学

者
も

。

久久
米米

田田
　　

★★
全

普
通

科
JR

阪
和

線
 下

松
駅

よ
り

西
へ

70
0m

南
海

本
線

 岸
和

田
駅

よ
り

バ
ス

「
市

民
病

院
前

」
下

車

地
域

の
星

と
な

る
人

材
を

輩
出

す
る

公
立

高
校

を
め

ざ
し

「
理

数
専

門
」

「
文

系
」

の
2
コ

ー
ス

を
設

置
。

「
進

路
に

応
じ

た
講

習
」

「
夢

設
計

手
帳

」
「

自
習

室
」

な
ど

で
進

路
実

現
に

向
け

て
の

サ
ポ

ー
ト

が
充

実
。

「
共

生
推

進
教

室
」

設
置

校
。

基
礎

学
力

講
座

、
面

接
練

習
、

職
業

別
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
一

日
職

業
体

験
、

大
学

訪
問

等
を

1
年

次
か

ら
実

施
し

、
一

人
ひ

と
り

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
キ

ャ
リ

ア
指

導
を

行
っ

て
い

ま
す

。

岸
和

田
市

立
産産

業業
定

商
業

科
南

海
本

線
　

岸
和

田
駅

よ
り

東
へ

12
00

m
JR

阪
和

線
　

下
松

駅
よ

り
西

へ
80

0m

0
限

め
「

基
礎

学
力

講
座

」
や

英
・

数
「

少
人

数
授

業
」

で
基

礎
か

ら
し

っ
か

り
学

べ
、

各
種

資
格

取
得

に
も

挑
戦

し
て

い
ま

す
。

楽
し

い
行

事
も

満
載

で
ア

ッ
ト

ホ
ー

ム
な

雰
囲

気
の

学
校

で
す

。
詳

し
く

は
「

岸
産

定
時

制
」

で
検

索
を

！

““
咲咲

くく
なな

びび
””
でで

行行
きき

たた
いい

学学
校校

をを
検検

索索
！！

（（
））

令
和

５
年

度
入

試
を

行
う

府
内

の
公

立
高

等
学

校
と

府
内

の
高

等
部

を
設

置
す

る
公

立
支

援
学

校
の

情
報

を
パ

ソ
コ

ン
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
か

ら
検

索
で

き
ま

す
。

課
程

、
学

科
、

学
校

の
所

在
地

は
も

ち
ろ

ん
、

鉄
道

路
線

名
や

駅
名

、
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

か
ら

検
索

可
能

で
す

。
学

校
の

新
着

情
報

や
学

校
説

明
会

の
情

報
も

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。Cl
ic
k！！

学
校
名
/T
EL

課
程

学
科
等

最
寄
駅

特
色
等

進
路
状
況

エ
レ
ベ
ー

タ
設
置
校

14
8

佐佐
野野

工工
科科

00
77
22
--
44
66
22
--
22
77
77
22

全
工
業
科

南
海
本
線
　
泉
佐
野
駅
よ
り
南
へ
50
0m

JR
阪
和
線
　
日
根
野
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
上
町
一
丁
目
」
下
車
　
西
へ
35
0m

「
地

域
産

業
連

携
重

点
型

」
工

科
高

校
と

し
て

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
や

地
域

連
携

等
に

重
点

を
置

き
、

「
産

業
創

造
系

」
、

「
機

械
系

」
、

「
電

気
系

」
が

も
つ

特
徴

を
生

か
し

た
工

業
教

育
を

行
い

、
優

れ
た

工
業

技
術

や
創

造
性

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

「
卒

業
生

約
7
割

就
職

」
学

校
斡

旋
（

ト
ヨ

タ
自

動
車

、
日

本
製

鉄
、

三
菱

電
機

、
南

海
電

鉄
、

他
）

公
務

員
等

／
「

卒
業

生
約

3
割

進
学

」
大

学
（

大
阪

工
業

大
、

近
大

、
大

阪
産

業
大

、
他

）
・

専
門

学
校

等
○

令
和

3
年

度
は

、
約

3
5
％

が
大

学
や

専
門

学
校

に
進

学
。

進
学

希
望

者
の

1
0
0
％

が
進

学
先

決
定

。
ま

た
2
2
0
社

以
上

の
企

業
か

ら
求

人
が

あ
り

、
学

校
斡

旋
で

就
職

を
希

望
し

た
全

員
が

就
業

先
決

定
。

○
15
0

岬岬 00
77
22
--
44
99
44
--
00
33
00
11

全
総
合
学
科

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
ス
ク
ー
ル
）

南
海
本
線
　
み
さ
き
公
園
駅
よ
り
東
へ
10
00
m

通
級

指
導

教
室

設
置

校
。

1
年

次
少

人
数

の
ク

ラ
ス

を
編

成
。

令
和

6
年

度
実

施
「

と
も

に
学

び
、

と
も

に
育

つ
」

教
育

の
実

践
モ

デ
ル

校
に

指
定

。
豊

か
な

地
域

資
源

（
自

然
環

境
や

外
部

人
材

）
を

活
用

し
、

多
様

な
生

徒
に

寄
り

添
っ

た
支

援
を

行
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
2
7
名

卒
業

。
進

学
2
名

、
就

職
2
0
名

。
在

学
中

か
ら

近
隣

企
業

に
就

職
や

ア
ル

バ
イ

ト
を

斡
旋

し
て

い
る

。
○

14
9

りり
んん

くく
うう

翔翔
南南

00
77
22
--
44
88
33
--
44
44
77
44

全
普
通
科

南
海
本
線
　
樽
井
駅
よ
り
南
東
へ
70
0m

JR
阪
和
線
　
和
泉
砂
川
駅
よ
り
北
西
へ
18
00
m

専
門

コ
ー

ス
「

ハ
ー

ト
フ

ル
ほ

い
く

」
設

置
校

。
数

学
で

の
少

人
数

展
開

授
業

、
放

課
後

等
に

実
施

す
る

特
別

講
習

に
よ

る
学

力
の

充
実

や
、

豊
か

な
人

間
性

を
育

む
様

々
な

行
事

を
企

画
す

る
こ

と
で

、
多

様
な

進
路

に
対

応
で

き
る

人
材

を
育

成
し

て
い

ま
す

。

令
和

3
年

度
実

績
：

【
進

学
率

】
8
3
％

　
桃

山
学

院
大

、
阪

南
大

、
四

天
王

寺
大

、
関

西
外

短
大

、
藍

野
短

大
等

。
看

護
専

門
学

校
・

保
育

系
短

大
専

門
学

校
な

ど
多

数
。

【
就

職
率

】
1
7
％

○

14
8

佐佐
野野

工工
科科

00
77
22
--
44
66
22
--
22
77
77
22

定
総
合
学
科

南
海
本
線
　
泉
佐
野
駅
よ
り
南
へ
50
0m

JR
阪
和
線
　
熊
取
駅
、
日
根
野
駅
よ
り
南
海
バ
ス

「
上
町
一
丁
目
」
下
車
　
西
へ
35
0m

総
合

学
科

の
柔

軟
な

教
育

課
程

を
活

か
し

た
、

工
業

系
列

と
生

活
教

養
系

列
の

2
系

列
が

選
べ

る
。

ま
た

学
習

歴
や

学
力

に
応

じ
て

、
ゆ

っ
く

り
学

べ
る

4
年

制
と

、
定

通
併

修
を

利
用

し
た

3
年

制
が

選
べ

る
な

ど
、

細
や

か
な

指
導

・
支

援
を

行
う

令
和

3
年

度
実

績
【

国
公

立
】

大
阪

公
立

大
、

和
歌

山
大

、
京

都
工

繊
大

な
ど

1
2

【
私

立
】

関
関

同
立

9
4
、

産
近

甲
龍

2
1
4
な

ど

14
7

日日
根根

野野
00
77
22
--
44
66
77
--
11
55
55
55

全
普
通
科

JR
阪
和
線
　
日
根
野
駅
よ
り
北
東
へ
80
0m

普
通

科
専

門
コ

ー
ス

設
置

校
。

文
系

・
理

系
と

い
う

伝
統

的
2
系

統
に

加
え

「
ア

ド
バ

ン
ス

ト
人

文
・

社
会

」
「

看
護

メ
デ

ィ
カ

ル
」

「
子

ど
も

み
ら

い
」

の
3

コ
ー

ス
を

設
置

し
、

多
様

な
進

路
に

対
応

し
、

将
来

、
社

会
で

活
躍

す
る

人
材

を
育

成
し

ま
す

。

（
進

学
率

約
9
6
%
）

令
和

3
年

度
実

績
：

【
大

学
】

同
志

社
大

、
関

西
大

、
近

畿
大

、
京

都
産

業
大

、
龍

谷
大

、
関

西
外

大
、

大
阪

経
済

大
等

【
看

護
医

療
系

】
近

大
附

属
、

大
阪

労
災

、
ベ

ル
ラ

ン
ド

等

○

14
6

佐佐
野野

　　
■■

00
77
22
--
44
66
22
--
33
88
22
55

全
普
通
科

国
際
文
化
科

南
海
本
線
泉
佐
野
駅
よ
り
東
へ
85
0m

JR
阪
和
線
日
根
野
駅
よ
り
バ
ス
「
市
場
」
下
車

ま
た
は
自
転
車
通
学
も
可

国
際

教
養

科
が

国
際

文
化

科
に

改
編

さ
れ

、
よ

り
一

層
グ

ロ
ー

バ
ル

な
観

点
で

課
題

解
決

す
る

力
を

育
成

す
る

。
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
加

盟
校

と
し

て
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

全
校

で
取

組
み

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

ベ
ス

ト
な

進
路

実
現

を
全

力
で

サ
ポ

ー
ト

。

約
9
0
%
の

生
徒

が
進

学
。

主
な

進
学

先
（

過
去

5
年

）
：

近
畿

大
学

、
関

西
外

語
大

学
、

大
阪

経
済

大
学

、
桃

山
学

院
大

学
、

大
和

大
学

、
帝

塚
山

学
院

大
学

等
、

近
大

附
属

看
護

学
校

、
東

京
消

防
庁

○

14
5

貝貝
塚塚

　　
☆☆

00
77
22
--
44
22
33
--
11
44
00
11

全
総
合
学
科

南
海
本
線
　
　
貝
塚
駅
よ
り
南
東
へ
80
0m

水
間
電
鉄
線
　
市
役
所
前
駅
す
ぐ

総
合

学
科

と
な

っ
て

1
9
年

、
自

立
支

援
コ

ー
ス

を
併

設
し

て
1
7
年

を
迎

え
た

本
校

は
、

幅
広

い
選

択
科

目
の

開
講

と
、

充
実

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
よ

り
、

生
徒

一
人

ひ
と

り
の

進
路

実
現

に
向

け
て

き
め

細
か

い
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

3
年

度
主

な
進

路
：

4
年

制
大

学
（

3
4
名

）
、

短
期

大
学

（
2
6
名

）
、

大
学

校
（

7
名

）
専

門
学

校
（

1
3
2
名

）
、

学
校

斡
旋

就
職

（
2
7
名

）
※

上
記

の
う

ち
看

護
系

（
3
0
名

）
○

14
4

貝貝
塚塚

南南
00
77
22
--
44
33
22
--
22
00
00
44

全
普
通
科

JR
阪
和
線
　
和
泉
橋
本
駅
よ
り
南
東
へ
12
00
m

水
間
鉄
道
　
清
児
駅
よ
り
南
西
へ
70
0m

『
明

る
く

、
た

く
ま

し
く

、
心

爽
や

か
に

』
の

教
育

目
標

の
も

と
、

周
囲

へ
の

思
い

や
り

を
忘

れ
ず

、
何

事
に

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、

自
ら

の
夢

・
目

標
を

実
現

す
る

た
め

に
、

主
体

的
に

考
え

学
ぶ

姿
勢

を
持

っ
た

、
生

徒
の

育
成

を
め

ざ
し

ま
す

。

14
3

岸岸
和和

田田
00
77
22
--
44
22
22
--
33
66
99
11

全
文
理
学
科

南
海
本
線
　
岸
和
田
駅
よ
り
南
へ
80
0m

南
海
本
線
　
蛸
地
蔵
駅
よ
り
北
へ
40
0m

大
阪

府
よ

り
G
L
H
S
、

文
部

科
学

省
よ

り
S
S
H
の

指
定

を
受

け
、

「
確

か
な

学
力

」
と

「
幅

広
い

資
質

・
能

力
」

の
育

成
を

め
ざ

し
、

様
々

な
充

実
し

た
教

育
活

動
を

展
開

。
ス

ー
パ

ー
ク

ラ
ス

(
文

系
・

理
系

各
4
0
名

)
を

設
置

し
、

よ
り

高
い

志
を

育
成

。

ほ
ぼ

全
員

が
4
年

制
大

学
、

う
ち

約
半

数
が

国
公

立
大

学
へ

進
学

。
昨

年
度

実
績

：
京

都
大

、
大

阪
大

、
神

戸
大

、
大

阪
公

立
大

、
関

西
大

、
関

西
学

院
大

、
同

志
社

大
、

立
命

館
大

 
他

（
既

卒
含

む
）

○

■
「
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
の
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

▲
「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
帰
国
生
徒
・
外
国
人
生
徒
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

☆
「
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援
コ
ー
ス
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

★
「
共
生
推
進
教
室
入
学
者
選
抜
」
実
施
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

は
こ

ち
ら
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大大阪阪府府公公立立高高等等学学校校のの概概要要

昼昼間間のの高高校校 全全日日制制

普普通通科科のの高高校校 共通教科を幅広く学び、広い知識と教養、柔軟な思考力を養います。それぞれの学校が特色を出し、

魅力あるスクールカラーをつくっています。専門コース（理数・英語・芸術・体育・保育・コミュニ

ケーションなど）を設けている高校もあります。

【共通教科：国語・地理歴史・公民・数学・理科・保健体育・芸術・外国語・家庭・情報】

普普通通科科単単位位制制のの高高校校 多様な科目から選択し学習できます。少人数授業や習熟度別授業など、学習しやすいしくみを取り

入れています。

専専門門学学科科のの高高校校 専門教科・科目を中心に学びます。専門学科のみを設置する高校のほか、専門学科と普通科の両方

を設置する高校があります。専門分野に関する基礎知識を学び、資格取得をめざす学習や探究的な

学習を行います。

【専門学科：農業に関する学科・工業に関する学科・総合造形科・商業に関する学科・食物文化・福

祉ボランティア・理数・総合科学・サイエンス創造・英語・美術・音楽・体育に関する学科・国際文

化・グローバル・グローバル探究・演劇・芸能文化・文理・教育文理など】

総総合合学学科科のの高高校校 共通教科と専門教科の両方にわたって、多くの選択科目があります。選択科目には、総合選択科目

と自由選択科目があり、興味・関心や進路希望にあわせて選択し学びます。総合選択科目は、専門性

によって関連する科目ごとに「系列」を設けていますが、複数の「系列」から選択して学習すること

ができます。

エエンンパパワワメメンントト

ススククーールル

自分の理解度に応じて基礎・基本から専門的な内容まで、「わかる喜び」を感じながら学べる高校で

す。また、グループワーク形式や体験型の授業が多くあり、進路に役立つ学習ができます。

 
昼昼間間のの高高校校 ククリリエエイイテティィブブススククーールル

全全日日制制総総合合学学科科

のの高高校校

入学後に１～８限の中から１日６時間の授業を選びます。学ぶ内容については、総合学科の高校の

欄を参考にしてください。

多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ･･ⅡⅡ部部

普普通通科科のの高高校校

Ⅰ部（午前）、Ⅱ部（午後）の中から入学者選抜時に学ぶ時間帯を選ぶことができ、３年または４

年で卒業します。学ぶ内容については普通科の高校の欄を参考にしてください。

※クリエイティブスクールとは、学ぶ時間帯が選べ、魅力ある多様な選択科目がある学校です。

昼昼夜夜間間のの高高校校

昼昼夜夜間間単単位位制制

のの高高校校

合格後に昼間と夜間とのどちらを中心として学ぶかを選びます。１限（ 開始）～ 限（

終了）の中から、自分の希望する時間帯で学習できます。

夜夜間間のの高高校校

夜夜間間定定時時制制のの高高校校 普通科・工業に関する学科・商業に関する学科・総合学科の高校があります。４年で卒業しますが、

科目の選択によっては、３年で卒業できる制度を設けています。

通通信信制制のの高高校校

通通信信制制（（普普通通科科））

のの高高校校

週に２～３回登校して受けるスクーリング（面接指導）やレポートの添削指導を受けながら学習し

ます。

府府立立工工科科高高校校ににおおけけるる人人材材育育成成のの重重点点化化

■■工工科科高高校校はは、、入入学学後後、、機機械械やや電電気気、、建建築築ななどどのの系系（（ココーースス））をを選選択択ししまますす。。タタイイププ別別にに学学校校をを紹紹介介ししまますす。。

タイプ 高校名 所在地 設置されている系（コース）

高高大大連連携携重重点点型型

高度な知識や技術を身

につけた技術者の育成

茨木工科高等学校 茨木市 機械・電気・環境化学システム・工学※

淀川工科高等学校 旭区 機械・電気・メカトロニクス・工学※

今宮工科高等学校 西成区 機械・電気・建築・グラフィックデザイン・工学※

実実践践的的技技能能養養成成重重点点型型

高度な技術・技能力を持

つ人材の育成

西野田工科高等学校 福島区 機械・電気・建築都市工学・工業デザイン

藤井寺工科高等学校 藤井寺市 機械・電気・メカトロニクス

堺工科高等学校 堺市 機械・電気・環境化学システム

地地域域産産業業連連携携重重点点型型

ものづくり現場のリー

ダーとなる人材の育成

城東工科高等学校 東大阪市 機械・電気・メカトロニクス

布施工科高等学校 東大阪市 機械・電気・建築設備

佐野工科高等学校 泉佐野市 機械・電気・産業創造

※※高高大大連連携携重重点点型型のの３３校校ににはは工工学学系系（（進進学学ココーースス））ががあありり、、１１学学年年のの募募集集定定員員ののううちち 名名をを単単独独でで募募集集ししてていいまますす。。

工工科科高高校校のの魅魅力力発発信信動動画画ホホーームムペペーージジ「「 」」

 工工科科高高校校でではは、、将将来来「「工工業業技技術術者者」」ととななりり、、社社会会をを支支ええるるププロロフフェェッッシショョナナルルををめめざざすす

ここととががででききまますす。。

 企企業業かかららののニニーーズズもも高高くく、、就就職職希希望望者者ののほほぼぼ ％％がが正正社社員員ととししてて、、就就職職ししてていいまますす。。

 専専門門高高校校生生をを対対象象ととししたた特特別別なな入入試試制制度度ななどどをを利利用用ししてて大大学学ななどどにに進進学学ももででききまますす。。  

公公立立高高校校進進学学ににはは、、どどれれくくららいいのの費費用用がが必必要要？？

課程 ①入学検定料 ②入学料 ③授業料 ④学校諸費等

全日制 円 円 円 月額 円
学校、課程により

異なります。
定時制 円 円 円 月額 円

通信制 円 円 単位あたり年額 円

※①は出願前に、②は合格発表日（入学許可日）以降で学校が指定する日までに納付が必要です。

③と④は、３か月分ずつ年４回（４月、７月、 月、１月）に分けて納入していただきます。

ただし、授業料については、次の「高等学校等就学支援金」の認定を受ければ無償となります。

就学支援金は、親権者（保護者等）の所得等が要件 を満たす生徒の授業料を、国が生徒に代わって負担する制

度です。現金が支給されるものではなく、返済の必要もありません。新入生は、４月と７月の２回、手続きが必要で

す。手続きに必要な書類や説明資料は、合格発表後に学校から配付されます。
保護者等の課税標準額× －市町村民税の調整控除の額（政令指定都市に市民税を納税している場合は、調整控除の額に

を乗じた額）で計算される算定基準額が 円未満であることが要件です。（父母両方の合算額になります。）年収の目安とし

ては、 万円未満となりますが、控除などの条件により異なります。父母ともに所得がある場合は、合計で判定します。

 

大大阪阪府府公公立立高高等等学学校校のの概概要要

昼昼間間のの高高校校 全全日日制制

普普通通科科のの高高校校 共通教科を幅広く学び、広い知識と教養、柔軟な思考力を養います。それぞれの学校が特色を出し、

魅力あるスクールカラーをつくっています。専門コース（理数・英語・芸術・体育・保育・コミュニ

ケーションなど）を設けている高校もあります。

【共通教科：国語・地理歴史・公民・数学・理科・保健体育・芸術・外国語・家庭・情報】

普普通通科科単単位位制制のの高高校校 多様な科目から選択し学習できます。少人数授業や習熟度別授業など、学習しやすいしくみを取り

入れています。

専専門門学学科科のの高高校校 専門教科・科目を中心に学びます。専門学科のみを設置する高校のほか、専門学科と普通科の両方

を設置する高校があります。専門分野に関する基礎知識を学び、資格取得をめざす学習や探究的な

学習を行います。

【専門学科：農業に関する学科・工業に関する学科・総合造形科・商業に関する学科・食物文化・福

祉ボランティア・理数・総合科学・サイエンス創造・英語・美術・音楽・体育に関する学科・国際文

化・グローバル・グローバル探究・演劇・芸能文化・文理・教育文理など】

総総合合学学科科のの高高校校 共通教科と専門教科の両方にわたって、多くの選択科目があります。選択科目には、総合選択科目

と自由選択科目があり、興味・関心や進路希望にあわせて選択し学びます。総合選択科目は、専門性

によって関連する科目ごとに「系列」を設けていますが、複数の「系列」から選択して学習すること

ができます。

エエンンパパワワメメンントト

ススククーールル

自分の理解度に応じて基礎・基本から専門的な内容まで、「わかる喜び」を感じながら学べる高校で

す。また、グループワーク形式や体験型の授業が多くあり、進路に役立つ学習ができます。

 
昼昼間間のの高高校校 ククリリエエイイテティィブブススククーールル

全全日日制制総総合合学学科科

のの高高校校

入学後に１～８限の中から１日６時間の授業を選びます。学ぶ内容については、総合学科の高校の

欄を参考にしてください。

多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ･･ⅡⅡ部部

普普通通科科のの高高校校

Ⅰ部（午前）、Ⅱ部（午後）の中から入学者選抜時に学ぶ時間帯を選ぶことができ、３年または４

年で卒業します。学ぶ内容については普通科の高校の欄を参考にしてください。

※クリエイティブスクールとは、学ぶ時間帯が選べ、魅力ある多様な選択科目がある学校です。

昼昼夜夜間間のの高高校校

昼昼夜夜間間単単位位制制

のの高高校校

合格後に昼間と夜間とのどちらを中心として学ぶかを選びます。１限（ 開始）～ 限（

終了）の中から、自分の希望する時間帯で学習できます。

夜夜間間のの高高校校

夜夜間間定定時時制制のの高高校校 普通科・工業に関する学科・商業に関する学科・総合学科の高校があります。４年で卒業しますが、

科目の選択によっては、３年で卒業できる制度を設けています。

通通信信制制のの高高校校

通通信信制制（（普普通通科科））

のの高高校校

週に２～３回登校して受けるスクーリング（面接指導）やレポートの添削指導を受けながら学習し

ます。

府府立立工工科科高高校校ににおおけけるる人人材材育育成成のの重重点点化化

■■工工科科高高校校はは、、入入学学後後、、機機械械やや電電気気、、建建築築ななどどのの系系（（ココーースス））をを選選択択ししまますす。。タタイイププ別別にに学学校校をを紹紹介介ししまますす。。

タイプ 高校名 所在地 設置されている系（コース）

高高大大連連携携重重点点型型

高度な知識や技術を身

につけた技術者の育成

茨木工科高等学校 茨木市 機械・電気・環境化学システム・工学※

淀川工科高等学校 旭区 機械・電気・メカトロニクス・工学※

今宮工科高等学校 西成区 機械・電気・建築・グラフィックデザイン・工学※

実実践践的的技技能能養養成成重重点点型型

高度な技術・技能力を持

つ人材の育成

西野田工科高等学校 福島区 機械・電気・建築都市工学・工業デザイン

藤井寺工科高等学校 藤井寺市 機械・電気・メカトロニクス

堺工科高等学校 堺市 機械・電気・環境化学システム

地地域域産産業業連連携携重重点点型型

ものづくり現場のリー

ダーとなる人材の育成

城東工科高等学校 東大阪市 機械・電気・メカトロニクス

布施工科高等学校 東大阪市 機械・電気・建築設備

佐野工科高等学校 泉佐野市 機械・電気・産業創造

※※高高大大連連携携重重点点型型のの３３校校ににはは工工学学系系（（進進学学ココーースス））ががあありり、、１１学学年年のの募募集集定定員員ののううちち 名名をを単単独独でで募募集集ししてていいまますす。。

工工科科高高校校のの魅魅力力発発信信動動画画ホホーームムペペーージジ「「 」」

 工工科科高高校校でではは、、将将来来「「工工業業技技術術者者」」ととななりり、、社社会会をを支支ええるるププロロフフェェッッシショョナナルルををめめざざすす

ここととががででききまますす。。

 企企業業かかららののニニーーズズもも高高くく、、就就職職希希望望者者ののほほぼぼ ％％がが正正社社員員ととししてて、、就就職職ししてていいまますす。。

 専専門門高高校校生生をを対対象象ととししたた特特別別なな入入試試制制度度ななどどをを利利用用ししてて大大学学ななどどにに進進学学ももででききまますす。。  

公公立立高高校校進進学学ににはは、、どどれれくくららいいのの費費用用がが必必要要？？

課程 ①入学検定料 ②入学料 ③授業料 ④学校諸費等

全日制 円 円 円 月額 円
学校、課程により

異なります。
定時制 円 円 円 月額 円

通信制 円 円 単位あたり年額 円

※①は出願前に、②は合格発表日（入学許可日）以降で学校が指定する日までに納付が必要です。

③と④は、３か月分ずつ年４回（４月、７月、 月、１月）に分けて納入していただきます。

ただし、授業料については、次の「高等学校等就学支援金」の認定を受ければ無償となります。

就学支援金は、親権者（保護者等）の所得等が要件 を満たす生徒の授業料を、国が生徒に代わって負担する制

度です。現金が支給されるものではなく、返済の必要もありません。新入生は、４月と７月の２回、手続きが必要で

す。手続きに必要な書類や説明資料は、合格発表後に学校から配付されます。
保護者等の課税標準額× －市町村民税の調整控除の額（政令指定都市に市民税を納税している場合は、調整控除の額に

を乗じた額）で計算される算定基準額が 円未満であることが要件です。（父母両方の合算額になります。）年収の目安とし

ては、 万円未満となりますが、控除などの条件により異なります。父母ともに所得がある場合は、合計で判定します。
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大大阪阪府府公公立立高高等等学学校校のの概概要要

昼昼間間のの高高校校 全全日日制制

普普通通科科のの高高校校 共通教科を幅広く学び、広い知識と教養、柔軟な思考力を養います。それぞれの学校が特色を出し、

魅力あるスクールカラーをつくっています。専門コース（理数・英語・芸術・体育・保育・コミュニ

ケーションなど）を設けている高校もあります。

【共通教科：国語・地理歴史・公民・数学・理科・保健体育・芸術・外国語・家庭・情報】

普普通通科科単単位位制制のの高高校校 多様な科目から選択し学習できます。少人数授業や習熟度別授業など、学習しやすいしくみを取り

入れています。

専専門門学学科科のの高高校校 専門教科・科目を中心に学びます。専門学科のみを設置する高校のほか、専門学科と普通科の両方

を設置する高校があります。専門分野に関する基礎知識を学び、資格取得をめざす学習や探究的な

学習を行います。

【専門学科：農業に関する学科・工業に関する学科・総合造形科・商業に関する学科・食物文化・福

祉ボランティア・理数・総合科学・サイエンス創造・英語・美術・音楽・体育に関する学科・国際文

化・グローバル・グローバル探究・演劇・芸能文化・文理・教育文理など】

総総合合学学科科のの高高校校 共通教科と専門教科の両方にわたって、多くの選択科目があります。選択科目には、総合選択科目

と自由選択科目があり、興味・関心や進路希望にあわせて選択し学びます。総合選択科目は、専門性

によって関連する科目ごとに「系列」を設けていますが、複数の「系列」から選択して学習すること

ができます。

エエンンパパワワメメンントト

ススククーールル

自分の理解度に応じて基礎・基本から専門的な内容まで、「わかる喜び」を感じながら学べる高校で

す。また、グループワーク形式や体験型の授業が多くあり、進路に役立つ学習ができます。

 
昼昼間間のの高高校校 ククリリエエイイテティィブブススククーールル

全全日日制制総総合合学学科科

のの高高校校

入学後に１～８限の中から１日６時間の授業を選びます。学ぶ内容については、総合学科の高校の

欄を参考にしてください。

多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ･･ⅡⅡ部部

普普通通科科のの高高校校

Ⅰ部（午前）、Ⅱ部（午後）の中から入学者選抜時に学ぶ時間帯を選ぶことができ、３年または４

年で卒業します。学ぶ内容については普通科の高校の欄を参考にしてください。

※クリエイティブスクールとは、学ぶ時間帯が選べ、魅力ある多様な選択科目がある学校です。

昼昼夜夜間間のの高高校校

昼昼夜夜間間単単位位制制

のの高高校校

合格後に昼間と夜間とのどちらを中心として学ぶかを選びます。１限（ 開始）～ 限（

終了）の中から、自分の希望する時間帯で学習できます。

夜夜間間のの高高校校

夜夜間間定定時時制制のの高高校校 普通科・工業に関する学科・商業に関する学科・総合学科の高校があります。４年で卒業しますが、

科目の選択によっては、３年で卒業できる制度を設けています。

通通信信制制のの高高校校

通通信信制制（（普普通通科科））

のの高高校校

週に２～３回登校して受けるスクーリング（面接指導）やレポートの添削指導を受けながら学習し

ます。

府府立立工工科科高高校校ににおおけけるる人人材材育育成成のの重重点点化化

■■工工科科高高校校はは、、入入学学後後、、機機械械やや電電気気、、建建築築ななどどのの系系（（ココーースス））をを選選択択ししまますす。。タタイイププ別別にに学学校校をを紹紹介介ししまますす。。

タイプ 高校名 所在地 設置されている系（コース）

高高大大連連携携重重点点型型

高度な知識や技術を身

につけた技術者の育成

茨木工科高等学校 茨木市 機械・電気・環境化学システム・工学※

淀川工科高等学校 旭区 機械・電気・メカトロニクス・工学※

今宮工科高等学校 西成区 機械・電気・建築・グラフィックデザイン・工学※

実実践践的的技技能能養養成成重重点点型型

高度な技術・技能力を持

つ人材の育成

西野田工科高等学校 福島区 機械・電気・建築都市工学・工業デザイン

藤井寺工科高等学校 藤井寺市 機械・電気・メカトロニクス

堺工科高等学校 堺市 機械・電気・環境化学システム

地地域域産産業業連連携携重重点点型型

ものづくり現場のリー

ダーとなる人材の育成

城東工科高等学校 東大阪市 機械・電気・メカトロニクス

布施工科高等学校 東大阪市 機械・電気・建築設備

佐野工科高等学校 泉佐野市 機械・電気・産業創造

※※高高大大連連携携重重点点型型のの３３校校ににはは工工学学系系（（進進学学ココーースス））ががあありり、、１１学学年年のの募募集集定定員員ののううちち 名名をを単単独独でで募募集集ししてていいまますす。。

工工科科高高校校のの魅魅力力発発信信動動画画ホホーームムペペーージジ「「 」」

 工工科科高高校校でではは、、将将来来「「工工業業技技術術者者」」ととななりり、、社社会会をを支支ええるるププロロフフェェッッシショョナナルルををめめざざすす

ここととががででききまますす。。

 企企業業かかららののニニーーズズもも高高くく、、就就職職希希望望者者ののほほぼぼ ％％がが正正社社員員ととししてて、、就就職職ししてていいまますす。。

 専専門門高高校校生生をを対対象象ととししたた特特別別なな入入試試制制度度ななどどをを利利用用ししてて大大学学ななどどにに進進学学ももででききまますす。。  

公公立立高高校校進進学学ににはは、、どどれれくくららいいのの費費用用がが必必要要？？

課程 ①入学検定料 ②入学料 ③授業料 ④学校諸費等

全日制 円 円 円 月額 円
学校、課程により

異なります。
定時制 円 円 円 月額 円

通信制 円 円 単位あたり年額 円

※①は出願前に、②は合格発表日（入学許可日）以降で学校が指定する日までに納付が必要です。

③と④は、３か月分ずつ年４回（４月、７月、 月、１月）に分けて納入していただきます。

ただし、授業料については、次の「高等学校等就学支援金」の認定を受ければ無償となります。

就学支援金は、親権者（保護者等）の所得等が要件 を満たす生徒の授業料を、国が生徒に代わって負担する制

度です。現金が支給されるものではなく、返済の必要もありません。新入生は、４月と７月の２回、手続きが必要で

す。手続きに必要な書類や説明資料は、合格発表後に学校から配付されます。
保護者等の課税標準額× －市町村民税の調整控除の額（政令指定都市に市民税を納税している場合は、調整控除の額に

を乗じた額）で計算される算定基準額が 円未満であることが要件です。（父母両方の合算額になります。）年収の目安とし

ては、 万円未満となりますが、控除などの条件により異なります。父母ともに所得がある場合は、合計で判定します。
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ます。

府府立立工工科科高高校校ににおおけけるる人人材材育育成成のの重重点点化化

■■工工科科高高校校はは、、入入学学後後、、機機械械やや電電気気、、建建築築ななどどのの系系（（ココーースス））をを選選択択ししまますす。。タタイイププ別別にに学学校校をを紹紹介介ししまますす。。

タイプ 高校名 所在地 設置されている系（コース）

高高大大連連携携重重点点型型

高度な知識や技術を身

につけた技術者の育成

茨木工科高等学校 茨木市 機械・電気・環境化学システム・工学※

淀川工科高等学校 旭区 機械・電気・メカトロニクス・工学※

今宮工科高等学校 西成区 機械・電気・建築・グラフィックデザイン・工学※

実実践践的的技技能能養養成成重重点点型型

高度な技術・技能力を持

つ人材の育成

西野田工科高等学校 福島区 機械・電気・建築都市工学・工業デザイン

藤井寺工科高等学校 藤井寺市 機械・電気・メカトロニクス

堺工科高等学校 堺市 機械・電気・環境化学システム

地地域域産産業業連連携携重重点点型型

ものづくり現場のリー

ダーとなる人材の育成

城東工科高等学校 東大阪市 機械・電気・メカトロニクス

布施工科高等学校 東大阪市 機械・電気・建築設備

佐野工科高等学校 泉佐野市 機械・電気・産業創造

※※高高大大連連携携重重点点型型のの３３校校ににはは工工学学系系（（進進学学ココーースス））ががあありり、、１１学学年年のの募募集集定定員員ののううちち 名名をを単単独独でで募募集集ししてていいまますす。。

工工科科高高校校のの魅魅力力発発信信動動画画ホホーームムペペーージジ「「 」」

 工工科科高高校校でではは、、将将来来「「工工業業技技術術者者」」ととななりり、、社社会会をを支支ええるるププロロフフェェッッシショョナナルルををめめざざすす

ここととががででききまますす。。

 企企業業かかららののニニーーズズもも高高くく、、就就職職希希望望者者ののほほぼぼ ％％がが正正社社員員ととししてて、、就就職職ししてていいまますす。。

 専専門門高高校校生生をを対対象象ととししたた特特別別なな入入試試制制度度ななどどをを利利用用ししてて大大学学ななどどにに進進学学ももででききまますす。。  

公公立立高高校校進進学学ににはは、、どどれれくくららいいのの費費用用がが必必要要？？

課程 ①入学検定料 ②入学料 ③授業料 ④学校諸費等

全日制 円 円 円 月額 円
学校、課程により

異なります。
定時制 円 円 円 月額 円

通信制 円 円 単位あたり年額 円

※①は出願前に、②は合格発表日（入学許可日）以降で学校が指定する日までに納付が必要です。

③と④は、３か月分ずつ年４回（４月、７月、 月、１月）に分けて納入していただきます。

ただし、授業料については、次の「高等学校等就学支援金」の認定を受ければ無償となります。

就学支援金は、親権者（保護者等）の所得等が要件 を満たす生徒の授業料を、国が生徒に代わって負担する制

度です。現金が支給されるものではなく、返済の必要もありません。新入生は、４月と７月の２回、手続きが必要で

す。手続きに必要な書類や説明資料は、合格発表後に学校から配付されます。
保護者等の課税標準額× －市町村民税の調整控除の額（政令指定都市に市民税を納税している場合は、調整控除の額に

を乗じた額）で計算される算定基準額が 円未満であることが要件です。（父母両方の合算額になります。）年収の目安とし

ては、 万円未満となりますが、控除などの条件により異なります。父母ともに所得がある場合は、合計で判定します。
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入入試試でで使使うう資資料料

※※ そそれれぞぞれれのの選選抜抜でで、、募募集集人人員員をを複複数数のの学学科科等等ごごととにに設設定定ししてていいるる高高校校でではは、、

他他のの１１学学科科等等をを第第２２志志望望ととすするるここととががででききまますす。。

（（例例））○○○○高高校校 ：： 第第１１志志望望「「ググロローーババルル科科」」、、 第第２２志志望望「「普普通通科科」」
□□□□高高校校 ：： 第第１１志志望望「「大大学学進進学学専専科科」」、、 第第２２志志望望「「総総合合募募集集のの専専科科」」
△△△△高高校校 ：： 第第１１志志望望「「多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ部部」」、、 第第２２志志望望「「多多部部制制単単位位制制ⅡⅡ部部」」ななどど

入入試試のの種種類類とと日日程程

タ
イ
プ

学力検査の成績

にかける倍率

調査書の評定

にかける倍率

一般選抜【全日制】 一般選抜【定時制】 特別選抜
（参考）

学力検査の成績と

調査書の評定の

比率学力検査 調査書 学力検査 調査書 学力検査 調査書

Ⅰ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ７：３

Ⅱ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ６：４

Ⅲ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ５：５

Ⅳ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ４：６

Ⅴ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ３：７

令令和和５５年年度度大大阪阪府府公公立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜のの概概要要

◆出 願 期 間：令和５年３月 ３日（金）、６日（月）、７日（火）

（通信制の課程は、令和５年３月２日（木）、３月３日（金）、５日（日））

◆学 力 検 査 等：令和５年３月 日（金）

（通信制の課程は、令和５年３月 ８日（水）、９日（木）、 日（日）のうち１日）

◆合 格 者 発 表：令和５年３月 日（月）

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動 行動の記録｣を面接の参考資料にします。）

◆出 願 期 間：令和５年２月 日（火）、 日（水）（音楽科は、２月 ７日（火）、 ８日（水））

◆学力検査等：令和５年２月 日（月）、 日（火）（音楽科は、２月 日（土）、 日（月））

◆合 格 者 発 表：令和５年３月１日（水）

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動 行動の記録｣を面接の参考資料にします。）

※※「「能能勢勢分分校校選選抜抜」」「「帰帰国国生生選選抜抜」」「「日日本本語語指指導導がが必必要要なな生生徒徒選選抜抜」」「「自自立立支支援援選選抜抜」」「「高高等等支支援援選選抜抜」」「「共共生生推推進進教教室室

選選抜抜」」はは、、特特別別選選抜抜のの日日程程にに準準じじてて実実施施ししまますす。。

※※特特別別選選抜抜、、能能勢勢分分校校選選抜抜及及びび一一般般選選抜抜でで合合格格者者数数がが募募集集人人員員にに満満たたななかかっったた学学科科等等はは、、一一般般選選抜抜後後にに「「二二次次選選抜抜」」をを実実施施

ししまますす。。

※※「「秋秋季季選選抜抜」」はは、、府府立立大大阪阪わわかかばば高高校校（（多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ部部・・ⅡⅡ部部（（ククリリエエイイテティィブブススククーールル））））及及びび府府立立桃桃谷谷高高校校（（定定

時時制制のの課課程程））でで実実施施ししまますす。。ここのの選選抜抜ににおおいいててはは学学力力検検査査をを行行わわずず、、小小論論文文とと面面接接にによよりり合合格格者者のの判判定定をを行行いいまますす。。

【国語・数学・英語】（高校によって問題の種類が異なります。）
一般選抜：３種類（基礎的問題、標準的問題、発展的問題）
特別選抜：２種類（基礎的問題、標準的問題）

【社会・理科】
一般選抜、特別選抜：それぞれ１種類のみ

一一般般選選抜抜

特特別別選選抜抜

検査教科 国語 数学
英語

理科 社会 満点
筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ

時 間 分 分 分 分 分 分
点

配 点 点 点 点 点 点

①英語の学力検査において外部検定（ 、 及び実用英語技能検定）のスコア等に応じた点数保障があります。

②中学校等で調査書の評定を付けるにあたり、府内統一ルールを用いて、各学校の評価基準の確認を行っています。（府

内統一ルールについては、大阪府教育委員会ウェブサイト（ ）

をご覧ください。）

③令和５年度選抜では、調査書の評定の満点を以下のように求めます。

調査書の評定の満点
学力検査の満点

（参考）

一
般
選
抜

全日制
点

（３年生 ５段階×９教科×６６倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科×２２倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科×２２倍倍））

点

（ 点×５教科）

定時制
点

（３年生 ５段階×９教科× 倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科× 倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科× 倍倍））

点

（ 点×３教科）

特別選抜
点

（３年生 ５段階×９教科×３３倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科×１１倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科×１１倍倍））

点

（ 点×５教科）

④総合点は、学力検査の成績と調査書の評定に一定の倍率をかけて求め、合否の判定に用います。倍率には〈表１〉の５
つのタイプがあり、高校によって異なります。

〈表１〉

実技検査を実施する学科の総合点には、実技検査の成績が加わります。

※※各高校の学力検査問題の種類及び学力検査の成績と調査書の評定の比率は 月下旬に、出願書類や学力検査の時間割等は 月中旬に決定し、大阪府

教育委員会のウェブサイトに掲載予定です。その他入試情報・学校説明会などは以下のウェブサイトをご覧ください。

（ ）

課程・学科等 学力検査 学力検査以外

全日制

校
すべての学科（特別選抜を行う学科を除く。）

５教科（国語・社会・数学・理科・

英語 ）＊リスニングテストを含む。
―

定時制

校

すべての学科（多部制単位制及び昼夜間単位制を除

く。）
３教科（国語・数学・英語 ）

＊リスニングテストを含む。
―

通信制

１校
普通科 ― 面接（＊）

課程・学科等 学力検査 学力検査以外

全日制

校

専門学科（工業に関する学科（建築デザイン科・インテリアデザイン

科・デザインシステム科・ビジュアルデザイン科・映像デザイン科及

びプロダクトデザイン科）・総合造形科・美術科・音楽科・体育に関す

る学科・グローバル探究科・演劇科及び芸能文化科）

５教科（国語・社会・数学・理科・

英語 ）＊リスニングテストを含む。

実技検査

総合学科（エンパワメントスクール）

面接（＊）

多部制

単位制

１校

Ⅰ部･Ⅱ部（クリエイティブスクール）普通科

昼夜間

単位制

１校

普通科・ビジネス科

検査教科 国語 数学
英語

理科 社会 満点
筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ

時 間 分 分 分 分 分 分
点

配 点 点 点 点 点 点

自自己己申申告告書書

・受験生は、中学校等での学習や高校生活における
抱負など、あらかじめ教育委員会が示すテーマに
ついて記載し、出願時に提出します。

・選抜での判定資料や面接の参考資料となります。

発展的問題は、数学 分、英語の筆答 分・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 分
※※定時制の課程は３教科（国、数、英）

そそのの他他

学学力力検検査査

５５教教科科でですす！！
（※定時制・通信制の課程を除く。）

「「一一般般入入学学者者選選抜抜」」（（３３月月））

受受験験のの機機会会はは、、
原原則則１１回回でですす！！

「「特特別別入入学学者者選選抜抜」」（（２２月月））

全全員員提提出出がが必必要要でですす！！

（※イメージ）

令和

入入試試でで使使うう資資料料

※※ そそれれぞぞれれのの選選抜抜でで、、募募集集人人員員をを複複数数のの学学科科等等ごごととにに設設定定ししてていいるる高高校校でではは、、

他他のの１１学学科科等等をを第第２２志志望望ととすするるここととががででききまますす。。

（（例例））○○○○高高校校 ：： 第第１１志志望望「「ググロローーババルル科科」」、、 第第２２志志望望「「普普通通科科」」
□□□□高高校校 ：： 第第１１志志望望「「大大学学進進学学専専科科」」、、 第第２２志志望望「「総総合合募募集集のの専専科科」」
△△△△高高校校 ：： 第第１１志志望望「「多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ部部」」、、 第第２２志志望望「「多多部部制制単単位位制制ⅡⅡ部部」」ななどど

入入試試のの種種類類とと日日程程

タ
イ
プ

学力検査の成績

にかける倍率

調査書の評定

にかける倍率

一般選抜【全日制】 一般選抜【定時制】 特別選抜
（参考）

学力検査の成績と

調査書の評定の

比率学力検査 調査書 学力検査 調査書 学力検査 調査書

Ⅰ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ７：３

Ⅱ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ６：４

Ⅲ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ５：５

Ⅳ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ４：６

Ⅴ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ３：７

令令和和５５年年度度大大阪阪府府公公立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜のの概概要要

◆出 願 期 間：令和５年３月 ３日（金）、６日（月）、７日（火）

（通信制の課程は、令和５年３月２日（木）、３月３日（金）、５日（日））

◆学 力 検 査 等：令和５年３月 日（金）

（通信制の課程は、令和５年３月 ８日（水）、９日（木）、 日（日）のうち１日）

◆合 格 者 発 表：令和５年３月 日（月）

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動 行動の記録｣を面接の参考資料にします。）

◆出 願 期 間：令和５年２月 日（火）、 日（水）（音楽科は、２月 ７日（火）、 ８日（水））

◆学力検査等：令和５年２月 日（月）、 日（火）（音楽科は、２月 日（土）、 日（月））

◆合 格 者 発 表：令和５年３月１日（水）

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動 行動の記録｣を面接の参考資料にします。）

※※「「能能勢勢分分校校選選抜抜」」「「帰帰国国生生選選抜抜」」「「日日本本語語指指導導がが必必要要なな生生徒徒選選抜抜」」「「自自立立支支援援選選抜抜」」「「高高等等支支援援選選抜抜」」「「共共生生推推進進教教室室

選選抜抜」」はは、、特特別別選選抜抜のの日日程程にに準準じじてて実実施施ししまますす。。

※※特特別別選選抜抜、、能能勢勢分分校校選選抜抜及及びび一一般般選選抜抜でで合合格格者者数数がが募募集集人人員員にに満満たたななかかっったた学学科科等等はは、、一一般般選選抜抜後後にに「「二二次次選選抜抜」」をを実実施施

ししまますす。。

※※「「秋秋季季選選抜抜」」はは、、府府立立大大阪阪わわかかばば高高校校（（多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ部部・・ⅡⅡ部部（（ククリリエエイイテティィブブススククーールル））））及及びび府府立立桃桃谷谷高高校校（（定定

時時制制のの課課程程））でで実実施施ししまますす。。ここのの選選抜抜ににおおいいててはは学学力力検検査査をを行行わわずず、、小小論論文文とと面面接接にによよりり合合格格者者のの判判定定をを行行いいまますす。。

【国語・数学・英語】（高校によって問題の種類が異なります。）
一般選抜：３種類（基礎的問題、標準的問題、発展的問題）
特別選抜：２種類（基礎的問題、標準的問題）

【社会・理科】
一般選抜、特別選抜：それぞれ１種類のみ

一一般般選選抜抜

特特別別選選抜抜

検査教科 国語 数学
英語

理科 社会 満点
筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ

時 間 分 分 分 分 分 分
点

配 点 点 点 点 点 点

①英語の学力検査において外部検定（ 、 及び実用英語技能検定）のスコア等に応じた点数保障があります。

②中学校等で調査書の評定を付けるにあたり、府内統一ルールを用いて、各学校の評価基準の確認を行っています。（府

内統一ルールについては、大阪府教育委員会ウェブサイト（ ）

をご覧ください。）

③令和５年度選抜では、調査書の評定の満点を以下のように求めます。

調査書の評定の満点
学力検査の満点

（参考）

一
般
選
抜

全日制
点

（３年生 ５段階×９教科×６６倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科×２２倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科×２２倍倍））

点

（ 点×５教科）

定時制
点

（３年生 ５段階×９教科× 倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科× 倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科× 倍倍））

点

（ 点×３教科）

特別選抜
点

（３年生 ５段階×９教科×３３倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科×１１倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科×１１倍倍））

点

（ 点×５教科）

④総合点は、学力検査の成績と調査書の評定に一定の倍率をかけて求め、合否の判定に用います。倍率には〈表１〉の５
つのタイプがあり、高校によって異なります。

〈表１〉

実技検査を実施する学科の総合点には、実技検査の成績が加わります。

※※各高校の学力検査問題の種類及び学力検査の成績と調査書の評定の比率は 月下旬に、出願書類や学力検査の時間割等は 月中旬に決定し、大阪府

教育委員会のウェブサイトに掲載予定です。その他入試情報・学校説明会などは以下のウェブサイトをご覧ください。

（ ）

課程・学科等 学力検査 学力検査以外

全日制

校
すべての学科（特別選抜を行う学科を除く。）

５教科（国語・社会・数学・理科・

英語 ）＊リスニングテストを含む。
―

定時制

校

すべての学科（多部制単位制及び昼夜間単位制を除

く。）
３教科（国語・数学・英語 ）

＊リスニングテストを含む。
―

通信制

１校
普通科 ― 面接（＊）

課程・学科等 学力検査 学力検査以外

全日制

校

専門学科（工業に関する学科（建築デザイン科・インテリアデザイン

科・デザインシステム科・ビジュアルデザイン科・映像デザイン科及

びプロダクトデザイン科）・総合造形科・美術科・音楽科・体育に関す

る学科・グローバル探究科・演劇科及び芸能文化科）

５教科（国語・社会・数学・理科・

英語 ）＊リスニングテストを含む。

実技検査

総合学科（エンパワメントスクール）

面接（＊）

多部制

単位制

１校

Ⅰ部･Ⅱ部（クリエイティブスクール）普通科

昼夜間

単位制

１校

普通科・ビジネス科

検査教科 国語 数学
英語

理科 社会 満点
筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ

時 間 分 分 分 分 分 分
点

配 点 点 点 点 点 点

自自己己申申告告書書

・受験生は、中学校等での学習や高校生活における
抱負など、あらかじめ教育委員会が示すテーマに
ついて記載し、出願時に提出します。

・選抜での判定資料や面接の参考資料となります。

発展的問題は、数学 分、英語の筆答 分・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 分
※※定時制の課程は３教科（国、数、英）

そそのの他他

学学力力検検査査

５５教教科科でですす！！
（※定時制・通信制の課程を除く。）

「「一一般般入入学学者者選選抜抜」」（（３３月月））

受受験験のの機機会会はは、、
原原則則１１回回でですす！！

「「特特別別入入学学者者選選抜抜」」（（２２月月））

全全員員提提出出がが必必要要でですす！！

（※イメージ）

令和
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入入試試でで使使うう資資料料

※※ そそれれぞぞれれのの選選抜抜でで、、募募集集人人員員をを複複数数のの学学科科等等ごごととにに設設定定ししてていいるる高高校校でではは、、

他他のの１１学学科科等等をを第第２２志志望望ととすするるここととががででききまますす。。

（（例例））○○○○高高校校 ：： 第第１１志志望望「「ググロローーババルル科科」」、、 第第２２志志望望「「普普通通科科」」
□□□□高高校校 ：： 第第１１志志望望「「大大学学進進学学専専科科」」、、 第第２２志志望望「「総総合合募募集集のの専専科科」」
△△△△高高校校 ：： 第第１１志志望望「「多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ部部」」、、 第第２２志志望望「「多多部部制制単単位位制制ⅡⅡ部部」」ななどど

入入試試のの種種類類とと日日程程

タ
イ
プ

学力検査の成績

にかける倍率

調査書の評定

にかける倍率

一般選抜【全日制】 一般選抜【定時制】 特別選抜
（参考）

学力検査の成績と

調査書の評定の

比率学力検査 調査書 学力検査 調査書 学力検査 調査書

Ⅰ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ７：３

Ⅱ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ６：４

Ⅲ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ５：５

Ⅳ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ４：６

Ⅴ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ３：７

令令和和５５年年度度大大阪阪府府公公立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜のの概概要要

◆出 願 期 間：令和５年３月 ３日（金）、６日（月）、７日（火）

（通信制の課程は、令和５年３月２日（木）、３月３日（金）、５日（日））

◆学 力 検 査 等：令和５年３月 日（金）

（通信制の課程は、令和５年３月 ８日（水）、９日（木）、 日（日）のうち１日）

◆合 格 者 発 表：令和５年３月 日（月）

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動 行動の記録｣を面接の参考資料にします。）

◆出 願 期 間：令和５年２月 日（火）、 日（水）（音楽科は、２月 ７日（火）、 ８日（水））

◆学力検査等：令和５年２月 日（月）、 日（火）（音楽科は、２月 日（土）、 日（月））

◆合 格 者 発 表：令和５年３月１日（水）

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動 行動の記録｣を面接の参考資料にします。）

※※「「能能勢勢分分校校選選抜抜」」「「帰帰国国生生選選抜抜」」「「日日本本語語指指導導がが必必要要なな生生徒徒選選抜抜」」「「自自立立支支援援選選抜抜」」「「高高等等支支援援選選抜抜」」「「共共生生推推進進教教室室

選選抜抜」」はは、、特特別別選選抜抜のの日日程程にに準準じじてて実実施施ししまますす。。

※※特特別別選選抜抜、、能能勢勢分分校校選選抜抜及及びび一一般般選選抜抜でで合合格格者者数数がが募募集集人人員員にに満満たたななかかっったた学学科科等等はは、、一一般般選選抜抜後後にに「「二二次次選選抜抜」」をを実実施施

ししまますす。。

※※「「秋秋季季選選抜抜」」はは、、府府立立大大阪阪わわかかばば高高校校（（多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ部部・・ⅡⅡ部部（（ククリリエエイイテティィブブススククーールル））））及及びび府府立立桃桃谷谷高高校校（（定定

時時制制のの課課程程））でで実実施施ししまますす。。ここのの選選抜抜ににおおいいててはは学学力力検検査査をを行行わわずず、、小小論論文文とと面面接接にによよりり合合格格者者のの判判定定をを行行いいまますす。。

【国語・数学・英語】（高校によって問題の種類が異なります。）
一般選抜：３種類（基礎的問題、標準的問題、発展的問題）
特別選抜：２種類（基礎的問題、標準的問題）

【社会・理科】
一般選抜、特別選抜：それぞれ１種類のみ

一一般般選選抜抜

特特別別選選抜抜

検査教科 国語 数学
英語

理科 社会 満点
筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ

時 間 分 分 分 分 分 分
点

配 点 点 点 点 点 点

①英語の学力検査において外部検定（ 、 及び実用英語技能検定）のスコア等に応じた点数保障があります。

②中学校等で調査書の評定を付けるにあたり、府内統一ルールを用いて、各学校の評価基準の確認を行っています。（府

内統一ルールについては、大阪府教育委員会ウェブサイト（ ）

をご覧ください。）

③令和５年度選抜では、調査書の評定の満点を以下のように求めます。

調査書の評定の満点
学力検査の満点

（参考）

一
般
選
抜

全日制
点

（３年生 ５段階×９教科×６６倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科×２２倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科×２２倍倍））

点

（ 点×５教科）

定時制
点

（３年生 ５段階×９教科× 倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科× 倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科× 倍倍））

点

（ 点×３教科）

特別選抜
点

（３年生 ５段階×９教科×３３倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科×１１倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科×１１倍倍））

点

（ 点×５教科）

④総合点は、学力検査の成績と調査書の評定に一定の倍率をかけて求め、合否の判定に用います。倍率には〈表１〉の５
つのタイプがあり、高校によって異なります。

〈表１〉

実技検査を実施する学科の総合点には、実技検査の成績が加わります。

※※各高校の学力検査問題の種類及び学力検査の成績と調査書の評定の比率は 月下旬に、出願書類や学力検査の時間割等は 月中旬に決定し、大阪府

教育委員会のウェブサイトに掲載予定です。その他入試情報・学校説明会などは以下のウェブサイトをご覧ください。

（ ）

課程・学科等 学力検査 学力検査以外

全日制

校
すべての学科（特別選抜を行う学科を除く。）

５教科（国語・社会・数学・理科・

英語 ）＊リスニングテストを含む。
―

定時制

校

すべての学科（多部制単位制及び昼夜間単位制を除

く。）
３教科（国語・数学・英語 ）

＊リスニングテストを含む。
―

通信制

１校
普通科 ― 面接（＊）

課程・学科等 学力検査 学力検査以外

全日制

校

専門学科（工業に関する学科（建築デザイン科・インテリアデザイン

科・デザインシステム科・ビジュアルデザイン科・映像デザイン科及

びプロダクトデザイン科）・総合造形科・美術科・音楽科・体育に関す

る学科・グローバル探究科・演劇科及び芸能文化科）

５教科（国語・社会・数学・理科・

英語 ）＊リスニングテストを含む。

実技検査

総合学科（エンパワメントスクール）

面接（＊）

多部制

単位制

１校

Ⅰ部･Ⅱ部（クリエイティブスクール）普通科

昼夜間

単位制

１校

普通科・ビジネス科

検査教科 国語 数学
英語

理科 社会 満点
筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ

時 間 分 分 分 分 分 分
点

配 点 点 点 点 点 点

自自己己申申告告書書

・受験生は、中学校等での学習や高校生活における
抱負など、あらかじめ教育委員会が示すテーマに
ついて記載し、出願時に提出します。

・選抜での判定資料や面接の参考資料となります。

発展的問題は、数学 分、英語の筆答 分・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 分
※※定時制の課程は３教科（国、数、英）

そそのの他他

学学力力検検査査

５５教教科科でですす！！
（※定時制・通信制の課程を除く。）

「「一一般般入入学学者者選選抜抜」」（（３３月月））

受受験験のの機機会会はは、、
原原則則１１回回でですす！！

「「特特別別入入学学者者選選抜抜」」（（２２月月））

全全員員提提出出がが必必要要でですす！！

（※イメージ）

令和

入入試試でで使使うう資資料料

※※ そそれれぞぞれれのの選選抜抜でで、、募募集集人人員員をを複複数数のの学学科科等等ごごととにに設設定定ししてていいるる高高校校でではは、、

他他のの１１学学科科等等をを第第２２志志望望ととすするるここととががででききまますす。。

（（例例））○○○○高高校校 ：： 第第１１志志望望「「ググロローーババルル科科」」、、 第第２２志志望望「「普普通通科科」」
□□□□高高校校 ：： 第第１１志志望望「「大大学学進進学学専専科科」」、、 第第２２志志望望「「総総合合募募集集のの専専科科」」
△△△△高高校校 ：： 第第１１志志望望「「多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ部部」」、、 第第２２志志望望「「多多部部制制単単位位制制ⅡⅡ部部」」ななどど

入入試試のの種種類類とと日日程程

タ
イ
プ

学力検査の成績

にかける倍率

調査書の評定

にかける倍率

一般選抜【全日制】 一般選抜【定時制】 特別選抜
（参考）

学力検査の成績と

調査書の評定の

比率学力検査 調査書 学力検査 調査書 学力検査 調査書

Ⅰ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ７：３

Ⅱ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ６：４

Ⅲ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ５：５

Ⅳ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ４：６

Ⅴ 倍 倍 点 点 点 点 点 点 ３：７

令令和和５５年年度度大大阪阪府府公公立立高高等等学学校校入入学学者者選選抜抜のの概概要要

◆出 願 期 間：令和５年３月 ３日（金）、６日（月）、７日（火）

（通信制の課程は、令和５年３月２日（木）、３月３日（金）、５日（日））

◆学 力 検 査 等：令和５年３月 日（金）

（通信制の課程は、令和５年３月 ８日（水）、９日（木）、 日（日）のうち１日）

◆合 格 者 発 表：令和５年３月 日（月）

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動 行動の記録｣を面接の参考資料にします。）

◆出 願 期 間：令和５年２月 日（火）、 日（水）（音楽科は、２月 ７日（火）、 ８日（水））

◆学力検査等：令和５年２月 日（月）、 日（火）（音楽科は、２月 日（土）、 日（月））

◆合 格 者 発 表：令和５年３月１日（水）

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動 行動の記録｣を面接の参考資料にします。）

※※「「能能勢勢分分校校選選抜抜」」「「帰帰国国生生選選抜抜」」「「日日本本語語指指導導がが必必要要なな生生徒徒選選抜抜」」「「自自立立支支援援選選抜抜」」「「高高等等支支援援選選抜抜」」「「共共生生推推進進教教室室

選選抜抜」」はは、、特特別別選選抜抜のの日日程程にに準準じじてて実実施施ししまますす。。

※※特特別別選選抜抜、、能能勢勢分分校校選選抜抜及及びび一一般般選選抜抜でで合合格格者者数数がが募募集集人人員員にに満満たたななかかっったた学学科科等等はは、、一一般般選選抜抜後後にに「「二二次次選選抜抜」」をを実実施施

ししまますす。。

※※「「秋秋季季選選抜抜」」はは、、府府立立大大阪阪わわかかばば高高校校（（多多部部制制単単位位制制ⅠⅠ部部・・ⅡⅡ部部（（ククリリエエイイテティィブブススククーールル））））及及びび府府立立桃桃谷谷高高校校（（定定

時時制制のの課課程程））でで実実施施ししまますす。。ここのの選選抜抜ににおおいいててはは学学力力検検査査をを行行わわずず、、小小論論文文とと面面接接にによよりり合合格格者者のの判判定定をを行行いいまますす。。

【国語・数学・英語】（高校によって問題の種類が異なります。）
一般選抜：３種類（基礎的問題、標準的問題、発展的問題）
特別選抜：２種類（基礎的問題、標準的問題）

【社会・理科】
一般選抜、特別選抜：それぞれ１種類のみ

一一般般選選抜抜

特特別別選選抜抜

検査教科 国語 数学
英語

理科 社会 満点
筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ

時 間 分 分 分 分 分 分
点

配 点 点 点 点 点 点

①英語の学力検査において外部検定（ 、 及び実用英語技能検定）のスコア等に応じた点数保障があります。

②中学校等で調査書の評定を付けるにあたり、府内統一ルールを用いて、各学校の評価基準の確認を行っています。（府

内統一ルールについては、大阪府教育委員会ウェブサイト（ ）

をご覧ください。）

③令和５年度選抜では、調査書の評定の満点を以下のように求めます。

調査書の評定の満点
学力検査の満点

（参考）

一
般
選
抜

全日制
点

（３年生 ５段階×９教科×６６倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科×２２倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科×２２倍倍））

点

（ 点×５教科）

定時制
点

（３年生 ５段階×９教科× 倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科× 倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科× 倍倍））

点

（ 点×３教科）

特別選抜
点

（３年生 ５段階×９教科×３３倍倍 ＋２年生 ５段階×９教科×１１倍倍 ＋１年生 ５段階×９教科×１１倍倍））

点

（ 点×５教科）

④総合点は、学力検査の成績と調査書の評定に一定の倍率をかけて求め、合否の判定に用います。倍率には〈表１〉の５
つのタイプがあり、高校によって異なります。

〈表１〉

実技検査を実施する学科の総合点には、実技検査の成績が加わります。

※※各高校の学力検査問題の種類及び学力検査の成績と調査書の評定の比率は 月下旬に、出願書類や学力検査の時間割等は 月中旬に決定し、大阪府

教育委員会のウェブサイトに掲載予定です。その他入試情報・学校説明会などは以下のウェブサイトをご覧ください。

（ ）

課程・学科等 学力検査 学力検査以外

全日制

校
すべての学科（特別選抜を行う学科を除く。）

５教科（国語・社会・数学・理科・

英語 ）＊リスニングテストを含む。
―

定時制

校

すべての学科（多部制単位制及び昼夜間単位制を除

く。）
３教科（国語・数学・英語 ）

＊リスニングテストを含む。
―

通信制

１校
普通科 ― 面接（＊）

課程・学科等 学力検査 学力検査以外

全日制

校

専門学科（工業に関する学科（建築デザイン科・インテリアデザイン

科・デザインシステム科・ビジュアルデザイン科・映像デザイン科及

びプロダクトデザイン科）・総合造形科・美術科・音楽科・体育に関す

る学科・グローバル探究科・演劇科及び芸能文化科）

５教科（国語・社会・数学・理科・

英語 ）＊リスニングテストを含む。

実技検査

総合学科（エンパワメントスクール）

面接（＊）

多部制

単位制

１校

Ⅰ部･Ⅱ部（クリエイティブスクール）普通科

昼夜間

単位制

１校

普通科・ビジネス科

検査教科 国語 数学
英語

理科 社会 満点
筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ

時 間 分 分 分 分 分 分
点

配 点 点 点 点 点 点

自自己己申申告告書書

・受験生は、中学校等での学習や高校生活における
抱負など、あらかじめ教育委員会が示すテーマに
ついて記載し、出願時に提出します。

・選抜での判定資料や面接の参考資料となります。

発展的問題は、数学 分、英語の筆答 分・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 分
※※定時制の課程は３教科（国、数、英）

そそのの他他

学学力力検検査査

５５教教科科でですす！！
（※定時制・通信制の課程を除く。）

「「一一般般入入学学者者選選抜抜」」（（３３月月））

受受験験のの機機会会はは、、
原原則則１１回回でですす！！

「「特特別別入入学学者者選選抜抜」」（（２２月月））

全全員員提提出出がが必必要要でですす！！

（※イメージ）

令和
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種別 住所・電話番号 最寄駅 主なクラブ活動

大阪南視覚支援学校
大阪市住吉区山之内1-10-12
☎ 06-6693-3471

JR阪和線「我孫子町」駅から南西へ400ｍ
南海高野線「我孫子前」駅から東へ700ｍ

卓球、バレーボール、柔道、ボッチャ、
弦楽器、音楽、家庭　等

大阪北視覚支援学校
大阪市東淀川区豊里7-5-26
☎06-6328-7000

メトロ今里筋線「だいどう豊里」駅から西へ100ｍ
シティバス「大桐１丁目」から西へ100ｍ

陸上競技、水泳、卓球、フロアバレーボール、美術、
ゴールボール、パソコン、音楽、理療系研究　等

だいせん聴覚高等支援学校
堺市堺区大仙町1-1
☎072-232-6761

JR阪和線・南海高野線「三国ヶ丘」駅から西へ1.2km
陸上競技、テニス、卓球、バレーボール、
バドミントン、手話演劇部、美術、手芸、学習　等

中央聴覚支援学校
大阪市中央区上町1-19-31
☎06-6761-1419

メトロ谷町線・長堀鶴見緑地線「谷町6丁目」駅から北東へ600ｍ
シティバス「上本町１丁目」から北東へ150ｍ

卓球、バレーボール、アクティブ

高槻支援学校
高槻市富田町1-33-17
☎072-696-2836

JR京都線「摂津富田」駅から南西へ600ｍ
阪急京都線「富田」駅から西へ400ｍ

運動、文化

八尾支援学校
八尾市上之島町南7-6
☎072-923-4485

近鉄大阪線「河内山本」駅から、東花園駅行き近鉄バス
「上之島町」から東へ200ｍ

運動、文化

富田林支援学校
富田林市大字甘南備216
☎0721-34-1675

近鉄長野線「富田林」駅より金剛バス甘南備・吉年・
コロニーセンター前行「金剛コロニー東口」から西へ600ｍ
又は「金剛コロニーセンター前」から東へ200ｍ

陸上競技、卓球、サッカー

佐野支援学校
泉佐野市日根野375
☎072-467-2252

南海本線「泉佐野」駅又はJR阪和線「日根野」駅から
南海バス犬鳴山行「久の木」から東へ900ｍ

バスケットボール、バドミントン、サッカー、
パソコン、陸上競技

豊中支援学校
豊中市北緑丘2-7-1
☎06-6840-1801

北大阪急行及び大阪モノレール「千里中央」駅
又は阪急「豊中」駅より　阪急バス豊中－千里中央
「北緑丘小学校前」から北へ300ｍ

陸上競技、サッカー、器楽　等

寝屋川支援学校
寝屋川市寝屋川公園2100
☎072-824-1024

JR学研都市線「寝屋川公園」駅から北東へ900ｍ
又は「星田」駅から西へ1.2km

陸上競技、バスケットボール、パソコン、ダンス、
サッカー、音楽、書道、アート　等

和泉支援学校
和泉市池上町2-4-6
☎0725-45-9555

JR阪和線「信太山」駅から南西へ600ｍ
陸上競技、卓球、サッカー、ソフトボール、
バスケットボール、音楽

守口支援学校
守口市南寺方東通5-2-2
☎06-6693-2810

京阪本線「守口市」駅より京阪バス⑤乗り場
鶴見緑地又は世木公園行「寺方東」から南へ500ｍ

サッカー、バスケットボール、バドミントン、卓球、
パソコン、美術、音楽、ボードゲーム　等

吹田支援学校
吹田市芳野町13-120
☎06-6389-9520

メトロ御堂筋線「江坂」駅から西へ1km 運動同好会、文化同好会、バスケットボール

泉北高等支援学校
堺市南区原山台2-6
☎072-298-2111

泉北高速鉄道｢栂・美木多｣駅から南東へ600ｍ
陸上競技、バスケットボール、ソフトボール、
軽音楽、美術、工芸、ワープロ

摂津支援学校
摂津市鳥飼上1-1-15
☎072-654-8911

JR東海道本線「千里丘」駅より阪急バス柱本営業所前行き
「上鳥飼」から東へ150ｍ

陸上競技、卓球、スポーツレクリェーション、音楽、
ICT、美術

泉南支援学校
泉南市信達牧野40-１
☎072-485-3801

JR阪和線「和泉砂川」駅から南へ700ｍ サッカー、パソコン、ダンス、陸上競技、軽音楽　等

枚方支援学校
枚方市村野西町60-１
☎072-805-2731

京阪交野線「村野」駅から南へ300ｍ
又は「郡津」駅から北へ800ｍ

バスケットボール、バドミントン、サッカー、
パソコン、ダンス、美術、音楽

西浦支援学校
羽曳野市西浦2-1797
☎072-957-0617

近鉄南大阪線・長野線「古市」駅から南へ1.2km 球技、陸上競技、音楽、美術

交野支援学校　四條畷校
四條畷市砂3-13-6
☎072-879-8315

JR学研都市線「忍ヶ丘」駅から西へ1km 卓球、スポーツ、音楽、社会体験、陶芸、手芸　等

思斉支援学校
大阪市旭区大宮5-11-7
☎06-6951-4063

メトロ谷町線・今里筋線「太子橋今市」駅から北西へ600ｍ
シティバス「大宮小学校前」から北東へ300ｍ

水泳、バスケットボール、サッカー、
パソコン、ダンス、創作

難波支援学校
大阪市浪速区木津川2-3-30
☎06-6562-2251

JR環状線「芦原橋」駅から西へ600ｍ
シティバス「芦原橋駅前」西へ600ｍ
南海汐見橋線「芦原町」駅から西へ200ｍ

陸上競技、バスケットボール、バドミントン、
サッカー、ダンス、音楽、ウクレレ

生野支援学校
大阪市生野区巽東4-2-47
☎06-6758-3784

メトロ千日前線「北巽」駅から南東へ800ｍ
シティバス「巽中学校前」から東へ500ｍ
JRおおさか東線「長瀬」駅から南へ1km

バスケットボール、サッカー

住之江支援学校
大阪市住之江区緑木1-4-167
☎06-6683-2622

メトロ四つ橋線「北加賀屋」駅から西へ200ｍ
シティバス「北加賀屋」から南へ100ｍ

陸上競技、バスケットボール、音楽

東淀川支援学校
大阪市東淀川区東中島3-5-22
☎06-6325-9011

JR線「新大阪」駅から南東へ600ｍ
メトロ御堂筋線「新大阪」駅から南東へ900ｍ
阪急京都線「崇禅寺」駅から西へ500ｍ

サッカー、ダンス

たまがわ高等支援学校
東大阪市稲葉2-3-25
☎072-961-4730

近鉄奈良線「河内花園」駅から北へ1km
近鉄東大阪線「吉田」駅から南へ1.5km
近鉄バス萱島線「菱江」から東へ700ｍ

チャレンジスポーツ、ラケットスポーツ、ダンス、
アドベンチャー、音楽、美術、家庭、パソコン、園芸

とりかい高等支援学校
摂津市鳥飼上1-1-15
☎072-654-9235

JR東海道本線「千里丘」駅より阪急バス柱本営業所前行き
「上鳥飼」から東へ150ｍ

スポーツ、新聞、ダンス、音楽、美術

すながわ高等支援学校
泉南市信達牧野40-1
☎072-485-3810

JR阪和線「和泉砂川」駅から南へ600ｍ
陸上競技、卓球、バスケットボール、ソフトボール
バドミントン、サッカー、音楽・ダンス、PC・美術

むらの高等支援学校
枚方市村野西町60-1
☎072-805-2327

京阪交野線「村野」駅から南へ250ｍ
又は「郡津」駅から北へ800ｍ

スポーツ、ICT、音楽、美術、家庭

なにわ高等支援学校
大阪市浪速区木津川2-3-30
☎06-6561-7361

JR環状線「芦原橋」駅から西へ600ｍ
シティバス「芦原橋駅前」から西へ600ｍ
南海汐見橋線「芦原町」駅から西へ200ｍ

水泳、卓球、陸上競技、バドミントン、ソフトボール、
サッカー、バスケットボール、パソコン、音楽、美術

堺支援学校
堺市堺区東上野芝町1-71
☎072-241-0288

JR阪和線「百舌鳥」駅から南西へ600ｍ スポーツ、ヒューマンライツ同好会

茨木支援学校
茨木市西福井4-5-5
☎072-643-6951

JR東海道本線「茨木」駅より阪急バスサニータウン線
「福井宮の前」から北西へ300ｍ

なし

東大阪支援学校
東大阪市中石切町3-11-27
☎072-984-8141

近鉄けいはんな線「新石切」駅から北北西へ900ｍ
近鉄奈良線「石切」駅から西へ1.8km

運動

箕面支援学校
箕面市船場東3-15-1
☎072-728-1245

北大阪急行及び大阪モノレール「千里中央」駅より
阪急バス「新船場南橋」から北東へ800ｍ

スポーツ同好会

東住吉支援学校
大阪市東住吉区矢田5-1-22
☎06-6608-9100

近鉄南大阪線「矢田」駅から南西へ500ｍ
シティバス「矢田南中学校前」から南東へ200ｍ

バスケットボール、サッカー、コーラス

岸和田支援学校
岸和田市土生町5-9-1
☎072-426-3033

JR阪和線「東岸和田」駅から南西へ600ｍ なし

藤井寺支援学校
藤井寺市川北2-5-23
☎072-973-1313

JR関西本線「柏原」駅から西へ1km ボッチャ

交野支援学校
交野市寺4-831
☎072-893-2445

京阪交野線「河内森」駅から北東へ1.7km
JR学研都市線「河内磐船」駅から北東へ1.5km

なし

中津支援学校
大阪市北区中津2-2-22
☎06-6372-8256

阪急神戸線・宝塚線「中津」駅から北東へ500ｍ
メトロ御堂筋線「中津」駅から北へ200ｍ

運動競技、パソコン　等

光陽支援学校
大阪市旭区新森6-8-21
☎06-6953-4022

メトロ今里筋線「清水」駅から南東へ600ｍ
京阪本線「森小路」駅から東へ1.1km
シティバス「旭東中学校前」から東へ200ｍ

なし

西淀川支援学校
大阪市西淀川区大和田2-5-77
☎06-6475-2560

阪神なんば線「福」駅から北東へ500ｍ ボッチャ

平野支援学校
大阪市平野区長吉川辺3-4-115
☎06-6707-6731

メトロ谷町線「長原」駅から南南東へ600ｍ なし

刀根山支援学校 病弱
豊中市刀根山5-1-1
☎06-6853-0200

阪急宝塚線「蛍池」駅から東へ600ｍ なし

国
立

大
学
法
人

大阪教育大学附属
特別支援学校

知的
障がい

大阪市平野区喜連4-8-71
☎06-6708-2580

メトロ谷町線「喜連瓜破」駅から東へ200ｍ
シティバス「地下鉄喜連瓜破」から東へ150ｍ

サッカー、フライングディスク

＊ 新型コロナウィルス感染拡大防止のため、活動を自粛しているクラブ活動もあります。

＊「最寄駅」欄の「メトロ」は「Ｏsaka Ｍetro」、「シティバス」は「大阪シティバス」のことをそれぞれ示しています。

令和４年度　支援学校基本データ

学校名

大
阪
府
立

視覚

聴覚

知
的
障
が
い

肢
体
不
自
由

肢
体
不
自
由

及
び

知
的
障
が
い

吹
田
市

豊
中
市

能勢町

豊能町

箕面市

茨木市
高槻市

島
本
町

池
田
市

枚方市

摂津市

守口市

寝
屋
川
市

交野市

四條畷市門真市

大東市

大阪市

東大阪市

八尾市

柏原市
藤井寺市

松原市

羽曳野市

太子町

河南町

千
早
赤
阪
村

富田林市

大
阪
狭
山
市

堺市

高石市

泉大津市

忠岡町

和泉市
河内長野市

岸和田市

貝
塚
市

熊
取
町

田尻町

泉
南
市

泉佐野市

阪南市

岬町

三三島島地地区区

（知）府立高槻支援学校
（知）府立吹田支援学校
（肢・知）府立茨木支援学校
（知）府立摂津支援学校
（知）府立とりかい高等支援学校

北北河河内内地地区区

（知）府立寝屋川支援学校
（知）府立守口支援学校
（肢）府立交野支援学校
（知）府立交野支援学校 四條畷校
（知）府立枚方支援学校
（知）府立むらの高等支援学校

豊豊能能地地区区

（知）府立豊中支援学校
（肢・知）府立箕面支援学校
（病）府立刀根山支援学校

大大阪阪市市

（視覚）府立大阪南視覚支援学校
（肢）府立中津支援学校
（視覚）府立大阪北視覚支援学校
（聴覚）府立中央聴覚支援学校
（知）府立思斉支援学校
（知）府立難波支援学校
（知）府立なにわ高等支援学校
（知）府立生野支援学校
（知）府立住之江支援学校
（肢）府立光陽支援学校
（肢）府立西淀川支援学校
（肢）府立平野支援学校
（肢・知）府立東住吉支援学校
（知）府立東淀川支援学校
（知）大阪教育大学附属特別支援学校

泉泉北北地地区区

（知）府立和泉支援学校
（肢・知）府立堺支援学校
（知）府立泉北高等支援学校
（聴覚）府立だいせん聴覚高等支援学校

中中河河内内地地区区

（知）府立八尾支援学校
（肢・知）府立東大阪支援学校
（知）府立たまがわ高等支援学校

南南河河内内地地区区

（知）府立富田林支援学校
（肢）府立藤井寺支援学校
（知）府立西浦支援学校

泉泉南南地地区区

（知）府立佐野支援学校
（肢）府立岸和田支援学校
（知）府立泉南支援学校
（知）府立すながわ高等支援学校

（注）

・図中の番号は所在地を表しています。

・府立たまがわ高等支援学校、府立とりかい高等支援学校、

府立すながわ高等支援学校、府立むらの高等支援学校、

府立なにわ高等支援学校を除く府立支援学校には通学

区域が定められていますので、大阪府教育庁が公表する

要項等でご確認願います。

大阪府立校 （ 校）
国立大学法人 （１校）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■府立支援学校高等部入学者決定検査
学学校校種種別別 部部及及びび学学科科 出出願願期期間間 検検 査査 入入学学予予定定者者発発表表

視覚障がい支援学校
高等部専攻科

月 日 金 から
月 日 金 まで
土、日を除く

月 日 日 月 日 金

高等部本科

月 日 金 から
月 日 金 まで
土、日を除く

月 日 月 月 日 水聴覚障がい支援学校
高等部専攻科

高等部本科

知的障がい、肢体不自由、
病弱支援学校

高等部

＊府立支援学校高等部入学者決定検査の詳細は「令和５年度大阪府立支援学校高等部及び幼稚部入学者決定実施要項」により公表します。

■府立知的障がい高等支援学校職業学科（本校）入学者選抜 ■府立高等学校に設置する共生推進教室入学者選抜
出出願願 検検査査等等 合合格格者者発発表表

月 日（火）及び

月 日（水）

面接 月 日（月）

検査 月 日（火）

３月１日（水）

出出願願 面面接接 合合格格者者発発表表

月 日（火）及び

月 日（水）

月 日（金）、 月 日（月）、

２月 日（火）のうち一日

３月１日（水）

令和５年度に募集のある（特別）支援学校分布図

＊府立知的障がい高等支援学校職業学科（本校）入学者選抜及び府立高等学校に設置する共生推進教室入学者選抜の詳細については、

「令和５年度大阪府立知的障がい高等支援学校職業学科入学者選抜実施要項」により公表します。

◆大阪教育大学附属特別支援学校の入学選考については、当該校より別途公表されます。

入学者選抜等の日程について

22

R5_PublicHighSchool-Guide.indd   22R5_PublicHighSchool-Guide.indd   22 2022/06/03   15:062022/06/03   15:06



種別 住所・電話番号 最寄駅 主なクラブ活動

大阪南視覚支援学校
大阪市住吉区山之内1-10-12
☎ 06-6693-3471

JR阪和線「我孫子町」駅から南西へ400ｍ
南海高野線「我孫子前」駅から東へ700ｍ

卓球、バレーボール、柔道、ボッチャ、
弦楽器、音楽、家庭　等

大阪北視覚支援学校
大阪市東淀川区豊里7-5-26
☎06-6328-7000

メトロ今里筋線「だいどう豊里」駅から西へ100ｍ
シティバス「大桐１丁目」から西へ100ｍ

陸上競技、水泳、卓球、フロアバレーボール、美術、
ゴールボール、パソコン、音楽、理療系研究　等

だいせん聴覚高等支援学校
堺市堺区大仙町1-1
☎072-232-6761

JR阪和線・南海高野線「三国ヶ丘」駅から西へ1.2km
陸上競技、テニス、卓球、バレーボール、
バドミントン、手話演劇部、美術、手芸、学習　等

中央聴覚支援学校
大阪市中央区上町1-19-31
☎06-6761-1419

メトロ谷町線・長堀鶴見緑地線「谷町6丁目」駅から北東へ600ｍ
シティバス「上本町１丁目」から北東へ150ｍ

卓球、バレーボール、アクティブ

高槻支援学校
高槻市富田町1-33-17
☎072-696-2836

JR京都線「摂津富田」駅から南西へ600ｍ
阪急京都線「富田」駅から西へ400ｍ

運動、文化

八尾支援学校
八尾市上之島町南7-6
☎072-923-4485

近鉄大阪線「河内山本」駅から、東花園駅行き近鉄バス
「上之島町」から東へ200ｍ

運動、文化

富田林支援学校
富田林市大字甘南備216
☎0721-34-1675

近鉄長野線「富田林」駅より金剛バス甘南備・吉年・
コロニーセンター前行「金剛コロニー東口」から西へ600ｍ
又は「金剛コロニーセンター前」から東へ200ｍ

陸上競技、卓球、サッカー

佐野支援学校
泉佐野市日根野375
☎072-467-2252

南海本線「泉佐野」駅又はJR阪和線「日根野」駅から
南海バス犬鳴山行「久の木」から東へ900ｍ

バスケットボール、バドミントン、サッカー、
パソコン、陸上競技

豊中支援学校
豊中市北緑丘2-7-1
☎06-6840-1801

北大阪急行及び大阪モノレール「千里中央」駅
又は阪急「豊中」駅より　阪急バス豊中－千里中央
「北緑丘小学校前」から北へ300ｍ

陸上競技、サッカー、器楽　等

寝屋川支援学校
寝屋川市寝屋川公園2100
☎072-824-1024

JR学研都市線「寝屋川公園」駅から北東へ900ｍ
又は「星田」駅から西へ1.2km

陸上競技、バスケットボール、パソコン、ダンス、
サッカー、音楽、書道、アート　等

和泉支援学校
和泉市池上町2-4-6
☎0725-45-9555

JR阪和線「信太山」駅から南西へ600ｍ
陸上競技、卓球、サッカー、ソフトボール、
バスケットボール、音楽

守口支援学校
守口市南寺方東通5-2-2
☎06-6693-2810

京阪本線「守口市」駅より京阪バス⑤乗り場
鶴見緑地又は世木公園行「寺方東」から南へ500ｍ

サッカー、バスケットボール、バドミントン、卓球、
パソコン、美術、音楽、ボードゲーム　等

吹田支援学校
吹田市芳野町13-120
☎06-6389-9520

メトロ御堂筋線「江坂」駅から西へ1km 運動同好会、文化同好会、バスケットボール

泉北高等支援学校
堺市南区原山台2-6
☎072-298-2111

泉北高速鉄道｢栂・美木多｣駅から南東へ600ｍ
陸上競技、バスケットボール、ソフトボール、
軽音楽、美術、工芸、ワープロ

摂津支援学校
摂津市鳥飼上1-1-15
☎072-654-8911

JR東海道本線「千里丘」駅より阪急バス柱本営業所前行き
「上鳥飼」から東へ150ｍ

陸上競技、卓球、スポーツレクリェーション、音楽、
ICT、美術

泉南支援学校
泉南市信達牧野40-１
☎072-485-3801

JR阪和線「和泉砂川」駅から南へ700ｍ サッカー、パソコン、ダンス、陸上競技、軽音楽　等

枚方支援学校
枚方市村野西町60-１
☎072-805-2731

京阪交野線「村野」駅から南へ300ｍ
又は「郡津」駅から北へ800ｍ

バスケットボール、バドミントン、サッカー、
パソコン、ダンス、美術、音楽

西浦支援学校
羽曳野市西浦2-1797
☎072-957-0617

近鉄南大阪線・長野線「古市」駅から南へ1.2km 球技、陸上競技、音楽、美術

交野支援学校　四條畷校
四條畷市砂3-13-6
☎072-879-8315

JR学研都市線「忍ヶ丘」駅から西へ1km 卓球、スポーツ、音楽、社会体験、陶芸、手芸　等

思斉支援学校
大阪市旭区大宮5-11-7
☎06-6951-4063

メトロ谷町線・今里筋線「太子橋今市」駅から北西へ600ｍ
シティバス「大宮小学校前」から北東へ300ｍ

水泳、バスケットボール、サッカー、
パソコン、ダンス、創作

難波支援学校
大阪市浪速区木津川2-3-30
☎06-6562-2251

JR環状線「芦原橋」駅から西へ600ｍ
シティバス「芦原橋駅前」西へ600ｍ
南海汐見橋線「芦原町」駅から西へ200ｍ

陸上競技、バスケットボール、バドミントン、
サッカー、ダンス、音楽、ウクレレ

生野支援学校
大阪市生野区巽東4-2-47
☎06-6758-3784

メトロ千日前線「北巽」駅から南東へ800ｍ
シティバス「巽中学校前」から東へ500ｍ
JRおおさか東線「長瀬」駅から南へ1km

バスケットボール、サッカー

住之江支援学校
大阪市住之江区緑木1-4-167
☎06-6683-2622

メトロ四つ橋線「北加賀屋」駅から西へ200ｍ
シティバス「北加賀屋」から南へ100ｍ

陸上競技、バスケットボール、音楽

東淀川支援学校
大阪市東淀川区東中島3-5-22
☎06-6325-9011

JR線「新大阪」駅から南東へ600ｍ
メトロ御堂筋線「新大阪」駅から南東へ900ｍ
阪急京都線「崇禅寺」駅から西へ500ｍ

サッカー、ダンス

たまがわ高等支援学校
東大阪市稲葉2-3-25
☎072-961-4730

近鉄奈良線「河内花園」駅から北へ1km
近鉄東大阪線「吉田」駅から南へ1.5km
近鉄バス萱島線「菱江」から東へ700ｍ

チャレンジスポーツ、ラケットスポーツ、ダンス、
アドベンチャー、音楽、美術、家庭、パソコン、園芸

とりかい高等支援学校
摂津市鳥飼上1-1-15
☎072-654-9235

JR東海道本線「千里丘」駅より阪急バス柱本営業所前行き
「上鳥飼」から東へ150ｍ

スポーツ、新聞、ダンス、音楽、美術

すながわ高等支援学校
泉南市信達牧野40-1
☎072-485-3810

JR阪和線「和泉砂川」駅から南へ600ｍ
陸上競技、卓球、バスケットボール、ソフトボール
バドミントン、サッカー、音楽・ダンス、PC・美術

むらの高等支援学校
枚方市村野西町60-1
☎072-805-2327

京阪交野線「村野」駅から南へ250ｍ
又は「郡津」駅から北へ800ｍ

スポーツ、ICT、音楽、美術、家庭

なにわ高等支援学校
大阪市浪速区木津川2-3-30
☎06-6561-7361

JR環状線「芦原橋」駅から西へ600ｍ
シティバス「芦原橋駅前」から西へ600ｍ
南海汐見橋線「芦原町」駅から西へ200ｍ

水泳、卓球、陸上競技、バドミントン、ソフトボール、
サッカー、バスケットボール、パソコン、音楽、美術

堺支援学校
堺市堺区東上野芝町1-71
☎072-241-0288

JR阪和線「百舌鳥」駅から南西へ600ｍ スポーツ、ヒューマンライツ同好会

茨木支援学校
茨木市西福井4-5-5
☎072-643-6951

JR東海道本線「茨木」駅より阪急バスサニータウン線
「福井宮の前」から北西へ300ｍ

なし

東大阪支援学校
東大阪市中石切町3-11-27
☎072-984-8141

近鉄けいはんな線「新石切」駅から北北西へ900ｍ
近鉄奈良線「石切」駅から西へ1.8km

運動

箕面支援学校
箕面市船場東3-15-1
☎072-728-1245

北大阪急行及び大阪モノレール「千里中央」駅より
阪急バス「新船場南橋」から北東へ800ｍ

スポーツ同好会

東住吉支援学校
大阪市東住吉区矢田5-1-22
☎06-6608-9100

近鉄南大阪線「矢田」駅から南西へ500ｍ
シティバス「矢田南中学校前」から南東へ200ｍ

バスケットボール、サッカー、コーラス

岸和田支援学校
岸和田市土生町5-9-1
☎072-426-3033

JR阪和線「東岸和田」駅から南西へ600ｍ なし

藤井寺支援学校
藤井寺市川北2-5-23
☎072-973-1313

JR関西本線「柏原」駅から西へ1km ボッチャ

交野支援学校
交野市寺4-831
☎072-893-2445

京阪交野線「河内森」駅から北東へ1.7km
JR学研都市線「河内磐船」駅から北東へ1.5km

なし

中津支援学校
大阪市北区中津2-2-22
☎06-6372-8256

阪急神戸線・宝塚線「中津」駅から北東へ500ｍ
メトロ御堂筋線「中津」駅から北へ200ｍ

運動競技、パソコン　等

光陽支援学校
大阪市旭区新森6-8-21
☎06-6953-4022

メトロ今里筋線「清水」駅から南東へ600ｍ
京阪本線「森小路」駅から東へ1.1km
シティバス「旭東中学校前」から東へ200ｍ

なし

西淀川支援学校
大阪市西淀川区大和田2-5-77
☎06-6475-2560

阪神なんば線「福」駅から北東へ500ｍ ボッチャ

平野支援学校
大阪市平野区長吉川辺3-4-115
☎06-6707-6731

メトロ谷町線「長原」駅から南南東へ600ｍ なし

刀根山支援学校 病弱
豊中市刀根山5-1-1
☎06-6853-0200

阪急宝塚線「蛍池」駅から東へ600ｍ なし

国
立

大
学
法
人

大阪教育大学附属
特別支援学校

知的
障がい

大阪市平野区喜連4-8-71
☎06-6708-2580

メトロ谷町線「喜連瓜破」駅から東へ200ｍ
シティバス「地下鉄喜連瓜破」から東へ150ｍ

サッカー、フライングディスク

＊ 新型コロナウィルス感染拡大防止のため、活動を自粛しているクラブ活動もあります。

＊「最寄駅」欄の「メトロ」は「Ｏsaka Ｍetro」、「シティバス」は「大阪シティバス」のことをそれぞれ示しています。

令和４年度　支援学校基本データ

学校名

大
阪
府
立

視覚

聴覚

知
的
障
が
い

肢
体
不
自
由

肢
体
不
自
由

及
び

知
的
障
が
い

吹
田
市

豊
中
市

能勢町

豊能町

箕面市

茨木市
高槻市

島
本
町

池
田
市

枚方市

摂津市

守口市

寝
屋
川
市

交野市

四條畷市門真市

大東市

大阪市

東大阪市

八尾市

柏原市
藤井寺市

松原市

羽曳野市

太子町

河南町

千
早
赤
阪
村

富田林市

大
阪
狭
山
市

堺市

高石市

泉大津市

忠岡町

和泉市
河内長野市

岸和田市

貝
塚
市

熊
取
町

田尻町

泉
南
市

泉佐野市

阪南市

岬町

三三島島地地区区

（知）府立高槻支援学校
（知）府立吹田支援学校
（肢・知）府立茨木支援学校
（知）府立摂津支援学校
（知）府立とりかい高等支援学校

北北河河内内地地区区

（知）府立寝屋川支援学校
（知）府立守口支援学校
（肢）府立交野支援学校
（知）府立交野支援学校 四條畷校
（知）府立枚方支援学校
（知）府立むらの高等支援学校

豊豊能能地地区区

（知）府立豊中支援学校
（肢・知）府立箕面支援学校
（病）府立刀根山支援学校

大大阪阪市市

（視覚）府立大阪南視覚支援学校
（肢）府立中津支援学校
（視覚）府立大阪北視覚支援学校
（聴覚）府立中央聴覚支援学校
（知）府立思斉支援学校
（知）府立難波支援学校
（知）府立なにわ高等支援学校
（知）府立生野支援学校
（知）府立住之江支援学校
（肢）府立光陽支援学校
（肢）府立西淀川支援学校
（肢）府立平野支援学校
（肢・知）府立東住吉支援学校
（知）府立東淀川支援学校
（知）大阪教育大学附属特別支援学校

泉泉北北地地区区

（知）府立和泉支援学校
（肢・知）府立堺支援学校
（知）府立泉北高等支援学校
（聴覚）府立だいせん聴覚高等支援学校

中中河河内内地地区区

（知）府立八尾支援学校
（肢・知）府立東大阪支援学校
（知）府立たまがわ高等支援学校

南南河河内内地地区区

（知）府立富田林支援学校
（肢）府立藤井寺支援学校
（知）府立西浦支援学校

泉泉南南地地区区

（知）府立佐野支援学校
（肢）府立岸和田支援学校
（知）府立泉南支援学校
（知）府立すながわ高等支援学校

（注）

・図中の番号は所在地を表しています。

・府立たまがわ高等支援学校、府立とりかい高等支援学校、

府立すながわ高等支援学校、府立むらの高等支援学校、

府立なにわ高等支援学校を除く府立支援学校には通学

区域が定められていますので、大阪府教育庁が公表する

要項等でご確認願います。

大阪府立校 （ 校）
国立大学法人 （１校）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■府立支援学校高等部入学者決定検査
学学校校種種別別 部部及及びび学学科科 出出願願期期間間 検検 査査 入入学学予予定定者者発発表表

視覚障がい支援学校
高等部専攻科

月 日 金 から
月 日 金 まで
土、日を除く

月 日 日 月 日 金

高等部本科

月 日 金 から
月 日 金 まで
土、日を除く

月 日 月 月 日 水聴覚障がい支援学校
高等部専攻科

高等部本科

知的障がい、肢体不自由、
病弱支援学校

高等部

＊府立支援学校高等部入学者決定検査の詳細は「令和５年度大阪府立支援学校高等部及び幼稚部入学者決定実施要項」により公表します。

■府立知的障がい高等支援学校職業学科（本校）入学者選抜 ■府立高等学校に設置する共生推進教室入学者選抜
出出願願 検検査査等等 合合格格者者発発表表

月 日（火）及び

月 日（水）

面接 月 日（月）

検査 月 日（火）

３月１日（水）

出出願願 面面接接 合合格格者者発発表表

月 日（火）及び

月 日（水）

月 日（金）、 月 日（月）、

２月 日（火）のうち一日

３月１日（水）

令和５年度に募集のある（特別）支援学校分布図

＊府立知的障がい高等支援学校職業学科（本校）入学者選抜及び府立高等学校に設置する共生推進教室入学者選抜の詳細については、

「令和５年度大阪府立知的障がい高等支援学校職業学科入学者選抜実施要項」により公表します。

◆大阪教育大学附属特別支援学校の入学選考については、当該校より別途公表されます。

入学者選抜等の日程について
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全ての府立高校において、 

入学時に配布するカードです。

生徒の状況や、本人・保護者の 

ニーズを把握し、 

高校生活での適切 

な指導・支援の 

充実につなげます。 

高校生活支援カードとは？ 

主催：大阪府教育委員会 共催：堺市教育委員会、東大阪市教育委員会、岸和田市教育委員会

中学生のための

7.24(日)10:00-16:00(入館は15:30まで)
令和
４年

当日は手話・６言語の通訳者が待機します。

お問合せ先 府民お問合せセンター
「ピピっとライン」

TEL:06-6910-8001
平日午前９時～午後６時まで（土日祝休み）
担当：大阪府教育庁 高等学校課

大阪府公立高校進学フェア 検索
会場：インテックス大阪 ６号館C・Dゾーン
〒559-0034 大阪市住之江区南港1-5-102

©2014 大阪府もずやん

産業教育フェアも同時開催！

中国語、韓国・朝鮮語、ポルトガル語、
ベトナム語、フィリピン語、スペイン語

事前登録制
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